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影執事マルクの天敵
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　ＣＯＭＴＡ
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　プロローグ







　見晴らしの良い丘おかの上。遠方まで良く見通せ、麓ふもとに広がる街を一望できる場所に、その小さな孤こ児じ院いんはあった。


　開かい拓たく時代には警けい備びの宿しゆく舎しやとして使われていたらしい。放ほう棄きされてから十年以上経けい過かしているにもかかわらず、硝しよう煙えんやタバコのにおいがこびりついている。


　木もく製せいの床ゆかも壁かべも腐ふ食しよくが進んでおり、上ってはいけない階かい段だん、入ってはいけない部屋、あちこちに打ち付けられた無ぶ愛あい想そうな板きれの存そん在ざいが、この建物の寿じゆ命みようがもう数年もないだろうことを幼おさない少女にも伝えていた。


　──だったら、さっさと壊こわれちゃえばいいのに……。


　ここの院長は、一体なにを考えてこんな建物を孤児院に選んだのだろうか。幼よう女じよはこの場所が……いや、世界そのものが大だい嫌きらいだった。


　──寒いな……。


　季節は冬だった。この大陸は、夏は異い常じようなほど暑いくせに冬になると極きよく端たんに気温が下がる。広大な湖が凍こおり付くことも毎年のことで、この腐くさりかけた孤児院の住人は、冬になるたびに雪で押おしつぶされないかと震ふるえ上がるのだ。


　そんな冬の日だというのに、幼女が身につけているのは肌はだが透すけて見えるほどすり切れたシャツ一いち枚まいだった。


　幼女が膝ひざを抱かかえて丸まっていると、ギシ……ギシ……と不安な足音が近づいてくる。


　もう逃にげる気力も起きなくて蹲うずくまっていると、部屋の扉とびらが軋きしみながら開いた。


「……こんなところにいたのかい？」


　珍めずらしく攻こう撃げき的ではない言葉に幼女が顔を上げると、そこには小麦色の髪かみをした少年がいた。服装は幼女同様薄うすっぺらいシャツ一枚で歳としは十一、二歳さいくらいだろうか。幼女よりもだいぶ年上である。


　少年はその手に一つずつカップを持っており、それをこぼさないようにそろそろと足を進める。幼女の隣となりまで来ると、カップの一つを差し出してきた。


　カップからは、温かそうな湯気が上っていた。


「院長先生が淹いれてくれたんだ。砂さ糖とう湯ゆ。おいしいよ」


　幼女は無言で少年を見つめる。砂糖湯だといって差し出されたのが泥どろ水みずだったことなど珍しいことではない。


「……いらない？」


　困こまったように首を傾かしげる少年をしばらくそのまま眺ながめ、……結局幼女は温かそうな湯気の誘ゆう惑わくに敗北してカップを受け取った。


　ここに来るまでにいくらか冷めてしまったらしい。砂糖湯は湯気が上がるわりには飲みやすい温度になっていた。口に含ふくむと、砂糖を入れただけのぬるま湯は、冷えた体に心ここ地ちよかった。


　それを見み届とどけると、少年も少女の隣にしゃがみ込こむ。


「ここ、寒くない？」


　幼女はちらりと視し線せんを向けてから、小さく頷うなずく。


「じゃあ、下に来たらどうだい？　暖だん炉ろの周りなら暖あたたかいよ」


　幼女は首を横に振ふる。


「……クーラン狩がりに遭あう」


　初めて口を開いたその声は、凍こごえたように強こわ張ばった声だった。


　幼女の肌は褐かつ色しよくで、その瞳ひとみも琥こ珀はく色だった。クーランと呼よばれる大陸先住民である。


　開拓時代、クーランは海の向こうからやってきた開拓民に虐ぎやく殺さつされていた。フロンティアラインが消しよう滅めつし、クーランからも抵てい抗こうの力が失われ、紛ふん争そうが終結を迎むかえて十年近くが経過しているが、だからといって差別意い識しきがなくなるはずもない。


　そんな中、身寄りのない子こ供どもたちにとって、この小さなクーランを狩るのはちょうどいい憂うさ晴らしなのだ。ここが兵隊の宿舎だったという事実も、またそれに拍はく車しやをかけているのだろう。


　この小さな幼女を追い回すとき、彼らは身寄りのない不運な子供たちではなく〝悪いクーランをやっつける英えい雄ゆう〟になれるのだ。


　幼女が無言で俯うつむいていると、少年は困ったように頭をかく。


「でも、ここは入ると危あぶないんじゃないかな」


　この部屋は床板の腐食が進行しており、いつ崩くずれるとも分からないので院長から立ち入り禁きん止しと定められていた。


「……ここなら誰だれも来ない」


「ぼくは来たよ？」


　幼女は、琥珀色の瞳を怪け訝げんそうに向ける。


「……あなた、誰？」


　とうとつに向けられたその問いかけに、少年は手の中のカップを落としかけた。


　孤こ児じ院いんには数ヶ月おきに新しい子供がやってくる。ごく希まれに裕ゆう福ふくな人間に引き取ってもらえる幸運な子供もいるが、孤児の数は増ふえる一方である。そしてそれは自分を攻撃する人間が増えるわけでもある。幼女は新顔の顔などいちいち覚えていなかった。


　少年は頭ず痛つうを起こしたように頭を抱かかえたが、それでも健けな気げにぎこちない笑え顔がおを投げかける。


「ぼくはグレリオ。一週間も前からここに来てるんだよ？」


「……そう」


　……沈ちん黙もく。


　会話が続かないことに少年──グレリオはプルプルと震えるが、それでも果か敢かんに笑顔を取り繕つくろう。


「ええっと、君の名前も教えてほしいな？」


「……みんな〝クーラン〟って呼ぶ」


「でも、クーランは君の名前じゃないんだろう？」


　幼女は驚おどろいたように瞬まばたきをした。それからなにか不思議なものを見るようにグレリオの頭の天てつ辺ぺんから足の先まで眺めると、ややためらいがちに口を開いた。


「……アイシャ」


「そう、アイシャって言うんだ。可か愛わいい名前だね」


「……そう」


　……沈黙。


　一言以上の会話が成立しないことに、グレリオの頰ほおに毛け一ひと筋すじの汗あせが伝う。


「ねえ、アイシャ。アイシャにはなにか好きなこととかはないのかい？」


「……ない」


「うわあ、それはつまらない。つまらないよアイシャ。世の中には面おも白しろいことがたくさんあるんだよ」


　どうやらアイシャに会話らしい会話を求めることを諦あきらめたらしい。グレリオは陽気に声を張はり上げた。


「たとえば舞ぶ台たいなんかどうだい。たくさんの役者が演えんじる喜き劇げきや悲劇。芸人たちが体を張ったサーカスなんかもいいね。ねえ、アイシャ。舞台に絶ぜつ対たいに必要なものってなんだか分かるかい？」


「……分からない」


　アイシャの無関心な返答に満足そうに頷うなずくと、グレリオは仰ぎよう々ぎようしく天を仰あおいだ。


「舞台に必要なもの。それは──観客──さ！」


　ひとしきり一人でしゃべり尽つくすと、グレリオはアイシャの前にかがみ込んでその手を取った。


「ねえアイシャ。いつまでもこんなところで蹲ってるものじゃないよ。外にはたくさん楽しいものがあるんだ。そんな楽しい舞台を観みたいと思わないかい？」


　恐おそらく、アイシャはこの少年の陽気さに当てられたのだろう。幽かすかに口元をほころばせていた。それを見て、グレリオは会心の笑みを浮うかべる。


「よし決まりだ。それじゃあほら笑って。観客は笑ってないといけないんだよ」


　アイシャは、とうとう堪こらえきれずに噴ふき出した。笑ったのは久ひさしぶりだった。それから、アイシャは琥こ珀はく色の瞳ひとみを大きく瞬しばたたかせてこう言った。


「分かったよ。グレリオの観客になってあげる」


「え？　ぼくの……？」


「好きなんでしょ？　グレリオは舞台に立ってた方が似に合あうと思う。楽しいことがたくさんあるんなら、あたしはグレリオの舞台が観てみたい」


　グレリオは困こまったように頭をかいていた。


「まいったな……」


　それから、アイシャはゴソゴソとポケットの中を漁あさった。この少年は他の子供とは違ちがうだろうと期待を込めて、自分の宝たから物ものを見せてあげることにした。


「面白いものは見たことがないけど、綺き麗れいなものなら持ってるの」


　そう言って、アイシャはポケットから手を出した。そこには細かな模も様ようが彫ほられた小さな瑠ラピス璃・ラズリが収おさめられていた。


「あたしが赤ちゃんのころから持ってた石なの」


　グレリオは驚おどろいたように瞬きをした。


「驚いた。よく今まで盗とられなかったね」


「盗られたよ。何回も。だけどいつの間にか戻もどってくるの」


「本当に？」


　何度も取り上げられたが、その都度いつの間にかポケットの中に戻ってくるのだ。初めのうちは、子供たちも取り返されたのだと怒おこってまた取り上げようとした。それが何度も続くうちに気味が悪くなったらしく、最近では誰も触さわろうとしなくなっていた。


「ふうん。クーランの宝物なのかな？」


「そうかも知れない」


　感心したように頷くグレリオに、アイシャは少しだけ自じ慢まんがしてみたくなった。


「この子は〈バーラ・ルー〉っていうの」


「この子……？」


　怪け訝げんそうに聞き返したグレリオに、アイシャは初めて笑顔を見せた。


「声が聞こえるの。あたしが寂さびしいときとか、励はげましてくれるの」


　グレリオは驚おどろいたような顔をしていたが、ニッコリと笑った。


「素す敵てきなものを持ってるじゃないか。だったら、もっと楽しそうにした方がいい」


　それが、アイシャに〝笑う〟ということを教えてくれた初めての友達だった。
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　今日も大おお勢ぜいの人々が行き交かうロックウォールの繁はん華か街がい。


　群ぐん青じようのワンピースに真っ白の前まえ掛かけ。ヘッドドレスからはくるくるとした癖くせ毛げがピンピンと跳はねている。大ク陸ー先住ラ民ン特有の褐かつ色しよくの肌はだに、琥こ珀はく色の大きな瞳ひとみ。いつも通りの侍じ女じよ姿すがたのアイシャ＝クラン＝ウィードは、その手に大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえて普ふ段だん歩くことのない雑ざつ踏とうの中を進んでいた。


　あちこち物もの珍めずらしいものばかりで、ついついあちこちキョロキョロしていると、不意にグイッと手を引っ張ぱられた。


　反動で仰のけ反ったアイシャの目の前を、一台の馬車がすごい勢いきおいで疾しつ走そうしていく。


　どうやら馬車の進路に入りかけていたらしい。自分がまヽたヽやらかしてしまったのだと気づき、アイシャが恐おそる恐る後ろを振ふり返ると、深いため息が返ってきた。


「アイシャ……。キョロキョロするなとは言いませんが、せめて前を向いて歩いていただけますか？」


　何な故ぜか疲つかれ果てたような声でそう言ったのは、燕えん尾び服ふくに身を包んだ少年だった。少年とはいってもアイシャよりは年上で、毅き然ぜんとした立ち振る舞まいは青年と呼よんだ方が相応ふさわしいように思える。


　愛あい嬌きようのある丸メガネに、穏おん和わな笑えみ。アイシャ同様大きな紙袋を抱えるその手は、真っ白な手袋で覆おおわれており、燕尾服の胸むねには翼つばさを模かたどったヴァレンシュタインの紋もん章しようが縫ぬい込こまれている。アイシャと共に屋や敷しきで働く執しつ事じのマルク＝マルドゥークである。


「ご、ごめんなさいマルクさん」


　アイシャが慌あわててそう言うと、マルクはため息をつきつつも苦く笑しようを返してくる。


「かまいません。今さら注意して直るものなら、初めからこうはなっていませんよ」


「マルクさん……。あたしのことをどう思ってるんですか？」


　最近、マルクからのアイシャの評ひよう価かが酷ひどいように思える。アイシャがむくれてそう抗こう議ぎすると、マルクはやはり苦笑を返してくる。


「まあ、あなたはそれでいいのだと思いますよ」


「それって……、あまりいい意味じゃないですよね」


「おや、褒ほめたつもりなのですが……」


　そう言って、足を進めるマルク。


　──あたしって、そんなに子こ供どもっぽいのかな？


　どう考えてもマルクは自分のことを子供扱あつかいしている。これでもいろいろ悩なやんだり考えたりしているつもりのアイシャは反感を覚えた。


　アイシャがふくれて睨ねめつけると、マルクはなにか思い出したようにふと足を止めた。


「そうですね。そこで黄ケレ橘ー実シヤの飲み物でも買って少し休きゆう憩けいしましょうか」


「わあぁ！　いいんですかマルクさん。ありがとう」


　それで大喜びしている自分が、子供であるとは考えないアイシャだった。





　駅の前は大きな広場になっていた。この街は駅を中心に広がっているらしく、人の行き来も多い。そんな広場に並ならぶ腰こし掛かけの一つに、アイシャとマルクは腰を掛けた。黄ケレ橘ー実シヤの飲み物を啜すする二人の足あし下もとには大きな紙袋が二つ並んでいる。


「あといくつ回るんですか？」


　アイシャがそう問いかけると、マルクはポケットから小さなメモを取り出す。


「そうですね……。アーロンから頼たのまれた肥ひ料りようの注文は済すみましたし、食材とランタンの油も仕入れました。あとの日にち常じよう品は配達してもらえますし、残りはカナメから頼たのまれた糸だけですね」


　最近、急に使用人の数が増ふえたため、日常雑ざつ貨かや消しよう耗もう品が足りなくなってしまった。急ぐものもあったので、マルクが買い出しに出かけようとしていたところ、アイシャもついてきたのだった。


　アイシャが自分から街に出かけるような用事はあまりない。それゆえ街中を見て回りたくなったのだが、街の中はあちこち入り組んでおり、小さな路地がいくつもある。マルクが行く店はそういった路地の中にあったりで、アイシャは道順を覚えようという努力を最初の店で放ほう棄きした。


「そういえばこの街って、どれくらいの大きさなんですか？」


　アイシャがこの街──いや正せい確かくにはこの街の近くに住み着いてから、すでに半年が経けい過かしているのだが、よくよく考えるとそういったことも知らなかった。


　そう訊きいてみると、マルクは周囲を見み渡わたすようにグルリと視し線せんを回した。


「そうですね……。住民は一万二千人ほどですから、この地方にしては大きな部類でしょうか。その一万二千人が住むためには、最低でも四、五千軒けんの民家が必要になります。その四、五千軒の民家の生活を支ささえるためにはさらに数百軒の商店が必要で……とまあ、このように考えれば街の規き模ぼも知れてくるのですよ」


「ふわぁ……。やっぱりよく分かりません。マルクさん、詳くわしいです」


「知らない街に入るときは、この程てい度どのことは調べておくものですよ」


「なんでですか？」


「まあ、身を守る最さい低てい限げんの知ち識しきということです。街中を一人で歩くのはそれなりに物ぶつ騒そうなものなのですよ」


「そ、そうなんですか……。じゃあ、あたしもしっかり勉強しないと」


「アイシャには、もっと別のことを学んでもらいたいですね」


　涼すずやかな笑顔でそう返され、さすがにアイシャも落ち込こんだ。


「マルクさん、酷いです。あたし、そんなにうっかりものですか？」


　アイシャが暗い声でそう言うと、マルクは慌あわてたように首を振った。


「あ、いえ、今ヽのヽはヽ悪い意味ではありません」


　──やっぱり他のは悪い意味だったんだ……。


　アイシャが批ひ難なんの眼まな差ざしを向けると、マルクはさらにうろたえて両手を振る。


「あなたがうっかりものでないと言っているわけではないのです」


「訂てい正せいするところが間ま違ちがってます」


　頰ほおをふくらませて抗こう議ぎするアイシャに、マルクは誤ご魔ま化かすような微び笑しようを浮うかべる。


「まあ、冗じよう談だんは置いておきましょう。普ふ通つうに生活する分には、そういった知識は必要ないのですよ」


　また誤魔化されていると感じたものの、マルクの言葉の意味がよく分からず、アイシャは首を傾かしげた。


「なんでですか？　いろいろ知ってた方がいいじゃないですか」


　そう言うと、マルクは小さく首を横に振った。


「世の中には知らない方が良いこともあるのです」


「マルクさん。またあたしのこと子供扱いしてます」


「そういうわけではありませんよ。ただ、街の中には綺き麗れいなものなどさほど多くはないのです。その街のことを知ろうとすれば、必然と綺麗ではないことも知ってしまいます。そういった綺麗ではないことの中には、知ってしまうと自分の身が危き険けんに晒さらされることもあるのです」


　そこまで言ってから、マルクはいつも通りの笑えみを浮かべる。


「ですから、必要のないことをむやみに知るべきではないのですよ」


「マルクさんは、そういうことも詳しいじゃないですか」


「私はその綺麗ではないお仕事をしていたので詳しいだけです。あなたまで綺麗ではないことに関かかわる必要はありませんよ」





　それは、恐おそらくマルクにしてみれば決して悪意のある言葉ではなかったのだろう。


　しかし、そのひと言はアイシャの胸むねの中にザクリと突つき刺ささる言葉だった。





「……？　どうしました、アイシャ？」


　その痛いたみは顔に出てしまったらしく、マルクは不思議そうな顔をした。


「あ、いえ……。なんでもないですよ！」


　アイシャは努力していつも通りの元気な笑顔を取とり繕つくろう。しかし勘かんの良いマルクにはそれが作り笑いであることまでは隠かくせなかったらしく、怪け訝げんそうな顔をされてしまった。


　それを誤魔化すように周囲に視し線せんを泳がせると、アイシャの琥こ珀はく色の瞳ひとみにあるものが飛び込んできた。


「──あっ！」


「こ、今度はどうしました？」


「マ、マ、マ、マルクさん！」


「な、なんです？」


「あの人！　もしかして、あの人アルバさんじゃないんですか！」


　アイシャが真まっ直すぐ指をさした先には、灰はい色いろのジャケットに身を包んだ青年の姿すがたがあった。同じく灰色の帽ぼう子しからは白はく髪はつ交じりの黒くろ髪かみ。そして彫ほりの深い顔の肌はだはアイシャ同様の褐かつ色しよくだった。


　アイシャはクーランという民族なのだが、今まで同族というものに会ったことがなかった。そんなアイシャがこの街で初めて耳にした同族の噂うわさが、街のギャングであるアルバのことだった。


「アイシャ、人を指さしてはいけません……って、アルバですって？」


　マルクがその名前に気をとられた隙すきに、アイシャは腰こし掛かけから立ち上がっていた。


「大変です！　あ、あたし、ご挨あい拶さつしてきますね」


「ま、待ちなさいアイシャ！　それは危き険けん人物……あ、荷物が────」


　背はい後ごから、なにやらマルクの困こまったような声が聞こえたが、アイシャはすでに駆かけだしていた。





　広場を横切り、人にぶつかりながらも駆け抜ぬけると、意外なことにクーランの青年は足を止めてこちらを眺ながめていた。


　近くから見ると青年は端たん整せいな顔立ちで、狩かりゆ人うどを思わす鋭するどい眼差し。相手が何者だろうとも常つねにそうあるのだろう、堂々とした風ふう格かく。しかしその片かた袖そでに腕うでが通っていないことに、アイシャは今初めて気がついた。


「……騒さわがしい娘むすめだな」


　どうやら呆あきれられてしまったらしい。苦く笑しようとも微び笑しようともつかない笑みを浮うかべ、青年はそう呟つぶやいた。


　思わず羞しゆう恥ち心しんで顔が赤くなりうつむくと、青年の隣となりに佇たたずんでいた女じよ性せいがアイシャの後方を視線で示しめした。こちらは炎ほのおのような赤い髪に藍らん玉ぎよくの瞳をした綺麗な女性なのだが、男物のジャケット姿だった。


　青年は女性の視線を追って、それから不ふ快かいそうに眉まゆをひそめた。


「あの男の連れか……」


　アイシャがちらりと振ふり返ると、マルクが必死で両手に大きな紙かみ袋ぶくろを抱かかえ、こちらに走ってくるところだった。


　どうやらマルクと青年はお互たがい仲が良くないようだ。


「あ、あの……」


　アイシャが戸と惑まどいながらそう呟つぶやくと、青年は狩人のような眼まな差ざしを向ける。


　訊ききたいこと、話したいことは山ほどあったはずなのだが、自分と同じ琥珀色の瞳に直視されると、なにから口にすれば良いのか分からなくなってしまった。


　軽く気が動転するうちに、アイシャの背後にマルクが追いついていた。


「お待ちなさいと言ったはずですよ」


「あう……、その、ごめんなさい……」


　アイシャがモゴモゴと呟くうちに、青年の興きよう味みはアイシャからマルクへ移うつってしまったらしく、不ふ愉ゆ快かいそうな表ひよう情じようを浮かべる。


「お前か。……あの女は、今日はいっしょではないのか？」


　──あれ？


　青年の呟きに、僅わずかながら落らく胆たんのような響ひびきが含ふくまれていたことに、アイシャは気づいた。マルクはそれには気づかなかったのか、同じく不快そうに、それでいてあくまで紳しん士し的にして物もの腰ごしさわやかな笑えみを浮かべる。


「お嬢じよう様さまはこのようなところに毎日足を運びはしませんよ」


「ふん。こんなところでなにをしている？」


「この荷物が見えないのでしょうか。買い物以外のどのように見えますか？」


「気づかなかったな。召めし使つかいが荷物を抱えているのは普ふ通つうのことだと思ったのでな」


「ずいぶん誤あやまった認にん識しきをお持ちですね。あなたこそ、こんなところでなにをやっているのです。アルバ＝ディーノ」


　マルクの軽口に、青年──アルバ＝ディーノはフンと鼻を鳴らし、広場の向こうを顎あごで示しめす。つられてそちらに目を向けると、そこには滑かつ車しやのついた大きなつり上げ機や大量の木材、岩などが並ならんでいた。大がかりな工事をしているのだ。


「先日、どヽうヽいヽうヽわヽけヽかヽ突とつ然ぜん地下水が湧わいてな。その水を街へ流す運うん河がが必要になったのだ。おかげで忙いそがしくてかなわん」


　何な故ぜか「どういうわけか」を強調するアルバ。マルクの微笑が、ピクリと痙けい攣れんのように引きつる。


　それを満足そうに眺ながめると、アルバはジャケットの内ポケットから葉は巻まきを取り出し、口にくわえる。葉巻というものを見たことがなかったアイシャは、それが自分の指より太いことにやや驚おどろいた。


「たまにはお前のように女の荷物持ちのような暇ひまなことをしてみたいもの──うおっ？」


　言いかけた言葉を途と中ちゆうで詰つまらせ、アルバは慌あわてたように顔を覆おおっていた。隣にいた赤毛の女性がアルバの葉巻に火をつけたのだが、その種火は思いの外ほか大きく熱気に顔をあおられたらしい。


　アルバはようやく顔を上げると、赤毛の女性に怪け訝げんそうな顔を向ける。


「セリア……おまえ、今なにかしなかったか？」


　セリアと呼よばれた女性は、さも不思議そうに首を傾かしげる。マルクはそのやりとりを眺めて首を傾げていたが、やがて気の毒そうな表情を浮かべる。


　ほどなくして気を取り直したらしく、アルバは再ふたたび威い圧あつ的な眼がん光こうをマルクへ向ける。


「ふん。まあいい。今はお前と遊んでいる暇ひまはない」


「子こ供どもではないのですから、そういった暇はなくてかまいませんよ」


　マルクのひと言に、アルバの気配がにわかに変化する。


「……いずれ、決着はつけさせてもらう」


　それは、アイシャがビクッと身を引くような声だったが、マルクは涼すずやかな笑みをピクリとも揺ゆらさなかった。そして丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「どうぞおいで下さい。お待ちしております」


　マルクの返事を聞き届とどけてから、アルバはふんと鼻を鳴らして踵きびすを返す。同時にマルクも本来の目的地の方向へ足を向けてしまう。


　置いていかれる形になったアイシャは慌てた。


　──せめて、この石のことだけでも訊かなきゃ……。


　アイシャはポケットの中にある、大おお振ぶりの瑠ラピス璃・ラズリを取り出そうとするが──


「──アイシャ。行きますよ」


　いつになく強い口調のマルク。どうやら彼とアルバは本当に仲が悪いようだ。


　アイシャは縋すがるように一度だけ後ろを振ふり返る。アルバは立ち止まってこちらを振り返っていたが、その表情は帽ぼう子しの陰かげになっていて見えなかった。


　躊ちゆう躇ちよする間に、マルクは再びスタスタと進み始めてしまう。


「マ、マルクさん、置いていかないでください！」


　自分一人では屋や敷しきまで帰れない。アイシャは慌ててマルクの後を追った。





　そのときのアイシャは、いつもにも増まして慌てていた。


　だから、気づかなかった。


　振り返ったアルバが酷ひどく驚おどろいた顔をしていたことも。


　ポケットから手を抜ぬいた拍ひよう子しに、大切な瑠ラピス璃・ラズリを落としてしまったことも。


　そして、その瑠ラピス璃・ラズリを拾ったアルバが信じられないものを見たようにこう呟つぶやいたことも。





「こいつは──〈バーラ・ルー〉……だというのか？」





　　　　[image: ]





　街の北側に延のびる繁はん華か街がい。屋や敷しきへと通じるその大きな通りは、現げん在ざい地面を掘ほり返して大がかりな工事が行われていた。


　運河を通すという話だったが、かなり大きな運河になるようだ。恐おそらく上流のどこかでせき止めるか、あるいは他の場所へ流しているのだろう、今はまだ水が流れる様子はないが、大きな橋が建けん設せつされている。まだ造つくりかけゆえ見み栄ばえは悪いが、対岸の人々が人形のように小さく見える。


　よく見れば橋の下には五、六人乗りのゴンドラの姿すがたが幾いく艘そうもある。工事が終わるにはまだかかるだろうに、気の早い話である。


　その橋を渡わたりながら、本日最後の買い物である糸を購こう入にゆうし終えたマルクは、涼しげな笑えみを浮うかべながらも小さなため息をついていた。





　契けい約やく者しや──精せい霊れいへ対たい価かを捧ささげ、異い能のうの力を手にした存そん在ざい。自らの命という貨か幣へいの中から対価を支し払はらう契約者は、その力と引き替かえにいくつもの制せい約やくに縛しばられる。そして全すべての契約者は例外なく、精霊に魅み入いられるだけの闇やみを抱かかえている。





　マルクもアイシャもそういった契約者であり、そしてその闇にいながら手を差し伸のべられた人間である。


　しかし、世の中にはそのルールに縛られない異能のものが存在する。


　アルバ＝ディーノ──マルクと彼の主あるじであるエルミナが出会うきっかけを作った人物であり、今なおエルミナの命を狙ねらっているギャングである。


　アルバ自身はクーランという高い身体能力を誇ほこる民族ではあるが、ただの人である。しかし彼は〈精霊の器うつわ〉と呼ばれる精霊を宿した〈器〉の所持者であり、その力は契約者を圧あつ倒とうするほどのものである。そして、その隣となりには常つねに〈魔ま弾だんの射い手て〉の名で呼ばれる契約者──セリアが付き従したがっている。


　一度は退しりぞけたものの、マルクが実じつ際さいに相手をしたのはセリア一人であり、アルバを退けたのはエルミナの方である。そのときのつけで組そ織しきの財ざい政せいが苦しくなり、しばらく彼らはそちらの立て直しに奔ほん走そうしていたのだが、今日の様子を見たところではそちらにも解かい決けつのめどがたったようだ。


　──いずれ、決着はつけさせてもらう──


　先ほどはつい啖たん呵かを切ってしまったが、またあの二人に狙われると考えると、ため息をつかずにはいられなかった。


　──それに、アイシャにも少しきつく当たってしまいました……。


　マルクはちらりと後ろからついてくる侍じ女じよの少女へ目を向ける。


　結局、ひと言も話せなかったのだ。アイシャはしょんぼりと落ち込こんでいた。


　アイシャは孤こ児じである。今まで自分と同じクーランには会ったことがないのだという。そんな彼女が初めて知った同族がアルバである。アイシャがアルバに興きよう味みを持っていることは知っていた。


　しかし相手はギャングである。


　その上、エルミナの敵てきである。


　アイシャは街のギャングなど〝拳けん銃じゆうを振ふり回して悪いことをしている大人〟程てい度どにしか認にん識しきしていない。そして彼女にとってそれ以上の存在にもなりえない。何な故ぜならアイシャ＝クラン＝ウィードは、精霊〈バーラ・ルー〉の契約者なのだから……。


　──ですが、相手が悪いのです。


　アルバの力は強い。マルクとて、それが契約ならば戦うが、そうでなければ間ま違ちがっても正面からは挑いどみたくない相手である。


　それゆえ引き離はなしてしまったが、少しくらい様子を見てもよかったはずだ。


　いつも元気に笑っている娘むすめが落ち込んでいることと、それが自分のせいだという罪ざい悪あく感から、マルクはさらに良心の呵か責しやくに苛さいなまれていく。


「──ああ、そうです」


　とうとう沈ちん黙もくに耐たえかねて、マルクは思い出したように声を上げた。アイシャはぼうっとした視し線せんを上げる。


「先日、街へ出かけたときに装そう飾しよく品ひんの露ろ店てんを見つけたのです」


「装飾品、ですか？」


「ええ。なかなか商売上手な方が店主だったのです。それで、そちらの店にはクーランの意い匠しようを凝こらした作品がたくさん並ならんでいました」


「クーランの意匠……って、その人もクーランなんですか？」


「そのようでした。よろしければ、今度いっしょに見に行きますか？」


「わあぁ、良いんですかマルクさん。ありがとう！」


　アイシャはようやくいつも通りの笑顔を返してくれた。


　──しかし、また出費がかさみます……。


　反面、ふところの中がどんどん凍こごえていき、マルクは心の中で嘆たん息そくした。





「……？」


　と、そのとき不意にマルクはそれに気がついた。


　視線──である。


　契けい約やく者しやは気配に敏びん感かんである。契約精せい霊れいの多くは獣けものや鳥類、あるいは海王類など、人から崇あがめられる動物の姿すがたをとる。そんな契約精霊たちの本ほん能のうのようなものが契約者にも受け継つがれるのだろう。


　それが悪意あるものではなくとも、見られていると〝なんとなく〟落ち着かない気持ちになるのだ。そうして周囲を確たしかめてみれば、必ず己おのれに向けられた視線というものを確かく認にんできる。


　マルクは警けい戒かいしながらもそ知らぬ顔で足を進め、そしてアイシャへそっと小声で囁ささやく。


（アイシャ。次の角を右に曲がります）


　すでに繁華街を抜ぬけており、前方では民家も途と切ぎれがちになっている。マルクたちが住むヴァレンシュタイン家の広大な敷しき地ちは、前方左手に見えているのだ。そこで反対側へ曲がるということに、アイシャは驚おどろいたような顔を見せるが、小さく頷うなずいた。


　彼女も先日屋や敷しきに襲しゆう撃げきをかけた契約者と遭そう遇ぐうし、そして交戦もしている。マルクの態たい度どから、そういった事態なのだと察してくれたようだ。


　指定した通りに角を曲がり、十数歩を進んだところでマルクは足を止める。


（アイシャ。あなたはあちらの家の前に待機してください）


　小声でそう指し示じすると、アイシャはそのまま通路を挟はさんで反対側にある民家の前へ移い動どうする。


　マルクの能力はつかず離はなれずの中ちゆう距きよ離りが適てきしており、アイシャの能力は直線的に発動する。アイシャに戦わせるつもりはないが、己に有利な位置をとっておけば問題が起きてもすぐに対たい処しよできる。


　アイシャが位置についたのを見み届とどけてから、マルクは自分の影かげへと囁ささやきかける。足あし下もとに広がるその影は、人の形をとっていなかった。禍まが々まがしく大おお顎あごを開く山プリン犬シツプの影──マルクの契約精霊〈クフ・リーン〉である。


　マルクが〈クフ・リーン〉から与あたえられた能力は〝影〟である。影を以もつて相手の影を搦からめ捕とり、拘こう束そくあるいは破は壊かいする力である。


　マルクの呼よびかけに応こたえ、山プリン犬シツプの影は編あみ物のように解ほぐれ、周囲へ展てん開かいする。蜘く蛛もの巣のように広がった影の中央で、マルクは追つい跡せき者しやを待つ。


　マルクはただ、罠わなに獲え物ものがかかるのを待つだけいい。相手が契約者であろうとも、影を括くくってしまえばそれまでである。あとはそうして身動きの取れなくなった獲物に、優やさしくどこから来たのかを問いかければいい。


　やがて、通りの向こうから音もなく人影が現あらわれ、マルクの張はった影の一ひと枝えだへと接せつ触しよくする。


　それで終わり──の、はずだった。


「──っ？」


　影の末まつ端たんは、弾はじかれたように霧む散さんした。砕くだかれたというよりも、むしろ影の方が接触を拒こばんだような現げん象しようだった。


　それにより、人影も追跡が気づかれていたことを悟さとったらしく、大きく後ろへ飛び退のく。


　──一体、何者ですか……！


　マルクの能力をこうも直ちよく接せつ的に防ふせげるものなど、そうそう存そん在ざいするものではない。マルクが今まで遭そう遇ぐうした例外は、マルクの主あるじであるエルミナと、マルク同様屋敷に仕える契約者カナメだけである。


　カナメは契約者の中でも極きわめて特とく殊しゆな能力の持ち主であり、エルミナに至いたっては契約者をも凌しのぐ超ちよう越えつ者しやという存在である。


　つまり相手は尋じん常じようではない力の持ち主ということになる。マルクは驚きよう愕がくしつつも冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきする。


　──直接作用しないならば、これはどうです！


　マルクは弾かれた影を操そう作さし直し、すぐ隣となりの民家へと走らせる。追跡者がその動きに気づいたときにはすでにマルクの行動は完かん了りようしていた。


　メシッ──煉れん瓦が造づくりの壁かべは奇き妙みような音を立てて軋きしむと、そのまま襲しゆう撃げき者しや目がけてバラバラと崩くずれ始める。壁の影を砕くだいたのだ。


　壁一いち枚まい分ぶんの質しつ量りように降ふりかかられては回かい避ひの術すべなど存在しない。それで仕し留とめられるならよし。防がれたとしても相手の手の内を観察できる。


　どんな些さ細さいな動きも見み逃のがすまいと目をこらしたマルクは、次の瞬しゆん間かん啞あ然ぜんとして口を開くこととなる。


　ポンッ──軽い音を立てて、真っ赤な花が開いていた。


　──あれは──っ！　傘かさ……ですか？


　追跡者の手にあったのは大きな日傘だった。フワフワとしたフリルで飾かざられ、巨きよ大だいな花のような輪りん郭かくである。


　まるで機き能のう的には見えないその傘を、追跡者は降りかかる煉瓦の雨へと突つき出す。一体なにを素そ材ざいに使っているのか、その傘はガリガリガリと凶きよう悪あくな音を立てて、煉瓦の雨を平然と受け流していた。


　マルクが呆あつ気けにとられる間に、追跡者は傘を窄すぼめて真まっ直すぐ突き出す。その石突きが槍やりのように尖とがっていたことで、マルクはようやくそれが凶器なのだと認にん識しきできた。


　突とつ進しんする追跡者。その足下では展開した影がみるみる弾かれ、道が拓ひらかれていく。マルクが呆気にとられたのはほんの一瞬のはずだが、その瞬またたく間に眼がん前ぜんまで迫せまっていた。


　マルクは手の中へ銀食器のナイフを滑すべらせ投とう擲てき。スローイングナイフは鋭するどく回転して撃うち出されるが、追跡者はそれを僅わずかに屈かがんだだけで回避する。


　しかしそれにより、マルクからナイフへ注意が逸それる。マルクはナイフを放った勢いきおいのまま肘ひじを前に突き出し、地面を蹴けりつけた。


　先日、アイシャ＝クラン＝ウィードから撃ち込まれた壮そう絶ぜつな一撃──それに近づこうと人知れず鍛きたえてきた一撃である。


　追跡者に回避の術はなく直撃。大きく吹ふき飛んでいた。





　マルクは落ち着いた態たい度どでずり落ちたメガネを押おし上げると、アイシャへ語りかける。


「アイシャ。申し訳わけありませんが荷物を持っていただけますか？　どうやら、手て強ごわい方のようです」


　マルクの全体重を乗せた一撃が直撃したにもかかわらず、追跡者は倒たおれることなくそこに佇たたずんでいた。直撃の瞬間、とっさに身を捻ひねって肩かたで一撃を防ぼう御ぎよしたのだ。


「ふーん……。避よけられなかったわ。腕うでを上げたわね──マルク？」


　その一言で、マルクが微び笑しようを強こわ張ばらせて大きく目を見開いた。相手が自分の名前を知っていたからではない。その声が自分の知っているものだったからだ。


　追跡者は乱みだれた前まえ髪がみをかき上げ、手にした真っ赤な傘をポンと開く。


　その身を包むのは傘同様真っ赤なドレス。飾かざり気の少ないエルミナのそれとは異ことなり、スカートの端はしから襟えり首くびに至いたるまで花びらのようなフリルで飾られている。肩かたにかかる明るい茶色の髪は縦たてロールに巻まき込まれており、甘あまったるい香こう水すいの香かおりを漂ただよわせていた。


「クリス……なのですか？」


　マルクが恐おそる恐る問いかけると、追つい跡せき者しや──クリスは真っ赤な紅べにを引いた唇くちびるをニッとつり上げる。


「あら？　あたしの顔を見み忘わすれたのかしら。子こ供どものころからあんたの面めん倒どうを見てあげたあたしの顔を」


「それだけ厚あつ化げ粧しようをしていて分かるはずが──ぬおっ？」


　少なくとも三歩分は距きよ離りをとっていたはずなのに、クリスは一歩で間合いを詰つめて傘の先せん端たんを突つき入れていた。


「躱かわした……マルクのくせに」


　苛いら立だたしそうに舌した打うちをするクリス。


「殺すつもりですか」


「いいじゃない。どうせマルクなんだし」


「私がマルクであるのが悪いとでも……はあ、もういいです。そんなことよりも、いつから契けい約やく者しやになったのです？」


　クリスは〈クフ・リーン〉の影かげを防ふせいだ。マルクの能力に干かん渉しようするなど、ただの人間には不可能である。


　マルクが警けい戒かいしながらそう問いかけると、クリスは不思議そうに首を傾かしげた。


「契約者？　なにそれ、あたしはあんたと違ちがって真人間よ？」


　──どうしたらそんな言葉を平然と口にできるのです？


　マルクの知る限かぎり、クリスほど真人間からかけ離はなれた人間は存そん在ざいしない。頭ず痛つうを感じて頭を抱かかえると、足あし下もとの影が脅おびえるようにザワザワと囁ささやいた。


「……なんです？　精せい霊れいだって生理的嫌けん悪おを感じるときの一つくらいある？　まあ、それはそうかも知れ──ごふっ？」


　どうやら先ほどマルクの影がクリスを捕とらえられなかったのは、クリスに特別な能力があったわけではなく、〈クフ・リーン〉の方が干かん渉しようを拒こばんだからのようだ。


〈クフ・リーン〉はクリスを知っている。触さわりたくないというのも確たしかに無理からぬことである。マルクが珍めずらしく契約精霊の言い分を認みとめていると、凄せい絶ぜつな回し蹴げりがマルクの側頭部を直撃していた。今度は避けられなかった。


「あんた、人の前でよくもそんな失礼なことが言えるわね」


「ち、違います。これは私じゃなくて〈クフ・リーン〉が……」


「お黙だまり。あんたのその独ひとり言、不気味だから止やめなさいって何回も言ったでしょ」


「ひ、独り言ですって？　私が好きでこんなことを呟つぶやいているとでも思うのですか？」


「他にどう見えるのよ。まあ、あの変へん態たいじみた黒コートを止めただけ、まだマシにはなったけど」


　マルクはひと月ほど前まで、真夏だというのにもかかわらず分ぶ厚あついコートを着き込こんでいた。それは契約の対価ゆえ仕方のないことだったのだが、確たしかに周りから見れば怪あやしいことこの上ない姿すがただった。


　マルクがため息をついていると、離れた位置に待機したままだったアイシャがオロオロしていた。


「マルクさん。その人、お知り合いなんですか？」


「いいえ。まるで知らない方です。関わりにならない方が良いでしょう。もう帰りましょう」


　マルクは、アイシャの身に危き険けんが及ばないうちにさっさと足を進める──が、そのときには自分より先にクリスがアイシャの前に立っていた。


「まあぁ……なんて可か愛わいらしい子！　その琥こ珀はく色の瞳ひとみも褐かつ色しよくの肌はだもとても綺き麗れいだわ。クーランは不思議な魅み力りよくを持つ一族だとは聞いていたけど、みんなあなたみたいに可愛らしいのかしら？」


　アイシャの両手をとって感動を口走るクリス。マルクはそちらへ手を伸のばしたまま啞あ然ぜん。アイシャは突とつ然ぜん褒ほめちぎられてオロオロと動揺。


「は、はわわわ、あ、あたしは、別に、そんな……」


「いいえ。あたしが保ほ証しようするわ。あなたは今も魅力的だけど、もっと魅力的な女じよ性せいになるわ。それこそそんじょそこらの男なんて跪ひざまずきたくなるほどにね！」


「ひ、跪くってそんな……マ、マルクさんに跪かれたらあたし……」


　何な故ぜか、まんざらでもなさそうに顔を赤らめるアイシャ。マルクは軽い頭痛を覚えながら二人の側そばへ歩み寄る。
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「クリス。アイシャにあなたの奇き妙みような価か値ち観かんを植え付けないでいただきたい」


「奇妙な価値観ですって──あら……？」


　マルクは銀ナイフを抜ぬき、気配もなくクリスの首くび筋すじへと突つきつけていた。


　そこにいつもの微び笑しようが浮うかんでいなかったことから、クリスもマルクの殺気を感じとったのだろう。おとなしく両手を上げていた。


「まあ、落ち着きなさい。あたしはただ純じゆん粋すいに彼女の魅力を褒ほめ称たたえただけよ」


「でしたらもう用よう件けんは済すんだはずです。とっととその娘むすめの側から離れてください。あなたの変な菌きんを感う染つされてはかないません」


「なっ！　マルクのくせにあたしを病気扱あつかい？」


「そうですね。あなたの場合は病気という表ひよう現げんが適てき切せつでしょう」


「そう……。あたしは病気なのね。でも仕方がないわ。たった一人の弟があんたみたいな変へん態たいなんだもの。心労で病気にもなるわ」


「あなたにだけは変態呼よばわりされたくありません」


　一方、アイシャはそんなマルクとクリスを交こう互ごに眺ながめ、それから小さく首を傾かしげる。


「弟？」


「あらいけない。あたしとしたことが自じ己こ紹しよう介かいもしてなかったわね。あたしはクリスティーナ＝マルドゥーク。マルクはあたしの弟よ」


「クリステヽィヽーヽナヽ？　いつ改名──ごふっ？」


　真実を口にしようとしたマルクは、ピンヒールを腹ふく部ぶに撃ち込まれて昏こん倒とうした。


「は、はわわわわ。マ、マルクさん、どうしたんですか？」


「あら？　どうしたのかしらマルクったら」


　どうやら、アイシャの位置からは見えない一撃だったらしい。地に伏ふしたマルクは呻うめき声と共になんとか顔を上げる。


「ぐっ……い、一体、なんの用なのです。こそこそつけ回したりして……」


「つけ回すなんて心外ね。デートの最中みたいだから声をかけるのを遠えん慮りよしただけよ」


「デ、デート……！」


　みるみる顔を赤らめるアイシャ。マルクはなんとか立ち上がって嘆たん息そく。


「私は犯はん罪ざい者しやですか」


「マルクさん、犯罪ってどういう意味ですか……？」


「発育有望な幼よう女じよを、よその悪い虫がつかないように守るのは褒められるべきことよ」


「幼女！　こ、子こ供どもなんですかあたし」


「はぐらかさないでいただきたい。一体なんの用かと訊きいているのです。あなたとかかわって良い結果を生んだことは今までないはずです」


「失礼ね。必ず一人は女の子に幸福をプレゼントできたはずよ？」


「浮ふ浪ろう児じの女の子にキャンディ一つ届とどけるのに、どうして私が街中のギャングからつけ狙ねらわれなければならなかったのですか」


「不幸になったのは男なんだから別にいいじゃない」


　また話をはぐらかされていると感じたマルクは反はん論ろんを止やめて静かに睨ねめつける。一方、その隣となりでは、何な故ぜかアイシャが落ち込んだように俯うつむいて「マルクさんもクリスさんも酷ひどいです」などとブツブツと呟つぶやいていた。


「また面めん倒どうごとを押しつけに来たのでしたら、お断ことわりします。今の私には仕えるべき主あるじがいます。契けい約やく者しやが主を一度に一人しか持たないことくらいはご存ぞんじのはずでしょう」


　契約者は契約を違たがえられない。一度交かわした約束は何なん時どきにおいても最さい優ゆう先せんしてしまう。それゆえ複ふく数すうの人間と契約を結ぶことは事実上、不ふ可か能のうである。反面、契約を果たすか、あるいは失敗してしまうと、それまでの雇やとい主にまるで関心を示しめさないのも契約者の特とく徴ちようである。


　クリスはつまらなさそうに自分の髪かみをいじくる。


「あたしがわざわざあんたに頼たのみ事をすると思ってるの？」


　それは面倒をかけるのにわざわざ頼むような礼れい儀ぎ正しい手順は踏ふむつもりはないという、恐ろしくふてぶてしい意味である。


　マルクがピクピクと微笑を痙けい攣れんさせていると、クリスは頰ほおを赤く染そめて拳こぶしを握にぎりしめる。


「この街にね、妖よう精せいみたいに綺き麗れいな女の子が住んでるらしいのよ！」


「そうですか。見つかると良いですね」


　それが誰だれのことを言っているのか即そく座ざに直感したマルクは、簡かん単たんに相づちを打つと、アイシャの手を引き、脇わき目めも振ふらずに立ち去ろうとする。その妖精が住まう屋や敷しきはすでに目もく視しできる距きよ離りにある。


　しかし、それを見み逃のがしてくれるクリスでもなく、ガシッと襟えり首くびを摑つかまれてしまった。


「だからね。あんた、その妖精さんのことをなんか知らないかしらって訊いてんのよ」


「まったくもって存じません」


「そうそう、なんだか不思議なお屋敷に住んでるって話なのよ。〝蜃しん気き楼ろうの屋敷〟っていったかしら？」


「え？　蜃気楼って──」


「──それは不思議なお屋敷ですね。私も耳にすることがあったならば遠いいつの日か連れん絡らくしましょう」


　アイシャの言葉を遮さえぎりながら、マルクは強い口調で会話を打ち切った。


　マルクが仕えるヴァレンシュタイン家の屋敷は、主であるエルミナの許きよ可かなきものの目には映うつることもない、蜃気楼の屋敷である。


　どうやらクリスの目には見えていないようだ。ここまで来たならば屋敷に逃にげ込んだ方が手っ取り早い。マルクはクリスの手を振り払はらって屋敷へ足を進める。


　しかしそれでもクリスは離はなれようとしない。


「それからね。この街で訊いてみたら、そのお屋敷では丸いメガネをかけた、やけに不幸な少年が執バト事ラーをしてるんですって」


「そうなのですか。まったくもって心当たりがありませんが、見つかると良いですね」


　丸いメガネを押おし上げながら、マルクは自分に新たな不幸が降ふりかかっていることを感じて、さらに足を速める。


「で、その執バト事ラーの名前を聞いてみたら偶ぐう然ぜんにも〝マルク〟というらしいんだけど、それでもやっぱり心当たりがないのかな？」


「不思議ですね。この街には同じ名前の人間がいるようです」


　すでに走るのと変わらないような速度で進むマルクに、クリスはにこやかな笑えみを浮うかべながら並へい走そうする。マルクに手を引かれるアイシャは、転びそうになりながら必死でついてくる。


「往おう生じよう際ぎわが悪いわよマルク。あんた、この街では有名人らしいじゃない？」


「他人のそら似にでございましょう。私には心当たりがありません」


「あらそう？　じゃあ、仕方ないわ。他の人に訊ききましょう」


　そう言うと、クリスはとうとつに足を止める。マルクがそのまま正アー面ケー門ドをくぐると、握にぎっていたアイシャの手がスポッと抜ぬけた。


「──というわけで、あたしは蜃気楼の屋敷というお屋敷を探さがしてるのだけど、あなたなにかご存じないかしら？」


「え？　え？　あ、あの、そのお屋敷なら、たぶんエルミナのお屋敷だと思います」


「アイシャ！」


　マルクは叱しつ責せきを飛ばすが、アイシャを止めるには彼は位置が離れ過すぎていた。


「それじゃあ、そのエルミナさんが屋敷の妖精さんなのかしら？」


「さあ、そこまでは分からないですけど、エルミナは美人だと思いますよ」


「まあ、楽しみ。それじゃあ、あなたたちそのお屋敷で働いているの？」


「は、はい。良いところですよ。エルミナもマルクさんもみんな優やさしいし、お風ふ呂ろとかだって入れるんです！」


　なにか過か去この苦労を滲にじませる言葉を付け足しつつ、アイシャは屈くつ託たくのない笑顔で礼儀正しくそう答えてしまう。


　マルクが慌あわててそれを止めようとすると、頭上から野太くも穏おん和わそうな声が響ひびいてきた。


「賑にぎやかであるな、マルク殿どの」


　頭上を見上げると、そこには巨きよ木ぼくを思わせる大男が佇たたずんでいた。空色のオーバーオールに大きな麦わら帽ぼう子し。手には軍手と枝えだ切きりばさみ。しかしながら、その顔はどういうわけかフクロウを模かたどった木き彫ぼりの仮か面めんで覆おおわれている。


　屋敷の庭にわ師し──アーロンである。


「戻もどられたか。ご苦労であったな。……して、あちらのご婦ふ人じんは客人であるか？」


「いいえ。ただの不ふ審しん者しやです。それとご婦人ですらありません。つまみ出してください」


　クリスが何者なのか、それを説明するのも億おつ劫くうで、マルクはフクロウの双そう眸ぼうを自分から覗のぞき込こむ。彼の能のう力りよくならば、それでマルクの言わんとするところを察してくれる。アーロンは困こまったように頭をかいた。


「それはまた、難なん儀ぎな御ご仁じんであるな」


　アーロンは苦く笑しようの混まじった声でそう答えると、のっしのっしとクリスとアイシャの方へ歩いていく。


　アーロンの巨体を目まの当たりにしたクリスは、ポカンと口を開いて僅わずかに後あと退ずさる。


　──いい気味です。


　クリスには屋や敷しきが見えていない。フクロウの面をつけた山のような大男が突とつ然ぜん、目の前に現あらわれたように見えたはずである。さらに言うならば、クリスとアーロンの身長差は比ひ喩ゆ抜ぬきに子こ供どもと大人ほどもある。クリスの身長はマルクとさほど変わらないにもかかわらずである。


「うぬ。我わが輩はい、この屋敷の庭ガー師ドナーでアーロンと申すものである」


　轟とどろくような野太い声に押され、クリスはにわかにうろたえるが、それでも貴き婦ふ人じんさながらの微び笑しようを浮かべて答える。


「ごきげんよう。あたしはクリスティーナ。そこの……あら？　いないわね。まあ、マルクはあたしの弟なんですの」


　マルクの位置はすでに屋敷の領りよう域いきに入っている。クリスからはもう知覚できない。


「うぬ。マルク殿のご兄弟であるか。それではマルク殿を訪たずねて参られたのであるか？」


　アーロンもまた契けい約やく者しやである。その能力は人の思考を読むものだ。それゆえ庭師という役やく割わりの他ほかに、門番という役割も持っている。ああやって訪問客が危き険けん人物でないか確たしかめているのだ。彼の前に噓うそは意味を持たない。


　そんなことを知るよしもないクリスは、にこやかに微ほほ笑えみ返す。


「いいえ。マルクはたまたま見つけただけよ。この街にはとっても綺麗な女の子が住んでるって聞いてやってきたの」


　その返答を聞いて、アーロンは怪け鳥ちようのような声を上げて笑う。マルクとしても苦笑を禁きんじ得なかった。それでは追い返してくれと言っているようなものだ。


「かっかっかっ。面おも白しろい御仁であるな。しかし、この屋敷は主あるじであるエルミナ殿の許可なくば中には入れぬのである」


「この屋敷……って、側そばにあるの？」


　クリスは怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。まさか目の前にあるなど夢ゆめにも思わないだろう。


　マルクがそう思っていると、アーロンはマルクが予想だにしなかったことを言った。


「然しかるに、エルミナ殿へ許可を求めてくるのである。しばし待たれよ」


　──そう、エルミナに許可を…………？


　マルクは深々と頷うなずきかけて──耳を疑うたがった。


「ちょ、ちょっとアーロン！　お待ちなさい。あんなものをお嬢じよう様さまに会わせるおつもりですか？」


　のっしのっしと戻ってきたアーロンに、マルクは詰つめ寄よる。


「そう気にすることもないのである。あの御仁はエルミナ殿に危き害がいを加えるものではないのである」


「それは、危害は加えないでしょうが、性せい癖へきに問題があります！」


「貴き殿でんの兄弟なれば悪人でもなかろう？」


　家族にまともな人間を思い浮うかべられないマルクは、そのひと言で思わず目め頭がしらが熱くなった。ここではマルクはまともな人間として見てもらえるのだ。


　しかし、マルクが感かん極きわまっているうちに、アーロンはのっしのっしと屋敷の方へと歩いていってしまっていた。
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「……良いのではないか？」


　コトン──とティーカップを下ろすと、その少女はまるで表ひよう情じようを浮かべないまま、当然のようにそう言った。銀ソ啼ロー鳥ネのごとく静かながらも良く通る声なのだが、その言葉にも抑よく揚ようの欠かけ片らもない。しかし彼女は機き嫌げんが悪いわけではなく、常つね日ひ頃ごろからこんな様子だった。


　本日は夜を思わせる漆しつ黒こくのドレスに身を包んでいる。それが喪も服ふくに見えないのは銀糸で織おり込まれた模も様ようが星のように煌きらめいていることと、彼女の髪かみが月を思わせる金色だからだろう。そこに人形めいて整った顔立ちと翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは、非ひ人間的なまでに美しい。


　ヴァレンシュタイン家当主──エルミナ＝ヴァレンシュタインである。





　数分前──アーロンから知らせを聞いたエルミナは、当然のようにクリスを屋敷に招まねいていた。そしてエルミナに会うなり、クリスは「しばらくあなたの側にいたいわ」と言ったのだ。


　そして、その返答が今のひと言だった。





　マルクは、ずり落ちたメガネを押し上げ、極めて穏おん便びんな口調を意い識しきして口を開く。


「お嬢じよう様さま。それはあまりお勧すすめできません。面識のない相手をお客様として招きいれられただけで十分すぎる配はい慮りよかと思われます」


「……君の兄弟なのであろう？」


「兄弟だからお勧めしたくないのです」


　マルクが強い口調でそう言うと、エルミナは批ひ難なんするように双そう眸ぼうを細める。アーロンからどんな紹しよう介かいをされたのかは分からないが、エルミナはひとまずクリスを受け入れるつもりのようだ。いつものことではあるが、なんとも無む防ぼう備びな対たい応おうである。


「まあぁ、嬉うれしいわ！　あたしみたいに見ず知らずの人間を側で使ってくださるなんて」


　マルクが反はん論ろんを考えるうちに、クリスはふてぶてしくそう言う。


「……雇やとうとは言っていない。客人として滞たい在ざいしてもらうつもりだ」


「でも客人が感かん謝しやを示しめして贈おくり物をすることは、無礼にはならないはずよね」


　恐おそらく、エルミナとてこんな人間に免めん疫えきはないのだろう。少々驚おどろいたように目を大きくしていた。そのまま勢いきおいに押されるように小さく頷く。


　アーロンから尋じん問もんを受けた以上、クリスがエルミナに危害を加えることはないだろう。そもそもクリスはあまり一いつ般ぱん的ではない性癖の持ち主であり、女じよ性せいに危害を加えること自体がありえない。ただひたすら好意を投げかけ続けるのだから。


　しかし、それはあくまでクリスの価か値ち観かんに基もとづく好意であり、それが相手にとって幸せか害かは、また別の話である。


　そしてもう一つ、クリスには一般的ではない性癖が存そん在ざいするため、マルクとしては一いつ刻こくも早く出ていってもらいたかった。そちらが知られれば──特にエルミナに知られようものならば──マルクはもうこの屋敷では生きていけない。


「善ぜん意いの押し売りというものは、相手にとって不ふ愉ゆ快かいな場合もあるのですよ」


　言葉の中に「とっとと消えなさい」という苛か烈れつな意い志しを込めるマルク。しかしそこに反発したのはクリスではなかった。


「……私は迷めい惑わくだとは感じていない」


　それはエルミナにしては珍めずらしく感かん情じようを込めた言葉だった。


「ですが──」


　マルクがなおも反論しようとすると、エルミナはまったく表情を浮かべないまま、じっと視し線せんを向けてくる。無言。無表情。これで凝ぎよう視しされるのは、良くできた人形に見つめられているような気分で、すこぶる威い圧あつ的である。


　結局、マルクは気け圧おされて泣く泣く承しよう諾だくした。


「……それでは、客人の部屋を用意してもらいたい」


「かしこまりました」


　丁てい寧ねいに腰こしを折って礼をすると、マルクはしぶしぶ応おう接せつ室しつから引き下がった。





　もはや口を開く気力もなく──エルミナに睨にらまれ続けるのは精せい神しんをおろし金で削けずり取られるようなものである──無言で二階へ上がるマルク。アイシャも客室の用意のため隣となりを歩いているのだが、気まずさを感じるのかオロオロしながらも口を開く様子はない。


　その気まずさも手伝って急ぎ足で進んでいると、客室の一つから鈴すずの音が響ひびいた。使用人の呼よび出しに使う鈴である。


　マルクは条じよう件けん反はん射しやで足を止める。エルミナは応接室に出向いていたのだから、彼女の寝しん室しつからではない。そして現げん在ざいこの二階にいる人間は、マルクたち以外では一人しかいない。


　マルクは仕方がないので進路を変へん更こう。呼び鈴りんの鳴った部屋はエルミナの寝室ではなかった。扉とびらを静かに二度叩たたくと、中から気の強そうな声が返ってきた。


「入るがよかろ」


　相手は仮かりにも女性なのだ。最さい低てい限げんの礼れい儀ぎとしてノックはしたものの、使用人を使う側の人間のような返事に、マルクは深く嘆たん息そくする。


「カナメ。その鈴はお嬢様が使うものです──とっと」


　リン──と澄すんだ音を響かせ、扉の隙すき間まからなにかが飛来してきていた。


　マルクはそれを片かた手てで受け止めると、それは銀ぎん製せいの鈴だった。批難を投げかけたら鈴を投げ返されたのだ。


「なにをするのです」


「たわけ。おんしらが部屋から出るなというのじゃから、私はその鈴を使わねばしかたがなかろ」


　ベッドの上でむくれていたのは、真っ白な髪かみをした少女──カナメだった。


　カナメはここに来るまで、とある事情で身体からだ中じゆうを布ぬの切きれで覆おおっていた。それゆえ日の光に晒さらされることすらなく、不自然なまでに真っ白な肌はだだ。それに加え、頭とう髪はつの生え際ぎわからまつげの先せん端たんに至いたるまで汚けがれない純じゆん白ぱく。こちらもエルミナとは違ちがう意味で非人間的な容よう姿しの持ち主である。


「それで、なんの用です？」


「退たい屈くつじゃ。部屋から出せ」


「それくらいご自由に出歩いたらよろしいではありませんか」


「……エルミナに、じっとしていろと命ヽじヽられた」


　この屋や敷しきに仕える使用人は、一人を除のぞいて全員契けい約やく者しやである。そしてその契約者たちはエルミナの〈契約書〉に署しよ名めいすることで、精せい霊れいに支し払はらった対価を還かえしてもらっていた（とは言っても模も造ぞう品ひんではあるが）。


　そしてその〈契約書〉は、エルミナに対して絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを誓ちかわせるものでもある。それでカナメは謹きん慎しんを命ヽじヽられたらしい。


「まったく……。一体なにをしでかしたのです？」


　エルミナはそうそう気軽に人に命令をする人間ではない。彼女に命令させるような、なにかをしでかしたのは明白である。


　カナメはむくれたように眉まゆを顰ひそめつつも、掛かけ布ふをたぐり寄よせて顔を半分隠かくす。


「体がなまったから、庭で鍛たん錬れんをしておっただけじゃ」


「それだけですか？」


「それだけじゃ」


「……本当に？」


　それだけでエルミナが謹慎を命じるとは思えない。マルクがじっと睨ねめつけると、カナメは睨にらみ合いに負けた猫ねこのように視線を逸そらした。


「……家ハウス令スチユワードから刃は物ものを借りただけじゃ」


「庭で刃物を振ふり回していたら、怒おこられるのは当たり前でしょう？」


　おまけにカナメはまだ真っ白の寝ね間ま着き姿すがたである。この格かつ好こうで庭先で刃物など振り回していたのならば、エルミナでなくとも怒るだろう。


　そもそもカナメは十日前に、助かったのが不思議なほどの大怪け我がをしている。医い師しからは全治一ヶ月と診しん断だんされており、出歩こうとすること自体が間違いである。


「ちょっとマルク。誰だれと話してるのよ。紹しよう介かいなさい」


　マルクが再ふたたびため息をついていると、後ろにいたクリスが好こう奇き心しんを抑おさえきれなくなったらしく、マルクを押おしのけて扉とびらの向こうを覗のぞき込こむ。


　そして──紅べにを引いた唇くちびるをだらしなく弛し緩かんさせた。


「まあ、綺き麗れい！　キョクトの女の子はみんなあなたみたいに綺麗なの」


　カナメの容よう姿しを目まの当たりにしたクリスは、縦たてロールに巻まかれた栗くり色いろの髪かみを揺ゆらし、毒々しいほど派は手でな赤いドレスをフワリとひるがえし、全身で歓かん喜きを表ひよう現げんする。


　この姿だけ見れば紛まぎれもなく美女と呼よべる容姿なのだが、それゆえにマルクは頭ず痛つうが止まらなかった。


　一方的な賛さん美びを贈おくられたカナメは、ベッドから体を起こし呆あつ気けにとられたように瞬まばたきを繰くり返し、それから怪け訝げんそうに眉まゆを顰めた。


「……一つ訊いてもよいか？」


「なにかしら」


「おんし……なにゆえそのような格好をしておるのじゃ？」


　カナメの問いかけに、にわかに空気が硬こう直ちよくする。クリスは感心したように息をつき、マルクの顔からは完全に血の気が引いていく。アイシャだけが不思議そうに首を傾かしげた。


「クリスさんの格好って、どこかおかしいんですか？」


　アイシャのさも不思議そうな声に、マルクは極きわめて平静のように取とり繕つくろう。


「いいえ。なにもおかしなことなどありません。カナメ、あなたもおかしなことを言わないでいただきたい」


　怪訝そうに目を細めるカナメをよそに、マルクはアイシャの手を引き部屋から退たい去きよしようとするが、クリスは感心したように頷うなずき続けていた。


「別にいいじゃない。隠すことではないわ。あたしは誇ほこりを持ってこの格好をしているのだから、彼女にもそれを知ってもらいたいわ！」


「私が知られたくないのです！」


　悲痛な悲鳴を上げるマルクをよそに、カナメは無情にも真実を告げる。


「おんし──男ヽ──であろ？」


　マルクはガックリと膝ひざをついた。その隣となりのアイシャは言われた意味がよく分からなかったのか、不思議そうに首を傾げていた。


「男……って、誰が、え……？」


　アイシャが、自分の耳を疑うたがうように瞬きを繰り返し、それからやはり自分の目を疑うように目をごしごしと擦こする。そうしてクリスの頭の天辺から靴くつの先まで何度も見直し、それから信じられないかのようにパクパクと口の開かい閉へいを繰り返す。


「お……男の人？」


「そうよ」


　クリスは片かた目めをつむって明るく答える。


　クリスの本名はクリストヽフヽァヽ＝マルドゥークである。マルクよりも先に家を飛び出しており、その後各地で度たび々たび再さい会かいすることがあったのだが、会うたびに常じよう軌きを逸いつした格好になっていき、ついにはこんな姿になり果ててしまったのだ。


　自分の兄が女じよ装そう者しやだという事実をなんの抵てい抗こうもなく受け入れられるほど、マルクの自じ我がは強きよう靱じんではない。うち拉ひしがれながらも、未来ある少女の人生に暗い影かげを落としてはいけないという義ぎ務む感に駆かられ、マルクはフラフラと立ち上がる。


「アイシャ。あまり見ない方が良いですよ。世の中には知らない方が良いこともあるので──ぐおっ？」


　アイシャに世の中の摂せつ理りを語っていると、マルクのみぞおちにクリスのピンヒールが突つき刺ささっていた。


「誤ご解かいのないように言っておくわ。わたしはあくまで女の子が好きなのよ！」


　腰こしに手を当て、胸むねを張はってそう宣せん言げんするクリス。それからなにか思い直したように首を横に振ふる。


「いいえ。女の子というのは間ま違ちがいね。女じよ性せいであるならば、召めし逝ゆく老ろう婆ばの安らぎのために万よろずの男はその命を投げ出すべきだと考えているわ。同時に生まれ落ちたばかりの乳ち飲のみ子だろうとも、彼女に必要ならば世界中の富とみが差し出されるべきだとも考えるわ」


　拳こぶしを握にぎり締しめて演えん説ぜつし、それからクリスは不意に頰ほおを赤らめて身をくねらせる。


「だからこの格かつ好こうも、女性を愛するがゆえに彼女たちの気持ちを深く知らんと身に課しているのよ」


　マルクは頭痛に加え胃痛まで発生し、とうとうその場に蹲うずくまる。アイシャがその背せ中なかを慌あわててさすってくれた。一方で演説されてしまったカナメは、瑠ドミ璃ニ猫トンの双そう眸ぼうを切れ長に細めていた。


「つまり相手の油ゆ断だんを誘さそう扮ふん装そうということか」


　どこをどうしたらそんな崇すう高こうな結けつ論ろんが導みちびき出されるのか、マルクはきっとカナメは異い国こく人じんゆえ、意味を取り違えたのだろうと固く信じた。


「あなたご病気にしてはすばらしい洞どう察さつ力りよくなのね」


　訂てい正せいすべき誤あやまりには欠かけ片らほども触ふれないクリス。カナメはやや憤ふん慨がいしたように片目を細めた。


「病気ではない。ただの怪け我がじゃ。医い師しとエルミナがやかましいからここに押し込められておるだけじゃ」


　全治一ヶ月の重傷患かん者じやの言葉ではない。マルクがため息をつくと、クリスは何な故ぜか凄すごみのある笑顔を見せていた。


「怪我？　もし良ければどうして怪我をしたのか教えていただけるかしら」


　カナメは不思議そうに首を傾かしげたが、そのまままっすぐマルクを指さした。


「半分は、そこの執バト事ラーのせいじゃな」


　恐おそらく、カナメは別に恨うらみ言を述のべたわけではないのだろう。しかしそれはマルクにとって、少なくとも今この場では口にしないで欲ほしい事実だった。


「マルク……？」


　そう言ってゆっくりと振ふり返ったクリスの手には、いつの間にか一挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられていた。


「女の子に怪我をさせるような男が生きていていい理由なんてないわ。……そうよね？」


　その後、マルクはクリスの弾だん薬やくがつきるまで屋や敷しき中じゆうを追い回されることになった。








　第二章　灰色の鎖くさりは忍しのびより










【渓キヤニ谷オンのズ・楽パラダ園イス】


　禁きん酒しゆ法ほうが暴ぼう威いを振ふるうこの時代、公おおやけに取引のできなくなった酒類は、ギャングたちの手により地下酒場へと出回る。


　そんな地下酒場の一つがこの店なのだが、ここはとある事じ情じようにより一いつ切さいのもめ事が禁じられている。それゆえテーブルには敵てき対たい勢せい力りよく同士のギャングどころか、禁酒法を取り締しまるべき保ほ安あん官かんまでもが肩かたを並ならべて酒を交かわし合っていた。


　その特とく異いな地下酒場に、特異な人ひと影かげが足を踏ふみ入れる。


　酒場の天てん井じように頭をこすりつける大男──いや、大男という表ひよう現げんでは生ぬるい、巨きよ漢かん、あるいは巨人である。人類はここまで大きくなりうるという、ある種の到とう達たつ点てんとさえ呼よべる。


　その巨体を包むのは、特注なのだろう特大の燕えん尾び服ふくなのだが、それですら今にもはち切れんばかりにパツパツである。そして巨漢の顔面は、何故かフクロウをあしらった木き彫ぼりの面で覆おおわれていた。


　酒場にいるのはたくましい体つきの炭たん鉱こう夫ふ。あるいは屈くつ強きようなギャング。そしていかなる凶きよう悪あく犯はんにも臆おくさぬだろう勇ゆう敢かんな保安官（地下酒場に保安官がいる時点で間ま違ちがってはいるが）たちだというのに、彼らはただただ口を開いて、呆ぼう然ぜんとその巨漢が進むのを見送ることしかできなかった。


　フクロウは──メリッ──メリッ──と恐おそろしい音を立てて店内を進む。やがてカウンターまで進むと、椅い子す三つを使用して腰こしをかける。


「うぬ。待たせたのである」


　フクロウの隣となりには赤い髪かみの女じよ性せいが腰をかけていた。藍らん玉ぎよくの瞳ひとみには契けい約やく者しや特有の暗い翳かげを揺ゆらし、どこか思い詰つめたように険けわしい表情である。起き伏ふく豊ゆたかなその身を包むのは、男物のジャケットだった。


　女性は、フクロウに視し線せんを向けると手にしたグラスを静かに傾かたむける。


「なら良いのである」


　女性は口を開いてすらいないというのに、フクロウの巨漢は一人納なつ得とくしたように頷うなずいていた。


「珍めずらしいであるな。貴き殿でんの方から我わが輩はいを呼び出すとは」


　女性はグラスを揺らしながらなにか言いたげな眼まな差ざしを向ける。それだけで全すべてを理り解かいしたようにフクロウは首を横に振る。


「どのみち、顔を見たいとは思っていたのである。……うぬ。貴殿は、まだ〝アレ〟を追っているのであるか」


　ひと言もしゃべらない女性の隣で、独ひとり言を呟つぶやき続けるフクロウ。周辺の客たちはにわかにどよめくが、隣の赤毛の女性は気に留とめていない。
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「……左様であるか。因いん果がなものであるな。あのときはエルミナ殿どのとアルバ殿は肩かたを並ならべていたのであるが」


　その言葉で、ようやく赤毛の女性は反はん応のうらしい反応を示しめす。眼差しだけでその苛か烈れつな意い志しが伝わる瞳が、とたんに愁うれいで翳ったのだ。それから小さく首を横に振った。


「うぬぅ。そうであるか。我が輩としては複ふく雑ざつな気持ちであるな。だがまあ、アルバ殿なれば良いのではないか？　貴殿なればアルバ殿の助けにもなれよう」


　女性は静かにグラスを揺らしてうつむく。それに対して巨漢はかける言葉が思いつかないらしく、困こまったように頭をかいていた。


「……貴殿も、こちらに来る気はないであるか？」


　巨漢の提てい案あんに、女性は驚おどろいたように目を開き、それから鋭するどく細める。


「エルミナ殿は不思議な御ご仁じんである。自身はあれだけ深い闇やみを抱かかえていながら、人をその闇の中から拾い上げる力を創つくり上げたのである」


　女性は困こん惑わくするように藍玉の瞳を揺らすが、やがてはっきりと首を横に振ふった。


「……そうであるか。いや、無む理り強じいするつもりはないのである。……それで、貴殿はなにか用があったのではないか？」


　それから女性はしばらく目を伏ふせるが、それから意を決したようにフクロウへ視線を向ける。


「ふむ。聞くのである」


　フクロウは改まった様子で深く頷く。女性の方はただならぬ意志を込こめて、ただフクロウへ眼差しを向けるだけだった。


「……つまり、マルク殿を孤こ立りつさせれば良いのであるな」


　フクロウがそう呟くと、女性は驚いたように大きく目を開いた。


「貴殿が我が輩に頼たのみ事をしたことは、初めてなのである。断ことわろうはずもないのである」


　フクロウは仮面を半分だけ押おし上げると、テーブルに置かれたジョッキグラス──それがおスト猪レート口グラスにしか見えないことで周囲の客たちは自分の眼まなこをこする──を一気に傾かたむけた。


「頃ころ合あいを見て連れん絡らくするのである。準じゆん備びはしておくのである」


　そう言い残してフクロウが立ち上がると、その背せ中なかには一つの人ひと影かげが近づいていた。


「──面おも白しろそうなことを言ってますね。アーロンさん」


　フクロウ──アーロンが振り返ると、そこには丈たけの長い黒服に身を包んだ青年が佇たたずんでいた。あたかも、世界の全すべてを憂うれえるような表ひよう情じようを浮うかべて。


「それじゃあ、俺おれの悲しい話も聞いてもらえませんか？　たぶん、アーロンさんの役に立つと思うんですよ」


　青年の胸むねには、二つの円に十じゆう字じ架かを重ねたロザリオが揺れていた。
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　使用人の朝は早い。


　執しつ事じであるマルクは、その中でも特に早く起きる。部屋までは水道は引かれていないので、昨さく晩ばんのうちに桶おけへと汲くんでおいた水を使って顔を洗あらい、寝ね癖ぐせを直し、衣服に皺しわが寄よっていないことを確たしかめてから着き替がえ、身だしなみを整える。


　胸ポケットにアイロンをかけたハンカチと万まん年ねん筆ひつを忍しのばせ、別のポケットにはスペアの白しろ手て袋ぶくろと銀ぎん時ど計けい。最後に丸メガネを磨みがき直して支し度たくが完かん了りようする。


　身だしなみを整えると、マルクは厨ちゆう房ぼうへと向かう。かまどに火を入れるのが一日の最初の仕事である。


　そうして厨房の扉とびらの前に来て、マルクはそこでいつもとは異ことなる気配を感じた。


　厨房に──人の気配である。


　──おのれ。あの男は朝の私の仕事まで邪じや魔まをするのですか。


　昨き日のう突とつ然ぜんやってきたクリスは、屋や敷しきに居い座すわることを決めると屋敷中を徘はい徊かいし、エルミナの──いや、エルミナにかかわらず、アイシャやカナメも含ふくめ──屋敷に住まう女じよ性せいの好みなどを逐ちく一いち訊きいて回り、あまつさえエルミナの紅こう茶ちやまで用意しようとしていた。


　──いえ、仕事が減へるのは良いのです。良いのですが、それをクリスに任まかせるのが嫌いやなのです。そう、クリスだからいけないのです！


　なにもエルミナの紅茶を、自分以外の人間が用意するのが気に入らないわけではないのだ。一体、誰だれに向かって言い訳わけをしているのか、マルクは心の中で激はげしく頭かぶりを振った。


　そうして気を取り直すと、マルクは勢いきおいよく扉を開け放った。


「クリス！　一体なにを………………？」


　怒ど声せいを張はり上げ、マルクはそのままポカンと口を開いて放心した。


　厨房は半分地下に埋うまった造つくりではあるが、頭上からは陽ひの光が射さし込むようにできている。


　そのカーテンのような陽光を受けて、純じゆん白ぱくのカーテンがオーロラのように煌きらめいていた。


「……なんじゃ、朝から騒そう々ぞうしいの」


　瑠ドミ璃ニ猫トンのような瞳ひとみを返し、迷めい惑わくそうにそう呟つぶやいたのはカナメだった。


　カナメ用に用意されていたのだろう、群ぐん青じようのスカートに真っ白の前まえ掛かけとヘッドドレス。アイシャ同様の侍じ女じよ姿すがたなのだが、真まっ直すぐに梳すかれた純白の髪かみはこの薄うす暗ぐらい朝の厨房で光を受けると、虹にじ色いろに光って見えた。
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　思わず見み惚とれてしまっていると、カナメは怪け訝げんそうに切れ長の双そう眸ぼうを細める。


「聞いておるのか？」


「は、はい？　あ、いえ、少し、考えごとをしていただけです」


　マルクとて十七歳さいの健全な男だん児じであり、異い性せいに興きよう味みがないわけではない。しかしここに来るまでギャングやチンピラ、敵てきの多い成金などにばかり接せつしてきたため、同年代の異性に対して免めん疫えきがなかった。


　エルミナの場合は、主しゆ従じゆうという目に見えない壁かべが存そん在ざいするため、幸か不幸かそれほど意い識しきせずに済すんでいた。カナメの場合も、彼女が怪け我が人にんであるため、マルクの方から顔を出すのが普ふ通つうであり、不意打ちで出会うことはなかったのだ。


　誰もいない朝の厨房──とうとつにカナメが異性であることを意識してしまう。


　マルクは平静を取り繕つくろいながら食しよつ器き棚だなからティーカップを手に取る。朝はこれを磨みがく前にまず湯を沸わかすはずなのだが、そこまで気が回らない。


「め、珍めずらしいですね。あなたがこんな時間に起きているとは」


　そう言うと、カナメはフンと鼻をならす。


「夜が明けるころにはいつも起きておる。ただ、起き上がれんかっただけじゃ」


「もう、起き上がって平気なのですか？」


「怪我は大体治っておる。医者とエルミナが大げさなだけじゃ」


　マルクは小さく嘆たん息そくした。


「あなたが受けた能のう力りよくは、本来ならば死んでいるようなものだったのですよ。あなたの能力だから死なずに済んだのです。心配されるのは当たり前でしょう？」


　カナメはある契けい約やく者しやの能力を受けて重じゆう傷しようを負った。そのときただの巻まき添ぞえにすぎなかったマルクでさえ、腕うで一本失うところだったのだ。カナメの傷きずは外傷よりも臓ぞう器きへの打だ撃げきが大きく、この十日間、水と粥かゆしか口にできていない。


　その粥を作って看かん病びようしてきたのはマルクであり、カナメの容よう態だいは医い師しから詳くわしく聞いていた。


　カナメは驚おどろいたように瞬まばたきをすると、慌あわてたように顔を背そむける。


「じっとしておるのには飽あきた。部屋から出るくらいは私の自由なのであろ？」


「まあ、それは確たしかに自由ですが、まともなものを食べていないのですから、あまり動き回らないでください。私は医者からどやされるのはごめんですよ」


「なんじゃ。おんしが私の看病係じゃったのか？」


「ご存ぞんじなかったのですか？　それはもう気を遣つかっていたというのに……」


　恩おん着きせがましく言うと、カナメは心外そうに片かた目めを細める。


「よく言うの。私がこんな体になったのはおんしのせいであろ」


「また、人聞きの悪いことを……。昨き日のう、あれから私がどんな目に遭あったと思っているのですか？」


「なんじゃ。私がおんしからされたことを、正せい確かくに語って聞かせてもよいのじゃが」


　──私があなたにしたこと……？


　契約で敵てき対たいしていたのだ。そのことで批ひ難なんされる覚えはない……と、そこまで考えてカナメがなんのことを言っているのか気づき、マルクは血の気が引くのを感じた。


「あ、あああああ、あれは、事じ故こです！　あなたが女だと分かっていれば！」


「私はこれでも村で〝ひい様〟と呼よばれる程てい度どには、容よう姿しも整っているらしいのじゃが」


　言いながら、首の後ろから髪をまくし上げるするカナメ。白い髪が虹にじ色いろの色しき彩さいを反はん射しやし、折れそうなほど細い純じゆん白ぱくの首くび筋すじが露あらわになる。


　幻げん想そう的とさえ呼べるその光景に、マルクはなおさらうろたえる。


　そんなマルクを眺ながめて、カナメは呆あきれたように目を丸くしていた。


「おんし……、意外とうヽぶヽじゃな」


　そう言われて、マルクはようやくからかわれたことに気がついた。


「まったく……」


　悪あく態たいをつきながらも、マルクは今の自分が地の反はん応のうをしていることに気がついた。


　いかなるときでも微び笑しようを湛たたえ、何者に対してでも礼節を以もつて対応し、常つねに余よ裕ゆうのある態度を見せつける。そうして誰に対しても隙すきを見せず、ただ全すべてが必然のように、慌あわてず騒さわがず（少なくとも本人はそのつもりで努力している）行動する。


　最初に人生を間ま違ちがえてから、マルクはそうして生きてきた。


　それがカナメ相手なら悪態もつけるし、気も張はらずにいられる。からかわれても嫌いやな気がしない。むしろそれで気が楽になった気さえする。


　出会ったときは紛まぎれもなく敵同士だった。エルミナのときとは違い、まともに刃は物ものと刃物、能力と能力をぶつけ合い、お互たがい命を削けずり合ってぶつかり合ったのだ。


　──それでお互い、気心が知れてしまったのかも知れませんね……。


　マルクがそう感じて自分の仕事を続けると、カナメも再ふたたび手を動かし始める。どうやら朝食用の野菜を切っているらしい。アーロンが来てから料理の量が倍ばい増ぞう……いや、桁けたが変わりかねない量になった。手伝ってくれる人間がいると、本当にありがたい。


　流しに向かいながら、カナメは幾いく度どとなく髪かみをかき上げる。


「しかし、手仕事をするにはこの髪はちと邪じや魔まじゃの。いっそ切ってしまうか」


「──切らない方が、良いと思いますよ」


　カナメの独ひとり言を聞いて、マルクは反射的にそう呟いていた。カナメは驚いたように振ふり返るが、空耳と判はん断だんしたのか、なにも訊きかなかった。


「まあ、束ねれば良いかの」


　ただ、ボソリとそう呟いて。


　それに苦笑しつつ、マルクはカップを置いてティーポットを手に取る。


「そういえば、カナメ。あなたは料理は得意なのですか？」


「いや、やったことがないの」


　ガタッ──マルクは磨みがいていたティーポットを落としかけた。


「あ、あああ、あなたは、やったこともないのに料理などしようとしていたのですか？」


「たわけ。誰が料理まで作ると言った。野菜の皮を剝むいておるだけじゃ」


　まるでやる気はないと言っているような口調だが、マルクは感心したように息をついた。


　料理をできないという意味ではアイシャと同じだが、カナメの場合は不器用でそれができないわけではない。ただ知らないからできないのだ。だから知っていることをやろうとしてくれたのだ。


　──まあ、言い方は不器用なようですが……。


「手伝いに来てくれたのですね。ありがとうございます、カナメ」


　素直に感かん謝しやを述のべると、カナメはうろたえたのか、切る前の野菜を入れた籠かごをひっくり返していた。


　──あなたも相当うヽぶヽだと思いますよ。


　感謝されただけでこの反応である。向こうもマルク同様、一いつ般ぱん的ではない経けい歴れきの持ち主だけあって、同年代の異い性せいに対する免めん疫えきのなさは同レベルのようだ。


　マルクとカナメ。お互い〈黒衣〉と〈東方不敗〉として名を馳はせ、「最強の契けい約やく者しやは誰か」と問われればその中に名が挙がることもある二人。


　それが、十代前半の少年少女が初めて異性を意い識しきする時期ならばこんな反応を示しめすだろうか、初うい々ういしくも睦むつまじいやりとりをする朝の厨ちゆう房ぼう。過か去こに敵対した人間が見れば自分の目を……いや、脳のうを疑うたがいかねない光景である。


　恐おそらく二人は似にたもの同士なのだろう。『いっしょに歩きたくない契約者』のトップ６とトップ２という、思い出したくない過去も共有しているのだから……。


　マルクは苦笑しながら、カナメが切った野菜を確かく認にんする。


　さすがに〈東方不敗〉の通り名を持つだけあり、皮の剝き方一つとっても見事な仕事である。皮だけ剝はがす能のう力りよくでも使ったのではないかというように、実の欠かけ片らも削けずらず剝ききっていた。


　ひとまずイモとニンジン、タマネギが切ってある。


「そうですね……。ポテトサラダあたりならば、無ぶ難なんに作れそうです。作り方を教えますから、覚えていただけますか？」


　そう頼たのむと、カナメは何な故ぜか頰ほおを紅ア甘ポル実ロの実のように赤く染そめた。


「わ、私はただ、野菜を切ってやると言っただけじゃ。料理までするとは言っておらぬ」


「まあ、そう言わずに覚えてください。でないとなんのために厨房にいるのか分かりませんよ」


　先ほどのお返しに、温かにして紳しん士し的な微笑を優やさしく投げかけるマルク。カナメは慌あわてたように手の中でナイフを玩もてあそぶ。


「わ、私はただ……」


「ただ？」


　不器用な乙おと女めをからかうようにマルクが問いかけると、カナメは頰を赤く染めたままモゴモゴと呟つぶやく。


「ただ……ここなら……」


「ここなら？」


　あたかも恋こいする乙女のような表ひよう情じようでカナメは呟いた。





「こ、ここなら……、その、刃ヽ物ヽにヽ触ヽれヽるヽと思って…………」





　にわかに冷え切る厨房の空気。


　──この表情は、刃は物ものを恋しがっていたのですか……。


　マルクは引きつった笑えみを浮うかべた。


「ここは刃物で遊ぶところではありません」


「な──っ！　わ、私は遊んでおるわけではない。……真しん剣けんに、悩なやんでからじゃな」


「そんなことで真剣に悩まないでください。むしろ刃物のことは少し忘わすれてください」


　マルクが呆あきれ果ててそう言うと、カナメは耳まで赤く染めてキッと睨にらみつけてきた。


「私が刃物のことばかり考えておるとでも思っておるのか」


「違ちがう……のですか？」


　マルクが心底意外そうにそう訊きくと、カナメは瑠ドミ璃ニ猫トンの瞳ひとみに仄ほの暗ぐらい契約者の翳かげを揺ゆらしていた。そして──


「この──唐とう変へん木ぼくっ！」


　カナメの手刀がマルクの脊せき髄ずいを直ちよく撃げきした。防ぼう御ぎよも回かい避ひも叶かなわなかった。そのまま昏こん倒とうするマルク。


　そしてそんなマルクへ見向きもせず、カナメは厨房を出て行ってしまった。
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「……寝ね違ちがえたのかね」


　寝間着の上に薄うす手での上着を羽は織おった格かつ好こうで、エルミナは不思議そうにそう呟いた。


　朝の紅こう茶ちやを運んだマルクは、微び妙みような角度に首を傾かしげたままだった。


「はあ……、多少……いえ、なんでもありません」


　朝から怪け我が人にんに殴なぐり倒たおされたなどと答えられるはずもなく、マルクは辛かろうじて笑みを浮かべる。


　エルミナはやはり不思議そうに首を傾げるが、その無表情からはどう解かい釈しやくされたのか判はん別べつできない。


　そのまま、マルクの首から興きよう味みを失ったのか、あるいは訊かれたくないことなのだろうと気を遣つかってくれたのか、エルミナは紅茶を手に取る。……いや、ただ純じゆん粋すいに朝の紅茶が待ち遠しいだけかも知れない。


　エルミナはカップにその小さな唇くちびるをつけると、驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「……ハーブティーかね」


　さすがに紅茶のことには敏びん感かんである。マルクは微び笑しようを浮かべ解かい説せつを始める。


「庭にクレンターロの花が咲さいていました」


　クレンターロというのは、細長く青い花びらを持つ繊せん細さいな花で、薬やつ効こうがあることで知られていた。ラチナス神しん聖せい国こくの国花であり、紋もん章しように定められていることでも有名である。


「それで紅茶を基ベー盤スに、クレンターロの花びらと黄ケレ橘ー実シヤの皮を加えてみました」


　そうすることで紅茶の苦みが抜ぬけ、透すき通るようなクレンターロ独特の風味が利きく。そして黄ケレ橘ー実シヤの甘あまい芳ほう香こうがよく香かおるのだ。


　屋や敷しきの書庫には膨ぼう大だいな量の書物が収おさめられている。その中にはもちろん紅茶に関するものもある。マルクは暇ひまをみてはそういった本に目を通しており、ときおりこうして新しいものを作っていた。


　エルミナは幽かすかに頰ほおを上気させると、満足そうな息をついた。


「……気に入った」


「感かん激げきでございます」


　エルミナが率そつ直ちよくに「気に入った」と評ひよう価かすることは珍めずらしい。マルクは自然と顔が綻ほころぶのを感じながら丁てい寧ねいに腰こしを折った。


　そのままエルミナがカップを傾かたむけるのを眺ながめつつ、マルクは二杯はい目めの紅茶を注ぎながら声をかける。


「本日の朝食はいかがなさいますか？」


「……必要ない」


「かしこまりました。昼食の方はいかがなさいますか？」


「……少しでいい」


　──相変わらず食が細いですね……。


　マルクは僅わずかに眉まゆを曇くもらすと、遠えん慮りよがちに囁ささやいた。


「お嬢じよう様さま。アーロンほどとは申しませんが、もう少しお食事を摂とられた方が良いですよ」


　エルミナは驚いたように瞬きをすると、上うわ目め遣づかいにマルクを見る。


「……気をつける」


　意外に素す直なおな返事にマルクがホッと息を吐はくと、エルミナはぼんやりとした視し線せんを宙ちゆうへ向けた。


「……アーロンは、それほどたくさん食べるのかね」


「一人で三人分は食べますからね。正直、料理の手が回らないほどです」


　そう答えると、エルミナはどこに視線を向けているのか不ふ確たしかなものの、なにか決意したように小さく頷うなずいた。


「……料理人も、必要のようだね」


　それからエルミナは僅かに沈ちん黙もくを挟はさんで、窺うかがうような視線を向けてくる。


「……カナメの容よう態だいはどうかね」


「今け朝さは厨ちゆう房ぼうまで顔を出していました。医い師しからはそろそろ消化の良いものならば、摂っても問題ないと言われております」


「……ならいい」


　初対面のとき、カナメはエルミナに刃やいばを向けている。その後、契けい約やくの切れたカナメを屋敷に誘さそったのがマルクであることから、エルミナは仕方なく彼女を雇やとった。しかし、エルミナはほぼ毎朝同じ質しつ問もんをする。


　無む表ひよう情じように加え抑よく揚ようのない声のため、事じ務む的にしか聞こえないが、彼女なりに気にかけているのは間ま違ちがいない。マルクは安心させるように微ほほ笑えんで答えた。


「……それと、彼ヽはなにを予定しているのかね」


「申し訳わけありません。調べていませんでした。確かく認にんしておきます……………………彼？」


　エルミナがマルクやドミニクを〝彼〟と称しようすることはない。そうなると残るのはクリスだけである。クリスのことなどマルクの知るところではないが、主あるじに報ほう告こくの必要はあるのだから調べておくべきだった。


　そう反省しかけて、マルクはその疑ぎ問もんに気がついた。


　クリスが女じよ装そうをしていることは、エルミナには言っていない。アイシャやカナメには話したのだから、彼女たちから聞いたのかも知れないが、自分の兄が変人であることは、できればエルミナには知られたくなかった。


　マルクはその場から逃にげ出したいほど羞しゆう恥ち心しんに駆かられながらも、平静を装よそおって微び笑しようを浮うかべる。


「お恥はずかしいことです。アイシャから聞いたのですか？」


　エルミナは小さく首を横に振ふる。


「……よく見れば、分かりそうなことではないかね」


　そう言って、エルミナは自分の首を指さす。


　──迂う闊かつでした。


　マルクは自分自身に深く嘆たん息そく。エルミナの洞どう察さつ力りよくは自分が一番良く知っていたはずだ。


　先日、崩くずれかけた岩山を登らなければならなかったとき、エルミナは岩いわ肌はだの亀き裂れつや傾かたむきを見ただけで、どこが崩れてどこが崩れないかを看かん破ぱしたのだ。


　恐おそらくクリスの場合は、体型や服ふく装そうの不自然さから性せい別べつを見み抜ぬいたのだろう。クリスのドレスはのど仏ぼとけを隠かくすために、極きよく端たんに高く襟えりを立てている。季節は秋に移うつり始めたがそれでも外は暑い。首くび筋すじまで覆おおうドレスは不自然である。


　マルクはカタカタと手を震ふるわせながら宙へ視線を彷さ徨まよわせる。


「あ、あの男はですね。私が五歳さいのころに家を出ています。ときおり顔を合わせることはありましたが、もはや完全に赤の他人のようなもので、私とは関かかわりはないものとご理り解かいいただきたいです」


　傍はたから見ていれば笑い事かも知れない。しかし自分の兄が女性狂ぐるいで女装狂いであるという事実は、マルクがその弟として見られることに繫つながる。それゆえ遺い伝でん子しレベルにまでさかのぼって拒きよ絶ぜつ反はん応のうを引き起こしていた。


　うろたえながらそう言うと、エルミナは無表情のまま無む慈じ悲ひに呟つぶやく。


「……しかし兄弟なのであろう？」


　マルクはガックリと膝ひざをついた。特に悪意のある言葉ではなかったのだろうが、エルミナから「兄弟」という事実を突つきつけられるとなおさら羞恥心に苛さいなまれる。自分でも何な故ぜかは分からないが、とにかくエルミナには知られたくなかったのだ。


「し、しかしですね、男性がああいった格かつ好こうをすることは一いつ般ぱん的なことではありません。私には許きよ容ようしかねます」


「……家いえ柄がら上じよう、男装を余よ儀ぎなくされた女性もいる。そう、おかしなこととも思わない」


　エルミナにしてみれば、クリスの性せい癖へきはせいぜい少々変わった趣しゆ味み程てい度どの認にん識しきらしい。それゆえ、マルクがクリスを毛け嫌ぎらいしていることの方が不思議なことなのだろう。


　マルクは気力を振ふり絞しぼって立ち上がると、毅き然ぜんとして言い放つ。


「いいえ。あの男は断だんじて他人でございます。私は彼を〝兄〟と考えたことはありませんし、そう呼よんだこともありません！」


　そのときのマルクは、確たしかに強い口調ではあったが、大声を出したわけではなかった。


　しかし、エルミナは何故かビクッと身を震ふるわせ、その手からティーカップを取り落としていた。


　カシャン──硬かたい音を立てて、ティーカップが砕くだけた。


「え……？」


　その間の抜ぬけた声を漏もらしたのはマルクだった。


　マルクがうろたえるうちに、エルミナは不意に視し線せんを逸そらす。


　どうやらカップに残っていた紅こう茶ちやが寝ね間ま着きに溢こぼれたらしい。マルクは速すみやかにハンカチを取り出し、側そばに駆かけ寄よる。


「お怪け我がは、ございませんでしたか？」


　そう問いかけながら、さりげなく横顔を覗のぞくと、そこにはいつも通りの無む表ひよう情じようがあるだけだった。


　ひとまず怪我がないことを確認してから、溢れた紅茶と割われたカップの処しよ理りを始める。マルクはその合間に度たび々たびエルミナへ視線を向けていた。


　──私は、なにかマズイことを言ったのでしょうか……。


　見間違いではなかったはずだ。エルミナは大きく目を開き、小さく唇くちびるを震わせていたのだ。


　まるで、親しい誰だれかに拒きよ絶ぜつでもされたかのように……。
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「それで、今け朝さはどうしたんだい？　マルドゥーク君」


　そう言ったドミニクは、いつも通りゆるみきった表情で、本当に心配しているのかどうかよく分からない口調だった。こちらはエルミナとは正反対の意味で表情が読みにくい。それに加え年ねん齢れいも読めないので、ある意味では屋や敷しきで一番謎なぞの多い人物である。


　ドミニクの疑ぎ問もんはもっともだった。


　朝食を用意し終えると同時に、マルクは力ちから尽つきたかのようにテーブルへ突つっ伏ぷしていた。そしてその首は微び妙みように曲がっており、ときおり痛いたむのかピクピクと震えている。


　マルクは、ずり落ちたメガネを直すこともなく、力なく顔を上げた。


「……なんでも、ありません」


　まったくもって説得力というものを伴ともなわない返答。そして再ふたたびテーブルへ突っ伏す。


　──私は、なにか悪いことを言ったのでしょうか……。


　思い返してみても、せいぜいクリスの悪口を言ったことくらいしか心当たりはない。


　──あんな顔をさせるようなことだったでしょうか。


　紅茶を取り落としたエルミナ。あの傷きずついたような表情が瞼まぶたに焼き付いていた。


　エルミナは最近、少しずつではあるが、表情らしい表情を見せるようになっていた。


　そしてそれを一番多く見ているのが自分であるという自信があった。そして独どく占せん欲よくも。


　それが、あんな顔をさせてしまった。


　傷つけてしまったらしいことは疑うたがいようもない。自じ己こ嫌けん悪おでマルクはさらに落ち込こんでいく。


　──ヨハエルでさえ、あんな顔はさせなかったはずです……。


　アイシャやドミニクを盾たてにエルミナを強ゆ請すり、味方だったはずのカナメを楔くさび代がわりにして能力を使ってきた、マルクの知る限かぎり最低の契けい約やく者しや。その男でさえ、エルミナにあんな顔はさせなかったのだ。


　自分はヨハエル以下である。契約者云うん々ぬん以前に、人としてすでになにか終わってしまっている。そう考えると、マルクは今すぐロープで首を括くくって死にたく……いや、エルミナの屋敷に自分の汚きたない死し骸がいを残すわけにはいかない。街の外れにある岩山で餓が死しするくらいしなければ償つぐないには……しかしエルミナならば、そんな虫けらのような自分のことでも捜さがしに来てしまうかも知れない。


　後ろ向きな思考の螺ら旋せん階かい段だんを転がり落ちていくマルクに、アーロンが心配そうな声をかける。


「うぬ。マルク殿どの。朝食は一日の基き本ほんであるぞ。きちんと摂とった方が良いのである」


　ギシギシと椅い子すを軋きしませるアーロンは、食事中であるにもかかわらず、仮か面めんは着用したままだった。食べ物を口へ運ぶときだけ、面を半分だけ押おし上げているようだ。


　マルクは、向かいの席のアーロンへ皿を差し出す。


「やれやれ。そういえば、アイシャはどうしたんだい？」


　現げん在ざい、厨ちゆう房ぼうのテーブルにはマルクとドミニク、そしてアーロンの姿すがたしかなかった。カナメは怪け我が人にんであるため、寝しん室しつへと運んである。


「そういえば、朝から見てませんね……」


　アイシャは普ふ段だん、マルクが朝の紅茶を用意する時間には起きている。彼女はうっかりものだが、寝ね坊ぼうをすることは珍めずらしい。


「……昨き日のうはいろいろありましたからね。……寝坊しているのかも知れません。……起こしてきましょうか」





　食欲もわかないので、マルクは立ち上がると厨房を出てアイシャの寝室へ向かう。彼女の寝室は厨房のすぐ隣となりにある。厨房からさらに奥おくへ進むと洗せん濯たく場、風ふ呂ろ場など、水場が続いている。


　アイシャの寝室の前に来ると、中からはガタゴトと物音が聞こえていた。棚たなでもひっくり返しているような音である。


　とりあえず中にいるのは間ま違ちがいないようなので、マルクは静かに扉とびらを叩たたく。


「アイシャ。起きていますか？　もう朝ですよ」


　アイシャもあれで女の子である。さすがに部屋の中まで入るのは躊ため躇らわれ、しばらく返事を待つ。ほどなくして中からゆっくりと扉が開く。


「あ……マルクさん。ごめんなさい……？　ひええっ！」


「なにか、あったのですか？」


「マ、マルクさんこそなにがあったんですか？」


　僅わずか数十分の間に、マルクはすっかり頰ほおが瘦こけ、目も落ちくぼんでもはや死し霊りようのような顔つきになっていた。


　マルクはとりあえず自分が酷ひどい顔をしているらしいことを察し、病やんだ笑えみを浮うかべた。


「私は大だい丈じよう夫ぶですよ……。少し、生まれてきて申し訳わけない気分なだけですから」


「それって、ちっとも大丈夫じゃないと思います……」


　アイシャは心配するようにマルクの顔を見上げるが、すぐに小さなため息をついて俯うつむいてしまった。


　どうやらアイシャの方もなにかあったらしい。ワンピースに着き替かえて前まえ掛かけはしているものの、ヘッドドレスは着けていなかった。寝ね癖ぐせも直さずになにをしていたのかと思えば、扉の隙すき間まから見えた部屋の中は、タンスでもひっくり返したのか衣服や小物がまき散らかされていた。


　マルクがそちらへ視し線せんを向けると、アイシャは慌あわてたように部屋から出てきて強ごう引いんに扉を閉しめた。


「ちょ、ちょっと、捜さがし物をしてただけです」


「なにかなくしたのですか？」


「た、大したものじゃないんです。ごめんなさい。まだエルミナの着替えも手伝ってませんでした」


　どう見ても〝大したものじゃない〟ものをなくしたようには見えないが、訊きかれたくないことなのかも知れない。マルクは少し迷まよったが、それ以上は訊かないことにした。


　マルク自身、あまり人のことを気き遣づかう余よ裕ゆうがなかった。この屋や敷しきにやってきてこれほど落ち込んだのは恐おそらく初めてである。


　それでも普ふ段だん、あれだけ元気な娘むすめが落ち込んでいるという怪かい奇き現げん象しように、マルクの精せい神しんは僅わずかに立ち直った。


「お嬢じよう様さまのところへ行く前に、寝癖を直した方が良いですよ。それと、紅こう茶ちやを入れてありますから朝食を先に済すませてはどうです？」


　とてもではないが、今すぐ仕事ができるような顔には見えない。マルクがそう提てい案あんすると、アイシャは小さく頷うなずくが、やはり上の空といった様子だった。





「──ふうん。ドミニクさん、物知りなのね。じゃあ、カナメさんの好みってどんなものなのかしら？」


「それは僕ぼくの方が知りたいな。彼女、キョクトの人らしいんだけど、僕もあっちの文化にはあまり明るくないからね。もしも彼女の好みが分かったら教えてもらえないかな」


「うぬ。カナメ殿どのなれば、魚ぎよ介かい類るいが好みのようである。先日、庭に出てきてそうぼやいていたのである」


「そう、魚介類か……。じゃあ、カナメさんの具合が良くなったらムニエルでも用意しよう。魚とエビ、どっちがいいかな？」


「キョクトには魚を生で食べる風習もあるらしいわよ。醬ソー油スに浸ひたしてライスの上に載のせて食べるらしいわ」


　そのままアイシャの手を引いて厨ちゆう房ぼうに戻もどると、そこには厨房にそぐわぬ毒々しい真っ赤なドレス姿すがたのクリスがいた。早朝だというのに、すでにその顔は分ぶ厚あつい化け粧しようによって覆おおわれている。


「……何な故ぜ、あなたがここにいるのです？」


　マルクはずり落ちたメガネを押し上げ、聞くものが震ふるえ上がるような冷たい声で問いかける。


「何故って、ご飯食べに来たに決まってるじゃない」


　その冷たい声にピクリとも動じず、クリスはハムへとフォークを突つき刺さす。


「あなたの分など用意していませんよ」


「ほら、アイシャちゃんも食べないと元気が出ないわ」


「ちょ、ちょっと、そこは私の席です！」


　クリスがそ知らぬ顔で啄ついばんでいたのは、マルクの朝食だった。


「だって、これ、あんた食べないんでしょ？」


「……食べます。あなたに食われるくらいなら、私が食べます」


　マルクが強引に皿を取り上げると、クリスはそこから抜ぬけ目なくハムを攫さらっていく。


「ああああああっ！　今の、最後のハムじゃないですか。返しなさい」


「……口くち移うつしでいいなら、返すけど」


　最後のハムはすでにクリスの口の中でモグモグとかみ砕くだかれていた。


「冗じよう談だんではありません」


「あたしだって冗談じゃないわ。なんだって男で弟のあんたに、唇を許ゆるさなきゃいけないのよ」


「女で妹なら許したのですか？」


　クリスは自分の縦たてロールに巻まかれた髪かみに指を絡からめると、恥はじらったように頰ほおを赤く染そめる。


「彼女がそれを望むなら、ね」


「アイシャ。あまりあれに近づいてはいけませんよ。見ての通りの変人──うわ？」


　言いかけたマルク目がけて、弾だん丸がんのごとき勢いきおいでフォークが投げつけられていた。


　マルクがどっと冷や汗あせをかいていると、隣となりでアイシャがクスクスと笑いをかみ殺して肩かたを揺ゆらしていた。


　それに気づいて、マルクは小さくため息をつく。


　どうやら、厨房に来たアイシャが暗い顔をしていたから、彼女を笑わせるためにからかわれたらしい。たった一度の微ほほ笑えみのために、殺すつもりでフォークを投げつけられたマルクは堪たまったものではないが。


　マルクは余あまっていた椅い子すに腰こしかけ、ハムのなくなったサラダを啄む。それを見てアイシャも自分の席について朝食を食べ始める。


「なんか、兄弟っていいですね」


「アイシャ。頼たのみますから、私とそこのそれを兄弟と呼ばないでください」


「いいのよ。あたしは弟が変人でも受け入れられるわ。それくらい許きよ容ようできなければ、世界中の女の子を幸せにすることなんてできないもの」


「私はあなたとの血の繫つながりを作った神を呪のろいます」


　マルクが吐はき捨すてるようにそう言うと、それにピクリと反はん応のうしたのは何故かドミニクだった。


「マルドゥーク君」


「な、なんです？」


　それは普ふ段だん通りのゆるみきった表情なのだが、何故か反はん論ろんできないような力強い声だった。彼がヴァレンシュタイン家家令としてなにかを言うときは、こういった形容し難がたい凄すごみがある。


「朝食での悪ふざけはかまわないけど、それをエルミナお嬢じよう様さまの前で口にはしないでね」


「……というと？」


　意味を計りかねて訊き返すと、ドミニクは困こまったように眉まゆを顰ひそめる。


「君は、エルミナお嬢様の部屋にある額がくを見たことはないかな？」


「あ……」


　そう言われて、マルクはようやく気がついた。


　エルミナは双ふた子ごだったらしい。そしてその片かた割われは今彼女の隣にいない。彼女たちの間になにがあったのか、マルクはそれを正せい確かくには知らないが、エルミナが無む表ひよう情じようになったのはどうやらそのことが原げん因いんらしいのだ。


　──それで、エルミナはあのときあんな顔をしたのですか……。


　マルクとクリスを見て、自分たち姉し妹まいのことを思い出さなかったはずはない。そしてそのつもりはなかったにしろ、心のどこかで重ねて見てしまっていたのかも知れない。


　なのにマルクはクリスを「兄と思ったことはない」とまで言ってしまったのだ……。


　自じ責せきの念に苛さいなまれていると、ドミニクはふにゃりと笑う。


「まあ、そう気にしなくても、君たちの仲がいいのは見ていればよく分かることだから大だい丈じよう夫ぶだよ」


「どう見れば、仲良く見えるのですか」


　理り解かい不ふ能のうの言葉に、マルクが疑ぎ問もんを投げかけると、ドミニクはやはりフニャリと笑う。


「君は、朝よりはだいぶ元気になったみたいじゃないか」


　ドミニクがそう言うと、クリスは何な故ぜか遠くを見るように視し線せんを逸そらした。それから、マルクは朝、自分が食事もできないほど落ち込んでいたことを思い出した。


　──笑わせられたのは私の方だと言うのですか？　ありえません。この男は女じよ性せいのこと意外には興きよう味みを持たないのです。


　マルクは戸と惑まどいを振ふり払はらうように話を逸らした。


「そ、そういえばアーロン。あなたはあのあと、どこへ出かけていたのです？」


　クリスがやってきたあと、夕食を用意するマルクにアーロンは出かけるから夕食は必要ないと言ってきたのだ。


「う、うぬ。じ、実はであるな。む、娘むすめの顔を見てきたのである」


　この街にはアーロンの娘が住んでいるらしい。妙みようにうろたえているが、離はなれていた娘の顔を見に行くというのは、それはそれで恥はずかしいものなのかも知れない。


　──それで燕えん尾び服ふくなど着き込こんでいたのですかね。


　アーロンは特注の燕尾服を持っているが、それでも彼の体たい格かくには小さ過すぎる。おまけにフクロウの面も外さないのだから、もはや衝しよう撃げき的と呼よんでいい格好になる。


　娘に会うために身なりを整えたようだが、その娘が一体どんな反応を示しめしたのか気になるところである。いや、そもそもアーロンの娘というもの自体がマルクには想そう像ぞうできない。


　──父親似にだとしたら、残ざん酷こくな話です。


　もっとも、この街にそんな大女がいるという噂うわさは聞いたことがないので、通つう常じようの人間の大きさではありそうだ。





　　　　[image: ]





　結局、クリスは屋や敷しきの使用人見み習ならいとして、勝ヽ手ヽにヽ働き出していた。


　クリスの女じよ性せいに対する執しゆう着ちやくは異い常じようである。たとえ相手が嫌いやがっていようとも、結果的に笑わせられれば良いと考えており、相手が笑うまでは「出ていけ」と言われたところで聞きはしない。そういった意味では相手の人じん権けんを完全に無む視ししている。


　しかし、エルミナが他人を相手に笑え顔がおを見せることなど、まずありえない。マルクでさえ「よく見ると今のは笑ったのではないだろうか？」といった程てい度どの笑みしか見たことがないのだから。


　……いや、過か去こに二度だけ彼女が声を上げて笑ったことがあるが、一度は自分の失敗に対して笑ったのであり、もう一つの方はマヽルヽクヽがヽ笑ヽわヽれヽたヽのである。マルクが笑わせられたことはまだない。


　つまり、クリスが自分からこの屋や敷しきから出て行く可か能のう性せいは絶ぜつ望ぼう的である。


　──いっそ闇やみ討うちでもしますか。……いいえ、あの男は本当に殺さなければ確かく実じつに戻もどってくるでしょう。


　マルクは自分に、エルミナの隣となりにいるならば人は殺さないと義ぎ務むづけている。しかし死なない程度に打ちのめしたところで、クリスに対してはなんの効こう果かもないだろう。


　打だ開かい策さくが思いつかず、深い深いため息をつきながらも、マルクの手は淀よどみなく動いて陶とう器きの壷つぼを丁てい寧ねいに磨みがき上げていた。


　壷を磨き終えたところでこの部屋──調度品を置く以外には使われていないのだが──の掃そう除じが完かん了りようする。それからポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出し時じ刻こくを確かく認にんすると、短たん針しんは十を示していた。


　──そろそろ紅こう茶ちやの時間ですね。


　マルクは一度掃除を中ちゆう断だんして、紅茶を淹いれることにした。今け朝さの紅茶は途と中ちゆうでこぼしてしまったが、気に入っていたようである。同じものを用意するのが良いだろう。


　厨ちゆう房ぼうへ降おりるため、玄げん関かんホールを横切っていると、聞き覚えのある声が響ひびいてきた。


「──庭にいろんな種類の碧ミナー苺ヴアの実が生なっていたわ。デザートに使わないなんてもったいないわ！」


　──デザート……？


　今のはクリスの声だったはずだ。マルクは足を止めて書庫へ視線を向ける。今の声は書庫の方から聞こえたように思える。そして今の時間、書庫にはエルミナが籠こもっているはずだ。


　マルクは足音を立てないように書庫へと進み、そっと扉とびらを押おし開ける。扉の隙すき間まから、毒々しい赤のドレスと書庫のテーブルが少しだけ見えた。


　テーブルの上には、ティーセットと果実で彩いろどられたケーキが並ならんでいた。どうやら、クリスが用意したらしい。


　──洋スウ菓イ子ーツ……ですって……！


　マルクは紅茶に関しては調べてみたが、菓か子しまでは手をかけていなかった。せいぜい街で手に入る高級菓子止まりだった。


　マルクはカタカタと震ふるえながらも、覗のぞく角度を変えてエルミナの方へ視線を向ける。


　小さなフォークでケーキの末まつ端たんを削けずり取ると、形の良い唇くちびるへと運ぶ。相あいも変わらぬ無む表ひよう情じようだったが、その手は淀よどみなく動いており、ケーキへ夢む中ちゆうになっていることは確たしかめるまでもなかった。マルクが覗いていることに気づかないことからもそれは明らかである。


　エルミナがカップを傾かたむけ、一ひと呼こ吸きゆう挟はさむのを見み計はからって、クリスは問いかける。


「お気に召めしたかしら？」


「……悪くなかった」


　エルミナの返答が「悪くなかった」だったことに、僅わずかに安あん堵どするマルク。これで「気に入った」と答えられていたならば、マルクの自信と自じ尊そん心しんは木こっ端ぱ微み塵じんになるところである。


　しかし、マルクはそれ以上に耐たえ難がたい現げん実じつを突つきつけられることとなった。





「どうかしら。こんなもので良かったらいくらでも作ってあげられるわ。マルクの代わりにあたしを雇やとうつもりはないかしら？」


　クリスのその言葉に、エルミナは大きく瞬まばたきをした。


　そして──


「……───────、────────」


　マルクはヘナヘナとその場にへたり込んだ。


　エルミナがなんと答えたのか、それは小声だったために聞き取ることはできなかった。


　しかし、答えたエルミナは、恥はずかしそうに頰ほおを綻ほころばせ、穏おだやかに唇を緩ゆるめ、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを瞬かせていた。


　それは、マルクにさえ見せなかった幸せそうな微び笑しようだった。


「まあ……」


　クリスが嬉うれしそうになにやら言っているが、マルクの耳にはすでに届とどいていなかった。


　朝方、傷きずつけてしまった直後に、よりによってクリスへあんな微笑が向けられた。しかも、クリスは笑顔が見られたらそれで満足なはずだが、今のはクリスを雇うという提てい案あんに対しての返答だった。


　庭の木の実を使った洋菓子もまたマルクを追い詰つめていた。紅茶の味にはこだわりを持ってきたが、デザートに対して手を抜ぬいていたことを思い知らされた気がしていた。


　マルクは、フラフラと立ち上がると、逃にげ出すように後あと退ずさる。


　──私があなたの執バト事ラーで、あなたが私の主あるじだからです──


　その独どく占せん欲よくにも似にた自信がガラガラと倒とう壊かいしていった。


　呆ぼう然ぜんとしていると、頭上から声が降ふってくる。


「おい、マルク」


　ビクッと、身を震ふるわせると、二階の階かい段だんにカナメの姿すがたがあった。その腕うでには青いドレスを抱かかえている。


「マルク、エルミナを知らぬか？　私はこのフリルというものが好かぬ。切っても──」


「──カナメ。お願いがあります」


　マルクは音もなく階段を駆かけ上がると、カナメの手を取っていた。


「な、なな、なんじゃ、いきなり」


　カナメは紅ア甘ポル実ロのように頰を赤く染そめ、オロオロと視し線せんを彷さ徨まよわせる。


「あなたの部屋はお嬢じよう様さまの部屋の側そばでしょう？」


「そ、そうじゃが……」


　マルクが両手で手を握にぎりしめると、カナメは怯おびえるように瞳ひとみを濡ぬらした。


「これ以上、あの虫が近ちか寄よらないように見み張はっていただけませんか？」


　これ以上、クリスがエルミナに気に入られると、マルクの自じ我がは崩ほう壊かいしてしまう。マルクが切実な願いを訴うつたえると、カナメは何な故ぜか落らく胆たんしきった表情を浮うかべた。


「おんし……、私にそれを頼たのむのか？」


「あなたにしか頼めないのです。お嬢様は無む防ぼう備び過すぎます。あなたならばその辺りのことも注意できるはずでしょう？」


　カナメは不服そうな表情ではあるが、僅かに興きよう味みを惹ひいたような……いや、期待でもするような色が浮かんでいた。


「私でないと、駄だ目めなのか？」


「ええ。あなたでないと駄目です」


　そう答えると、カナメは腕うでを組んで思い悩なやむような表情を浮かべる。


「……もう一度言え」


「はい？」


「今言ったことを、もう一度言えと言っておる」


　マルクは言われた意味が分からず困こん惑わくする。ひとまず頼みを無視するつもりではないようだ。


「ですから、お嬢様にもう少し警けい戒かい心しんというものを教えていただきたいのです」


「違ちがう！　その前じゃ。その……、他のものでは駄目だとかなんとか……」


　何故か恥はじらうようにモゴモゴと呟つぶやくカナメ。マルクはその態たい度どの意味が分からなかったが、とにかく〝もっと丁てい寧ねいに頼め〟と言っているのだろうと解かい釈しやくした。


　マルクはコホンと咳せき払ばらいをすると、貴き族ぞくの姫ひめに対するように丁寧にカナメの手をとって腰こしを折った。


「無礼は承しよう知ちでお願いしています。今、私が頼たよれるのはあなたしかいないのです。どうか引き受けてもらえないでしょうか」


　マルクがそう言うと、カナメは耳まで赤く染める。そして何故か浮かれるように宙ちゆうへ視線を彷徨わせる。


「ま、まあ、そこまで言うのなら引き受けても良いぞ」


「──っ！　ありがとうございます。いずれなにか埋うめ合わせをしましょう」


　契けい約やく者しやの契約は絶ぜつ対たいである。一度契約が成立すれば、契約者は絶対にそれを裏うら切ぎらない。マルクからも支払うものが必要である。


　マルクは当然のことを言ったはずなのだが、カナメは信じられないように大きく目を開いた。


「埋め合わせ……！」


「え？　ええ……。ですが、申し訳わけありません。今すぐ支払えるものが特にないのです。なにかご要望はありませんか？」


　カナメは頰を緩ゆるませながら腕の中のドレスをこねくり回す。一体、なにを対たい価かに求められるのかと、マルクは微び笑しようを浮かべながらもその頰に一ひと筋すじの汗あせが伝う。


「ちょ、ちょっと待つのじゃ。急にそのようなことを言われても困こまる」


　カナメはよく聞き取れない言葉でモゴモゴとなにかを呟き続ける。どうやら彼女の母国語らしい。なにかの名詞らしい単語にも思えたが、マルクには分からなかった。


　どうやら要望はあるらしいが、一つに決めきれないようだ。今決められないと言われると、契約が成立しないので、マルクは妥だ協きよう案あんを提てい示じした。


「では、あなたの頼みをなんでも一つだけ聞く、ということでどうでしょうか」


　そう提案すると、カナメは驚きよう愕がくしたように目を見開く。


「なんでも良いのか？」


「え、ええ……。不ふ可か能のうなことはできませんが……」


　一体なにを頼むつもりなのか、マルクは大いに不安になったが、背せに腹はらは代えられない。呻うめくマルクをよそに、カナメは嬉うれしそうに抱かかえていたドレスへ顔を埋うずめていた。


「では、これで契約は成立ですね」


「うむ。約束じゃぞ」


「ええ。分かっています。あなたの方こそ頼みますよ」


「任まかせるがよかろ」


　カナメはそう答えると、白い髪かみをたなびかせて階かい段だんを下りていった。
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「──ケホケホッ」


　機関車が立てる煙けむりと砂すな埃ぼこりにまかれ、アイシャはむせ返った。


　ここはロックウォールの繁はん華か街がい。その線路沿ぞいの広場だった。昨き日のう、マルクといっしょに飲み物を飲んでいた場所であり、アルバと出会った場所でもあるのだが、アイシャにはそれが似にたような場所である、という程てい度どにしか認にん識しきできなかった。


　それというのも、すでに一時間近く街の中を徘はい徊かいしているからだ。同じような場所はすでに何度も通っていた。


　──たぶん、昨日、街に来たときに落としたんだ。


　朝からアイシャが捜さがしていたのは、大切な瑠ラピス璃・ラズリだった。昨日、街に出るまでは確たしかに持っていたのだ。それが朝方着き替がえをするときにはなくなっていた。


〈魔ま眼がん〉を使って、それがどうやら屋や敷しきの中ではなく、街の中にあるらしいことが〝視みえた〟のだが、それが街のどこなのかということまでは分からなかった。


〈バーラ・ルー〉の能のう力りよくは、なにも空から見たいものが見たいように〝視える〟わけではない。己おのれの瞳ひとみに映うつらぬ景色を見通す──その能力は実のところ、己以外の瞳を借りることによって現あらわれているのだ。


　だから対象の側そばになにものもいなければ、あるいは光が届とどかないような場所にあればアイシャの〝眼め〟でも見つけることはできない。借りる瞳は人間である必要はないので、大たい抵ていの場合は見つけることができるのだが。


　今回は周りになにもいないわけではないらしく〝視る〟ことはできるのだが、誰だれかが持ち歩いているらしく、景色がころころ変わるため追いかけきれなかった。


　最後に〝視た〟景色で線せん路ろが見えたので、ここまでやってきたのだが、その線路のどの辺りだったのか。そして一体どんな人物が持っているのか。そういったことがまるで見当もつかなかった。


　アイシャはもう何度目になるか分からないが、ギュッと目を閉とじて瑠ラピス璃・ラズリの行ゆく方えを〝視る〟。今度は、貧ひん民みん街がいなのだろうか、ずいぶんボロボロで汚きたない建物の群むれが見える。


　──また、場所が変わっちゃってる……。


　小さくため息をついて、それからアイシャはふと周囲をキョロキョロと見回した。


「あれ……？　ここ、どこだろう？」


　辺りを見て、ここが駅付近だということは分かる。しかし自分はどちらから歩いてきただろうか。線路は渡わたっただろうか。渡ったはずだが、何ヽ回ヽ渡っただろうか。最初にきたときはどちら側だっただろうか。細かい路地も何度も歩いた。


　アイシャには、太陽の位置を見て方向が分かるような知ち識しきはなかった。


　──どうしよう……！


　ようやく、アイシャは自分の置かれた状じよう況きように危き機き感を覚えた。


　街に探さがしものに行く許きよ可かをもらったとき、エルミナはマルクかアーロンといっしょに行くよう言ってくれた。しかし、自分の落とし物のために彼らの仕事の手まで止めるのは申し訳わけない。それに昨日の今日なのだから分かると言い張はってしまったのだ。


　ときおり街の中に出ることがあっても、必ずマルクかドミニクがいた。アイシャは彼らについていくだけでよかったのだ。自分でここまでやってきたのは初めてで、完全に方向が分からなくなっていた。


　──そうだ！　歩いてる人に道を訊きけばいいんだ！


　そう考えて、それが不可能だということに気がついた。


　エルミナの屋敷は蜃しん気き楼ろうの屋敷。許可なきものの瞳に映ることはなく、たどり着くことも叶かなわない。


　そんな屋敷がどこにありますか？　と訊いたところで白い目が返ってくるだろうことは、アイシャにでも想そう像ぞうがついた。


　──マルクさんの知り合いの郵ゆう便びん屋やさんが見つけられたら……。


　屋敷にやってくる数少ない部外者に郵便屋がいた。彼を見つけられたら屋敷の側そばまで連れて行ってもらえるかも知れない。そう考えて──


　──この街の人口は一万二千人程てい度どですから──


　マルクがそんなことを言っていたことを思い出してしまった。その一万二千人の中から顔も良く覚えていない郵便屋を見つけることが可能だろうか？　もっと現げん実じつ的な方法を探すべきだろう。


「うん。くよくよ悩なやんでも駄だ目めよね」


　アイシャは無理やり前向きに考えた。


　自分は瑠ラピス璃・ラズリを捜しに来たのだ。まだそちらの方が見つかる可か能のう性せいが高い。それに、探しているうちにマルクあたりが捜しに来てくれるかも知れない。そのとき瑠ラピス璃・ラズリが見つかっていなければさらに同じことを繰くり返す羽目になる。


　そう結けつ論ろんづけると、アイシャは軽い足取りでとりあえず小こ汚ぎたなく見える路地へと足を向ける。今しがた〝視えた〟光景を頼たよりに。しかし、いざその路地に入ろうとして、アイシャはピタリと足を止めた。


　貧民街の路地は、薄うす暗ぐらくてなんだか気味が悪かった。


　──い、今はお昼なんだから、お化けなんて出ないよね……？


　普ふ通つうの人間ならばここで追いはぎや人さらいなどの危き険けんを考えるところだが、アイシャにとっては迷めい信しんの幽ゆう霊れいの方が恐おそろしかった。何な故ぜならばアイシャには盗とられて困こまるものも特になく、人さらいは〝人間〟のやることだということが安心に繫つながっていた。


　──契けい約やく者しやは自身を人間よりも優すぐれていると考える──


　結局のところ、アイシャもそういった心理の外にいるわけではないのだ。


　そうして、足を踏ふみ入れるのを躊ちゆう躇ちよしていると、突とつ然ぜん、後ろからポンと肩かたを叩たたかれた。


「うっきゃ──────────っ？」


　アイシャがビクッとして身を退ひくと、振ふり返った先には迷めい惑わくそうに片かた耳みみを塞ふさいだ青年が立っていた。片耳というのは、その青年には右みぎ腕うでがなかったからだった。


「……相変わらず、騒そう々ぞうしい娘むすめだな」


　迷惑そうにそう呟つぶやいたのは、白しら髪が交まじりの黒くろ髪かみをした隻せき腕わんのクーラン──アルバだった。


「──は、はわわわわ。ご、ごめんなさい。お、驚おどろいちゃって」


　アイシャがオロオロとそう言うと、アルバは困ったように頭をかきながらも、アイシャの手を引いた。


「あまりそちらをウロウロするな。そっちは俺おれの縄なわ張ばりじゃない。クーランだということで目の敵かたきにされかねん」


　そう言われて、アイシャは意外そうに瞬まばたきをした。


　──これって、もしかして心配してもらったのかな？


　恐らく、顔見知りが危あぶないところへ入ろうとしていたから止めた、程度のことなのだろう。しかし、昨き日のうのマルクとアルバのやりとりを思い返せば、マルクの連れだったアイシャを気にかけてくれたことが不思議だった。


　やがて駅前の広場を突つっ切り、どことなく見み覚おぼえのある繁はん華か街がいへ抜ぬけると、アルバはようやく足を止めた。


「それで、今日はあの男はいっしょではないのか？」


「あう、その、マルクさんは、今日はいないです。あたし、一人で……」


　しどろもどろにそう答えると、アルバは小さく舌した打うちをした。


「いいか？　この街はクーランということで迫はく害がいはされんが、その分お前らも行動には気をつけなければならんのだ。あの男はそんなことも教えていないのか？」


「ご、ごめんなさい。知らないです」


　アイシャがオロオロしていると、アルバはばつが悪そうに帽ぼう子しの位置を直した。それからやや静かな口調で語る。


「この街で俺の縄張りは三分の一──街の中央から西側にかけてだ。その外でもめ事を起こせば、お前らに手を出せる口実を与あたえることになる。この街は人種差別がやりにくいだけで、できないわけではない。気をつけろ」


　屋や敷しきの中にいるとついつい忘わすれてしまいそうになるが、クーランとフロアティナの間には未いまだ埋うめ難がたい確かく執しつが広がっている。それを考えれば、確たしかにアイシャの行動は軽けい率そつだったかも知れない。


　アイシャがシュンと落ち込こむと、アルバはポンポンと頭の上に手を載せてきた。


「まあ、他の組そ織しきの連中も俺デイたーちノと抗こう争そうしたがっているわけではない。街を歩くなとは言っていない。ただ、危なっかしい場所へ自分から入るなと言っている」


　自分の頭の上に置かれた手を見つめ、アイシャは大きく瞬きをした。


「ん……？　ああ、すまんな。気安かった」


　どうやらアイシャの表ひよう情じようを、気分を害したものと考えたらしい。アイシャはプルプルと首を横に振る。


「いえ、アルバさんって、優やさしいんですね！」


　そのひと言に、アルバは呆あつ気けにとられたのかポカンと口を開いた。その口から葉は巻まきがポロリと落ちる。


「お前……、俺はギャングだぞ？」


「でも、話をしたこともない、あたしのことを心配してくれました」


　アイシャが自信を持ってそう答えると、アルバは扱あつかいに困ったように首を横に振る。


「あ、そういえばあたし、名前もまだ名乗ってませんでした！　あたし、アイシャって言います。アイシャ＝クラン＝ウィードです」


「……クラン？」


　アルバが疑ぎ問もんに思ったのは、何故かそこらしかった。


「クーランって意味のつもりで入れてもらいました」


　そう答えると、アルバは表情を隠かくすように帽子のつばを下げた。


「そうか……。まさか、おヽ前ヽのヽ方ヽがヽその名前を継ついでいるとはな……」


　──どう意味だろう？


　アイシャがそれを問いかけようとすると、アルバはピンとつばを弾はじいて帽子を上げた。


「それで、お前はあんなところでなにをしていた？」


「あう……、その、落とし物を捜さがしてました」


　そう答えると、アルバはうっかりしていたような顔をした。


「ああ……、そヽうヽだヽっヽたヽなヽ」


「え？」


　どういう意味なのか、アイシャが訊きき返そうとすると、アルバはゴソゴソとポケットの中から大きな石を取り出していた。


「今度はもう落とすなよ」


　そう言って、アイシャの手にポンと載せたのは、大きな瑠ラピス璃・ラズリだった。


「あーっ！　アルバさんが持ってたんですか」


「お前があのとき落としていったんだ」


「は、はわわわわわ、そうだったんですか。拾ってくれて、ありがとうございました」


　アイシャがペコリと頭を下げると、アルバはフンと鼻を鳴らした。


「用が済すんだならとっとと屋敷に戻もどれ。お前は危あぶなっかしい」


　そう言われて、アイシャはすかさずアルバの袖そでを摑つかんだ。


「……なんだ？」


「あの、お屋敷って、どこにあるか分かりませんか？」


　アルバは絶ぜつ句くして目を見開き、それからガシガシガシと頭を搔かきむしっていた。





　屋敷までは、ほぼ一本道でまっすぐ行けばいいと教えてはもらえたのだが、アイシャ一人ではまた迷まい子ごになりかねない。アルバは途と中ちゆうまで送ると言ってくれた。


「あの、アルバさん。訊いてもいいですか？」


「……なんだ？」


「アルバさんが拾ってくれた石のことです。アルバさんも同じようなものを持ってるって聞きました」


　そう訊くと、アルバは狩かりゆ人うどのような眼まな差ざしを向けてくる。


「……そうだな。確かに持っている」


　しぶしぶ認みとめるような口調。あまり訊かれたくないことらしいと、アイシャにも察しがついた。仕方がないので、質しつ問もんを変えることにする。


「あの石って氏族の中じゃ、どんなものだったんですか？」


「そうだな……。まあ、祭器といったところか？　あの紋ヽ様ヽは〈ウィード〉の氏族で赫ヴアル鷲チヤスを祀まつるためのものだった」


「紋もん様よう？」


「そう、重要なのは紋様だ。衣服や弓、家の壁かべや扉とびら、あるいは自分の体。赫ヴアル鷲チヤスのごとく強くありたい。気高くありたいと祈いのりを込め、呪まじない師しに彫ほってもらうのだ」


「ええ？　それじゃあ、石には意味はないんですか？」


「ない」


「そんなあ……」


　即そく答とうされてアイシャは首を折った。それでは、あの石に〈バーラ・ルー〉が住んでいたのはどういうことなのだろう？


　アイシャが落ち込んでいると、アルバはクックと肩かたを震ふるわせる。


「瑠ラピス璃・ラズリは貴き重ちよう品ひんでな。あれは呪い師が紋様を忘わすれないように、あるいは弟子に正せい確かくな紋様を教えるためのものだったのだ」


「んー……、つまり、本みたいなものですか？」


「ほう？　面おも白しろい譬たとえだ。だが、その通りだな。まあ、呪い師が見本にしたようなものだ。なにか特別な存そん在ざいだと期待したくなるのも分かるがな」


「……違ちがうんですか？」


「違うな。奇き跡せきが守ってくれるというのは、フロアティナの考え方だ。クーランは力の在あるものになりたいから、その姿すがたを真ま似ねるのだ。力があるのは石ではなく赫ヴアル鷲チヤスだ」


「うーん……。よく分かりません」


「たとえば大地というものは人間には砕くだけんだろう？　だから大地のように逞たくましく大きなものになりたいと思うものは、大地を称たたえた紋様を好んで身につける。しかしだからといって、ただの紋様が守ってはくれまい？　それは自分が大地のようになりたいということを忘れないために、身につけるのだ。自分が気高くあるためにな」


「つまり……、憧あこがれてるから、それを真似た紋様を身につけてたってことですか？」


「そういうことだ」


「うーんと、それじゃあ、クーランには神様はいなかったんですか？」


「いるさ。どこにでもな」


「え？　え？」


「大地の中にも、風の中にも、水の中にもな。赫ヴアル鷲チヤスや黒ケル野ビツ牛トたちそのものが、偉い大だいな神だったのだ。もっとも、クーランは〝神〟という単語は使わなかったがな」


　つまり、身の回りの自然全すべてが偉い大だいな存在で、それ自体を神のように考えていたのだ。そしてそれをもっと身近に感じるために、紋様を用いていたのだ。


「じゃあ、紋様はいっぱいあったんですか？」


〈バーラ・ルー〉の瑠ラピス璃・ラズリのようなものは複ふく数すう存在していたのではないだろうか。アイシャがそう訊きくと、アルバは複ふく雑ざつそうに顔をしかめた。


「そう、だな。確たしかに一つではなかった。……だが、氏族それぞれで崇あがめるものは違う。お前の……〈ウィード〉の氏族でもっとも偉大だと考えられていたのは赫ヴアル鷲チヤスだった」


　アイシャにも理解できてきた。氏族の中で特別力が在ると信じられていたのが赫ヴアル鷲チヤスだった。その赫ヴアル鷲チヤスになりたいから赫ヴアル鷲チヤスの紋様を刻きざむ。その紋様の見本だから、瑠ラピス璃・ラズリは重要な存在だったのだ。特別なものだと考えられていたわけではなく。


　そう理解できてアイシャが笑えみをこぼしていると、アルバは苦く笑しようしていた。


「嬉うれしそうだな」


「はい。だって、今までそんな話ができる人なんていなかったんです」


　エルミナはクーランがどんな生活をしていて、どれだけ気高く戦った種族か教えてくれたが、それはあくまでフロアティナという視し点てんからの見けん解かいである。クーランの宗しゆう教きよう意い識しきや信念まで理解することはできなかった。


　アイシャがそう答えると、アルバは困こまったように口を噤つぐむ。


「世の中は変わった。クーランの考え方では生きていけん。昔に回帰する必要はない」


「でも、忘れなきゃいけないわけじゃないと思います」


　そう言うと、アルバは驚おどろいたように目を開き、それからポンポンとアイシャの頭に手を載せた。


「お前は前向きだな」


　そう言われて、アイシャも素す直なおに笑みをこぼした。


　それは紛まぎれもなくアイシャにとって幸せなひとときであり、誰だれよりも身近な人間を手に入れた瞬しゆん間かんでもあった。


　しかし、過去はアイシャにその時間を長くは与あたえてくれなかった。





「──本当に、前向きになったねアイシャ」





　聞き覚えのある──そして二度と聞くことはできないと思っていたその声に、アイシャはビクッと身を震わせた。


　アイシャは震えながらゆっくりと振ふり返った。


「なんだお前は」


　アルバはすでにふところに手を入れていた。拳けん銃じゆうを握にぎっているのだろう。にもかかわらず、睨ねめつけられた人物は臆おくすることもなく柔にゆう和わな笑えみを浮うかべていた。


「どうして……」


　震える声で、アイシャがなんとか絞しぼり出せたのはそんな言葉だった。


　それは、十一、二歳さいの少年だった。小麦色の髪かみに、暗い蒼あおの瞳ひとみ。アイシャが知るその姿と違うのは、年ねん齢れいではなくその服ふく装そうだった。少年は神父の黒服に身を包んでいた。


　少年は右手を差し出すとこう言った。


「迎むかえに来たんだよ。契けい約やくを果たすために」


　アイシャは、震える声で囁ささやくようにその名前を口にした。


「──グレリオ……」
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「……何な故ぜ、君がここにいるのかね」


　エルミナの酷ひどく不満そうな声に、カナメは嘆たん息そくした。


「使用人がここでやることなど、一つしかなかろ」


「……掃そう除じをしていたと言うのかね」


「ふむ……。掃除をしているように見えるかの」


　カナメは両りよう腕うでをまくっており、ひらひらとしたスカートは膝ひざの辺りで縛しばり上げてはいるが、掃除用具に相当するものは手にしていなかった。


「……では、何事かね」


「手伝ってやろうと思っただけじゃ」


「……なにをかね」


「おんし、ここでなにをするつもりなのじゃ？」


　そう問いかけると、エルミナはとうとう両の眼めを憤ふん慨がいしたように細めた。





「……私は、湯ゆ浴あみがしたいのだ」





　カポーン──手て桶おけが転がり、軽い音が浴室に響ひびき渡わたった。


　カナメもまた憤慨したように目を細めていた。彼女とてなにも好んでこんなことをしているわけではない。特にエルミナの裸ら体たいを見ても忌いま々いましいだけである。年下の分ぶん際ざいで自分よりも……いや、そのことは別にいいのだが、他人の入浴を見て喜ぶ趣しゆ味みはないのだ。


　カナメが立ち去る様子もないことから、エルミナは困こまったように瞳ひとみを揺らす。恐おそらく向こうは向こうで、カナメとの距きよ離りを摑つかみかねているのだろう。カナメはこの十日間ずっと寝ね込こんでおり、事じ務む的な会話くらいしか交かわしていないのだから。


　しかし距離を摑みかねているのはカナメも同様だった。エルミナは表ひよう情じようというものを浮うかべない上に、声にも感情がこもっていない。正直、なにを考えているのかさっぱり分からないのだ。


　仕方がないので、カナメは髪かみの毛をかき上げ、事情を説明する。


「まあ、湯浴みの手伝いが必要ないのならそれで良いのじゃ。しかしじゃな、おんしが無む防ぼう備び過すぎるだなんだと、気になって仕方のない輩やからがおるのじゃ」


「……なんの話かね？」


　エルミナは僅わずかに片かた眉まゆを揺らした。これでも変化らしい変化なのだろう。カナメは、マルクのようにこんな微び妙みような変化から表情を読むのは不ふ可か能のうだと思った。


　カナメは息を殺してエルミナの隣となりを通り過ぎ、そっと壁かべへと手をつく。


「つまりじゃな。──こういうことじゃ！」


　カナメは手桶を手に取ると、勢いきよいよく壁に叩たたきつけた。叩きつけられた手桶は水中に沈しずむかのように壁へとめり込み、その直後、鈍にぶい衝しよう撃げきと共に跳はね返ってきた。


「うぎゃっ？」


　珍ちん妙みような悲鳴と共に……。


　契けい約やく者しやであるカナメの能力は、触ふれたものの性せい質しつを〝液えき体たい〟に変えることである。表面張ちよう力りよくでグラスに注いだ水が溢あふれそうで溢れないような状じよう態たいにする、奇き妙みような能力である。


　その能力を使うと、このように物体の中を水中のように素す通どおりすることができる。


　そうして壁の向こうに張はり付いていた人物に手桶を投げつけたのだが、どうやらそこにいたのはクリスだったらしい。揺らいだ壁の向こうに、真っ赤な派は手でなドレスがちらりと見えた。


　カナメはポカンと瞬まばたきをするエルミナへ振り返る。


「おんし、もう少し自分が女であることを意い識しきした方が良いぞ」


　そう言われると、エルミナは僅かに表情を和やわらげたように見えた。あくまでそんな気がしただけで見み間ま違ちがいである可能性も高いが。


「……なるほど。確たしかに見られたくないとは思う」


「あと、銃じゆうを持っておる人間はむやみに信用せぬ方が良い」


　カナメがクリスに警けい戒かい心しんを抱いだいたのは、そちらが理由だった。


　ごわごわしたドレスと香こう水すいで誤ご魔ま化かしていても、銃器を身につけている──恐らく足に巻まき付けていたのだろう──歩き方の不自然さ。そして硝しよう煙えんのにおい。それらがカナメの目と鼻を誤魔化すことはできない。


　エルミナとて、アーロンからその程てい度どのことは報ほう告こくされていたはずである。にもかかわらずマルクの血けつ縁えん者しやというだけで招まねき入れた彼女は、カナメから見れば軽けい率そつこの上ない。


「気づかなんだか。あやつはあれこれ嗅かぎ回っておった。……祭ヽ壇ヽのヽ在ヽ処ヽでも探さがしておったのではないか？」


　恐らく今も入浴をのぞきに来たのではなく、エルミナの持ち物を調べに来たのだろう。


　カナメがそう語ると、エルミナは警戒するように後あと退ずさっていた。


「……君は、なにを知っている」


　どうやらエルミナにしてみれば、クリスが何者かよりも、カナメがなにを知っているのかの方が問題らしかった。カナメの方が身近に置いている人間なのだから、それも当然ではあるが。


　カナメはフンと鼻を鳴らす。


「──〈精せい霊れいの器うつわ〉──私の村でも祀まつっていた。あれを祀るには祭壇が必要じゃ」


　そう答えると、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをし、それから僅かに俯うつむいた。


「……そう」


　それだけ呟つぶやくと、エルミナは背せ中なかを向けた。


　──まあ、他人を警戒せよと言ったのは私じゃな。


　カナメは小さく嘆たん息そく。どうやら警戒されたらしい。そう感じて、ひとまず浴室から退たい散さんしようと、自分も背中を向けるが──


「……どこに行くつもりかね」


　カナメが扉とびらに手をかけようとすると、エルミナは振ふり返らぬままこう言った。


「……手伝ってくれるのであろう」





　エルミナはプツリ──プツリ──と、上着のボタンを外していく。エルミナは露ろ出しゆつの少ない服を好む。その首くび筋すじは、カナメに負けず劣おとらず真っ白だった。やがて上着を脱ぬぐと、その下の肌はだ着ぎは背中に紐ひもが編あみ込んであり、一人では解ほどき難にくそうなものだった。


　どうやらその肌着を脱ぐのを手伝えと言われているらしいことに気づいたカナメは、そっとその紐に手をかけるのだが……。


「……？」


　紐を解こうとして、その背中──肩けん胛こう骨こつの辺りに、筆ふでで描えがかれたような黒い紋もん様ようが広がっていることに気がついた。


　眉まゆを顰ひそめながらもそのまま紐を解く。やがてその黒い紋様の全ぜん貌ぼうが露あらわになっていき、カナメは困こん惑わくした。


　背中一面に刻きざまれていたのは、翼つばさだった。ヴァレンシュタイン家の紋章とは違い、羽ばたくように大きく広げた黒い翼。左右の肩胛骨を覆おおうように対ついで描かれ、そしてその中央、背せ骨ぼねに沿そうように描かれていたのは鳥の姿すがた──ではなく、一匹ぴきの蛇へびだった。


　──入れ墨ずみ……？　何な故ぜ、こんなものを？


　どうやら化け粧しようの類たぐいではなく、墨を肌に直ちよく接せつ彫ほり込んでいるらしい。表面に凹おう凸とつがないことから焼きごてほど惨むごいものではないとは分かるが、それにしても上流階かい級きゆうの娘むすめがやるようなことではない。


　杖つえか逆さかさの剣けんのようにも見えるその黒い紋章だが、翼の下──蛇の胴の両りよう脇わきには数行の文字が刻まれていた。こちらは赤である。その文字を見て、カナメはさらに困惑した。


「アイシャ……？」


　──アイシャ＝クラン＝ウィード──


　蛇の左には、赤い文字でその名前が記されていた。そして、その隣となりには──


　──〈バーラ・ルー〉──


　身に覚えがあるあの灰はい色いろの〈魔ま眼がん〉──アイシャの契けい約やく精せい霊れいの名だった。




[image: ]


　カナメが困惑する間に、エルミナはスカートをハラリと落とす。そして、さも当然のように呟つぶやいた。


「……それが、君たちが署しよ名めいした──〈空白の契約書〉──だ」


「なっ……ん、じゃと？」


　アイシャの下にはマルクの名があり、その下にはアーロン、カナメと続いている。それぞれ契約精霊の名と対になって。


　──〈空白の契約書〉──


　契約者が精霊に支し払はらい失った対たい価かを修しゆう復ふくする。エルミナに絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを誓ちかう代わりに。


　言われてみれば、なるほどそれは確かに契約書に見えた。翼ある蛇の両脇に契約者と精霊の名。しかしカナメが署名をしたのは、紛まぎれもなくただの紙面だったのだ。それが何故エルミナの背中に刻まれているのか。


　当惑するカナメをよそに、エルミナは最後の肌着を脱ぎ捨すて、湯船に浸つかる。その水の音でようやく我われに返り、カナメは脱ぎ捨てられた衣服を拾い集めた。


　カナメが衣服を片かた付づけ終わると、エルミナは視し線せんを上げぬまま、独ひとり言のように呟く。


「……君たちが署名した羊皮紙。あれ自体に意味はない。重要なのは──血と血を交えて契約を取り交かわす──その儀ぎ式しきなのだ」


「血と血……？　まさか、あの文字、おんしの血で書いておったのか？」


　羊皮紙はただの羊皮紙にしか見えなかった。羊皮紙に意味がないというのなら、そこに記されていた文字の方が重要だったのではないか。


　小さく頷うなずいてそれを肯こう定ていすると、湯船の中から視線を向けてくる。


「……血と血──という意味ならば、ワイングラスを用意しても良かったかも知れないがね」


　──病やめるときも健すこやかなるときも、我われの血は汝なんじらの身に流れ、汝らを見守る──


　そう言って、ある男は自らの血を一杯ぱいの杯さかずきに注ぎ、その使徒たちも血を注いだ。


　カナメでも聞いたことがある、オルダー教の一説である。そしてその杯の名は──


「──〈精グレ杯イル〉……？」


　かつて、ある男はエルミナを〈精グレ杯イルの姫ひめ〉と呼よんだ。


「これが、〈アルス・マグナ〉なのか？」


　カナメがそう訊きくと、エルミナはその瞳ひとみを大きく翳かげらせた。


「……その呼び名は間ま違ちがいではない。だが正せい確かくでもない」


「どういうことじゃ？」


「……錬れん金きん術じゆつ師したちは、神の奇き跡せきを模も倣ほうしたかったらしい。これは大アいルなスる・マ叡グ智ナを模倣した模レ造プリ品カなのだ」


　──〈アルス・マグナ〉は別に存そん在ざいするのか？


　カナメは浴室の壁かべに身をもたれる。やはりマルクの言うとおり、根本的に体力が落ちているようだ。自分からやってきたわけではあるが、長時間は立っていられなかった。


　エルミナは〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者のはずだ。にもかかわらず彼女の瞳ひとみには契約者の翳が揺ゆれる。その奇き妙みような現げん象しようと、ときとして暴ぼう発はつし、あるいは喪そう失しつされる不安定な〈アルス・マグナ〉の力。


　以前、マルクが語った不ふ可か解かいな話だ。それを〈アルス・マグナ〉が二つあるという話と照らし合わせると──


　──片かた方ほうの所持者はエルミナではない？


　そう考えたなら〈アルス・マグナ〉の力が不安定なことは説明がつく。カナメが考え込こんでいると、エルミナは銀ソ啼ロー鳥ネの静かな音色で語る。


「……先ほど君が言ったことだが、祭さい壇だんは確たしかにこの屋や敷しきにある。〈アルス・マグナ〉を祀まつるための祭壇がね。だが、別に隠かくすようなものではないのだ」


「見つからぬ自信があるのか？」


　エルミナは首を横に振ふる。


「……隠せないのだ。君たちは、すでに祭壇に足を踏ふみ入れている」


　カナメは怪け訝げんそうに片かた眉まゆを細めるが、やがてハッとして顔を上げた。そして浴室──いや、この屋敷を意い識しきする。


「まさか……」


　エルミナは小さく首しゆ肯こうした。


「……ここは、揺ゆり籠かごなのだよ。〈アルス・マグナ〉を眠ねむらせるための、そして──」


　言葉の語ご尾びは、小声でなにを言ったのか聞き取れなかった。


「……〝アレ〟は教会が考えているようなものではない。在あってはならないものなのだ」


　そう言ったエルミナは心なしか震ふるえているように見えた。


　以前、エルミナを追い詰つめてしまった愚おろかな男は、彼女に触ふれただけでその腕うでを消されてしまった。そしてそのときエルミナが振るった力は、触れたもの全すべてを抹まつ消しようする容よう赦しやなき一方的な力だった。


　カナメは、エルミナが自分よりも小さい少女であることを、実感として初めて感じたような気がした。


「分からんの。──〈アルス・マグナ〉と〈空白の契約書〉──そんなものを二つも手にして、おんしはなにがしたいのじゃ？」


　エルミナはカナメに真まっ直すぐ向き直ると、毅き然ぜんとした口調で答えた。


「……〈大アいルなスる・マ叡グ智ナ〉に対たい抗こうできるのは、やはり〈空ア白ルのス・契マ約グ書ナ〉なのだよ」


「──〈大アいルなスる・マ叡グ智ナ〉を破は壊かいする──それが、おんしの目的か？」


　そう問いかけると、エルミナは僅わずかに目を伏ふせた。


「……私の〈空ア白ルのス・契マ約グ書ナ〉はまだ非ひ力りき過すぎる。私には、たくさんの契約者が必要なのだ」


　そこまで言われて、ようやくカナメはエルミナが自分から距きよ離りを縮ちぢめようとしているのだと気づいた。


　──おんしは無む防ぼう備び過ぎる──そう言ったカナメを、エルミナは受け入れようと向き合ってくれたのだ。


　──これではどちらが年上か分からんの。


　カナメは壁から身を離はなすと、スカートの裾すそを持ち上げて丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「おんしは欲ほしいものを求めるがよかろ。それが害あるものならば私が振り払はらってやる」


　カナメがそう言うと、エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをし、それから視し線せんをカナメの肩かたへとずらしていく。


「……ところで、濡ぬれているようだが」


　浴室の壁は掃そう除じの直後だったせいか、湯気のせいか、滴しずくで濡れていた。当然、そこに寄よりかかっていたカナメの服もぐっしょりと濡れていた。


「……くちんっ」





　　　　[image: ]





　翌よく日じつ。


　まだ早朝とも呼よべぬ夜明け前。ランタンの薄うす暗ぐらい灯あかりを頼たよりに、マルクは古めかしい書物の一ページを開いていた。


「どこかで間ま違ちがえたのですか……？　いいえ、手順に間違いはありません。……では、この程てい度どのものでしかないというのですか」


　睡すい眠みん不足と、長時間目を酷こく使しした疲つかれから、マルクはメガネを外して目め頭がしらをもむ。


　始まりは過あやまちだった。マルクは刺し客かくとしてこの屋敷にやってきて、そして返り討うちに遭あった（向こうにはその自覚すらなかったが）。しかし、マルクは知ってしまったのだ。彼女が失ったもの、そして彼女を縛しばる鎖くさりの存そん在ざいを。


　だからマルクはエルミナの隣となりにいたいと感じ、そして笑わせてやりたいと思ったのだ。


　──こんなところで、足あし踏ぶみをしている暇ひまはないのです……！


　マルクはメガネをかけ直すと、再ふたたび書物のページを捲めくる。


「……マルクさん……？　なに、やってるんですか？」


　そのひたすら怪け訝げんそうな声が響ひびいたのは、ちょうどそのときだった。


　マルクはビクリと身を震ふるわせ──そしてこの部屋の出入り口へと視線を向ける。そこには、オロオロと当とう惑わくした様子の少女が立っていた。さすがにこの時間では着き替かえておらず、赤い模も様ようが入った白い寝ね間ま着き姿すがたである。


　時じ刻こくは早朝。マルクが普ふ段だん起きる時間よりもさらに一時間ほど早い時間である。当然、他の使用人はまだ眠ねむっているはずだった。それゆえ、マルクの警けい戒かい心しんも緩ゆるんでいた。疲れから集中力が落ちていることも原げん因いんの一つだろう。


　マルクはずり落ちたメガネを中指で押おし上げると、平静かつ穏おだやかな笑えみを全力で浮うかべた。


「すみません。起こしてしまいましたか？」


　聖せい者じやのごとき温かな微び笑しようを浮かべるマルクに、アイシャは困こん惑わくしたような視線を送り、そして夜の厨ヽ房ヽをグルリと見回す。


　マルクが一ひと筋すじの汗あせを流していると、アイシャは訊きいてはいけないことを尋たずねるように恐おそる恐る口を開く。


「あの……、なんだか甘あまいにおいがするから、来ちゃったんですけど……」


　かまどへ視線を向ければ、そこにはクツクツと煮に立たった鍋なべの中に小さな器うつわが浮かんでおり、中では溶とけたチョコレートが甘い香かおりを立てていた。


　マルクは涼すずやかな笑みを浮かべると、丁寧に腰を折った。


「なるほど。換かん気きが不十分だったようです。気をつけましょう」


　しかしながら、アイシャの表ひよう情じようから困惑の色が消えることはない。


「いえ、悪いにおいじゃないです。……ええっと、お菓か子し、作ってるんですか？」


　厨ちゆう房ぼうのテーブルには数種類の小麦粉に砂さ糖とう、多数の香こう辛しん料りよう。それらが大小様々な皿に山を作っており、計量器や粉振ふるいなどもならんでいる。他ほかにも庭から摘つんできた果実がコロコロと転がっていた。


　隠しようのないそれらの状じよう態たいに、マルクは言い訳わけを探さがすように視線を彷さ徨まよわせる。


「つまり、執バト事ラーたるもの、何事に置いても手を抜くようなことがあってはならないと考えたまでです」


　そう、自分はただ単に純じゆん然ぜんたる向上心から努力をしているだけであり、なにもクリスがおいしそうな洋菓子を作っていたのが悔くやしかったわけでも、ましてやエルミナがクリスに微ほほ笑えんだことで焦しよう燥そう感に駆かられたわけでもないのだ。


「つまり、クリスさんみたいにお菓子を作ってたんですか」


　口にしてはならない真実を口にされ、マルクは地に伏ふした。


　マルクがカタカタと震えていると、アイシャはなにか期待するような視線を送っていた。その意味を察したマルクは、ため息と苦く笑しようを漏もらして、皿の一つを手に取った。


「失敗作ではありますが、よかったら召めし上がりますか？」


「わーい！　ありがとうマルクさん」


「そうだねえ。僕ぼくも頂いただこうかな？」


　その最後の声にマルクとアイシャがビクッと身を震わせると、アイシャの隣にはいつの間にかドミニクの姿すがたもあった。さすがにこちらも寝間着姿で、何な故ぜか綿わた毛げのような玉がついた帽ぼう子しをかぶっていた。





　結局、地下に住む使用人を全員起こしてしまった。


　マルクは三人分の紅こう茶ちやを注ぎ、椅い子すに腰こしかける。


「アーロンさんやカナメさんの分も残しとかないとね」


「アーロンには朝食のときにでも包んで渡わたせばよいでしょう。あと、カナメはまだ駄だ目めです。洋スウ菓イ子ーツは油も使ってますから消化に悪いでしょう」


　マルクがドミニクにそう答えると、アイシャがなにか言いたげな視し線せんを向けてきていた。


「……マルクさんとカナメさんって、……仲、いいですね」


　そのひと言でマルクは紅茶を噴ふき出しかけた。


「どう見ればそう見えるのですか……」


「ええ？　だ、だって、ご飯とかだってエルミナにするみたいに気を遣つかうし、……と、ときどき、二人っきりになってるときとかなんて……」


　そのまま、何故か赤面してモゴモゴと呟つぶやくアイシャ。マルクは嘆たん息そくと同時に苦く笑しようを浮かべる。


「カナメが怪け我がをしたのは半分は私の責せき任にんですし、屋や敷しきに誘さそったのも私です。面めん倒どうを見るのは当たり前です。なにより、あの娘むすめが挙動不ふ審しんなのは、刃は物ものに触さわれないので禁きん断だん症しよう状じようが出ているだけです」


　そう答えると、アイシャは驚おどろいたように瞬まばたきを繰くり返す。


「え、でも、あれはどう見ても……。もしかして、マルクさん、鈍どん感かんなんですか？」


「なんです？」


「いえ！　なんでもないです！」


　慌あわてて手を振ふると、アイシャは何故か一人嬉うれしそうにニコニコしていた。


「それじゃあ、マルクさんはちゃんとエルミナのこと、見ててくれるんですね」


「なにを言っているのです？　そんなこと当たり前ではありませんか」


「良かったあ。……あ、そうだ。あのですね。エルミナは、マルクさんの作ったものなら、きっとなんでも喜ぶと思いますよ？」


　言われたことの意味がすぐには理り解かいできず、マルクは瞬きを繰り返した。それから、どうやら慰なぐさめられたらしいと気づき、再ふたたび苦笑する。


「でしたらなおのこと、いい加か減げんなものをお持ちするわけにはいきませんよ」


　そう答えて、マルクは僅わずかに眉まゆを顰ひそめた。アイシャが嬉しそうに笑ったのだが、その笑顔が何故か寂さびしそうに見えたのだ。


　──昨き日のう……いえ、もう一お昨とと日いですか、なにか様子がおかしいですね……。


　一昨日、街に出かけてアルバに出会ってから、アイシャの様子がおかしいように見える。


　昨日も朝からなにか捜さがしていたし、それを捜しに行ったのか一人で街まで出かけたようだ。マルクはアイシャが迷まい子ごになったのではないかと慌あわてたのだが、帰ってきたら帰ってきたで、今度は朝よりも暗い顔をしていた。探しものは見つかったらしいのだが……。


　マルクが考え込こんでいると、アイシャは一人でお菓か子しをパクパクと口に運んでいた。


　──考えすぎですか。


　アイシャとてそろそろ思春期なのだ。悩なやみの一つくらい抱かかえることもあるだろう。マルクは苦笑しながらアイシャにおかわりの紅茶を注いでやった。


「そういえばマルドゥーク君。クリスさんは昨日からどこに出かけてるんだい？」


「出かけた？」


「おや、知らなかったのかい？　十二時前くらいかな。外に出かけたみたいだけど」


「十二時って夜中のですか？」


「うん。それで変だなあ、と思ったんだけど」


「はて……、聞いてませんが」


　それからマルクは、クリスがエルミナから微ほほ笑えみかけられたことを思い出した。


　クリスの女じよ性せい狂ぐるいは、女性の笑顔を見たいことに端たんを発している。もっとも、笑顔と言っても彼の中ではなにかこだわりがあるらしいのだが、その笑顔を見ると満足してどこかへ消えてしまうのだ。


　──エルミナの笑顔が見られたから満足したのでしょうか？


　あの表ひよう情じようを見た限かぎりでは、エルミナはクリスを側そばに置くつもりだったはずだ。にもかかわらず姿すがたを消したクリスに、マルクは不ふ快かい感を覚えた。


　──だからあの男は嫌きらいなのです。


　もっとも、ただ気まぐれで外をぶらついているだけで、昼ひる頃ごろにはそ知らぬ顔で帰ってくるのかも知れない。


　──ですからあの男は嫌いなのです！


　人知れず、マルクは理り不ふ尽じんな怒いかりを募つのらせていると、アイシャが落ち着かないようにソワソワと手の中でフォークをいじくり回していた。


「どうかしたのですか、アイシャ？」


「え？　ええ、あの、マルクさん。あのときの広告って、まだ持ってますか？」


「広告？」


「その、し、使用人募ぼ集しゆうの……」


「ああ、ええ。ありますよ。全く、誰だれも来ませんがね。もう一度広告を出した方が良いと思うのですが」


　マルクがこの屋や敷しきに初めてやってきたとき、使用人募集の広告を見てやってきたと語った。実は、その広告にはエルミナからの許きよ可か証しようが仕込まれており、あの広告がなければマルクはこの屋敷に入ることすらできなかったらしい。


「それがどうかしたのですか？」


「え、ええ……、ちょっと、見てみたくて。……貸かしてもらってもいいですか？」


「ええ、かまいませんよ。あとで持って行きましょう」


　そう答えると、アイシャは何な故ぜか落ち込んだように俯うつむいていた。





　一通り厨ちゆう房ぼうが片かた付づくと、アイシャはもう少し寝ねたいと言って席を立った。


「すみませんでしたね。起こしてしまって」


「いえ、あたしもちょうど眠ねむれなかったんで。それに、お菓子、おいしかったです！」


「今度はもっとおいしいものを作って差し上げます。アイシャにはお嬢じよう様さまのところへお持ちする前に、味見をお願いしましょうか」


「……あたしは味見係なんですか？」


「そのようなものです」


　そう答えると、アイシャはプッと噴ふき出し、それからどこか改まった表ひよう情じようで丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「マルクさん。ありがとうございました」


「え？」


　何故か、それが別れの挨あい拶さつのように聞こえ、マルクは首を傾かしげた。しかし、次の瞬しゆん間かんにはアイシャはいつも通りの笑顔を浮うかべて寝室へ足を向けていた。


　──なんでしょうか……。


　不安にも似にた奇き妙みような感覚を覚えていると、ドミニクが隣となりでゆるみきった表情を浮かべつつ、小さくこう呟つぶやいていた。


「今日は忙いそがしくなりそうだな……」





　その後、アイシャは特に変わった様子も見せず、朝ご飯も元気よく食べていた。


　マルクはそんな光景を眺ながめ──あれだけ菓子を食べたあとに良く食べますね──夜明け前に感じたものは思い過すごしだろうと考えた。


　エルミナに朝の紅こう茶ちやを運び、そして今日も朝食は摂とらないということなので、マルクはカナメの分だけ朝食を持って上がる。


　──もう、歩き回れるようですし、そろそろ地下まで降おりてきてもらいますか。


　まだしばらく病人食ではあるが、カナメは客ではなく使用人なのだ。あまり特別扱あつかいを続けるのも良くないだろう。アイシャが妙な勘かん違ちがいをしてしまうほどなのだから。


　そう考えを巡めぐらせながら、マルクはカナメの部屋の扉とびらを静かに二度叩たたく。


「カナメ。起きていますか。朝食です」


「……くちんっ」


　返事の代わりに帰ってきた奇妙な音に、マルクは首を傾げた。


「くちん……？」


　マルクは恐おそる恐るドアノブを捻ひねる。


「カナメ？　入りますよ？」


　扉を開けてみて、マルクは眉まゆを顰ひそめた。


　カナメはベッドに横たわったままだった。マルクに気づくと目を開けて視し線せんを向けてくるのだが、その瞼まぶたは腫はれぼったく、目の周りも赤く染そまっている。反面、唇くちびるからは完全に色素が失われており、真っ白になっていた。


　様子がおかしいのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。マルクは部屋のテーブルに朝食のトレイを載のせると、カナメの側そばに歩み寄よる。


「具合が悪いのですか？」


「……大したことはない」


「そうは見えませんよ」


　マルクは手て袋ぶくろを外すと、カナメの額ひたいに手を載せる。手袋で温まっているはずの自分の手よりも熱かった。


「すごい熱ですよ」


　マルクが驚おどろいてそう言うと、カナメは目の周りだけではなく、顔中を赤くして掛かけ布ふを引き寄せ、その顔を覆おおう。


　そのままモゴモゴとなにか呟つぶやくカナメに首を傾かしげて、マルクは部屋の片かた隅すみに脱ぬぎ捨すてられたワンピースと前まえ掛かけに気づいた。


　それを拾い上げると、グッショリと濡ぬれていた。


「濡れているではありませんか。あなた、もしかしてそのまま寝ねたのですか？」


「ちゃんと着き替かえたのじゃ」


「きちんと拭ふかなければ駄だ目めではありませんか。一体、なにをしていたのです？」


「……湯ゆ浴あみに、付き合っただけじゃ」


「湯浴み？　風呂はまだ駄目だと……」


　そう言いかけて、カナメが「湯浴みをした」ではなく「付き合った」と言ったことに気がついた。そして、昨き日のう、マルクが彼女に頼たのんだことを思い出した。


「湯浴みって、まさかあなたエルミナの？」


　カナメは答えなかったが、その態たい度どですでに答えているようなものだった。


　──迂う闊かつでした。カナメは契けい約やく者しやなのです。契約を全まつとうするのは当然のことでした。


　ようやく出歩けるようになったとはいえ、カナメは重じゆう傷しよう患かん者じやなのだ。ここに来て以来、病人食しか口にしていない彼女にまともな体力があるはずはない。にもかかわらず、マルクは自分の都合を押おしつけてしまったのだ。あのとき、クリスがエルミナから笑ってもらえたという敗北感だけで……。


　マルクはカナメの布ふ団とんをかけ直すと、静かに立ち上がった。


「粥かゆを作ってきます。あと、医い師しも呼よんでおきますから、少し寝ていてください」


　カナメの怪け我がの検けん診しんで、医師は三日に一度屋や敷しきにやってくるのだが、今日は来ない。





　この屋敷は蜃しん気き楼ろうの屋敷と呼ばれ、許きよ可かなきものを遠ざけ、そしてその目に映うつることもない。屋敷が街の外れにあることも手伝って、近くに人が寄りつくことさえ少ない。


　当然、医師といえど、かかりつけのもの以外は中に入ることはできない。カナメの主治医を担たん当とうしてもらっている医師は、比ひ較かく的屋敷の近くに住んでいる。マルクは医師の診しん療りよう所じよ──もちろん、この早朝は診療時間前であるが──へ走った。


　扉を叩くと、医師は眠ねむたそうな顔をしながらもすぐに出てきてくれた。日光に当たると反はん射しやしそうな見事な禿とく頭とうで、いささかデップリとした体たい格かく。中年のはずだが、何な故ぜかいつも元気をもてあましているように笑え顔がおである。以前、エルミナが倒たおれたときに診みてもらった医師でもあった。


　マルクがカナメが熱を出したことを説明すると、医師はすぐに応おうじてくれた。カナメの容よう態だいが悪化した場合は、すぐに連れん絡らくするよう言われているのだ。


　そんな状態なのに、マルクはカナメにエルミナの護ご衛えいのようなことを頼んでしまった。それで責せき任にんを感じないほど、マルクも薄情ではなかった。


　医師からはすぐに行くと返事がもらえ、マルクは先に屋敷に戻もどることにした。屋敷にアルコールがあるなら、ホットワインなどを作ってやるといいと言われたのだ。禁きん酒しゆ法ほうが布しかれていても、治療目的で医師が許可すればアルコールも合法らしい。その辺りの感覚は、マルクにも未いまだに理り解かいできないが。


　屋敷へ戻ると、正面門ではアーロンが斧おのを振ふり上げて薪まき割わりをしていた。彼が持つと片手斧もスプーンに見える。


「うぬ。戻ったであるか。どうであった」


「医師にはすぐに来てもらえそうです。ホットワインが効きくそうなので、作ってきますよ」


「かかかっ。マルク殿どのはカナメ殿のことになると目の色が変わるであるな」


　明け方前のアイシャと同様のことを言われ、マルクは嘆たん息そく。


「カナメが体調を崩くずしたのは私のせいです。心配ぐらいしますよ」


「それだけであるか？」


「……なにが言いたいのです」


「いやいや、なんでもないのである。おお！　そういえばアイシャ殿とすれ違ちがわなんだか」


「アイシャ……？　いいえ、見てませんが、一人で街へ行ったのですか？」


「そのようであったのである」


「確たしかめなかったのですか？」


「我わが輩はい、なにも監かん視しのためにここにいるわけではないのである」


　確かに少し出かけるだけで尋じん問もんされていたのでは堪たまったものではない。アーロンの言うことはもっともである。


「まあ、それはそうですが。あの娘むすめ一人で迷まい子ごにならなければ良いのですが……」


　──しかし、アイシャといい、クリスといい、なにか妙みようですね……。


　マルクが、そのことで考えを巡めぐらせたときだった。





　目の前で、アーロンの巨きよ体たいが宙ちゆうを舞まっていた。
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「え……？」


　間の抜ぬけた声を漏もらすマルクの前で、アーロンが地面に叩たたきつけられ、にわかに地面が陥かん没ぼつする。


　マルクが正アー面ケー門ドへ視し線せんを向けると、そこには赤毛の女じよ性せいが佇たたずんでいた。


「セリア……！」


　マルクは身み構がまえようとする、相手の方が僅わずかに速かった。マルクは目に見えない圧あつ力りよくに突つき飛ばされ、アーロン同様地面に転がる。


　──一体、どうなっているのです……！


　突とつ然ぜんの襲しゆう撃げきに動どう揺ようしながらも、マルクは即そく座ざに身を起こす。セリア──〈魔ま弾だんの射い手て〉相手に足を止めてしまっては狙ねらい撃うちにされる。


　口の中に入った土を吐はき出すと、不意に目の前に影かげが差した。顔を上げると、そこにはジャケット姿すがたのクーランの姿があった。


「邪じや魔まだ」


　無む造ぞう作さに撃ち込まれた蹴けりをまともに受けて、マルクは再ふたたび地面を転がる。〝影〟で防ぼう御ぎよしようとした瞬しゆん間かん、またセリアの能のう力りよくで体たい勢せいを崩くずされたのだ。


　──いずれ、決着をつけさせてもらう──


　マルクは、今ごろになってその言葉を思い出した。


「アルバァァァアッ！」


　自分を奮ふるい立たせるように、マルクはその名を叫さけんだ。


　アルバは〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者──エルミナと同等の力を持つ存そん在ざいである。契けい約やく者しやの歯が立つ相手ではない。


　それでも引くわけにはいかない。マルクが立ち上がると、アルバは無造作に左ひだり腕うでを掲かかげる。そこには大おお振ぶりの瑠ラピス璃・ラズリが載のせられていた。


「──アルバさん。駄目だよ、こんなところで力を無む駄だ遣づかいしちゃあ」


　そう言ったのはマルクの知らない声だった。見れば、アルバのすぐ後ろに一人の少年が佇んでいた。背せはアイシャと同じくらいだろうか。小麦色の髪かみをしたおとなしそうな顔立ちだった。


　しかし、その少年の胸むねに円を二つ重ねたロザリオが揺ゆれていたことで、マルクは彼が何者なのか直感した。


「──〈宣せん教きよう師し〉……ですか」


〈宣教師〉──〈精グレ杯イルの姫ひめ〉たるエルミナを追う契約者の組そ織しき。マルクは以前その名を持つ別の契約者と交戦していた。


　マルクがその名を口にすると、少年は困こまったように肩かたをすくめた。


「おかしいな。ぼくはお兄ちゃんにどこかであったことがあるの？　まあいいけど、ぼくはグレリオ。お兄ちゃんの言うとおり〈宣教師〉だよ」


　子こ供どもそのものの無む邪じや気きさがこの場所では酷ひどく不自然で、もはや不気味にすら感じられた。


　セリアにこの小さな〈宣教師〉。契約者二人に加え〈精霊の器〉の所持者たるアルバ。それに引き替かえ、こちらはマルクとアーロンの二人だけである。


　ちらりとアーロンへ視線を向けると、彼はまだ地面でもがいていた。あの巨体で地面に叩きつけられると、自分の体重が負荷となってマルクのそれより衝しよう撃げきが大きかったのだ。加えて彼はつい最近まで契約の対たい価かで一いつ切さいの触しよつ覚かくを失っていたため、痛いたみという感覚に慣なれていない。立てるようになるまで少し時間がかかるだろう。


　──ここにアイシャがいないことを喜ぶべきでしょうか。


　アイシャは遠視の〈魔ま眼がん〉を持っている。以前もマルクが襲撃者と交戦していたら、それを〝視みて〟駆かけつけてきたことがあった。彼女の力は契約者としてもクーランとしても強大ではあるが、マルクはアイシャをこんな契約者同士の血なまぐさい闘とう争そうには巻まき込こみたくなかった。


　情じよう報ほう収しゆう集しゆうとアーロンが立ち直るまでの時間稼かせぎの意味を兼かねて、マルクは警けい戒かいしながら問いかける。


「……どうやって、ここに入ったのです」


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋や敷しき。許きよ可かなきものが無む断だんで踏ふみ入れられる場所ではない。


　マルクがそう問いかけると、少年は無邪気な笑えみを浮うかべた。


「どうやってって、今こうしてちゃんと正アー面ケー門ドから入ってきたじゃないか。この紙に住所だって書いてあるんだし」


　そう言って少年が取り出したのは、小さな紙切れだった。あの灰はい色いろの紙は伝聞紙だろうか。枠わくで囲ってあったことからなにかの広告だろうと想そう像ぞうがついた。


　──広告……？　使用人募集の広告ですか！


　マルクも、初めてこの屋敷にやってきたときは使用人の登用と偽いつわった。同じ手を使われたのだ。


「ひと月も前の伝聞紙を、よくも見つけたものですね」


　グレリオはそれを訊きいて欲ほしかったというように、嬉うれしくて堪たまらないような笑みを浮かべた。


「ぼくが頼たのんだら持ってきてもらえたんだ。ねえ？」


　そう言ってグレリオは自分の背はい後ごに視し線せんを投げかける。その視線を追って──





　──マルクは、そんなものを見なければ良かったと激はげしく後こう悔かいした──





　その少女は儚はかなく微ほほ笑えんでいた。


　マルクには、なかなか目の前にいる少女が誰だれなのか理り解かいできなかった。いや誰なのかというよりも、どうしてそこに立っているのかが理解できなかった。自分はなにか会話を聞き逃のがしたか、あるいは気を失っていたかで、記き憶おくが飛んでいるのではないだろうか。そう、真しん剣けんに考えた。


　言葉が出てこないマルクに、少女は儚い笑みを浮かべて呟つぶやいた。


「ごめんなさい……マルクさん」
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　くりくりとした癖くせ毛げ。涙なみだに濡ぬれた琥こ珀はく色の瞳ひとみ。クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだ。そしてマルクが聞き慣なれたその声で、少女はそう呟いた。


「何故……あなたが、そこにいるのです──アイシャ」


　アイシャ＝クラン＝ウィード──侍じ女じよという立場上、屋敷でもっとも古ふる株かぶであるドミニクよりもエルミナに近しい少女。その少女が、エルミナの──〈精グレ杯イルの姫〉の敵てきである〈宣教師〉とともにいる。その光景が、マルクには悪い冗じよう談だんのようにしか思えなかった。


「冗談としては悪あく質しつですね」


　マルクは苦く渋じゆうの滲にじんだまま、口元だけに微び笑しようを浮かべる。


　──幻げん覚かくの能のう力りよくでしょうか……。


　幻覚であってくれたならば解かい決けつは簡かん単たんである。グレリオを始末すれば良いのだから。


　しかしそれならば本物が帰ってくればそれまでな上に、マルクに疑うたがわれている時点ですでに失敗していると言える。さらに言うならば、それではアーロンの能力を誤ご魔ま化かすことはできない。契約者の策さく略りやくとしてはあまりにお粗そ末まつである。


　──ならば、あの〈宣教師〉になにかされたと考えるべきですか。


　暗あん示じか、あるいは自らの意思に関係なく操あやつられているか。その場合もグレリオを始末すれば事態は解決に向かうはずだが、アルバとセリアの相手を片かた手て間まにそれができるのかという、いかんともし難がたい問題が残る。


　マルクが呻うめいていると、その背はい後ごでようやくのそのそとアーロンが身を起こす気配がした。どうやら打だ撃げきから回かい復ふくしたようである。そして彼はただ痛いたいから地面に転がっていたわけでもないはずだ。マルクは四人の動きに注意を払はらいながら問いかける。


「アーロン。見み抜ぬけますか」


　マルクが長話をしていたのは、アーロンに相手の考えを読ませるためでもあった。人間はなにかを問いかけられれば、その口に出すのが偽いつわりだろうとも、心の中では正解を思い浮うかべてしまうものである。


「マルク殿どの……。遺い憾かんながら、あれは紛まぎれもなくアイシャ殿なのである」


「操られたということですか」


　それならばアイシャを傷きずつけるわけにはいかない。厄やつ介かいなことにマルクが呻くと、アーロンは気の毒そうに首を横に振ふった。


「アイシャ殿は、アイシャ殿の意志であそこにいるのである。〈宣せん教きよう師し〉の能力とは無関係である」


「ありえません」


　マルクは即そく答とうした。


　アイシャは契けい約やく者しやである。しかし普ふ段だんの姿すがたを見てそれに気づく人間は少ない。マルクとて彼女の方からそう打ち明けられなければ気づけなかった。それというのも、彼女が契約者であることが見抜けないほどいつでも笑っているからである。


　──だからあたしは笑うことにしたんです。エルミナが笑えるようになるまで──


　そう語ったアイシャがエルミナを裏うら切ぎるわけがない。


　しかしアーロンは黙だまって首を横に振るだけだった。


「それじゃあ、挨あい拶さつもすんだみたいだし、ぼくたちも行かせてもらうね」


「行かせるとでも──お思いですか！」


　マルクは手の中に銀ナイフを抜くと、迷まよわず〈宣教師〉目がけて投とう擲てきした。〈クフ・リーン〉の影かげを這はわせて。


　投げナイフが描えがく軌き跡せきに存そん在ざいする全すべてを引き裂さく影の〈魔ま槍そう〉──その〈魔槍〉は、石いし畳だたみを引き裂き、庭の木々を打ち砕くだき、少年の契約者を直撃──する、はずだった。


「──焼き払え〈バーラ・ルー〉！」


　片かた手てで顔を覆おおい、その視界を制せい限げんしたアイシャの呼よびかけ。世界が灰はい色いろに染そまる。地面を走る影も含ふくめ、有う象ぞう無む象ぞうの区別すらなく。


　同時に、マルクの耳に獣けものの悲鳴のような音が届とどいた。続けて心しん臓ぞうを殴おう打だされたような衝しよう撃げきが走る。


　──この衝撃……まさか、エルミナと同じ──精クフ・霊リーンへの直ちよく接せつ攻こう撃げき……！


　初めてエルミナに出会ったとき、マルクは瞬またたく間に返り討うちにあった。仕し掛かけた精せい霊れいを容よう赦しやなく粉ふん砕さいされて。今アイシャに焼き払われたその感覚は、あのエルミナの能力に酷こく似じしていた。


　もっとも、丸一日動けなくなった上に、数日間の能力喪そう失しつという打撃を被こうむったエルミナのときに比くらべれば、せいぜい洋服ダンスの角に足の小指を強打した程てい度どのものだが……。


　マルクが片かた膝ひざをつくと、アイシャが脅おびえるような顔でマルクを見ていた。彼女自身自分の能力がそれほどに強力だとは考えていなかったのかも知れない。グレリオに視し線せんを向けると、あちらはアイシャに守られたおかげで無む傷きずらしかった。銀ナイフ本体は自分でなんとか回かい避ひしたのだろう。


　そんな成り行きを黙だまって見つめていたアルバが、とうとつに足を進め始める。


「約束の時間は十分だ。それ以い降こうは俺おれの知ったことではない。いいな」


　どうやらエルミナを押おさえに行くつもりらしい。マルクは慌あわてて立ち上がる。


「待ちなさい！」


「悪いけど、アルバさんは待ってくれそうにないんだ」


　そう言ってマルクの前に立たち塞ふさがったのはグレリオだった。マルクが再ふたたびナイフを抜くと──


「アイシャ。ここは任まかせたよ」


　その声に応こたえるように、周囲の世界が灰色に変色する。マルクは慌あわてて後あと退ずさった。


　その隙すき、小さな〈宣教師〉は屋や敷しきに向かって駆かけていた。


「アーロン！　追ってください」


　アーロンの能力はアイシャとは最悪に相あい性しようが悪い。彼の能力は視し線せんを合わせるのが制せい約やくであり、アイシャは視線の合ったものを灰に変えるのだから。


　反面、エルミナの元にいたならば彼女への大きな助けになる。アルバやグレリオの手の内を、全すべて見抜くことができるのだから。


　アーロンはマルクに加か勢せいするか、エルミナの元へ走るかで迷まよったのだろう、僅わずかに躊ちゆう躇ちよするような素そ振ぶりを見せるが、すぐにグレリオを追って走る。


　しかし、アーロンが屋敷にたどり着くことはなかった。アーロンの足が不意に地面から離はなれ、空高らかに浮ふ遊ゆうし始めたのだ。


「セリア……！」


　いつの間にか、セリアはアーロンの正面に回り込んでいた。セリアの能力は引力と斥せき力りよく──押す力と引く力である。その力を以もつて上空へ突き飛ばしたのである。


　──あの高さから落ちたら……！


　続けて自由落下を始めるその光景にマルクは青ざめた。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉！」


　マルクの呼びかけに応こたえ、足あし下もとの影かげはアーロンの影目がけて駆け抜け、地面と衝しよう突とつする寸すん前ぜんでなんとか搦からめ捕ることができた。


　なんとか地面へと着地したアーロンの隣となりに、マルクは駆け寄よる。


「面目ないのである」


「気をつけてください。あなたに死なれると、私はまた庭ガー師ドナーを探さがしに行かなければならないのですから」


「かかかっ。娘むすめの嫁よめ入いりを見み届とどけるまでは、死ぬつもりはないのである」


　アーロンがそう笑うと、何な故ぜかセリアは羞しゆう恥ちに駆られたように顔を赤く染め、目を細めていた。恐おそらくバカにされたと感じて憤ふん慨がいしているのだろう。


　しかし厄やつ介かいなことにセリアを振ふり切って屋敷まで走るのは難むずかしいようだった。


　──屋敷には、エルミナ以外にもドミニクさんとカナメがいます。


　ドミニクは見ての通り人じん畜ちく無害の真人間であり、契けい約やく者しや揃ぞろいの使用人の中で唯ゆい一いつの人間である。契約者に出くわせばひとたまりもない。そしてカナメもようやく怪け我がが良くなってきたところ熱を出して寝ね込こんでいる。まともに動くことはできない。


　──先にセリアから片かた付づけますか。


　セリアの能のう力りよくは一つの対象にしか作用しない。つまり多対一には向いていない能力である。アーロンと二人がかりならばすぐに仕し留とめられるだろう。


　そう考えてマルクが影を走らせようとすると、その先にアイシャが立ち塞ふさがっていた。


「どいてくださいアイシャ。なにがあったのかは知りませんが、あなたに手て荒あらな真ま似ねはしたくありません」


　アイシャは首を横に振ふって動こうとはしなかった。


「……一体、なにがあったというのです。誰よりもお嬢じよう様さまを慕したっていたのは、あなたのはずでしょう」


　それがエルミナを裏うら切ぎった。なにか、よほどのことがあったのは間ま違ちがいない。アーロンはそれはアイシャの意志だと言ったが、マルクには納なつ得とくできなかった。


　アイシャは寂さびしそうに微ほほ笑えんだ。


「マルクさん。……あたしは、マルクさんが思ってるような人間じゃないんです。あたしは、契約者なんです。あたしは……」


　アイシャは堪こらえきれないように言葉を詰つまらせるが、やがて聞き違いようのないハッキリとした口調で言った。





「──あたしは、人殺しなんです──」





　ガツン──と、なにかに殴なぐられたような気がした。


　アイシャの瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだがこぼれる。


「──〈鳳おおとり〉──それが、あたしの通り名らしいです」


　その通り名には、マルクも聞き覚えがあった。単身で、名前は知らないが一つの街を消した契約者。しかし依い頼らいを受けて行動する契約者ではなかったらしく、ハッキリとその姿すがたが確かく認にんされたこともなく、一種の怪かい談だんのように語られている。


　ただ、もしも実じつ在ざいするならば〝最強〟の名で呼よばれるべき契約者の一人だろうとだけ言われていた。


　マルクは一度だけアイシャが戦ったところを見たことがある。不意打ちに近いとはいえ同じく最強の呼び名の高い〈東方不敗〉を圧あつ倒とうした力。マルクとて正面からアイシャと戦えば勝てる自信などない。


　そのアイシャに〈鳳〉の通り名はあまりに見合っていた。


「……だから、なんなのです」


　吐はき捨すてるように、マルクは呟つぶやいた。


「あなたは言ったはずです。エルミナが笑えるようになるまで、あなたは隣で笑ってあげるのではなかったのですか」


　契約者は契約を違たがえられない。あのときのアイシャの誓せい約やくとも呼よべる言葉は、一つの契約でもあったはずだ。ならば契約を違えられない契約者のアイシャは、エルミナの隣に戻もどらざるをえない。


　とっさにではあったが、確信を持って放った言葉に、アイシャは今までで一番寂しそうな微び笑しようを浮うかべた。


「──笑えるように……なったじゃないですか」


　その瞳からポロポロと大粒の涙がこぼれ落ちる。


「笑えるように、なったじゃないですか。エルミナは」


「あ……」


　使用人が増ふえて、しだいに表ひよう情じようを取り戻し始めたエルミナ。それを一番向けてもらえている──そんな自信があったマルクでさえ、その笑え顔がおがクリスに向けられたとき疎そ外がい感を受けた。


　マルクはそれと同じように、自分がアイシャに疎外感を与あたえていたのだと気づいてしまった。いいや、同じどころではないだろう。元々、エルミナの隣となりにいたのはアイシャただ一人だったのだから……。


　アイシャはそれが決別の証あかしだというように、両手を重ねて自分の視し界かいを覆おおう。


「引き下がれないのですね、アイシャ」


　確たしかめるようにそう訊きくと、アイシャは小さく頷うなずいた。


「あたしには、あたしの大切な契約があるんです」


　マルクは小さくため息をついた。


「アーロン。十秒でいいです。セリアの足止めをお願いします」


「……良いのであるか？」


「私がやらなければ、お嬢様にやらせることになります」


「……心得たのである」


　マルクはアイシャに向き直ると、静かに呟いた。


「ヴァレンシュタイン家執バト事ラーマルク＝マルドゥーク。お相手いたします。契約者〈鳳〉」


　マルクはあえてヴァレンシュタインの名前を出した。気心の知れた少女だからこそ、ハッキリと自分が敵てきであり、彼女を敵と認にん識しきしたことを伝えておきたかった。


　アイシャは僅わずかに怯ひるんだような表情を見せたが、やがて力強く頷いた。


「マルクさん。──行きます！」


　その言葉を合図に、マルクは地ヽをヽ蹴ヽっヽたヽ。





「──焼き払はらえ〈バーラ・ルー〉！」


　その呼よびかけと共に、アイシャは自らの視界を解かい放ほうする。


　灰はい色いろの〈魔ま眼がん〉──自らの視界という広大な射しや程てい範はん囲いに加え、対象を〝灰〟に変えるという、物理的な防ぼう御ぎよが不ふ可か能のうな破は壊かい力りよく。


　それが、ただの一度しか表おもて舞ぶ台たいに姿を見せていないにもかかわらず、〈鳳〉が最強と呼ばれる所ゆ以えんである。しかし──


　──契けい約やく者しやは、異い能のうであって万ばん能のうではありえないのですよ。


　契約者の優ゆう劣れつは力の大きさで決まるわけではない。力の大きなものほど大きな対たい価かを抱かかえており、同時にそこへかかる制せい約やくも分かりやすく大きなものになる。


　アイシャはマルクと行動を長く共にし過すぎた。力だけならば恐おそらくアイシャはマルクを圧倒しているだろう。しかし彼女には致ち命めい的な欠点が二つも存そん在ざいする。


　能力の発動に、必ず相手を見なければならないこと。


　そして──優やさしすぎることだ。





「──えっ？」


〈魔眼〉を解放したアイシャは、悲鳴ともつかないそんな声を上げていた。当然だろう。視界を開いた瞬しゆん間かんに、灰ヽのヽ塊ヽが顔面目がけて飛んできたのだから……。


　マルクが蹴けりつけたのは地面であるが、その地面にはアイシャが創つくりだした灰はいの塊かたまりがそこら中に転がっている。しかも灰は砂すなとは違ちがい、一度目に入れば涙ぐらいではなかなか取れない。


　アイシャが本当の意味でマルクを仕し留とめるつもりだったなら、彼女はもっと距きよ離りを置いて、ただ見つめるだけで良かったのだ。マルクの投げナイフとて、距離が離はなれれば精せい度ども下がり回かい避ひされやすくなる。


　にもかかわらず、アイシャはマルクと会話をするために近くに寄より、あまつさえ自分の能力を制せい限げんするために自分の視界を自分で覆った。だからこんな子こ供どもだましの目つぶしを回避もできずまともに受けたのだ。


　アイシャ自身がそれを自覚していたのかは分からない。しかし彼女はマルクを殺さないために自ヽ分ヽでヽ手ヽ加ヽ減ヽをしていたのだ。


　マルクはそれを容よう赦しやなく利用した。


「私があなたを荒あら事ごとに巻まき込まなかった理由は、あなたが子供だからでも、あなたが汚よごれていなかったからでもありませんよ」


　ここで「戻もどっておいで」だの「あなたは悪くない」などという甘あまっちょろい言葉は、なんの意味も持たない。やると決めた以上、アイシャの心というものを完かん璧ぺきに、へし折っておかなければならない。


　そうでなければ彼女は彼女の契約を果たすために、再ふたたびエルミナに牙きばを剝むく。契約者が一度交かわした契約を破は棄きできるのは、完かん膚ぷなきまでにそれが失敗──つまり敗北したときだけなのだから。


　──それに、エルミナの隣で笑っているのは、やはりあなたでなければなりませんよ。


　アイシャがなにを抱かかえているにしろ、あのひととき──アイシャが一生懸けん命めいに笑い、その隣でエルミナが笑い返す──それはやはり、二人にとってかけがえのない時間だったはずなのだ。


　だからマルクは手て加か減げんなどしない。どれだけ汚きたない手を使おうとも、どれだけアイシャの事じ情じようと意志を無む視ししようとも、それでどれだけ恨うらまれようとも、完膚なきまでに打ち負かす。それが、マルクからアイシャにできるたった一つのことなのだ。


　だからマルクは冷れい淡たんに言い捨すてる。


「あなたを使わなかったのは──あなたが弱いからです」


　顔を覆おおってあえぐアイシャへ無情に言い放つ。


　止とどめに腹ふく部ぶへの一いち撃げきを打ち込もうとして──不意にマルクの視界に奇き妙みようなものが飛び込んできた。


　マルクのすぐ隣に、小さな小鳥が飛んできていた。金色の鳥──金エイン雀ジル。街中のどこにでも羽ばたいている珍めずらしくもなんでもない小鳥。にもかかわらずマルクが目を瞠みはったのは、それが、燃もえさかる炎ほのおでできていたからだった。


　──炎でできた金エイン雀ジル……！


　契約者としての感覚がそれが恐ろしく危き険けんなものだと〝なんとなく〟伝えていた。


　マルクはとっさに飛び退のこうとして──自分が目を潰つぶしたアイシャの姿すがたに目を留とめてしまった。


　考えるよりも先に、体が動いてしまった。


　マルクはアイシャの襟えり首くびを摑つかむと、全力で地面へと引き倒たおした。続けて片かた方ほうの腕うででメガネを庇かばい──これが壊こわれたら新たに購こう入にゆうする金きん銭せんは存そん在ざいしない──アイシャへ覆い被かぶさるように倒れ込こむ。


　それと同時に小鳥は破は裂れつした。





　ゴッ──風が砕くだけた音──そして疾しつ走そうする馬車にでも衝しよう突とつしたかのような衝撃。





　二度、三度と地面の上で跳はね、マルクはようやく止まった。


　──なにが、起こったというのです……。


　辛かろうじて、意い識しきはまだあった。しかし、糸の切れた操マリりオ人ネツ形トのように放ほうり出されたマルクの四し肢しは、ピクリとも動かなかった。ほどなくして、あの金色の小鳥が爆ばく発はつしたのだと気がついた。


　──爆ばく弾だんの……能のう力りよく……？　アイシャは……？


　マルクが一撃でこの様である。とっさに引き倒したとはいえ、ほとんど同じ位置にいたアイシャが無む傷きずとも考え難にくかった。


　目の動きだけでなんとかアイシャの姿を捜さがすと、マルクからだいぶ離れた位置に倒れていた。すぐ隣の地面が大きく抉えぐれている。セリアの〈魔ま弾だん〉でも落ちたかのようである。


　アイシャがピクリとも動かないことに、マルクは嫌いやな焦しよう燥そう感を覚えた。


　マルクは這はってでもアイシャの様子を確たしかめに行こうとするが、無様に地面でもがくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


　やがて、そのアイシャの側そばへ小さな人ひと影かげがバタバタと駆かけ寄よってくる。


「アイシャ！」


　それは黒い礼服に身を包んだ〈宣せん教きよう師し〉グレリオだった。慌あわててアイシャを抱えるその仕草は心配しているようにも見える。


　しかし、マルクは直感していた。今の金エイン雀ジルの爆弾はこの〈宣教師〉の能力だ。アイシャを巻き込むことも気にせず能力を使ったのだ。


「アイシャから……離はなれなさい……」


　マルクが呻うめくように呟つぶやくと、グレリオはようやくマルクに視し線せんを向けた。少年の顔にはどす黒い悪意のこもった笑えみが浮うかんでいた。


「それはできないね。舞ぶ台たいはまだ始まったばかりなんだ。この舞台にアイシャはいなくてはならないんだ。だけど──」


　グレリオはセリアへ視線を投げかけた。


「第一幕まくはここで閉へい幕まくだ。──セリアさん！　時間切れだ。引き上げよう」


　見れば、グレリオの頰ほおには一ひと筋すじの血けつ痕こんが走っており、黒服もあちこち破やぶけていた。なにかと交戦していたようである。


　グレリオは怯おびえるように続ける。


「もヽうヽ一ヽ人ヽ厄やつ介かいなのがいるんだ。追いつかれる前に行こう」


　そう呟くと、グレリオの手の平にどこからともなく一羽わの小鳥が舞まい降おりる。……いいや、舞い降りたのではない。手の平に創つくりだしたのだ。


　──あれがもう一度爆発したら……！


　あれを喰くらってはアーロンとてただでは済すまないだろう。マルクに至いたっては避よけようもない。確かく実じつに即そく死しである。


　遠目に、駆け寄ってくるアーロンが見えたが、とうてい間に合うものではない。


　そして、金色の小鳥はマルク目がけて舞い降りていた。





　バシャッ──一いち陣じんの水しぶきが、炎でできた小鳥を呑のみこんでいた。





「──くちんっ」


　そして、あまりに場ば違ちがいな奇き妙みようなくしゃみ。


　マルクが視線を向けると、寝ね間ま着きの上に真っ白のガウンを羽は織おった、白はく髪はつの少女の姿すがたがあった。


「……ひ弱な小鳥じゃの」


　カナメがつまらなそうにそう呟くと、グレリオは唇くちびるを嚙かみしめて怯えるような表ひよう情じようを見せる。


「お、お前は一体なんなんだ！」


　どうやらグレリオが交戦していたのはカナメだったらしい。この様子では病人だというのにグレリオを返り討うちにしたのだろうか。


「それはこっちの台せ詞りふじゃの。屋や敷しきの中で銃じゆう声せいがしたかと思えば庭先で発はつ破ぱなんぞ使いおって。おちおち寝てもおられんではないか」


「銃声……？　あれは、お前じゃないのか？」


　グレリオの疑ぎ問もんに、カナメは眉まゆを顰ひそめる。なにか話が食い違っているようだ。やがて、グレリオはホッとしたように息を吐はき、それから心配するような表情を浮かべる。


「お姉ちゃんが誰だれかは知らないけど、具合が悪そうに見えるよ。起きても大だい丈じよう夫ぶなの？」


　起きて大丈夫なわけがないのは一目瞭りよう然ぜんだった。ここに来るのに走ったのだろうが、それだけでカナメの息は切れているし、怪け我がも完治したわけではない。おまけに彼女の愛あい刀とうは失われており丸まる腰ごしである。


「きちんと、寝ていた方がいいよ。ねえ──〈キー・アーン〉！」


　少年の囁ささやきと共に、その手の平に小鳥が生み出される。しかも今度は一羽ではなく一度に三羽だった。


「呑みこめ──〈沙イサ波ナミ〉」


　カナメは無む造ぞう作さに地面を蹴けりつける。その足は靴くつを履はいておらず素す足あしのままだった。石いし畳だたみのはずの地面は水面のように弾はじけ、宙ちゆうへとはね上げられる。地から弾かれると同時に、液えき体たいだったはずの飛ひ沫まつは石畳の破は片へんへと回帰する。


　触ふれたものの性せい質しつを液体に変える──それがカナメの能のう力りよくである。マルクやアイシャでは持ち得ない万ばん能のうさを持つその能力は、鉄てつ壁ぺきの盾たてにも破は壊かいの鉄てつ槌ついにもなる。


　宙へまき散らされた石片は、羽ばたく小鳥の一羽を呑みこむ。それだけで小鳥は消失するが、金エイン雀ジルは三羽いた。


　呑まれた一羽を盾に、別の一羽が滑かつ空くうする。カナメはそれに向けてもう一度地面を蹴る。再ふたたびまき散らされた破片が二羽目の小鳥を呑みこむ。


「カナメ殿どの！　後ろである」


　セリアと交戦中だったアーロンが声を張はり上げた。カナメのすぐ後ろには三羽目の小鳥が回り込んでいた。


　カナメは右足を地面の上に滑すべらせ、飛沫の膜まくを巻まき上げる。身を捻ひねった動作で純じゆん白ぱくの髪かみがカーテンのように広がった。石片へと回帰しない液えき状じようの壁かべ。しかしそれが小鳥を呑みこむよりも、グレリオの呼よびかけの方が僅わずかに速かった。


「弾けろ〈キー・アーン〉！」


「いなせ──〈沙イサ波ナミ〉！」


　ゴッ──と大気が震ふるえる。それと同時に地面へ手をつくカナメ。


　一つ目の壁は瞬しゆん時じに爆ばく風ふうに打ち砕くだかれるが、二度目に噴ふき上がった飛沫がカナメの体を覆おおい隠かくす。


　爆風と噴き上がる地面。衝しよう突とつした二つの能力は周囲に濃こい砂すな埃ぼこりを巻き上げる。


　その砂埃に紛まぎれてカナメがなにかを投とう擲てきする。幾いく筋すじかの小さな光の軌き跡せきが見えた。


　やがて砂埃が晴れると、グレリオは片かた腕うでを押おさえていた。


「痛いたたたっ」


　見れば、グレリオの手首には小さな針はりが一本突つき刺ささっていた。カナメは何本か投げたはずだが、命中したのは一本だけのようだ。


　グレリオは警けい戒かいするように呻うめく。


「酷ひどいことをするな。……毒かい？」


　針自体には大した殺さつ傷しよう力りよくはない。せいぜい目に当たると危あぶない程てい度どのものである。その針を武ぶ器きに使う場合は、切っ先に毒を塗ぬっておくのが定じよう石せきである。


　しかしカナメは憮ぶ然ぜんとして呟つぶやく。


「いや。そんな暇ひまはなかったからの。ただの縫ぬい針じゃ」


「………………本当に？」


　ここで噓うそをついても得るものはないように思える。グレリオは自分の耳を疑うたがうように聞き返していた。


「あははははははっ！　ぼくがひ弱な小鳥なら、きみは非ひ力りきな病人じゃないか」


「非力なのは認みとめるがの。おんし、ひ弱なだけでなく頭も鈍にぶいの」


　カナメのひと言にグレリオは笑うのを止める。見ればカナメとグレリオを結ぶように、幾筋もの細いなにかが光って見えた。


　──あれは……。


「糸──っ？」


　カナメが外した針には糸が引いてあったのだ。それが命中した一本には通していなかった。だからグレリオは毒を気にかけただけで、糸には気づかなかった。


　グレリオが悲鳴のように呻くと、カナメは糸をたぐり寄よせるように、宙を思いっきり引っ張る。頑がん丈じような糸らしく、小さな〈宣教師〉は為なす術すべもなく地面へと転てん倒とうし、バヽシヽャヽリヽとヽ水ヽのヽ音ヽを立てた。


　見れば、辺り一面の大地は水面のように細かな波は紋もんを浮うかべていた。その波紋の中央には、カナメに寄り添そうように翡セ翠ルフ鯱アーの影かげが浮かんで見えた。


「私は非力じゃからの。加か減げんなぞ知らんぞ──アーロン！」


「心得たのである！」


　いつの間にか、アーロンがマルクの隣となりまで忍しのび寄っていた。アーロンはマルクを抱かかえると、カナメが浸しん蝕しよくした〈沙イサ波ナミ〉の領りよう域いき目がけて高らかに跳ちよう躍やくした。


　ズドンッ──破壊的な音を響ひびかせ、大地が噴ふん火かした。


　カナメの能力で液状化した地面を、アーロンの巨きよ体たいとマルクの体重という質しつ量りようで吹ふき飛ばしたのだ。巻き上げられた大地は地から分ぶん断だんされると同時に液状化の能力から解とき放たれ、石畳と土を巻き込んだ土ど砂しやへと変へん貌ぼうする。


　これがただの水だったなら、十数シクほど流される程度で済んだことだろう。運が良ければ打ち身程度で済んだかも知れない。しかしこれは土と石という凶きよう器きを巻き込んだ高波である。


　ちょうど同じ場所で、以前カナメが同じ技わざを使ったことがあったが、これはそのときとは比ひ較かくにならない大きさだった。


　押し寄せる津つ波なみにグレリオの表ひよう情じようが絶ぜつ望ぼうに染そまる。





　カナメは、熱を出していて冷静ではなかった。それゆえ、気づいていなかった。グレリオのすぐ側そばに、アイシャが倒たおれていたことに。





「しまった──！」


　カナメが悲鳴のような声をあげたときにはもう遅おそかった。津波は容よう赦しやなくグレリオ──そしてアイシャを呑のみこんだ。


「──輝かがやける赫ヴアル鷲チヤス〈ヌー・アッド〉よ。彊きよう梁りようたる汝なんじが翼つばさを以もつて全すべてを鎮しずめよ」


　そのどこからともなく響いた声と共に青白い光が広がった。


　翼にも似にたその光は巨大な津波を呑みこむと、それが悪い夢ゆめだったかのようにもみ潰つぶしていた。津波に呑まれたように見えたグレリオとアイシャは、何事もなかったかのように元の位置で倒れていた。


　──能のう力りよくが、消された……？


　マルクが呆ぼう然ぜんとしていると、アーロンが悲鳴じみた声を上げた。


「カナメ殿どの！」


　カナメのすぐ隣となりに、隻せき腕わんのクーラン──アルバが佇たたずんでいた。


「え……？」


　カナメがそちらを見上げるのと同時に、アルバは青い石を握にぎった腕うでを振ふり下ろす。


　鈍い音が響いて──カナメが力なく地面へと頽くずおれた。


「うぐっ──？」


　続けて呻うめき声を上げたのはマルクだった。アーロンが突とつ然ぜん手を離はなしたらしく、地面へと放り出されたのだ。何事かと顔を上げたマルクは、自分の目を疑うことになった。


　アーロンの巨体が再ふたたび宙ちゆうを舞まっていた。


　ズズンと重たい音を轟とどろかせ、アーロンが地面に墜つい落らくする。視し線せんを泳がせると、アーロンへ向けて手を伸のばしたセリアの姿すがたがあった。


　地に伏ふしたカナメとアーロンはピクリとも動かなかった。マルク自身も爆ばく発はつの打だ撃げきですでに起き上がることすらできなかった。


　カナメとアーロンが放った防ぼう御ぎよ不能な質しつ量りようの大技が、虫でも払はらうかのように吹き消された。そして優ゆう勢せいだった契けい約やく者しや三名が、瞬またたく間に倒された。


　愕がく然ぜんとするマルクには一いち瞥べつも向けず、アルバはゆっくりと足を進める。その先には気を失ったままのアイシャの姿があった。マルクの位置からはその表情を覗うかがうことはできないが、アルバはアイシャの顔から泥どろを拭ぬぐうと、片かた腕うでで器用に抱だき上げていた。


　──今のは、アイシャを庇かばったのですか……？


「灰はい色いろの赫ヴアル鷲チヤス〈バーラ・ルー〉が見つめるのは死者を誘いざなう冥アビ府エスの世界。その瞳ひとみに魅み入いられたものは有う象ぞう無む象ぞうの区別なく、ただただ冥アビ府エスへと誘われるのみ。命が惜おしいなら、これ以上かかわるな」


　どうやら、それが自分への警けい告こくらしいと分かり、マルクは自分の耳を疑うたがった。


　アルバ＝ディーノはクーランである以上にギャングである。ギャングには脅おどしや警告といった概がい念ねんは存そん在ざいしない。その必要を感じたときには行動はすでに終しゆう了りようしていなければならないのだから。拳けん銃じゆうの引き金を引くという、とても簡かん単たんな動作によって。


　そのギャングのアルバから警告である。意図が理り解かいできず困こん惑わくしていると、グレリオがアルバに詰つめ寄よっていた。


「アルバさん。この人たちを見み逃のがしちゃうの？」


「約束の十分は過すぎた。これ以上、ここにいる理由はない」


「ふうん。でもいいや。じゃあこの人たちはぼくが片かた付づけておくね」


「……かまわんが、それを〝あの女〟が許ゆるすか？」


　アルバのひと言で、グレリオの表情が面おも白しろいほど強こわ張ばる。どういう経けい緯いがあったのかは分からないが、アルバはエルミナの動きを止めていたのだ。そして、もうそれをするつもりはないらしい。


　グレリオは不服そうな顔をしながらもアルバに従したがう。


　それに追いすがろうと伸ばしたマルクの手は、どこにも届とどかなかった。


　後にはただ、アイシャの髪かみから解ほどけたらしい、焼けこげたヘッドドレスだけが取り残されていた。








　第四章　されどその鳥とり籠かごに鍵かぎ穴あなはなく










　冷たい水をためた桶おけの中に顔をつけ、アイシャは何度も瞬まばたきをしていた。


　ここは街にある小さな教会だった。屋や敷しきでの一いつ件けんの後、アルバたちはここに帰ってきたのだ。途と中ちゆう、気を失っていたアイシャには道順や位置などはまるで分からないが、今はどうでもよかった。


　──もう、エルミナのところには戻もどれない……。


　エルミナはアイシャと同じ〝眼め〟を持っている。アイシャがマルクに攻こう撃げきしたことも〈宣せん教きよう師し〉の味方をしたことも〝視み〟られたはずだ。あの後どうなったかは分からないが、穏おん便びんに済すんだはずはない。


　最初はアイシャ一人だけだった。だけど、マルクがやってきてアーロンやカナメもやってきた。エルミナの契けい約やく者しやは彼女の望み通り増ふえていき、アイシャにできることはなくなってきた。エルミナは、アイシャがいなくとも笑えるようになったのだから。


　しかしそれでエルミナに不満を感じたわけではない。確たしかに少し寂さびしくは思っていたが、そんな理由ではないのだ。


　アイシャは〝あの日〟グレリオと契約をした。そして──あの孤こ児じ院いん──グランドヒルの街を〝灰はい〟に変えてしまった。


　全すべてが灰色になってしまったあの日から、グレリオもまた姿すがたを消してしまった。死んだのだと、思っていた。あの日のことを覚えているのはアイシャ一人だけになった。それゆえ、一人で全部背せ負おっていかなければいけなくなった。


　そんなときにエルミナは手を差し伸のべてくれた。手を差し伸べて、孤児院では手に入らなかったいろんなものを与あたえてくれた。だから、エルミナのところは居い心ごこ地ちが良すぎて、いつの間にか、あの日のことを忘わすれてしまいそうになっていた。


　マルクやドミニクにからかわれながら、アイシャはいつの間にか作り笑いではなくて、本当に笑えるようになれるような気になっていた。


　だけどグレリオは帰ってきた。





　顔を拭ふいて鏡を見ると、酷ひどい顔がそこにあった。ヘッドドレスはどこかでなくしたらしく、髪かみもクシャクシャにもつれている。


　──マルクさん……。


　あのとき、敵てき対たいしたマルクは強かった。心のどこかで、自分はマルクよりも力が強いと思っていた。もしかしたら、死なせてしまうかも知れないとまで考えていた。しかし、実じつ際さいに戦ってみたら、まるで勝負にならなかった。アイシャは能のう力りよくを使う間もなく〈魔ま眼がん〉を封ふうじられてしまった。


　──あなたが弱いからです──


　その通りだった。アイシャは弱い。力という意味ではなく、意い志しが弱すぎるのだ。


　グレリオがいつから契約者になったのか。それはアイシャも知らない。アイシャ同様あの日になったのか、それとももっと後なのか。もしかしたら出会ったときにはそうだったのかも知れない。初めて話しかけてきたグレリオは契約者には見えなかったが。


　いずれにせよ、再さい会かいしたグレリオは契約者だった。そしてこう言ったのだ。契約を果たしにきたと。だから手を貸かせと。


　グレリオはかつてのカナメたちと同じように、エルミナを攫さらいに来たのだ。そしてそれをアイシャに手伝えと。いくらグレリオの頼たのみでもそれはできない。そう、断ことわろうとしたのに、できなかった。


　結局、自分は契約者なのだと思い知らされた気がした。一度交かわした契約は違たがえられないのだと……。


　しかし、本当にそれだけだったのだろうか？


　本当は、理由をグレリオに押おしつけただけで、彼に頼たよっていたのではないだろうか。


　罪ざい悪あく感と居心地の良さ。考えるのに疲つかれて、考えることをグレリオに押しつけてしまったのではないか。


　──あたしは、選ばなきゃいけないんだ。


　居心地の好よいエルミナの隣となり。しかしそこにいるにはアイシャの手は汚よごれすぎている。過か去こはアイシャを許ゆるしてはくれない。逃にげることはできないのだ。


　過去を引きずり続けて蹲うずくまるのか、過去を受け止めて前に進むのか。


　もう一度鏡を見つめたアイシャの瞳ひとみには、確かに力強い光が灯ともっていた。





　アルバたちは礼れい拝はい室どうにいるはずだった。その奥おくの流し場を借りていたアイシャは礼拝堂へ戻もどろうと足を向けるが、扉とびらの前には赤毛の女じよ性せいが佇たたずんでいた。セリアだ。


　なにをしてるのかと、アイシャが口を開こうとすると、セリアは人差し指を立てて唇くちびるに当てる。声を出すなという合図である。


　やがて、中の話を盗ぬすみ聞きしているのだと気づき、アイシャは批ひ難なんの声を上げようとするが、セリアはニッコリと微ほほ笑えむと「ここに美お味いしくて堪たまらないものがある」とでも言うような仕草で手て招まねきをする。


　僅わずかな躊ちゆう躇ちよを挟はさんでから、アイシャは結局その誘ゆう惑わくに敗北した。確かつ固こたる決意を秘ひめても、根本的なところで彼女は流されやすい性た質ちだった。


　扉に張はり付いて中の様子に耳を傾かたむけると、アルバとグレリオがなにかを話し込こんでいた。


「それで？　もヽうヽ一ヽ人ヽのヽ女ヽはどこへ行った」


　──もう一人？


　どうやらセリアのことではないようだ。かといってアイシャのことを言っているようにも思えない。グレリオの仲間なのだろうか。アイシャが首を傾かしげていると、グレリオは苦く笑しようを漏もらす。


「あの人は気まぐれだから。それにあの人はぼくよりも上の人だからね。なにを考えているかなんて、教えてもらえるものじゃないよ」


「……まあいい。ならばお前は一体なにをやっていた？　たかが十分では屋や敷しきの中も調べられまい」


「屋敷の中はね。あヽのヽ人ヽが調べてくれたから別にいいんだ」


「では、なんのためにあそこへ行った」


「それを答えなければいけない理由はあるのかな」


　グレリオがそう言うと、アルバが小さくため息をつくのが聞こえた。


「俺おれは、お前に、頼み事をしているわけではない」


　それは聞いただけで心しん臓ぞうが縮ちぢまりそうな威い圧あつ的な声だった。アイシャはギャングが危あぶない人種だという話を、ようやく理り解かいできたような気がした。


　それはグレリオも同じだったらしく、怯ひるんだらしいことが気配で分かった。


「探さがしものの正体を、確たしかめただけだよ」


「……〈精グレ杯イル〉とやらか」


「まあ、そんなところだよ」


「気に入らんな。お前が俺に支し払はらう報ほう酬しゆうは、あの女の力を一度だけ俺のために使わせることだ。だがお前はあの女になにかしら交こう渉しようを持ちかけたわけでもない。あの女を確かく保ほする気はあるのか？」


「頼んだだけで手を貸かしてくれるならヨハエルは失敗しなかったよ。いろいろと、慎しん重ちように行動する必要があるんだよ。過か去この記録からもそれは明らかなんだ」


「過去の記録……？」


「そう。そもそもなんで教きよう皇こう陛へい下かの元から〈精グレ杯イル〉が失われたかを知っているかい？」


　アイシャは首を傾げた。〈精グレ杯イル〉というのは、グレリオやオルダー教信者が首に下さげているロザリオの元になったもののはずだ。しかしエルミナの屋敷ではオルダー教のロザリオすら見たことがない。聖せい書しよくらいは置いてあったはずだが、アイシャはそれに目を通したことはない。


　──エルミナはその〈精グレ杯イル〉を持ってるのかな？


「……〈精グレ杯イル〉とは確か、お前らの宗しゆう教きようで、教きよう祖そと最初の弟で子しが契けい約やくを交かわした杯さかずき……だったな。オルダーとその弟子が血を注ぎ合った」


「そう。主オルダーとの契約の証あかしとして、代々の教皇陛下に受け継つがれるはずだったんだ。だけどある時代の教皇陛下が急死なさったとき、その所在が分からなくなってしまった。かれこれ、千八百年も昔の話だよ」


　その話はアイシャもエルミナから聞いた覚えがあった。〝失われた精グレ杯イル〟の物語。


「だけど、組そ織しき……〈宣せん教きよう師し〉はその長い時間の間、一度も〈精グレ杯イル〉にたどり着けなかったわけじゃないんだ。──〈精グレ杯イルの姫ひめ〉──彼女に遭そう遇ぐうした機会は、記録に残っているだけで十三回。そしてその十三回とも結果は同じだった」


　──〈精グレ杯イルの姫〉──それがエルミナのことなのだろうか。アイシャとセリアは息を殺して次の言葉に耳を澄すませていた。


「〈精グレ杯イルの姫〉は眠ねむり続ける。眠り続けて〈精グレ杯イル〉を全すべての目から隠かくしてしまう。あたかも蜃しん気き楼ろうのごとき揺ゆり籠かごの中でね」


　──眠り姫──


　その単語を聞いて、ある少女の姿すがたが脳のう裏りを過よぎった。


　──エミリオさん……？


　アイシャが毎日体を拭ふき、語りかけてきた少女。エルミナの姉し妹まいであり、エルミナにとって誰だれよりも大切な人。


「蜃気楼だと？」


「そう。揺り籠は破は壊かいしても時間を巻まき戻もどしたかのように元に戻ってしまう。ぼくはあのとき試ためしてみたよ。屋や敷しきの一部を吹ふき飛ばしてみたというのに、すぐに元に戻ってしまった。あれは眠り姫たる〈精グレ杯イルの姫〉の城じよう塞さいなのかも知れないね」


「それで、何な故ぜお前らは〈精グレ杯イル〉を手に入れることができなかったのだ？　そこまでたどり着いたならば監かん視しの一つくらいはできたはずだろう？」


「それが問題なんだよ。監視はもちろんしていたさ。だけどどの時代の〈精グレ杯イルの姫〉も、目覚めることなく〈精グレ杯イル〉を隠したまま息を引き取ってしまうんだ。そして、知らないうちに〈精グレ杯イル〉は次の〈姫〉に引き継がれている」


　──眠り続ける〈精グレ杯イルの姫〉──それって、エルミナじゃなくてエミリオさん……？


「そして十四回目。ぼくたちはようやく目覚めた〈精グレ杯イルの姫〉に接せつ触しよくできた。これはまたとない好機であって、かつてない最悪の状じよう況きようでもあるんだよ。なんと言っても彼女は〈精グレ杯イル〉の力を自在に扱あつかっているんだから」


〈アルス・マグナ〉──アイシャが対たい価かに失った〝色〟という感覚を修しゆう復ふくし、容よう赦しやのない抹まつ消しようの力とそれを反転させたような復元能のう力りよく──エルミナが契約者の法則から完全に外れた力を振ふるうことはアイシャも知っている。


　そのエルミナと眠り続けるエミリオ──そして〈精グレ杯イルの姫〉──図らずも、アイシャは誰よりも真実に近い場所へ立ってしまっていた。
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　ヒタリ──と、冷たいなにかが額ひたいに当てられ、マルクはうっすらと目を開けた。


　すぐ目の前で、金色の髪かみが揺ゆれていた。マルクの顔を覗のぞき込んでいるらしい。それはよく知っている顔のはずなのだが、見たこともない表ひよう情じようをしていた。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは今にも涙なみだがこぼれ落ちそうなほど濡ぬれて見えた。


「エルミナ……？」


　確たしかめるようにその名を口にすると、少女は驚おどろいたように瞳を大きくして顔を離した。


　どうやら、ここは屋敷の客室の一つのようだった。窓まどの外からは燦さん々さんと陽ひの光が射さし込んでいる。


　それから、珍めずらしく表情を崩くずして狼ろう狽ばいするエルミナを見て、今までのこと──アイシャと交戦してしまった──そしてアルバがやってきたことを思い出した。


「お嬢じよう様さま──ぐうっ」


　起き上がろうとして、体中あちこちに鈍どん痛つうが走った。マルクが呻うめいていると、エルミナはベッドへと体を押しつける。


「……まだ、動かない方がいい。骨ほねが折れているところもあるそうだ」


　言われてから、マルクは自分が包帯まみれであることに気がついた。


「これは、お嬢様が？」


「……カナメの具合を見に来た医い師しに診みてもらった」


　マルクが呼よんだ医師だ。熱を出したカナメの容よう態だいを診てもらうために呼んだのに、自分が面めん倒どうを見られたらしい。


　しかし今はそれどころではない。マルクはエルミナの手を摑つかむと、その姿すがたに異い状じようがないかしげしげと見つめた。


「……なにかね」


　その声にずいぶん困こん惑わくの色が濃こく含ふくまれていたことで、マルクは自分たちが見つめ合っていることを自覚した。


　マルクは慌あわてて手を放し、それから確かめるように口を開いた。


「お嬢様。なにもされませんでしたか？　怪け我がは？　アルバが来たはずでしょう？」


　一度に問いつめられたせいか、エルミナは驚いたように目を大きく開いた。それから濡れたハンカチを絞しぼると……マルクの顔に正面から押しつけた。


「あぶっ？」


「……君は、もう少し自分の心配をしたまえ」


　それは普ふ段だんの抑よく揚ようのない声ではなく、動どう揺ようとも苦く笑しようともつかない震ふるえが含まれていた。


「……彼……アルバとは、少し話をしただけだ。なにも、おかしなことはされていない。カナメもアーロンも大した怪我はしていない。……もっとも、カナメにはきちんと寝ていてもらう必要があるが」


　カナメは高熱を出しているのに契けい約やく者しや相手に交戦した。その後、アルバに気き絶ぜつさせられたはずだが、さすがにアルバもその辺りの手て加か減げんはわきまえていたようだ。


「ですが……」


　マルクが口を開くと、エルミナはそこで話は終わりだというようにハンカチでマルクの口を塞ふさいだ。


「……私は、出かけてくる。君は、もう少し寝ねておいた方がいい」


「出かける……？　アイシャですか？」


　アイシャはアルバに連れて行かれた。マルクはアイシャを退しりぞけたが、それで彼女の契約を破は綻たんさせられたかは分からない。エルミナの性せい格かくならば、彼女を助けに行くだろうことは容よう易いに想そう像ぞうがついた。


　エルミナは首を横に振ふる。


「……アイシャのことは、気にしなくていい」


「気にするに決まってるではありませんか」


　マルクがそう言うと、エルミナは困こまったように目を伏ふせた。


「……私たちが、なんでもしてやれるわけではないのだ」


「え……？」


　それが、マルクの期待から大きくかけ離れた言葉に聞こえて、マルクは間の抜けた声を上げた。


「……アイシャには、アイシャの事じ情じようがある。私たちが、立ち入らない方が良いこともあるのだ」


「なにを……仰おつしやって、いるのです……？」


　マルクがかすれた声を絞しぼり出すと、エルミナは突つき放すように言った。





「……アイシャのことは、私たちが関わるべきことではない」





　エルミナが、なにを言ったのか、しばらく理り解かいできなかった。


　関わるべきではない──つまり、助けるつもりはないと？


「それでは、アイシャを、放って置くというのですか……？」


　耳を疑うたがうように訊きき返すと、エルミナは顔を背そむけた。


「アイシャは、あなたの侍メイ女ドなのですよ？　あなたが、ひと言『戻もどってこい』と命じるだけで、彼女は戻って来られるではありませんか」


「それで、無理やり隣となりに置けば良いというのかね」


　いつになく強い口調で言い返され、マルクは口ごもった。


　エルミナはマルクから目を逸そらすと、静かに立ち上がった。


「……私は、出かけてくる。あとの面めん倒どうは、彼ヽ女ヽにでも看みてもらいたまえ」


　そう言って扉とびらを開くと、通路には白い髪かみの少女が所しよ在ざいなげに立ちつくしていた。
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　エルミナが去ると、カナメは舌した打うちをしながら入ってきた。


「おんしら、まことに不器用じゃの」


「……なんの話です？」


「分からんのなら良い……と、言いたいところじゃが、今のはあんまりじゃな」


　マルクが眉まゆを顰ひそめると、カナメは椅い子すにストンと腰こしかける。


「事情は知らんが、アイシャはエルミナの妹のようなものなのであろ」


「……そうですよ」


「じゃが、アイシャは契約者じゃ。戻ってこいと言ったところで戻れるものでもなかろ。それを〈契約書〉で引き戻したところであの娘は救われんぞ」


　言いながら、カナメはマルクの腕うでの包帯を解ほどいていく。どす黒く変色したその腕を、カナメはそっと指先で撫なでていく。撫でた皮ひ膚ふは元の肌はだ色いろへと戻っていた。手当をしてくれているのだ。


　カナメの能のう力りよくは触ふれたものの性せい質しつを液えき体たいに変えることである。その能力を使えば対象の形を粘ねん土どのように変えることができ、それはこのような怪我の手当にも応おう用ようできた。


「まあ、独ひとり言だと思って聞け。契けい約やく者しやは例外なく闇やみを抱かかえておる。私もおんしも、アイシャも例外なくじゃ。契約者はその闇から逃のがれられん。受け入れるか、呑のまれるかどちらかしかない。自分で受け止め切れんのならば呑まれるだけじゃ」


　それから、刃は物もののように尖とがった眼まな差ざしを向ける。


「アイシャがあのような行動に出たのは、アイシャ自身が抱える闇が原げん因いんであろ。エルミナに反はん旗きを翻ひるがえすほどじゃ。並なみ大たい抵ていのことではあるまい。迂う闊かつに触れれば、闇に呑まれるのはアイシャじゃ」


　契約者が抱える闇とは、精せい霊れいに魅み入いられるほど根深いものである。その多くはまず人には知られたくないものである。それが親しい人間に知られれば、なおのこと追い詰つめられてしまうことになる。


　そう言われると、マルクにも反はん論ろんが思いつけなかった。


　自身の闇に呑まれた契約者──それはかつてのカナメ自身である。


　契約者狩がり──それがカナメのもう一つの呼よび名だった。ただひたすら強い契約者を斬きることにしか価か値ちを見いだせず、自分が何な故ぜそれを求めていたのかも思い出せず、いつか自分の命が砕くだけるそのときまで立ち止まることもできない。


　そんなカナメをマルクが止められたのは、いくつかの偶ぐう然ぜんが重なって彼女の心が折れていたからである。たまたま無む防ぼう備びな状じよう態たいのときに会話ができたからである。そんな偶然が何度も起こるわけはない。


　──あたしは、人殺しなんです──


　契約者〈鳳おおとり〉は街を丸ごと消してしまったと言われている。そこに渦うず巻まく闇はいかほどに深いだろう。慰なぐさめも批ひ難なんも届とどくことはないだろう。他人が立ち入ることはできないのだ。


　──だから、エルミナは関わるなと言ったのですか……。


　マルクやエルミナはなまじアイシャに近しい分、その行動がときとしてアイシャを追い詰めかねない。そうなったとき、アイシャは自分の抱える闇に呑まれてしまうだろう。


　にもかかわらず、マルクはエルミナに批難をぶつけてしまった。マルクが呻うめいていると、その目の前にポンと白い布ぬのきれが放ほうり投げられた。


「まあ、闇に向き合うのはアイシャ自身でなければならんが、そのとき誰かが背せ中なかを押おしてやるくらいの手助けは、あっても良いのではないか？」


　広げてみると、それは真っ白のヘッドドレスだった。


「これは……あなたが繕つくろい直したのですか？」


　よく見ると補ほ修しゆうした跡あとがある。あのときアイシャが落としたものを修しゆう復ふくしたらしい。


　カナメはフンと鼻を鳴らすと、ベッドに腰こし掛かけ、マルクの上着のボタンを外し始めた。
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「……って、あ、あなたは、なにをやっているのです！」


「手当をしてやっておるのじゃ。ちと黙だまっておれ」


　カナメの瞳ひとみはどんよりと揺ゆらいでおり、鼻も赤く染そまっている。どうにも熱で意い識しきが朦もう朧ろうとしているらしい。自分がどんな体たい勢せいでどんなことをしているのか、まったく自覚していない様子である。


　カナメの能力は傷きずの修復にも使えるが、破は壊かいにも使える。今、カナメの手元が狂くるうと自分の命が危あぶない。しかし病やんで青白く、幽かすかに頰ほおを赤く染そめ、挙げ句くの果てに少々乱みだれた寝ね間ま着き姿すがたの娘むすめに服を脱ぬがされ、あちこち触さわられるというのは、もはや理り性せいを蹂じゆう躙りんされるような仕打ちである。


　健全で健康な十七歳さいの少年であるマルクは、男だん児じとしていろんな葛かつ藤とうと闘たたかいながらカナメの処しよ置ちが終わるのを待たなければならなかった。


「まあ、これで走り回るくらいはできるのではないか？」


　そう言って、ぼんやり顔を上げたカナメはマルクの顔を視し認にんすると、ぼんやりしたまま瞬まばたきを繰くり返す。


「ひあっ──？」


　そして──自分の体勢というか、やっていることに気がついたらしい。顔中を赤く染めると慌あわててベッドから飛び上がるが、そのままペタンとへたり込んでしまった。





　ひとまず、カナメの言うとおり痛いたみはほとんど引いており、起き上がっても問題なさそうだった。マルクはサイドテーブルに畳たたまれていた燕えん尾び服ふくに腕うでを通す。カナメも寝間着の裾すそを整えて、隣となりの椅い子すにストンと腰こしかける。


　お互たがい平静を取り繕つくろおうとも、気が動転しているのは明白だった。


「そ、そういえばカナメ。あなたは、何な故ぜこの屋や敷しきに来る気になったのですか？」


　かつてエルミナも同じ質しつ問もんを投げかけたことがあった。そのとき、カナメは──出で逢あい方が違ちがえば、私たちは友達になれたかもしれないから──そう答えた。マルクには、それがどこまで本気だったのか分からなかった。


　空気を紛まぎらわすためにそれを問いかけたのだが、カナメは呆ほうけたように口を開き、それからみるみるうちに頰を赤く染めていく。


「お、おんしが、それを、聞くのか？」


「はい……？」


　マルクが呆あつ気けにとられて間ま抜ぬけな声を上げると、カナメは憤ふん慨がいしたように目を細める。


「あ、あんなふうに、誘われて、私が、なにも、想おもわないとでも、思っておるのか？」


　心当たりがすぐに思い当たらず、マルクはさらに首を傾かしげる。そんなマルクの反はん応のうに、カナメはさらに顔を赤らめる。そしてマルクもさすがに気がついた。


　──こ、これは、もしかして、そういうことなのですか？


　カナメは〈東方不敗〉と呼よばれる契けい約やく者しやではあるが、それでも年とし頃ごろの娘である。それが顔を赤らめてモゴモゴするというのは、やはりそちらへ期待しても良いのだろうか？　アイシャに言われたときは、そんなバカなと思ったのだが、正しかったのは彼女の方だったのではないか？


　その期待が表ひよう情じように出てしまったのだろう。カナメは耳まで赤く染めてうろたえる。


「ち、違ちがうぞ！　私は、なにも……」


　まるで素す直なおになれない乙おと女めに、マルクは優やさしく微ほほ笑えみかける。マルクは同年代の異い性せいに免めん疫えきはないが、契約者として培つちかってきた土ど壇たん場ばでの思い切りの良さがある。


「それは、……気づいてあげられなくて申し訳わけありません」


　カナメはエルミナとは対照的な美しさをもった少女である。人形のように無む表ひよう情じようで整った顔立ちのエルミナに対し、カナメは激はげしい喜き怒ど哀あい楽らくと雪の精せいのごとき純じゆん白ぱくの容よう姿しを合わせた、アンバランスな魅み力りよくを持っている。


　そのカナメから思いを寄よせられて、悪い気がするはずがない。マルクが申し訳なさそうに、それでいてまんざらでもなさそうに答えると、カナメはベッドから掛かけ布ふをたぐり寄せてモゴモゴと呟つぶやく。


「わ、私はただ、おんしとい…………………て」


「い……？」


　それは消え入りそうな声でよく聞き取れなかった。マルクが首を傾げると、カナメはこんなことを二度も言わせるつもりなのかと憤慨とも羞しゆう恥ちともつかない表情を浮うかべる。


　そして、火を噴ふきそうなほど赤い顔を上げると、意を決したように口を開く。


「い……いい、い、一度！」


「一度？」


　マルクが問い返すと、カナメはなにやらもの凄すごく気が動転しているようだった。自分が果てしなく間ま違ちがえたことを言ったような狼う狽ろたえようである。掛布を引き裂さきかねない勢いきおいで弄いじくり回している。


　そして、その言葉の続きを探さがすようにモゴモゴと呟く。





「一度……一度…………一度！　斬ヽっヽてヽみヽたヽくヽてヽ……」





　沈ちん黙もく──マルクの笑え顔がおがにわかに引き攣つる。


　──今のは絶ぜつ対たいに聞き違いです。


　マルクは必死で自分自身にそう言い聞かせる。そんなマルクの反応に、カナメはさらにオロオロと掛布をグシャグシャにする。


「ち、違う！　……こともないのじゃが、今のは違う！」


「あの……？」


　困こん惑わくするマルクに、カナメは恋こいする乙女のような眼まな差ざしを向ける。


「だから、その、そうじゃ！　腕うでの、一本くらいでもいいと」


「死ななければいいと思っているのですか……！」


「あ、う、いや、その、違うのじゃ。そう、ゆ、指でも……」


「大きさの問題ではありません！」


　まるで料理が不器用な娘むすめが粥かゆくらいなら炊たけるとでも言い繕つくろうような表情だが、明らかに台せ詞りふを間違えている。むしろそんな表情で「斬きりたい」などと言われれば余よ計けいに恐おそろしい。この少女が〝契約者狩がり〟とまで呼ばれた契約者であることを思い出し、マルクは戦せん慄りつした。


　カナメは失敗を取り繕つくろおうとしてさらに失敗を重ねたように赤面する。


「だ、大だい丈じよう夫ぶじゃ。私の能のう力りよくなら治せるのじゃ。……たぶん」


　──治せたら斬ってもいいと思っているのですか……！　しかもたぶんって……。


　マルクは恐きよう怖ふに震ふるえながらも、現げん状じようを冷静に把は握あくする。カナメの能力は強力だが、向こうは怪け我が人にんの上に病人である。こちらも怪我人であることには変わりはないが、手当てしてもらった分、自分の方がまともに動ける。最悪の場合でも、逃にげ果おおすことくらいは可か能のうなはずだ。


　逃とう走そうルートに、背はい後ごの窓まどを意い識しきしつつ、マルクは慎しん重ちように言葉を紡つむぐ。


「お、落ち着きなさいカナメ。あなたはカタナをなくしたのでしょう？　私を斬ることはできませんよ」


　なんとか自分の優ゆう位いを主しゆ張ちようすると、カナメは慌あわてたように寝ね間ま着きのポケットをゴソゴソと漁あさる。


「は、刃は物ものなら、あるのじゃ」


　まるで自分は不器用だが裁さい縫ほう道具くらいは持っているのだとでも言うような口調で、カナメが寝間着の中から抜ぬいたのは大おお振ぶりのナイフだった。


　──あれは、モルドレット……！


　モルドレットというのは、今世紀最高とまで評ひよう価かされている刀とう剣けん鍛か冶じの銘めいである。扱あつかうべきものが扱えば、その一ひと突つきは鉄板にすら穴あなを穿うがつという。マルクの知る限かぎり、刃物の扱いに関してカナメの右に出るものはいない。最悪の組み合わせだった。


「な、何な故ぜあなたがそんなものを……！」


「て、手て頃ごろな刃物がないかと訊きいたら、あの家ハウス令スチユワードが快こころよくくれたのじゃ」


　──ドミニクさん、あなたはなんと迂う闊かつなことを……！


　そしてカナメは自分が恥はずかしいことを言ってしまったように慌てふためき、手にしたナイフをブンブン振ふり回す。


　マルクは明めい確かくに命の危き険けんを感じ、とうとう窓から飛び降おりた。


　この客室は二階にあった。マルクは宙ちゆうで膝ひざを抱かかえ込こみ、背せ中なかを丸めて回転。飛び込み前転の要よう領りようで芝しば生ふへと背中から転がり、着地の衝しよう撃げきを完全に殺すと、転がる勢いきおいのまま立ち上がり、そのまま正アー面ケー門ドへと脱だつ兎とのごとく走る。


　全力で走りつつ、マルクは自分が右手に握にぎっているものの存そん在ざいを思い出した。


　アイシャのヘッドドレス──カナメが繕い直したものである。


　──もしや、私は背中を押されたのでしょうか？


　あのときカナメの方も取り乱みだしていたように思える。少々強ごう引いんに話を逸そらされたのかも知れない。


　……しかし「斬ってみたい」と言ったカナメも、冗じよう談だんを言っているような顔ではなかったようにも思える。


　──か、考えすぎです。


　ひとまず屋や敷しきでの出来事は記き憶おくの彼かな方たに封ふう印いんし、マルクはアイシャを追って駆かけていく。
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　そんなマルクの背中を見送りながら、カナメは小さく吐と息いき。


「……なにも、本気で逃にげずともよかろ」


　脅おどしたのは紛まぎれもなく自分自身なのだが、本気で怯おびえられるとそれはそれで傷きずついたカナメだった。


　それから、自分の吐はいた言葉を思い出し、もう一度嘆たん息そく。


　──まあ、斬ってみたいと言われれば、それは逃げ出すか……。


　気が動転していたとはいえ、もう少し他の言い訳わけはなかったのかと後こう悔かい。そしてその前に自分が本ヽ当ヽはヽなヽんヽとヽ呟ヽいヽたヽのヽかヽ思い出し、再ふたたび赤面。


　──ただ、おんしといっしょにいたくて……──


　どうやら「い」だけしか聞こえなかったらしく、それを誤ご魔ま化かそうとして「一度」と言ってしまい、さらに「一度」なにがしたいと問われ、あれやこれやと思い出すと憤ふん死ししかねないことを妄もう想そうしてしまい、それを振り払はらおうとしてうっかり「斬ってみたい」なぞと言ってしまった。その後は、言い繕うほどにド壷つぼにはまっていった。


　正アー面ケー門ドの彼方に消えたマルクの背中を見つめ、カナメは切なく吐息を漏もらす。


　──あんな誘さそい方をしたのじゃ。それくらい気づけ。このたわけ。


　契けい約やく者しやは人間ではない──そう言って全すべてを斬きりつけてきたカナメに、マルクはこう言ったのだ。


　──あなたは、本当はどちらでいたいのですか──それを決めて良いのは、あなただけのはずですよ──


　そして、屋敷に来ないかと誘ったのだ。カナメはてっきりそヽのヽつヽもヽりヽで誘われたのだと思ったが、あの男は主あるじのエルミナのことしか見ていない。


　そのわりにはなにかしら踏ふみ込んだ関係があるわけでもない。カナメとしてはまだ期待していいのか悪いのか。そもそも自分は一体どんなふうに想おもわれているのか。


　エルミナの面めん倒どうを見ろと頼たのまれて、さすがにもう諦あきらめた方がいいのかと思えば、そんなときに限かぎって今け朝さのように優やさしくしてくる。


「……唐とう変へん木ぼく」


　マルクはそこで理り不ふ尽じんな怒いかりをぶつけられているなど知るよしもない。
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　屋や敷しきは街の住宅街からやや北に外れた位置にそびえ立っている。正アー面ケー門ドを抜ぬければ、繁はん華か街がいまで一本道で繫つながっていた。


　マルクは走って乱みだれた燕えん尾び服ふくの裾すそを直しながら繁華街を進んでいた。


　──問題はアイシャがどこへ連れて行かれたかですね……。


　以前〈宣せん教きよう師し〉がやってきたときには、彼らは目立つ格かつ好こうをしてくれていた上にエルミナの〝眼め〟の能のう力りよくもあり、行ゆく方えはすぐに摑つかむことができた。


　しかし今回は街を三分するギャングの一つ、ディーノ・ファミリーの首しゆ領りようアルバが関わっている。〝眼〟を頼たよれるアイシャは敵てきの手の内で、エルミナも不ふ在ざいである。そうそう簡かん単たんに足取りを摑ませてはくれないだろう。


　情じよう報ほう屋やの心当たりはいくつかあるのだが、あの〈宣教師〉──爆ばく弾だんの能力は暗殺向きの能力である。嗅かぎ回っているのが知られれば、あの小鳥が差し向けられるだろうことは想そう像ぞうに難かたくない。情報屋が優ゆう秀しゆうであればあるほど、巻まき込まれて殺される危き険けんが高い。


　こんなとき頼れるのは、相手の思考を読み取れるアーロンなのだが、彼はエルミナの従じゆう者しやについたのか、門番小屋にはいなかった。


　普ふ段だん頼れる〝眼〟と〝耳〟を封ふうじられた。そんなマルクが足を進めているのはアルバのアジトだった。以前彼に雇やとわれたときに行ったことがある。アジトがそこ一つであるとは思えないが、構こう成せい員いんの一人くらいは捕つかまえられるはずだ。


　繁華街を突つき進み、街の中心部である駅前広場にたどり着くと、マルクはそこから無数に分ぶん岐きする小道の一つへ入る。この奥おくにちょっとした広場があり、そこに目的地のアジトがあるのだ。


　そうして奥へ進むと──マルクは、自分の行動が完全に読まれていたことを思い知った。


　アルバのアジトの前では、ジャケット姿すがたの美女──セリアが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいた。





　繁華街からやや外れた位置にある、煉れん瓦が造づくりの頑がん丈じようそうな建物。禁きん酒しゆ法ほう前の酒場を彷ほう彿ふつさせるその建物の前には、馬車や火オー力トラ車ンナを停めるための広場がある。現げん在ざいは黒光りする火オー力トラ車ンナが一台止めてあるだけで、他ほかにはなにも置かれていない。


　その広場の中央に、セリアは一人肘ひじを抱だいて、マルクを待っていたように佇んでいた。


　──簡単に読まれてしまうものですね……。


　マルクは落らく胆たんとも感かん嘆たんともつかない吐と息いきを漏もらす。


〈宣教師〉はなにも手がかりを残していかなかった。ならばマルクたちが追つい撃げきするならばアルバを捜すだろうことも、マルクが知っているアジトがここしかないだろうことも、少し考えれば分かることである。むしろその可か能のう性せいを考えなかったマルクの方がどうかしているのだ。


　──私は焦あせっているのでしょうかね。


　マルクは不ふ敵てきにいつも通りの微び笑しようを浮うかべると、丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「お久ひさしぶり……というほど時間は経たっていませんね、セリアさん。こちらに当方の使用人がご厄やつ介かいになっていないかと、お訪たずねしたのですが。……アイシャはどこです？」


　セリアは惚ほれ惚ぼれするような微笑を振ふりまくと、自分の喉のどを指さして首を横に振る。「私は声が出ないから答えられませんよ？」という主しゆ張ちようである。


　それを見み越こしていたマルクは、速すみやかに万まん年ねん筆ひつとメモ用紙を取り出すとヒラヒラとかざす。「きちんと答えられるように用意してありますよ？」という主張である。


　セリアは変わらず笑え顔がおを振りまくと、クイッと片かた手てで虚こ空くうをたぐり寄よせる。同時にマルクの手から万年筆がすっぽりと抜ぬけ、セリアの手の中に収おさまる。能力で引き寄せたのだ。


　その万年筆を──セリアは自分の胸むねポケットにしまい込んでしまった。


　高こう価かな万年筆が目の前で奪うばわれたことに、マルクの微笑が引きつる。手の平を差し出し「返してください！」と動作で示しめすが、セリアは「なんのことでしょう？」というように首を傾かしげるだけだった。


　お互い、譲ゆずらず微笑をぶつけ合う二人の契約者。やがてセリアは親指と人差し指で円を作る。見返りはあるのかという仕草だろう。マルクも微笑を崩くずさず返答。


「あいにく、私から支し払はらえるものはなにもございません。かといってここでグズグズしている暇ひまもございません」


　挑ちよう発はつ的とも言えるマルクの返答に、セリアは満足そうに微ほほ笑えむと、マルクを真ま似ねて優ゆう雅がに腰を折る。そして体を起こすのと同時に、その手へ大人の握にぎり拳こぶしほどの石ころが吸すい込まれるように浮ふ遊ゆうする。


　それを見守りながら、マルクもまたその手へ銀ナイフを滑すべり込ませていた。


　契約者同士が契約で遭そう遇ぐうしたならば、そこに和わ解かいも妥だ協きようもありはしない。ただ衝しよう突とつし、そしてそれに打ち勝った方が全すべてを決める権けん利りを持つ。


　セリアの能力は引力と斥せき力りよく──引く力と押す力である。それはマルクの〝影かげ〟では防ふせげない。直ちよく接せつ的な殺さつ傷しよう力りよくはないにしろ、能力の行使を妨ぼう害がいできるのだ。


　そして彼女の凶きよう悪あくな攻こう撃げき手しゆ段だんは、その能力を以て石せつ塊かいを天高くはね上げ、打ち下ろす〈魔ま弾だん〉の鉄てつ槌ついである。しかしその〈魔弾〉は遠えん距きよ離りでこそ真しん価かを発はつ揮きするものであり、この間合い──中距離は不得手のはずだ。


　この二人が衝突するのはこれで二度目である。お互たがい手の内は知れている。ならばこそ契けい約やく者しや同士の衝突における原則が真に意味を持つ。


　すなわち──契約者同士の衝突は先手必勝──


　そうして、顔を合わせてしまった契約者二人は、同時に己おのれの得物を投とう擲てきした。





「──撃うち抜ぬけ〈クフ・リーン〉！」


　死なない程度に影を壊こわす──手て加か減げんの仕方は先日学習した。マルクは影を這はわせた銀ナイフ──〈魔弾〉ならぬ〈魔ま槍そう〉を撃ち出していた。


　しかし、頭上へ〈魔弾〉を撃ち出すのだろうと思われたセリアは、その手の中の石塊を華か麗れいなフォームで全力投球していた。


　ナイフと石塊は奇き跡せき的なまでに同じ軌き道どうを描えがいていた。


　衝突する〈魔槍〉と〈魔弾〉──ナイフと石塊が同時に砕くだけ散る。


　──ほとんど大たい砲ほうですね。


　能力で加速された石塊は弾丸のごとき速度で射しや出しゆつされていた。小指の先ほどの大きさである銃じゆう弾だんが殺傷力を持つのは、その小さな質しつ量りように圧あつ倒とう的な速度がかけられるからである。質量が大きくなれば威い力りよくも底そこ抜ぬけに跳はね上がる。


　マルクは驚きよう嘆たんしならも次のナイフを滑すべらせ、セリアの正面から逃のがれる。あの直線型〈魔弾〉は威力はあるが、横へ回り込めば命めい中ちゆう率りつは半はん減げんする。


　セリアが次の〈魔弾〉を振ふりかぶるのと同時に、マルクもナイフをスローイング。飛来するナイフをセリアはとっさに上体を反らせて回かい避ひする。赤い髪かみが数本宙ちゆうに舞まうが、それだけである。走りながらでは影を這わせることもできない。


　続けてセリアが二発目の〈魔弾〉を射出。マルクもそれをとっさに身を屈かがめて回避する。


　お互い飛び道具使い。ただの投擲ならば命中精せい度どはほぼ同どう格かく。ならば僅わずかな手て傷きずが勝負の明暗を分けることになる。つまり、一発でも掠かすらせた方の勝ちである。


　マルクは、一度セリアを相手に勝利を収めている。それゆえ、失念していたのかも知れない。契約者の優ゆう劣れつは、能力の大きさが決めるわけではないということを……。


　マルクが次のナイフを抜いたとき、セリアはマルクとは反対側に駆かけ出し、虚こ空くうをたぐり寄せる仕草をする。マルクはそれを次の弾丸を引き寄せたのだろうと考えたが、次の瞬しゆん間かん〝なんとなく〟危き険けんだと感じ、とっさに身を引いた。


　ヒュヒュヒュヒュンッ──なにかが風を切った。そして、マルクの頰からバッと赤い血けつ液えきが噴ふき出した。


　──〈魔弾〉──いつの間に撃うったのです……！


　戦おののくマルクをよそに、セリアは再ふたたび虚空を掬すくうように腕うでを振ふるう。それによりマルクは周囲に駆け抜ぬける〝音〟の存そん在ざいに気がついた。


　──なにかが、飛び回っている……？


　二人が走ったことで巻まき上げられた砂すな埃ぼこりが、鎌かまかなにかで両りよう断だんされたように引き裂さかれる。周囲を目もく視しも叶かなわない速度でなにかが飛び交かっているのだ。


　──〈魔弾〉──対中距離の改良型だというのですか……！


　以前とはまるで違ちがう〈魔弾〉。それに驚きよう愕がくした瞬間、再び〝なんとなく〟危険を感じて後ろに飛び退のく──が、僅わずかに遅おそかった。


　後ろに飛び退いた瞬間、肩かた口ぐちに凄すさまじい衝しよう撃げき。直撃こそ避さけたものの、僅かにかすめられたらしい。衝撃で地面に投げ出されるマルク。


　慌あわてて身を起こそうとしたマルクは、そのとき自分の顔面目がけて飛来する〈魔弾〉の正体をはっきりと目撃した。


　──これは、ダーツ……！


　それはペンのような形の矢に羽根を取り付けた投とう擲てき用のダーツだった。


　標的に狙ねらいを定めたとき、その標的が自分に狙いを定めていた。狙そ撃げき手しゆの最期がそんな瞬間だというのは、希まれに聞く話である。マルクはそんな狙撃手の気持ちを、身を以もつて知った。


　──避よけられない……！


　ドォンッ──マルクが息を呑のんだ瞬間、雷らい鳴めいのごとき音が轟とどろいていた。


　そして──同時に眼がん前ぜんのダーツが破は裂れつした。撃げき墜ついされたのだと、僅かに遅おくれて理り解かいした。


　──なにが起こったのです……？


　顔を上げると、セリアにも予想外のことだったらしく、大きく目を見開いていた。そして鋭するどく周囲へ視し線せんを走らせる。


　とっさになにが起こったのかは理解できなかったが、命拾いしたのは確たしかである。マルクは速すみやかに立ち上がる。


　セリアは次の〈魔ま弾だん〉──ダーツを抜いていたが、僅かに躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せたのち、大きく後ろに跳ちよう躍やくする。能のう力りよくを使ったのだろう。民家の屋根に軽々飛び乗ると、そのまま姿を消してしまった。


　──退ひきましたか……。


　不ふ確かく定てい要よう素そ──仕し留とめたはずの一撃が撃墜されるという不ふ可か解かいな現げん象しように、ここでこれ以上手の内をさらすことをよしとしなかったのだろう。一方、見み逃のがされる形になったマルクの胸むねには深い敗北感が広がっていた。


　──あのままだったなら、やられていました。


　マルクが呻うめいていると、ふと近くに人の気配を感じた。


「いやあ、驚おどろいた。あの人、すごい運動神しん経けいだね」


　あまりにも場違いなその感想を漏もらしたのは、マルクが普ふ段だんから聞き慣なれた声だった。


「え……？　ドミニク……さん？」


　そこに立っていたのは、相あいも変わらずゆるみきった表ひよう情じようを浮うかべたヴァレンシュタイン家家令だった。





　今け朝さの襲しゆう撃げきの一いつ件けんでも完全に蚊か帳やの外だったドミニクは、今日も普段通りエルミナの使いで外回りに出かけているはずだった。そのドミニクが、何な故ぜディーノ・ファミリーのアジトなどにいるのか、マルクは困こん惑わくしながら問いかけた。


「ド、ドミニクさん？　何故、あなたがここにいるのです？」


「お仕事だから、だけど？」


「仕事……？　ここは、ギャングのアジトですよ？」


「うん。僕ぼくも初めは少し驚いたけどね。ここのディーノ氏が、街に運うん河がを通そうとしてるんだ」


「それは、私も知っていますが……」


「運河っていうのは、水という資し源げん確保だけでなく船も運うん営えいできるし、それに美観を整えられれば観光の名物にもなる。このほこりまみれの街にはかなり貢こう献けん度どは高いんだよ。だから可か能のうな限かぎり関わっておいた方がいい。それでその工事の資金提てい供きようとか、あとは設せつ計けいの相談とかで、最近ずっとやりとりしてるんだよ」


「……知りませんでした」


　エルミナとアルバ。共に〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者でありながら、アルバはエルミナの〈器〉も狙ねらっている。敵てき対たい関係のはずなのだ。それがこんなところで仕ビジ事ネス上とはいえ、やりとりがあったとは……。


「マルドゥーク君こそ、こんなところでなにをやってたんだい？」


「あう、つまりですね……」


　マルクには状じよう況きようが整理しきれていなかった。


　エルミナとアルバに仕事上の取引があったというのなら、何故アルバはああも平然とエルミナの屋や敷しきを襲撃したのだ。組そ織しきの経けい済ざい情じよう勢せい上、運河の建設には全力を注いでいそうなものだ。それを破は談だんにしてまでエルミナの〈器〉が欲ほしかったのだろうか。ならば初めからエルミナと取引などしなさそうなものである。


　それからエルミナがアルバとは話をしただけで、なにもされなかったと言ったのを思い出した。


　──では、アルバはエルミナに危き害がいを加えるつもりはなかったのですか？


　ならば、何故ここでセリアは攻こう撃げきをしかけてきたのだ。向こうに非ひがあるように思えるが、もしもエルミナとアルバに敵対の意思がないのだとしたら、マルクがここでセリアと交戦していたのは大いに問題である。


　マルクが返答に詰つまっていると、ドミニクも困こまったように首を傾かしげる。そして──


　ドォンッ──雷鳴のような音と共に、マルクの後方で何かが割われる。


「おや？　今、なにかが通り過すぎたような……」


　ドミニクの不思議そうな声。整えられていたはずのドミニクの髪かみが僅わずかに乱みだれていた。


　それを見て、マルクはようやくドミニクが狙そ撃げきされたのだと気がついた。今、ドミニクが首を傾げていなかったら、彼の頭が吹ふき飛んでいたのだ。


「ドミニクさん！　伏ふせてください」


　マルクはそう叫さけぶとドミニクを地面に押おし倒たおした。


　──今の音。銃じゆう声せいでしたね。


　銃を使ったということはセリアではなさそうである。


「痛いたたたた……。なにをするんだいマルドゥーク君」


「狙撃です。どちらを狙ねらったものかは分かりませんが、次が来ます」


　今狙われたのはドミニクに思えるが、マルクとセリアが交戦中にも狙撃らしい音が聞こえた。マルクもドミニクも燕えん尾び服ふくを着き込こんでいるのだから、遠目に見れば見分けがつき難にくいはずだ。


　周囲に影かげを展てん開かいしながら、マルクは内心呻うめいていた。


　──一体、どこから狙ったというのです……！


　周囲は背せの高い建物で囲まれており、遠えん距きよ離りからの狙撃はほぼ不可能である。建物にはもちろん窓まどがあり、狙撃は十分に可能なのだが、そのどこにも狙撃手の気配は感じられなかった。


　一体どこから撃うっているのか、見当もつかない。それこそセリアの〈魔ま弾だん〉のごとく、空から撃ち込まれたかのようである。


　──それで、セリアはああもあっさり引き下がったのですか。


　この狙撃手は不ふ可か解かい過ぎる。あるいはカナメのように物体透とう過か能力でも持っているのかも知れない。敵か味方かも分からないそんな狙撃手を相手にしながら、マルクの相手をするのは危険だと判はん断だんしたのだろう。


　マルクが呻いていると、ドミニクは納なつ得とくしたように頷うなずいた。


「ああ、道理で今日は周りでよくものが壊こわれると思ったよ」


「ええ、気をつけてください………………？　今、なんと？」


「いやあ、たぶん屋や敷しきを出たくらいからかな。晴れてるのに雷かみなりみたいな音がするなあって思ってたら突とつ然ぜんコーヒーカップが割われたり、窓まどガラスが割れたりしててね。なんか変だとは思ってたんだけど……」


　──何な故ぜあなたはそれで生きていられるのです……！


　明らかに狙撃である。狙撃手の腕うでがよほど下手なのかとも思ったが、今しがたの狙撃を見た限りでは、ドミニクの方が避よけていたようだ。それも、強運という無自覚な力で。


　マルクが驚きよう愕がくしていると、ドミニクは「まあ生きてるんだからいいじゃないか」とでもいうようなゆるみきった笑えみを浮うかべる。


「まあ、結局撃たれなかったわけだし、おかげでマルドゥーク君も命拾いできたみたいだし、そう悪い人じゃないのかも知れないよ」


「殺されそうなのはドミニクさんなのですよ……命、拾い……？」


　マルクが困こん惑わくすると、ドミニクは平然と立ち上がり、地面からなにかを拾い上げる。


「鉄芯を詰つめた特とく製せいのダーツだね。素す手でで投げられるようなものじゃないけど、彼女の能のう力りよくなら問題はないだろう。あとは、能力を当てる角度をずらすことで、軌き道どうを制せい御ぎよしてたんじゃないかな。別の方向に走りながら引っ張ぱれば軌道は曲線を描えがくだろうからね」


「なにを……言っている、のです……？」


　人じん畜ちく無害な笑みを浮かべ、いつも通りの警けい戒かい心しんの欠かけ片らもない善ぜん良りような空気を垂たれ流し、ドミニクは〈魔ま弾だん〉の正体を的てき確かくに解かい説せつしていた。


「たぶん、君のために一生懸けん命めい考えたんだと思う。これにかけた執しゆう念ねんは並なみ大たい抵ていのものじゃないだろうね。前とは違ちがうと、考えておいた方がいい」


　そう言って、ドミニクが振ふり返るのと同時に──ドォンッ──再ふたたび雷らい鳴めいのような銃声。


　ドミニクが振り返ったことで僅わずかに頭の位置が変わり、銃弾は虚むなしく罪つみもない窓ガラスを撃ち砕くだいていた。


　──銃弾を、躱かわした……？


　いつ、どこから飛んでくるのかも分からない銃弾を、この男は実力で躱したというのか。もし、それだけの力を持っているのだとしたら、何故この男から裏うら稼か業ぎよう特有の〝死〟のにおいがしないのだ？


　そして、マルクは彼が言った〝命拾い〟の意味に気がついた。


　先ほど、マルクが回かい避ひできなかった〈魔弾〉が突とつ然ぜんなにかに砕かれた。ドミニクが狙われていたのならば、同じく燕尾服を着込んだマルクを彼と見間違えて狙そ撃げきしたのかも知れない。そしてそれがたまたま〈魔弾〉に衝しよう突とつしたのかも知れない。


　かも知れないが多い話ではあるが、一つだけ確たしかなのはドミニクにはそれが見えていたのだ。


「……ドミニクさん。あなたは、契けい約やく者しやなのですか？　何故、銃弾などというものをそんな気軽に躱せるのです」


　どこからどう見てもそれはマルクの知るフニャけた家令だというのに、その言動はマルクの知るそれから果てしなくかけ離はなれている。マルクが恐おそる恐るそう問いかけると、ドミニクはいつも通りにフニャリと笑った。


「契約者の悪い癖くせだよ。不可解なものに出くわすとそれを能力だと考えてしまう。ただのカンだよ」


　できの悪い生徒に講こう義ぎをする教きよう師しのように、その答えには注意とともになにかを学び取らせようとする響ひびきが含ふくまれていた。


「あなたは一体……」


「カンっていうのはね、生まれつきの才能でも、努力で身につく技ぎ術じゆつでもなく、経けい験けんから学ぶものだよ。君達契約者は、そういった段だん階かいを飛ばしてカンがいい。だから隙すきが多い。気をつけた方がいい」


　そう言って、ドミニクは燕えん尾び服ふくと髪かみの乱みだれを整え直す。


「狙撃の間かん隔かくと、銃じゆう声せいからすると、これはたぶんマスケット銃だろうね。単発式で弾たま込ごめが面めん倒どうな銃ではあるけれど、安あん価かで反動も小さいから誰だれでも扱あつかいやすい。薬やつ莢きようを使える狙ライ撃フル銃に比くらべると利り便べん性せいも精せい度ども劣おとるけれど、この銃にはライフルにはない特性がある。それは──」


「──跳リバ弾ウンド狙・シ撃ヨツト」


　薬莢を使う弾丸は基本的に先の細まった台形型のものだが、銃口から火薬と弾丸を込めなければならないマスケット銃の弾丸は球体である。台形型の弾丸でも跳ちよう弾だんで狙ねらうことは可か能のうではあるがせいぜい一度目までである。最さい盛せい期きのマスケット銃の名手は、ビリアードのように二段三段と跳ちよう躍やくさせて標的を撃うち抜ぬいた記録もある。


　マルクが答えると、ドミニクはフニャリと笑ったまま頷うなずく。


　そうして、マルクにも理り解かいできてきた。ドミニクはこの街の地形と自分の位置を計算し、そこに銃声等から推すい測そくした射手の得物ならば、どの軌き道どうから狙撃されうるかを算出しているのだ。彼の言う〝カン〟とは、その複ふく雑ざつな計算式の解答を、過か去この経験から直感的に導みちびく算出能力のことなのだ。


　──マスケット銃──跳弾狙撃──そして、この数日の間に現あらわれた来らい訪ほう者しや。


　ドミニクのくれたヒントから、マルクはそこから導き出される解答にたどり着けた。


　──マスケット銃による精せい密みつ跳弾狙撃。こんな真ま似ねができるのはあの男しかいません。


　マルクは立ち上がって燕尾服の汚よごれを払はらい落とすと、静かに足を進め始めた。


「マスケット銃は単発式ですが、弾たまを込める助手がいれば連発が可能です。マスケット銃を使う跳弾の名手に、心当たりがあります」





　幼年時代のマルクは、詐さ欺ぎ師しの片かた棒ぼうを担かついでいた時期があった。しかし相方はすぐに逮たい捕ほ勾こう留りゆう。マルクはその詐欺商売で恨うらみを買った金持ちから、命を狙ねらわれることになった。


　浮ふ浪ろう児じ時代の経けい験けんを生かして逃にげ続けたものの、ある日ギャングの二人組にマルクは追い詰められた。


　しかしそのときギャングたちの構かまえていた拳けん銃じゆうはただの一度の狙撃で二挺ちようとも撃ち落とされた。マスケット銃を担いだ、たった一人の男の手により。


　そうしてマルクは僅わずかな期間ではあるがその狙撃手の助手として弾込め係を務つとめ、裏稼業の一いつ般ぱん常じよう識しきや銃器の扱い全般を広く教え込まれた。


　──それで、銃器を使うと金がかかるのだと思い知ったのでしたね……。


　弾丸に銃の手入れに保ほ管かんのためのケースにと、銃の管理には費用がいくらでもかかるのだ。撃てば撃った分だけ金がかかると言ってもいい。特にマスケット銃ともなると、弾丸の鉛なまりに専せん用ようの火薬、火打ち石とさらに出費がかかる。


　マルクは真に高こう性せい能のうな武ぶ器きとは、精せい度どの高いものではなく経けい済ざい的なものだと考えるようになった。


　その狙撃手とは、マルクがサーカス団だんに身を隠かくすときに別れたのだが、その後数回再さい会かいしていた。しかし、それはマルクの望まぬ形でであった。





　マルクは繁はん華か街がいの外れへ目を向けた。そこに大きな時と計けい塔とうがあるのだ。マルクの知る狙撃手ならばそこに陣じん取どるだろう。





　　　　[image: ]





「……こんなところに、誰がいるのかね」


　エルミナは、大きな倉庫の前にいた。運うん河が工事の資し材ざいを保管するため、急ごしらえで作られた仮か設せつ倉庫である。運河工事の発案者がアルバ＝ディーノであることは、エルミナとて知っている。元々そのきっかけを作ったのは彼女なのだから。


　──お前たちの境きよう遇ぐうには、多少、同どう情じようする──


　そう言って立ち去ったアルバ。そして、今け朝さ方再会してしまったアルバ。


　マルクとアイシャが交戦したとき、エルミナは確たしかにアルバと会っていた。そして、彼は一つの要求をした。


　──今回のことに、お前は干かん渉しようするな──


　確かに、エルミナはなまじアイシャに近しい分、彼女を追い詰つめかねない。しかしアルバの要求はそういった理由ではない。そして、エルミナにはそれを断ことわれない理由があった。


　にもかかわらず、アルバのふところのような場所へ足を踏ふみ入れようとしているのだ。エルミナとて躊ちゆう躇ちよせざるを得なかった。


「来れば、分かるのである」


　ここへエルミナを連れてきた張ちよう本ほん人にん──フクロウの仮か面めんをつけた大男──アーロンは感情のこもらない平へい坦たんな声で答える。


　──貴き殿でんに会いたがっている人間がいるのである──


　どうしても今でなくてはならないらしい。アーロンには従じゆう者しやを頼たのみたかったため、そちらの用事を優ゆう先せんしたのだが、こんなところへ連れてこられるとは予想しておらず、エルミナは困こん惑わくしていた。


　扉とびらを開けると、アーロンはのっしのっしと奥おくへと進んでいく。エルミナは僅わずかに躊躇したが、おとなしくその後へ続く。


　周囲には橋の資材にでも使うのだろう大量の木材が規き則そく正しく並ならべられている。その奥には大きな木コン箱テナも積み上げられており、そちらは川底を整せい備びするための砂じや利りなどだろうと想そう像ぞうがついた。


　資材に挟はさまれた通路は狭せまく、アーロンの後ろからでは前の景色は完全に遮さえぎられている。まさに動く壁かべであるが、エルミナが三、四歩かかる距きよ離りを彼は一歩で進んでしまう。彼なりにゆっくり歩いているのだろうが、それでもエルミナは早歩きで進まなければならなかった。


　その辺りは、昔から馴な染じんでいるドミニクはなにも言わなくともエルミナに合わせてくれていたし、マルクの場合も速度を合わせてもらっていた。


　マルクの名前を思い出し、エルミナは小さなため息をついた。


　──……失望されただろうか。


　アイシャのことに関わるなと言ったとき、マルクは信じられないとでもいうような顔をした。アイシャを見み捨すてろと言ったようなものなのだ。当然のことではあるが、それでもあんな目で見られたのは、多少堪こたえた。


　歩きながら、エルミナは思い出す。


　──もう、半年になるだろうか……。





　ラチナスからフロアティナに渡わたってきたころのエルミナは、少しおかしくなっていた。


　周囲のことは見えているし、聞こえてもいた。しかしそれらに対してまるで反はん応のうすることができず、また反応したいとも思えなかった。手を引かれれば歩くことはできるが、自分で食事を摂とることもできず、もちろんしゃべることもできなかった。


　ドミニクはなに一つ文もん句くを言わず尽つくしてくれたが、彼に見捨てられていたら今ごろエルミナは生きてはいなかっただろう。


　アイシャに出会ったのは、そんなころだった。


　ほこり臭くさい都会よりも、田い舎なかの方が静養になるだろう。そう言うドミニクに連れられて旅をしていた。そうして通り過すぎるだけだったはずの通り道で、エルミナはピタリと足を止めた。


　道の片かた隅すみに膝ひざを抱だいてしゃがみ込こんでいる少女の姿すがたがあった。ボロ切れのような服をまとった浮ふ浪ろう児じである。特に珍めずらしいものでもなく、エルミナの生活感覚からすると間ま違ちがっても近ちか寄よりたいものではなかったはずだ。


　しかしそれでもエルミナが反応したのは、その少女が両目をボロ布ぬので厳げん重じゆうに覆おおっていたからだった。


〈アルス・マグナ〉の声が、それを危き険けんな存そん在ざいであると告げていた。


　エルミナがその少女に反応したことで、ドミニクが彼女に話しかけていた。少女はなにかに怯おびえていた。どうやら自分が見た人間は死んでしまうと考えているらしかった。


　──契けい約やく者しや──精せい霊れいに対たい価かを捧ささげ、異い能のうの力を手にした存在──エルミナは初めてその名前を耳にし、そしてその少女が自分に近い存在なのだと感じた。


　エルミナは少女の顔から布きれをむしり取った。見たくないと泣き叫さけぶ少女の目を無理やり開かせた。


　少女の瞳ひとみは琥こ珀はく色だった。そして、エルミナは実に半年ぶりに自分の声帯を震ふるわせた。


　──私は、死んでいないぞ──


　恐おそらく、エルミナは殺して欲ほしかったのだろう。その少女なら自分を殺してくれると期待したのだ。


　酷ひどく、無む責せき任にんで残ざん酷こくな話だった。自分が背せ負おいたくないから、その少女に全部押おしつけようとしたのだ。


　しかし、その少女はエルミナを殺してはくれなかった。それどころか救いを求めるように寂さびしそうに泣き続けた。


　そしてエルミナは自分の直感が正しかったことを知った。少女は、紛まぎれもなくエルミナと同じだったのだ。エルミナと同じように死を望み、にもかかわらず死ぬことができないでいた。


　だからエルミナは手を差し伸のべた。この少女を助けてやれば、自分のなにかが救われるような気がして。





　それを思い出していると、アーロンが不意に足を止めた。いつの間にか、狭い通路は終わりを告げ、広い空間が拓ひらけていた。


　そして、その向こうには一人の青年が佇たたずんでいた。


　エルミナは、表ひよう情じようこそ変えなかったものの、小さく息を呑のんだ。


「会いたかったですよ。──〈精グレ杯イルの姫ひめ〉」


　そこにいたのは、かつてエルミナを──いいや、〈精グレ杯イル〉とその姫を求めてやってきた〈宣せん教きよう師し〉──ヨハエル＝パトリックだった。
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「やはり、あなただったのですか……」


　繁はん華か街がいの外れにある時と計けい塔とうの上。マルクは呻うめくように呟つぶやいていた。


　壁かべに立てかけられた二挺ちようのマスケット銃じゆう。転がっている弾込め用の矢。火か薬やく壷つぼ。袋ふくろ詰づめの鉛なまり弾だま。そして、椅い子すに腰こしかけ優ゆう雅がに膝ひざを組み、肩かたにはもう一挺のマスケット銃を担かついだ真っ赤なドレスの女じよ性せい……いや、女性に見える男。


　男──クリストファ＝マルドゥークの胸むねには十じゆう字じ架かに二つの円を重ねたオルダー教のロザリオが揺ゆれていた。


「あら？　気づいていたの？」


「あなたのその銃に、弾たまを込めていたのは私だったはずです」


「あのころのあんたは小さかったわね」


「あのころのあなたは私が目標にできる人間でした」


　当時のクリスは、女じよ装そうなどしていなかった。常つねに冷静沈ちん着ちやくに紳しん士し的な微び笑しようを湛たたえ、全すべてが初めからそう定められていたかのように落ち着き払はらって行動していた。そして、当時冬だったため、彼は真っ黒のコートに身を包んでいたのだ。


　マルクが目指した悪ギヤング党・スターは、紛まぎれもなくクリストファ＝マルドゥークだったのだ。


　それだけに今のクリスが許ゆるせない。かつて自分が憧あこがれた兄だから許せない。マルクは奥おく歯ばを嚙かみしめて睨にらみつける。


「何な故ぜ、こんなことを？」


「決まってるじゃない。女の子の幸せのためよ」


「あなたはエルミナの側そばにいたかったのではなかったのですか？」


「あら？　エルミナさんはもう笑ってくれたじゃない」


　エルミナがクリスに向けた微ほほ笑えみ。マルクでさえ見せてもらったことのない笑顔。それが見られたからもう興きよう味みがなくなったというのか。


「気に入りません。だからあなたは嫌きらいなのです」


　人形のように表情を浮うかべないエルミナ。それがようやく笑えるようになったというのに〝もう笑えるようになった〟という理由で、アイシャもクリスも離はなれていった。マルクにはそれが許せない。


「男に好かれても嬉うれしくないわ」


　マルクはスッと頭の中が冷え切るのを感じた。もう、この男と会話をすること自体が無意味なのだと分かってしまった。


「決着を、つけさせてもらいます」


　そうしてマルクがナイフを抜ぬくと、ポンとドミニクが肩かたへ手を載せて押おし止めた。


「まあ、落ち着きなよ。マルドゥーク君」


「ドミニクさん。兄弟だから止やめろなどとは言いませんね」


「いやあ、言わせてもらうよ。僕ぼくのことは君が怒おこるようなことではないし、たぶん君は勘かん違ちがいをしているよ」


「勘違い？」


「もしかして、君はクリスさんが〈宣教師〉なんだと思っていないかい？」


「それ以外のなんだというのです」


　クリスの胸むねにはロザリオが揺ゆれている。そして屋や敷しきを襲しゆう撃げきしたのは〈宣教師〉である。これほど明めい確かくな事実を前に、他ほかにどんな可か能のう性せいがあるというのか。恐おそらくグレリオたちにも情じよう報ほうを流したはずだ。


　マルクが腹はら立だたしそうに問い返すと、ドミニクはフニャリと笑った。





「あのね。マルドゥーク君。もうこの国にはね。〈宣教師〉なんて組そ織しきは存そん在ざいしないんだよ」
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「……これは、どういうことかね」


　──貴き殿でんに会いたがっている人間がいるのである──


　アーロンはそう言った。確たしかに向こうは会いたがっていたことだろう。しかし、エルミナとこの男が親しくできる関係ではないことくらいは、アーロンとて知っていることのはずだ。


　自分が実に危き険けんな状じよう態たいに追い込まれたことに気づき、エルミナはスカートの裾すそを握にぎりしめた。そんなエルミナを悲しげに見つめると、ヨハエルは歌うように語り始める。


「覚えていますか？　それとも、俺おれみたいなちっぽけな存そん在ざいのことは忘わすれてしまいましたか？　だとしたら、悲しい話ですね」


　忘れようはずもない。エルミナはこの男から右みぎ腕うでをもぎ取った。あのときマルクが止めてくれなかったならば、エルミナはこの男を殺してしまっていた。


　もぎ取ったはずの右腕には、今は金きん属ぞん製せいの義ぎ手しゆが取り付けられていた。その義手をカチリと鳴らし、ヨハエルは憎ぞう悪おとも哀あい愁しゆうともつかない歪ゆがんだ笑えみを浮うかべる。


「わりと上手に動くでしょう？　俺の能力は触ふれたものを揺らすことなんでね。軸じく心しんに振しん動どうを加えれば、開いたり閉とじたりできるように作ってもらったんですよ」


　ヨハエルは義手をかざすと、器用に指を動かす。


「俺は、あれから一分一秒たりともあなたのことを忘れた瞬しゆん間かんなんてなかった。この右手をもぎ取り、ゴミでも見るように俺を見下した、あのときのあなたのあの目をね……！」


　エルミナは、これが避さけて通ることはできない道なのだとようやく理り解かいした。理由や状じよう況きようなど関係はない。ヨハエルの腕はエルミナが奪うばった。それは目の逸そらしようのない事実なのだ。


　アイシャが自分の闇やみに自分で向かい合わなければならないように、エルミナも自分の犯おかした過あやまちには、自分で向かい合わなければならないのだ。


　エルミナは毅き然ぜんとしてアーロンの前に出ると、真まっ直すぐヨハエルを見み据すえた。


「……自分のしたことから、目を逸らすつもりはない」


　そう答えると、ヨハエルは面おも白しろがるように片かた目めを大きくした。


「ほう？　それじゃあ、俺のこの気持ちを受け止めてくれるんですか？」


「……目を逸らすつもりはない、と言った」


　そう答えると、ヨハエルは義手で自分の顔を覆おおい、それからクックと肩を震ふるわせる。ヨハエルの哄こう笑しようが倉庫に響ひびきわたる。


　やがて、笑い終わると、ヨハエルは血走った眼まなこでエルミナを見み据すえる。


「それじゃあ──受け取ってもらいますよっ！」


　ヨハエルが地を蹴ける。十数歩分はあっただろうその距きよ離りをほぼ一瞬で詰つめると、右足を前へ滑すべり込ませ、体を半回転させ、能力を使うつもりなのか生身の方の腕をエルミナ目掛けて突き出す。


　エルミナはそれを真っ直ぐ見つめながらも、避よけようとはしなかった。


　エミリオを助けるまで、こんなところで死ぬわけにはいかない。しかし、マルクやカナメが味わった程てい度どには痛いたい思いをしよう。それが、エルミナなりの責せき任にんの取り方だった。


　迎げい撃げき反はん応のうを起こそうとする〈アルス・マグナ〉を抑おさえ込み、エルミナはヨハエルのその左手を真っ直ぐ受け止めた。


　甘あまい芳ほう香こうが鼻についた。ヨハエルの左手の中にあったのは、真っ赤なクピードの花たばだった。





「──好きですっ！　俺と、付き合ってくださいっっっっっ！」





　幾いく重えにも折り重なる花か弁べんを持ち、茎くきには鋭するどいトゲを持つクピードの花。赤いクピードの花言葉は〝愛〟と〝情じよう熱ねつ〟……である。
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　耳が痛いたくなるような静せい寂じやく。エルミナは自分の耳を疑うたがうように瞬まばたきを繰くり返す。


「──断ことわる」


　されど、迷まよいなき返答。


　ヨハエルは銃じゆう撃げきされたかのように胸むねを押さえ、仰あお向むけに倒たおれていく。真っ赤なクピードが悲しく散さん華げした。


「……少し、聞き違ちがえたように思う。もう一度、言ってもらえまいか」


　掠かすれた声でエルミナがなんとかそう訊きき返すと、ヨハエルは倒れたまま首だけ器用に起こした。


「あの、〈精グレ杯イルの姫ひめ〉。それって、普ふ通つうは断る前に訊きませんか？」


　エルミナは静かに視し線せんを逸らした。ヨハエルは傷きずついたような顔をしながらも、健けな気げに起き上がって衣服についたほこりを払はらい落とす。


「あれから、俺はあなたのことしか考えられません。なんていうかこう、思い出すたびに体の震ふるえが止まらなくなるんです。寝ねてもあなたの夢ゆめを見て、もうちょっとで殺されるってところで目が覚めるんですよ。それでやっぱりガタガタ震えて堪たまらないんですよね」


　言いながら、ヨハエルはなにかの中毒患かん者じやのようにガタガタと身を震わせる。


「寝ても覚めても、俺はあなたのことしか考えられない。そして体の奥おく底そこから来るこの震え。これはすなわち恋こいっ！　そうでしょう〈精グレ杯イルの姫〉よ！」


　エルミナは小さく首を傾かしげる。


「……そう、だろうか」


　困こん惑わくしながら、エルミナはアーロンへと視線を移うつす。彼の能力が相手の思考を読むということは、エルミナも知っている。一体どんなつもりでエルミナをヨハエルに会わせたのか、その意図が理り解かいできなかった。


　アーロンはフクロウの仮か面めんで沈ちん痛つうそうに頷うなずく。


「うぬ。この御ご仁じんの対たい価かは〝感かん情じよう〟なのである。恋れん慕ぼに関する感情も対価に捧ささげてしまったらしく、このようにしか受け入れられぬらしいのである」


「……それで、私にどうしろと？」


「うぬぅ……。エルミナ殿どのでも手の施ほどこしようがないのであるか」


　大体の事じ情じようがエルミナにも分かってきた。アーロンはどこかでヨハエルと再さい会かいし、やはりこのような困こまった相談を持ちかけられたのだろう。それで途と方ほうに暮くれてエルミナを頼たよったのだ。別にアーロンは裏うら切ぎったわけではないらしい。


　エルミナはまるで表情を浮うかべないまま小さく頷うなずくと、毅き然ぜんとした態たい度どでヨハエルへ向き直った。


「……すまないが、私にはやらなければならないことがある。君の気持ちに応こたえることはできない」


　ヨハエルのそれは、彼が思いこんでいるような恋愛感情には思えなかった。まっとうな感情だったならどうかと訊かれればやはり首を傾かしげざるを得ないが、とにかく断る以外の気持ちは抱いだけなかった。


　それにやらなければならないことがあるのは事実である。エルミナがそう答えると、ヨハエルはガックリと膝ひざをつくが、洟はなを啜すすりながらなにか思い出したような顔をした。


「ぐすっ……？　それって、もしかしてあのクーランの女の子のことですか？」


　エルミナは翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼうを鋭するどく細めた。


「……君たちは、アイシャになにをしたのかね」


　ヨハエルは降こう参さんするように両手を上げる。


「まあ、待ってくださいよ。今回のことは、俺は関かん与よしてないですよ。というか、俺はもう〈宣せん教きよう師し〉やってるわけじゃないんです」


　神父の黒服に身を包んだヨハエルの言葉に、エルミナは幽かすかに眉まゆを揺ゆらした。


「〈宣教師〉の契けい約やく者しやってやつは、無む期き限げんに長い契約を結んじまった契約者なんですよ。〈精グレ杯イルの姫〉を見つけるなんていうね。だけどほら、俺ってもうあなたを見つけちゃったじゃないですか？　だから、契約は解消というか、完かん遂すいしちゃったわけなんですよ」


「……それを信しん頼らいできる根こん拠きよは」


「ないですね。根拠っていうなら、契約者はそういうものだとしか答えられないですよ。契約者には忠ちゆう誠せい心しんとか義ぎ理りとかって感覚がないんです。あなたの執バト事ラーがちょっと変なだけですよ」


　エルミナは僅わずかに迷ってアーロンへ視し線せんを向ける。


「噓うそは言っておらぬのである」


　エルミナは小さく首しゆ肯こうすると、ヨハエルへ視線を戻もどす。


「……いいだろう。それは信用しよう」


「分かってもらえましたか。そう、俺は身も心もあなたのものなのだと！」


「……必要ない」


　存そん在ざいそのものを否ひ定ていされ、ヨハエルはうち拉ひしがれたように地面へ両手をつく。そんな様子を気にも留とめず、エルミナは淡たん々たんと問いかける。


「……それで、君はアイシャのなにを知っている」


「ぐすっ……。俺は、生まれてきちゃいけなかったんですか？　そもそも……え？　ああ、あの女の子のことですか」


　ヨハエルは気を取り直したのか、フラリと立ち上がった。


「なんて言いましょうかね。元々、あの一いつ件けんは〈宣教師〉が絡からんでたんですよね。で、俺の立場じゃ詳くわしいことは調べられないんですけど、そのとき担たん当とうだった契約者は俺の知り合いなんで、おおかたのことは想そう像ぞうがつきますよ」


「……聞こう」


「ええ？　い、言わなきゃ駄だ目めなんですか？　いや、言うのはいいんですけど、その、なんというか、ほら、俺は契約者なんですから、契約とか、見返りとか……」


　見返り──それで交こう際さいを求められるのだと察し、エルミナは怯ひるんだ。しかしアイシャのことを知ることができる数少ない機会でもある。


　揺れる天てん秤びんの狭はざ間まで戸惑っていると、ヨハエルは泣き出しそうな顔でうな垂だれた。


「分かりました。言います。言いますよ……ぐすっ。そんなに睨にらまなくてもいいじゃないですか」


　どうやら、悩なやむエルミナの無む表ひよう情じようは相当威い圧あつ的に感じられたらしい。ヨハエルは洟を啜りながら独ひとりでに話し始める。


「その女の子、アイシャちゃんでしたっけ？　その子が〈鳳おおとり〉って契約者だとしたらの話ですよ。その子はたぶん〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者だったんだと思うんですよ」


　その話はアルバやカナメの話から事実らしいと確かく認にんできていた。エルミナは小さく頷うなずく。


「それでですね、〈鳳〉はある街の孤こ児じ院いんにいたわけです。で、そこに送り込こまれた〈宣教師〉がグレリオ先せん輩ぱいだったんですよ」


「……先輩？」


「ああ、あなたも会ったことあるんですか？　あの人、見た目は子こ供どもですけど、俺が先輩より小さいころからあの姿のまんまなんですよ」


　エルミナはその答えがすぐに直感できた。


「……対たい価か？」


「でしょうね。年取らない対価って、羨うらやむ人は羨むんでしょうけどねえ。先輩は結けつ構こう嫌いやがってましたっけ。まあ、話を元に戻しますけど、〈宣教師〉は陰いん湿しつだ、みたいに言われてるのって、ほとんど先輩の手口のせいなんですよ」


　エルミナは首を傾かしげた。ヨハエルも相当陰湿だったはずだ。そんなエルミナに気づくことなく、ヨハエルは語り続ける。


「先輩の能のう力りよくは金エイン雀ジルの形をした爆ばく弾だんなんですけどね。その金エイン雀ジルは炎ほのおでできてるもんで、じっと見てると意い識しきがやられちゃうんですよね」


「……意識が、やられる？」


「ええ。つまり、こう、なんていうか……そう、催さい眠みん術じゆつですか？　暗あん示じをかけて言いなりにできるんですよ。それで〈精霊の器〉は所持者が自分から手放してくれないと回かい収しゆうできないんで、先輩の能力はそっちにかなり有ゆう効こうだったらしいですね」


　エルミナは大きく目を見開いた。


　──アイシャは暗示にかけられている……？


　ヨハエルの話を鵜う呑のみにするのは軽けい率そつだろうが、アイシャの行動を説明するには十分な説得力があった。


　──これでも、私に関わるなというのか。


　エルミナには、アルバのその要求をはねのけられない理由がある。しかし、やはりまるで見ぬふりなどできはしないのだ。


「ただ、一つ分からないことがあるんですよね」


「……分からないこと？」


「ええ。グレリオ先輩は〈精グレ杯イルの姫ひめ〉の〝監かん視し〟に来たはずなのに、なんだってアイシャちゃんを引き込んで屋や敷しきに接せつ触しよくしちゃったんですかね？　たぶん、あれは〈宣教師〉の命令じゃないはずですよ？」


　グレリオは独どく断だんで行動している？　わけが分からず、エルミナは困こん惑わくした。


　では、グレリオは一体なにをしようとしているのだろうか？


　──あるいは、なにかを見落としているのか。


　やがて、エルミナは顔を上げると毅き然ぜんとした態たい度どで口を開いた。


「……君、そのグレリオがいるところへ案内したまえ」


　エルミナがそう言うと、その背はい後ごで大きな影が揺ゆれた。


「すまぬが。それは困こまるのである」


　振ふり返ると倉庫の通路をアーロンの巨きよ体たいが塞ふさいでいた。








　第五章　そして、魔ま眼がんは開かれる










　パキパキという奇き妙みような音と、子こ供どもの悲鳴のような声でアイシャは目を覚ました。


　時じ刻こくはまだ深夜らしい。廊ろう下かの窓まどの向こうに仄ほのかな灯あかりが揺れているが、反対側の庭に面した窓には夜の闇やみがどっぷりと広がっている。


　部屋には簡かん素そな二段ベッドが、所ところ狭せましと三つ詰つめ込まれている。アイシャが寝ねているのは上の段だんだった。寝返りを打って他のベッドへ視し線せんを向けると、やはりアイシャ同様寝苦しかったのだろう。何人かがベッドから身を起こしてキョロキョロしていた。


　──誰だれか遊んでるのかな？


　廊ろう下かに揺れる灯りを見てそう思ったのだが、やがてそれはおかしいと気がついた。この孤こ児じ院いんは木もく造ぞうのため、燐マツ寸チや蠟ろう燭そくなどは院長が厳きびしく管理している。灯りは電気が通っているので電球を使っているのだ。


　廊下に見えるのは、電球の灯りには見えなかった。


　寝ぼけて頭が回らないアイシャが首を傾かしげていると、同室の少女の一人が甲かん高だかい声で叫さけんだ。


「火事だわ！」


　そのひと言で、アイシャも冷や水をかけられたように飛び起きた。立ち上がるととたんに煙けむりに視界を奪うばわれ、息が詰まる。むせ返りながらも、本ほん能のう的に屈かがみ込む。


　ベッドの柵さく越ごしに前を見ると、同室の少女たちが廊下に飛び出すところだった。


「ま、待って……」


　アイシャのベッドは部屋の一番奥おくにあった。一人置いていかれてしまい、慌あわててベッドから降おりる。扉とびらを開けたせいか、煙はすでに部屋の中に充じゆう満まんし始めていた。


　ここにいては、炎ほのおに焼かれる前に窒ちつ息そくしてしまう。焦あせりと不安で震ふるえる手足を奮ふるい立たせ、なんとか少女たちのあとを追いかけると──


　メキメキメキッ──なにかが崩くずれた音といくつもの悲鳴。


　恐おそる恐る廊下を覗のぞき込むと、床ゆかの中央にぽっかりと穴あなが開いており、その手前で二人の少女がへたり込んでいた。この建物は老ろう朽きゆう化かが激はげしい。火事のせいか、それとも大人数で走ったせいか、床板が抜ぬけたのだと分かった。


「誰か、落ちたの……？」


　寝しん室しつには二段ベッドが三つ並んでいた。それをアイシャも含ふくめて六人で使っていたのだ。それが今ここには三人しかいない。残りがどうなったのか……、床に開いた穴からは炎の舌したが凶きよう暴ぼうに暴あばれていた。


　アイシャは目め眩まいにも似にた感覚を覚えたが、すぐに我われに返ると近くにへたり込んでいる少女の腕うでを摑つかんだ。いつも威い張ばっている娘だった。


「……危あぶないから、戻もどって」


　しかし、少女は急に腕を摑まれて怯おびえたのか、その場で暴れ始める。


「……駄だ目め。崩くずれる」


　崩れるという言葉にもう一人の少女が反はん応のうし、アイシャを手伝おうとするが少女は暴れ続ける。パニックを起こしているらしかった。


　やがて、暴れる少女の衝しよう撃げきで床板がメキメキメキッ──と断だん末まつ魔まのような音を響ひびかせる。


　──落ちる！


　アイシャが身を強こわ張ばらせると、その腕を大きな手が摑んだ。


「院長先生」


　アイシャと少女の腕を摑み上げたのは院長だった。乱みだれた白はく髪はつには薄うすく血が滲にじんでおり、衣服もあちこち焼けこげていた。火事に気づいて助けに来てくれたのだと分かり、アイシャも涙なみだが浮うかんだ。


「お前たちだけか。他の子は？」


　言いながら、床に開いた穴へと視線を向け、院長は深いため息をついた。それからアイシャ以外の少女二人の手を摑むと、ズンズンと廊下を進んでいく。アイシャは足取りがしっかりしていたせいか手を握にぎってはもらえなかった。


「なんでこんなことに……約束が違ちがう……」


　慌てて追いかけたアイシャは、うわ言のような院長の言葉に眉まゆを顰ひそめた。


「院長先生……？」


　アイシャが呼よびかけると、院長は血走った目を向ける。普ふ段だんの柔にゆう和わな笑えみは見る影かげもなかった。


「お前だ。お前のせいだ。お前なんか拾わなければ、こんなことにはならなかったんだ！」


　突とつ然ぜん批ひ難なんをぶつけられ、アイシャは言われた意味を理り解かいするまもなく、院長に突つき倒たおされてしまった。


　身み構がまえる暇ひまもなかった。院長はアイシャを突き倒すと、その首に手を押おしつける。周りでは轟ごう々ごうと炎が燃もえさかっており、アイシャの癖くせ毛げがチリチリと焼ける。


　他の二人の少女も、突然のことに逃にげるべきなのか止めるべきなのか、判はん断だんがつかないらしくオロオロするばかりだった。


　──殺される！


　目の前が白く霞かすんでいき、アイシャがそう思ったときだった。


　院長が床に突き飛ばされていた。それから誰かが後ろから抱かかえ起こしてくれる。


「アイシャ。無事？」


　肩かた越ごしに振ふり返ると、そこには小麦色の髪かみをした少年の顔があった。


「グレリオ……？」


　男子の寝室は建物の反対側にあるはずだった。わざわざ駆かけつけてくれたのだと分かり、アイシャはグレリオの胸むな元もとにしがみついた。


「間に合って良かった。まさか、こんなことになってるなんて……」


　グレリオがそう呟つぶやくと、院長が鬼おにのような顔をして身を起こしていた。


「や、約束が違うじゃないか！　私や、他の子こ供どもたちには手を出さないと──！」


　院長の戯たわ言ごとを遮さえぎるように、グレリオはアイシャの頰ほおに触ふれ、顔を上げさせる。


「アイシャ。ここには君の味方はいない。君を助けてくれる人間も、守ってくれる人間もいない。君が信じていい人間はいない」


　揺ゆれる炎ほのおが小鳥のように見えた。煙けむりを吸すいすぎたのか、あるいは首を絞しめられて酸さん素そが欠けつ乏ぼうしたのか、しだいに頭がぼうっとし始め、グレリオの声しか聞こえなくなっていく。


「だけど、ぼくはアイシャを裏うら切ぎらない。ぼくがアイシャを守ってあげる。ぼくがアイシャの味方になってあげる」


　朦もう朧ろうとする意識の中に、その言葉は甘かん美びに響ひびき渡わたった。


「さあ、アイシャ。契けい約やくをしよう」


　グレリオは立ち上がるとアイシャに向かって手を差し出す。


「ぼくがここから出してあげる。だから君は────」


　声に命じられるがまま、アイシャはグレリオの手を取っていた。


　自分の、なによりも大切なものを引き替かえに……。
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「それで、どういうことですか……？」


　燦さん々さんと陽光が降ふり注ぐカフェテラス。時計塔の真下にある小さな喫きつ茶さ店てん。その店の周囲だけ地面も綺き麗れいな煉れん瓦がが敷しき詰つめられており、テーブルやそこにかかるパラソルがゆとりを持って並ならべられている。


　そこの一席にて、マルクは怪け訝げんそうに訊き返した。


　時計塔の上でドミニクに止められた後、マルクたちは話が長くなりそうなのでお茶を飲むことになった。マルクはそれどころではないと言ったのだが、あくまで自分のペースを崩くずさないドミニクとクリスの説得は不ふ可か能のうだったのだ。


　──もうこの国にはね。〈宣せん教きよう師し〉なんて組そ織しきは存そん在ざいしないんだよ──


　ドミニクはそう言ったのだ。マルクの問いかけに、ドミニクは珈コー琲ヒーを傾かたむけるとフニャリと笑った。この男は外では紅こう茶ちやではなく珈琲を好んでいるらしい。


「それは、僕ぼくよりクリスさんに訊きいた方が分かりやすいんじゃないかな」


「あなた、意外に酷ひどい人ね。そんな面めん倒どうくさい説明をあたしに押しつけるの？」


「だってほら。君が狙そ撃げきなんてしたからマルドゥーク君は勘かん違ちがいしちゃったわけだし」


「仕方がないじゃない。あなたを見るとどうしても狙ねらい撃うちたくなるんですもの」


「そうは言われてもねえ。そもそもどうしていつも僕は狙い撃たれているんだい？」


「──ちょっとお待ちなさい。ドミニクさん。あ、あなたが狙われたのは今回が初めてではないのですか？」


　友人同士のなれ合いのような口ぶりで語られた内ない容ように、マルクは自分の耳を疑うたがった。


「そういえば、何回目になるのかな？」


「そうねえ。確たしか、最初は春先ぐらいじゃなかったかしら」


「ああ、そうか。この街に引っ越こしてきてからすぐだったんだよね。うん」


「あのときも確かこの時と計けい塔とうから狙ったはずよ？」


「そうだったんだ。それでクリスさん、汽車の中まで追いかけてきたんだよね」


「そうそう。びっくりしたわよ。あたし、自分の狙撃をあんなに簡かん単たんに避よけられたの初めてだったんですもの。そういえば標的に話しかけたのも初めてだったわ」


　あたかも、恋こい人びと同士が出会いのひとときでも思い返すように語らう二人。マルクは軽い頭ず痛つうを感じた。


「なんですか？　あなた方は、顔見知りだったのですか？」


「そうだね。ときどき撃たれては、その後お茶をごいっしょしたりしてるからね」


「撃つときの癖くせとか、その日の反省点なんかも話したりしたわね」


　──間ま違ちがえています。なにかが著いちじるしく間違えています……！


　マルクが拳こぶしをブルブルと震ふるわせていると、ドミニクは思い出したように手を叩たたいた。


「話が逸それてたね。君もある程てい度ど気づいていると思うけど、エルミナお嬢じよう様さまが逃にげてきたのは〈宣せん教きよう師し〉からなんだよ」


「それは……断だん片ぺん的にではありますが、伺うかがっています」


「それでね。〈宣教師〉というのは、元々ラチナス神しん聖せい国こくの暗部みたいなものなんだ。政せい治じ的な執しつ行こう権けんもある程度持ってるしね」


　ラチナス神聖国はオルダー教教きよう皇こうが治める宗しゆう教きよう大国である。先日遭そう遇ぐうしたヨハエルの口ぶりから、〈宣教師〉が教皇子こ飼がいの組織だろうことは想そう像ぞうに難かたくなかった。まさか公式な組織だとは思わなかったが。


「だけど、ここはフロアティナなのよ」


　ドミニクの言葉を引き継ついだのはクリスだった。


「この国には契けい約やく者しややクーランの遺い産さんがゴロゴロ転がっているわ。だけどそれが欲ほしいからって、他国の機関に我わが者顔でウロウロされたら、国としては面めん子つが丸つぶれなのよね」


「どういうことです？」


「フロアティナって国はね、開かい拓たく民みんが築きずいた国だから、ラチナス辺りじゃ植民地みたいな意い識しきが未いまだに残ってるんだ」


「で、当然フロアティナのお偉えら方がたは、それが腹はら立だたしくて仕方がないのよね」


　フロアティナは独どく立りつ戦争を勝ち抜ぬき、西せい欧おう諸国を破やぶって独立している。歴史が浅い分、紛まぎれもなく自分たちが創つくった国であるという愛国心が強い。それがよその国に無む視しされたのでは、かんに障さわるどころの話ではないだろう。


「それでこの人、そのお偉方の自じ尊そん心しんをチクチクつついて〈宣教師〉がフロアティナをうろつけないようにそそのかしたのよ」


「人聞きが悪いね」


　そう言いつつも否ひ定ていはしないドミニク。


　──つまり、国という盾たてを使ってエルミナを〈宣教師〉から守ろうとしたのですか……。


「エルミナお嬢様は投とう資しや交こう易えきにも意い欲よく的だったからね。この国の成功者たちに名前を覚えられるのも早かった。おかげで、彼らからの後押しも受けられた。この国は成功者たちの国でもあるからね」


「そういうこと。それで〈宣教師〉は国を追い出される前にこの人を片かた付づけたかったんだけど、無理でしょ？　それで、とうとう本国の教皇さんにフロアティナからの抗こう議ぎが行って〈宣教師〉は撤てつ収しゆう。今この国に残ってるのは、組織から捨すて駒ごまにされた下っ端ぱと、契約に縛られたままの契約者だけになったの」


　クリスはロザリオを玩もてあそびながら懐なつかしむように語る。


「……分かりません。クリス、あなたは一体誰だれの味方なのです？」


　そう問いかけると、クリスはさも当然のように答えた。


「あたしは、女じよ性せいの味方よ。フロアティナのお偉方だろうと成功者だろうと〈宣教師〉だろうと、あたしにとっては全部宝ほう石せきの原石と同じ、磨みがいてあげたくなる宝たから物ものよ」


　そう言われて、マルクにもなんとなく分かった。クリスは〈宣せん教きよう師し〉でもあったのだろう。そしてフロアティナの高官や成功者の部下でもあったのだろう。全すべての女性を幸せにするために、この男は全てを掌しよう握あくしていたのだ。


　しかしそれだけでは説明が不十分である。納なつ得とくのいかない点が残っている。


「それで、ドミニクさんを狙そ撃げきすることで、どこの女性が幸せになれたのです？」


「あら？　今言わなかったかしら。この人を見ると狙ねらい撃うちたくなるだけよ？」


「マルドゥーク君はそれがどうしてなのか、って訊きいてるんじゃないかな」


　そのやりとりを見て、マルクは苦く笑しようした。


「いえ、もういいです。なんとなく、分かりました」


　ドミニクは恐おそらくクリスが仕し留とめられなかった唯ゆい一いつの人間なのだろう。そしてドミニクにしてみても、クリスは自分の〝カン〟を鈍にぶらせないための絶ぜつ好こうの相手だったのだろう。


　つまり、この二人はケンカするほど仲がいいと言うような友人なのだ。


「それで、あなたは今、一体誰を幸せにしたいのです？」


　それを問いかけると、クリスは獰どう猛もうな笑えみを浮うかべた。


「それはもちろん、あのクーランの女の子──アイシャちゃんよ！」


　アイシャの名前が出たことに、マルクは鋭するどく目を細めた。


「クリス。あなたは〈宣教師〉にも所しよ属ぞくしていたのでしょう？　でしたらアイシャになにがあったのかご存ぞんじありませんか？」


　クリスは紅こう茶ちやを傾かたむけ、片かた眉まゆをはね上げた。


「……あまり、他人が勝手に干かん渉しようしていい話じゃないわよ」


「知っているのですね？」


　話をはぐらかされないよう、マルクが幾いく分ぶんか強い口調でそう言うと、クリスは試ためすような怪あやしい視し線せんを向ける。


「あんた、それを聞いて責せき任にん取ってあげられるの？」


「責任……？」


「あんただって、人に知られたくないことの一つくらいあるでしょう？　アイシャちゃんにとって、それは知られたらもうその場所にいられなくなるようなことなのよ」


　それが分かってるから、エルミナもマルクに関わるなと言ったのだ。マルクにとって知られたくないことそのものである、クリスからそう言われるのは複ふく雑ざつな気持ちではあったが。マルクはポケットの中から一いち枚まいの布ぬのきれを取りだした。


　アイシャの、ヘッドドレスだった。


「アイシャはエルミナの侍メイ女ドです。我わが主あるじにとって彼女は必要な人間なのです。あの屋や敷しきで、エルミナの隣となりで笑っているのはアイシャでなければならないのですよ。そのためならば、私はどんな汚よごれ役でもやる覚かく悟ごはあります」


　そう答えると、クリスは呆あきれたように息を吐はいた。


「あんた、たぶん責任の意味取り違ちがえてるでしょ」


「どういうことです？」


「まあ、あとで苦労しなさいってことよ」


　意味が理り解かいできず、マルクが眉まゆを顰ひそめていると、クリスは紅茶を一気に飲み干ほした。


「アイシャちゃんは〈鳳おおとり〉よ。グランドヒルの街を住民もろとも灰はいに変えた契けい約やく者しやなの」


「契約者にはそれほどの力は存そん在ざいしません」


　契約者は異い能のうであって万ばん能のうではない。アイシャの能力は確たしかに強力ではあるが、その行使には間違いなく制せい約やくがかかっている。〝瞳ひとみに映うつるもの〟というだけでも結けつ構こうな制約である。それは見られなければ回かい避ひできるということなのだから。


　それゆえ、その街にどれほどの住民がいたかは分からないが、一人残らず逃にがさずに仕し留とめることなどできはしない。街ごとなど論ろん外がいである。


「それがね、できちゃうのよ。彼女、クーランでしょう？　クーランの遺い産さんを保ほ持じしてたのよね」


「──〈精せい霊れいの器うつわ〉……」


「そう、それ。それでね、それを回かい収しゆうしに派は遣けんされたのがグレリオだったわけよ──」


　それは、奇くしくも同どう時じ刻こくにエルミナがヨハエルから聞かされたのと同じ内ない容ようの話だった。


「──暗あん示じ能のう力りよく？」


「そう。〈精霊の器〉が応こたえるのはその所持者の呼よびかけのみ。無理やり取り上げたって力は貸かしてもらえないの。つまり、街を灰にできたのはアイシャちゃんだけなのよ」


　つまり、暗示をかけられたアイシャがそれをやったということだ。正気に戻もどったアイシャが〈精霊の器〉を拒きよ絶ぜつしただろうことは、想そう像ぞうに難かたくない。グレリオはそうやってアイシャから堂々と〈精霊の器〉を受け取るつもりだったのだろう。


「……グレリオが奪うばった〈精霊の器〉でそれをした可か能のう性せいは？」


　暗示をかけられるならば、それでアイシャから〈器〉を手放すようにもできたのではないだろうか？


「それは可能でしょうけど〈器〉の力は無む限げんじゃないの。回数に制せい限げんがあるのに、なんでそんな無む駄だ遣づかいする必要があるの？」


　アイシャが所持していた〈精霊の器〉は、すでに力を失い彼女の瞳に宿っている。つまりそのときの一いつ件けんで力を使い果たしたのだろう。〈精霊の器〉を回収しにきた〈宣せん教きよう師し〉が、その〈器〉を喪そう失しつするリスクを冒おかしてまでそれをするメリットはなかったはずだ。


　──その街の一件を突つきつけられれば、アイシャは反はん抗こうできませんね……。


　契約者としての制約以上に、罪ざい悪あく感が鎖くさりとなって縛しばり付けているのだ。アイシャの性せい格かくではそれに抗あらがうことはできないだろう。


　そこまで語り終えると、クリスは試ためすような眼まな差ざしをマルクへ向けていた。


「それで？　あんたはどうするの？」


「決まっているでしょう。アイシャを連れ戻もどします。グレリオに逆さからえないならばなおのことです。あの屋敷に、彼女は必要なのです」


　マルクが見つけた自分の居い場ば所しよ。そこに、いつでも笑ってくれる少女は紛まぎれもなく必要な存在なのだ。エルミナに、という理由ではない。マルク自身にとっても必要なのだ。


　マルクが毅き然ぜんとして答えると、聞き覚えのある声がすぐ隣で聞こえた。





「ははは。優やさしいね。でもね、それがこの舞ぶ台たいのみどころなんだよ」





　テーブルのすぐ側そばには、ニコニコ笑え顔がおの小さな〈宣教師〉──グレリオが立っていた。


「クリスティーナ。組そ織しきが撤てつ収しゆうしたって、どういうことだい？　ぼくは、そんな話は聞いてないぞ」


「あら？　聞いてなかったの？　駄だ目めよ、連れん絡らくくらいきちんと聞いておかないと。置いていかれちゃうわよ？」


「……騙だましたな」


「騙してなんかないわよ？　〈精グレ杯イルの姫ひめ〉はきちんといたでしょう？」


「ふざけるなよ。組織がないなら、〈姫〉を監かん視ししたって意味がないじゃないか」


「だから、なに？」


　クリスは心の底から不思議そうに首を傾げる。嘲あざけりでも開き直りでもない、幼おさない子こ供どもが教師や親に「どうして人を打ぶっちゃいけないの？」とでも問いかけるかのような口調。


　女じよ性せいを幸せにするということにのみ、世界の存そん在ざい意い義ぎを見いだしているこの男にしてみれば、「どうして男の都合を考えなければいけないの？」としか考えられないのだ。


　グレリオは片かた方ほうの瞼まぶたをヒクヒクと痙けい攣れんさせ、マルクは堪こらえきれず失しつ笑しようした。


「バカにして。ぼくの舞台に君はいらないよ──〈キー・アーン〉！」


　少年の手の平に、炎ほのおでできた小鳥が舞まい降おりる。


　マルクは手の中に銀ナイフを滑すべり込こませて振ふりかぶり、クリスがパラソルを片手で回転させる。マルクが迎オフエ撃ンス。クリスが防デイフ御エンス。合図がなくとも完かん璧ぺきに呼こ吸きゆうの合った連れん携けい。


　マルクが小鳥目がけてナイフを振り下ろ──そうとした瞬しゆん間かんだった。


　パンッ──それよりも速く、軽い音を立てて小鳥が破は裂れつした。


　──爆ばく発はつした？


　マルクはにわかに身を強こわ張ばらせたが、すぐにそれが不発だったことに気づいた。グレリオが目の前のなにかを突然見失ったように瞬きをし、クリスも驚おどろいたように硬こう直ちよくしていた。





「──とりあえず、座すわったらどうかな？　グレリオ君」





　ポンッ──と、小さな〈宣せん教きよう師し〉の肩かたに載のせられた手があった。


　グレリオのすぐ後ろにはいつの間に移い動どうしたのか、ドミニクの姿すがたがあった。賓ひん客きやくをもてなすように、テーブルの椅い子すを引いて。


「お、お前……一体、なにをした」


　小鳥を不発させたのはドミニクの仕し業わざなのだろうか。しかしマルクには彼がなにをしたのかなど、まるで見えなかった。


　ドミニクは変わらずゆるみきった空気を垂たれ流しながら、椅子を押おし、ストンとグレリオを座らせてしまう。続けて、新しいティーカップを用意すると、そこに紅茶を注そそぎ込む。


「や……屋や敷しきで、狙そ撃げきしてきたのはお前、なのか？」


　屋敷に向かったはずのグレリオはあちこちボロボロになって戻もどってきた。そのとき交戦していたのはドミニクなのだろうか？


「お前は、一体何者なんだ……！」


　契けい約やく者しやは、自身を普通の人間より優すぐれていると考える。その契約者たるグレリオが、ただの人間であるドミニクを前に、悪さが知られて親に叱られる子こ供どものように縮ちぢこまっていた。


「おかしいな。初対面じゃないはずなんだけど。……とは言っても、確たしかにずいぶん昔の話だからね。分からないのも無理はないかな」


「む、昔だって……？」


　怯おびえるようにグレリオが問いかけると、ドミニクは普ふ段だんとなにも変わらぬ、ゆるみきった表ひよう情じようでフニャリと笑った。


「かれこれ、十五年ぶりになるかな？」


「「「十五年……！」」」


　三人分の驚きよう愕がくが重なった。


　──この二人、一体何なん歳さいなのですか……！


　グレリオは、そのひと言で絞こう首しゆ台だいに立たされたように蒼白な顔になった。


「十五年……？　お前、まヽさヽかヽ、あヽのヽとヽきヽのヽ執ヽ事ヽ……！」


　ドミニクは普段開いているのか閉じているのかよく分からない双そう眸ぼうをハッキリと開くと、身も凍こおるような冷たい声で呟つぶやいた。


「思い出してくれて嬉うれしいよ。──決着をつけようか」


　マルクとクリスは、同時にテーブルから飛び退のいた。


　契約者としての本ほん能のうが、あるいは裏うら稼か業ぎようの人間としてのカンが、この男の前に立っていてはいけないと、全力で警けい鐘しようを響かせていた。


「う──っわああああああぁぁぁぁぁぁぁぁああっ！」


　そして、その正面に立っていたグレリオは断だん末まつ魔まのごとき絶ぜつ叫きようを上げていた。


　グレリオの手の中から三羽わの小鳥が解とき放たれる。それと同時にドミニクの両手がユラリと揺ゆれた。


　そして──ドンッ──一発の銃じゆう声せい。銃声は、一発だったにもかかわらず、グレリオの三羽の小鳥は同時に破は裂れつしていた。
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　──速い……！


　マルクは確かに見た。


　ドミニクの手に揺れたのは、回リ転ボ弾ル倉バー拳けん銃じゆうだった。それが銃声が一度響ひびく間に三発も撃うち込んだのだ。


　早クイ撃ツクちドロウどという次元の速さではない。拳銃は一発撃つごとに反動で銃身がぶれるのだ。それをあんな速度で三発も撃ち、あまつさえ全すべて正せい確かくに小さな小鳥へ命中させるなど、もはや人間業ではない。


　ほんの一手で自分の能力を粉ふん砕さいされ、驚愕するグレリオ。そのグレリオにドミニクは容よう赦しやなく弾だん丸がんを撃ち込む。


　それでも契約者のカンで〝なんとなく〟危き険けんだと反はん応のうしたのだろう。とっさに横に飛び退き、弾丸を回かい避ひ。寸すん前ぜんまで立っていた地面が小さく爆はぜる。


「があぁぁあっ？」


　しかし、グレリオは絶叫を上げていた。見れば、躱かわしたはずの少年の肩からは鮮せん血けつが飛び散っていた。


「契約者の悪い癖くせだ。なまじカンが良いから、最初の一発をつヽいヽ躱してしまう。躱すなら物もの陰かげに隠かくれるくらいは先を見ないと意味がないよ」


　マルクは目を瞠みはった。ドミニクはグレリオが一発目を回避した瞬しゆん間かんを狙ねらって、二発目を撃ち込んだのだ。


　早撃ちだけならば、ある程てい度どの修しゆう練れんがあれば誰だれでも可か能のうだろう。しかしそれで精せい密みつ射しや撃げきができるものなどまず存そん在ざいしない。マルクは驚愕を通り越こして感動すら覚えていた。


　そのまま、ドミニクは銃身を空へ向けるとシリンダーをスライド。バラバラと薬やつ莢きようが抜ぬけ落ち、空になった弾倉へ速すみやかに弾フル丸ムー固ン定クリ具ツプで固定された六発の弾丸を挿そう入にゆう。薬莢が地面に落下し、澄すんだ音色を奏かなでるころには再リ装ロ塡ードが完かん了りようしていた。


　流れる動作で弾倉を満たすと、ドミニクは再ふたたび銃撃を開始。しかしその僅わずかな隙すきに、グレリオもまた新たな小鳥を生み出していた。


「飛び立て〈キー・アーン〉！」


　再び解き放たれた三羽の小鳥は、今度は三方に散り、別々の方向から飛来する。それすらもドミニクは他た愛あいもなく撃げき墜ついするが、それによりグレリオを撃てない一瞬という隙が生じる。


　その隙に──グレリオは背せ中なかを向けて全力で駆かけ出していた。


　ドミニクはその背中目掛けて残った三発の弾丸を撃ち込む。が、相手は腐くさっても契約者である。鋭えい角かくに飛び退くと、身をよろけさせながらもそのまま姿すがたを消していた。最低でも一発は命中しただろうに。


　仮かりにも契約者であるグレリオが、生身の人間であるドミニクに対して躊ちゆう躇ちよなく逃にげを選せん択たくする。しかしそれは紛まぎれもなく現げん状じようで最さい善ぜんの選択だった。


　もしもグレリオにドミニクを倒たおそうなどという意い識しきが僅かにでもあったならば、再リ装ロ塡ードの前にグレリオは絶ぜつ命めいしていただろう。マルクにはそれを確信できた。


「やれやれ。また逃げられちゃったね」


　呆あきれたようにそう呟つぶやくと、ドミニクはテーブルから水のコップを取り上げ、拳銃へと注ぎかける。ジュジュジュゥッ──と音を立て、真っ白の水すい蒸じよう気きが昇る。僅か数秒の間に十二発もの弾丸を射出した拳銃は、摩ま擦さつで赤黒く発熱していた。


　──人間が、契けい約やく者しやを圧あつ倒とうした……？


　契約者揃ぞろいのヴァレンシュタイン家の使用人を束ねし家令。その家令が、ただの人間であるはずがなかった。


　目の前で引き起こされた奇き跡せきが信じられなくて、マルクは乾かわいた声を絞しぼり出した。


「ドミニクさん。あなたは、一体何者なのですか？」


　二度目になるその質しつ問もんに、ドミニクはフニャリとゆるんだ笑えみを返した。


「僕ぼくはヴァレンシュタイン家家ハウス令スチユワード。それ以上でもそれ以下でもないよ」


「……分かりません。どうしてあなたはそれだけの力を持っているのに、裏うら稼か業ぎようのにおいがしないのですか？　それに、今だってグレリオを仕し留とめようと思えば仕留められたはずです」


　あれだけの射撃精度を持っているならば、わざわざ小鳥を狙わずとも、最初の瞬しゆん間かんにグレリオを仕留めることができたはずなのだ。それを、むざむざ逃がすとは。これでは初めから仕留める気がなかったかのようである。


「僕が奥おく様さまから仰おおせつかった最後の使命は、二人のお嬢じよう様さまを見守り淑しゆく女じよに育てることなんだ。教育係がそんな物ぶつ騒そうなにおいを漂ただよわせるわけにはいかないだろう？」


　そう言って微ほほ笑えんだドミニクは、いつものゆるんだ顔ではなく、どこか物悲しそうな眼まな差ざしをしていた。そして、その意味がなんとなくマルクにも分かってしまった。


　──最後の使命──


　エルミナの屋や敷しきに彼女の肉親はいない。そしてエルミナが幼おさないころに描えがかれたらしい肖しよう像ぞう画がにも、やはり母親の姿はなかった。エルミナの母がいついなくなったのか、それはマルクの知るところではない。しかし、恐おそらくずいぶん昔のことなのだろうことは想そう像ぞうに難かたくない。


　ドミニクと彼の言う奥ヽ様ヽがどんな主しゆ従じゆう関係だったのかは分からない。しかし、ドミニクの約束は、マルクの誓ちかいと似に通かよったもの──主あるじの隣となりに傅かしずくならば人は殺さない──それに近いものだったのではないだろうか。


　マルクにはそんな気がしてならなかった。


　ドミニクは拳けん銃じゆうから水気を拭ふき取ると、燕えん尾び服ふくの内側にそっとしまい込んだ。


「さて。僕はそろそろ屋や敷しきに戻もどらないと晩ばん餐さんの支し度たくが間に合わなくなるな」


　頭上の時と計けい塔とうを見上げると、時計の短たん針しんは四を指していた。もうじき、夕ゆう暮ぐれ時である。ドミニクは手て鞄かばんを取り上げると、フニャリと笑った。


「そんなわけでマルドゥーク君。エルミナお嬢様と、他ヽのヽ使ヽ用ヽ人ヽたヽちヽに晩餐の時間だって伝えてきてもらえるかな？」


　やはり、この男は全すべてを見み越こしていながら、このゆるみきった眼差しで全てを見守っていたのだ。マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「かしこまりました。一人残らず連れて戻ります」
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　バタン──と勢いきおいよく扉とびらが開かれ、黒服の少年が倒たおれ込んできた。


　教会の礼れい拝はい堂どう。その長なが椅い子すに腰こし掛かけて、もの思いにふけっていたアイシャは、驚おどろいて飛び上がった。


「グレリオ？」


　アイシャが慌あわてて側そばに駆かけ寄よると、グレリオはあちこちから血を垂たれ流していた。


「なにがあったの？　グレリオ」


　グレリオは怪け我がのせいかガタガタと震ふるえていた。


「あいつだ。あの男、フロアティナに渡わたってきてたんだ」


「あの男……？」


　グレリオをここまで怯おびえさせたのが、アイシャが普ふ段だんから顔をつき合わせているフニャけた家令であることは、彼女には知るよしもない話だった。


　アイシャが抱かかえ起こそうとすると、グレリオはその腕うでにしがみついてきた。


「逃にげようアイシャ！」


「逃げる？」


「あいつに狙ねらわれたら殺されてしまう。ラチナスだ。ラチナスに行こう。あそこならあいつも追って来れない。組そ織しきだって、あっちで態勢を立て直してるはずなんだ」


　アイシャは震えるグレリオをそっと抱だきしめた。


「……駄だ目めだよグレリオ。あたしたちは、もう逃げちゃいけないのよ」


　アイシャの言葉にビクッと身を震わせると、グレリオはハッとしたように顔を上げた。


「ねえグレリオ。もう止やめよう？　あたしたちはどこにも逃げられないし、誰かに責せき任にんを押おしつけることもできないんだよ」


　グレリオは何な故ぜか見み惚とれるように、呆ぼう然ぜんとした顔でアイシャを見上げていた。


「グレリオがどんな五年間を過すごしたのかは知らない。グレリオがかまわないなら聞いてみたい。あたしは、ずっと逃げ続けてきた。自分の目を塞ふさいで、なにも見ないようにしてずっと逃げてきた」


　目を閉とじても〈バーラ・ルー〉はアイシャに灰はい色いろの景色を見せつける。灰色でも景色が見えたからアイシャは死なずに済すんだ。生きててはいけないと思いながらも、どうしても死にたくなかった。


　あの孤こ児じ院いん──そしてグランドヒルの街を灰に変え、大勢の人間を死なせてしまったというのに、アイシャは自分が死ぬのは嫌いやだったのだ。


　あるいは、それは見たかったからかも知れない。グレリオが語った楽しい世界を。その世界にはもう受け入れてもらえないと知りつつも、それでも見たかったのだ。


「だけど、この半年間だけは、本当に幸せだった。エルミナに手を差し伸のべてもらって、温かいご飯と温かい寝ね床どこを分けてもらった。あたしはエルミナを守りたい。エルミナがあたしを助けてくれたお礼をしたい。だから──」


　グレリオは何故か安心したような笑えみを浮うかべ、それから突とつ然ぜん打って変わり、ヒクヒクと表ひよう情じようを歪ゆがませアイシャを突つき飛ばした。


「──だから、ぼくを、裏うら切ぎるのか？」


　グレリオは目玉がこぼれ落ちそうなほど目を見開いていた。アイシャはゆっくり首を横に振ふった。


「裏切らないよ。いっしょにいてあげる。グレリオの舞ぶ台たいを、最さい期ごまで見み届とどけてあげる。──最期の最後まで」


　そして、アイシャの瞳ひとみは再ふたたび世界を灰色に塗ぬりつぶし始めた。
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　グレリオは相当怯おびえていたのだろう。歩いた後に血の痕あとが尾を引いていた。


　その血けつ痕こんを追っていくと、たどり着いたのは駅前の広場だった。夕ゆう暮ぐれ時だけあって、人の行き来も多い。こんな人の多いところであの爆ばく弾だん魔まとやり合うのは避さけたいところだ……と思っていたら、血痕はそこからさらに街の西側の繁はん華か街がいへと続いていた。


　街の西側は、ディーノ・ファミリーの縄なわ張ばりである。


　──アルバは、なにが目的なのでしょうか？


　グレリオに協力していても、実じつ際さいにはエルミナには手を出していなかったり、マルクに関わるなと警けい告こくをしたりもしている。かと思えばセリアは問答無用で襲おそってきたし、アルバもアイシャを連れて行ってしまった。


　──そもそも、アルバがエルミナを狙ねらう理由とはなんだったのですか？


　エルミナの精せい霊れいである〈アルス・マグナ〉。オルダー教で〈精グレ杯イル〉と呼よばれる〈器うつわ〉。マルクたち契けい約やく者しやが精霊に捧ささげた対たい価かを摸も造ぞうして返へん還かんする特とく異いな能のう力りよく。失われ忘わすれられた〝在あるはずのないもの〟を紡つむぎ直す復ふく元げん能力。


　あらゆるものから魅み力りよく的に映うつるだろうその精霊。だがしかしアルバはそれのどこを求めていたのだろう。契約者を二人も巻まき込こみ、あまつさえ組織の存続が危あやうくなるほど全力を注ぎ込んできたのだ。やすやすと諦あきらめるはずはないのだ。


　そこまで考えて、マルクは正反対の可か能のう性せいに気づいた。


　──あるいは、すでに目的を果たしている……？


　先日、マルクがいないときにエルミナとアルバが接せつ触しよくする機会があった。思えば、そのときからアルバの行動は不自然だった。もしもそのときに彼らの間でなにかの取引があったのならば、エルミナとアルバが敵てき対たいしていないことは説明がつく。


　そして、マルクは小さくため息を漏もらした。


「でしたら、何故あなたはこうも私の邪じや魔まをしたがるのでしょうね」


　マルクの行く手には、ジャケット姿すがたの赤毛の女じよ性せいが一人佇たたずんでいた。マルクが追ってきた血痕は、セリアの足あし下もとを通って背はい後ごの建物へと続いている。セリアの背中にそびえ立っていたのは、木造の古い教会だった。


　周りを見てみれば、いつの間にか先ほどまでの人ひと混ごみが消えており、代わりにジャケット姿の男たちが繁華街の出入り口を塞ふさいでいた。ディーノ・ファミリーの構こう成せい員いんだろう。この繁華街を封ふう鎖さしたらしい。


　しかし、その中にいるべきではない人物を見つけ、マルクは険けわしく眉まゆを顰ひそめた。


「どうして、あなたがそこにいるのです──アーロン」


　道を塞ぐギャングたちの中に、燕えん尾び服ふくに身を包んだ巨きよ漢かんの姿があった。


「お嬢じよう様さまは、どうしたのです」


　アーロンはエルミナの従じゆう者しやを務つとめていたはずだ。その隣となりにエルミナの姿はない。


「エルミナ殿どのには、少し別の場所に行ってもらったのである」


「アーロンッ！　エルミナをどうし──っっ？」


　エルミナになにをしたのか。アーロンへ詰つめ寄よろうとした瞬しゆん間かん、マルクは通りの中央に放ほうり出されていた。


「貴き殿でんの相手は、セリアなのである」


　そして、マルクは自分が嵌はめられたらしいことに気がついた。


　カナメは熱と怪け我がで出歩けず、アイシャはグレリオに籠ろう絡らくされた。そして、エルミナはアーロンを従者に街へ出て、そしてそのままどこかへ連れ去られた。


　マルクは、完全に孤こ立りつさせられていた。


「……どこまでが、あなたの仕し業わざなのですか」


　アーロンは人の思考を読み取る。その能力で彼はクリスの思考もアイシャの思考も読み取ったはずである。クリスが〈宣せん教きよう師し〉に身を置いていたことを承しよう知ちの上で屋や敷しきへと招まねき入れ、アイシャが裏うら切ぎらざるをえなくなったことも知っていたのだ。


　つまり、アーロンは初めから今回の事じ件けんの全ぜん貌ぼうを把は握あくしていたということである。


　クリスがやってきて、アイシャが弱みを握にぎられ、グレリオが現あらわれ、それにアルバが手を貸かし、そして今マルクはセリアと多数のギャングに取り囲まれている。


　どこまでが偶ぐう然ぜんで、どこまでがアーロンの思おも惑わく通りなのだ。


「セリアは貴殿と決着をつけたいのである。我わが輩はいはそれに少しだけ手を貸しただけである。アイシャ殿やクリス殿の事じ情じようは、利用させてもらいはしたが」


　マルクは小さく舌した打うちした。セリアとアーロンは顔見知りらしい。それは以前、セリアとやりとりがあったときに気づいていたはずである。にもかかわらず、マルクは彼らの行動に注意を払はらおうと考えなかった。


「あのとき、娘むすめさんに会いに行ったというのはでまかせだったのですか……」


　思えば、昨き日のうの朝食のとき、アーロンはどこへ出かけたのか訊きかれてうろたえていた。セリアと連れん絡らくを取ったのはそのときだったのだろう。


　マルクが呻うめくと、アーロンはフクロウの仮か面めんから心外そうな声を漏もらした。


「我が輩、噓うそはついていないのである。娘に会いに行ったのは事実である。というか、娘の頼たのみならば断ことわろうはずもないのである」


「娘の頼み……？」


　この上、まだなにか企たくらんでいるのだろうか。マルクが警けい戒かい心しんを強めると、セリアが困こまったように頭を抱かかえていた。


　マルクが訝いぶかっていると、アーロンは何な故ぜか遠くの景色を探さがすように、顔を背そむけた。





「うぬ。なんと申すか……、セリアが──我が輩の娘なのである」





「…………………………………………」


「………………………………………………」


「……………………………………………………」


「…………………………………………今、なんと？」


　耳が痛いたくなるような静せい寂じやく。周りのギャングたちでさえ、自分の耳を疑うたがうように目を大きく開いていた。


　アーロンは困ったように頭をかき、セリアは疲つかれたように嘆たん息そく。


「つまり、我が輩の娘というのは、セリアのことなのである」


「……ありえません」


　遺い伝でん子しの可か能のう性せいというか、生命の不ふ条じよう理りというか、鳶とんびから鷹たかが生まれたというか、髪かみの色以外相そう似じ点てんの見つからない親子を見つめ、マルクは世の中の理り不ふ尽じんさを痛つう感かんした。


　そして、それはマルク一人だけではなかったらしい。周りのギャングたちも信じられないようにアーロンとセリアを交こう互ごに見つめるもの、なにか大事なものを失ったようにヘナヘナとへたり込むもの、なにかの悲ひ劇げきでも目まの当たりにしたかのように帽ぼう子しで表ひよう情じようを隠かくすもの、それぞれ動どう揺ようしているのが遠目にも見て取れた。


　アーロンからの思わぬ攻こう撃げきに精せい神しん的に参りながらも、マルクはなんとか立ち上がる。ドミニクは晩ばん餐さんの支し度たくを始めている。それが終わるまでに、エルミナとアイシャを連れて帰らなければならないのだ。


「エルミナとアイシャは無事なのですね？」


「エルミナ殿の安全は保ほ証しようするのである。アイシャ殿は、そこの教会の中である」


「……エルミナに、毛け筋すじほどでも怪け我ががあったなら、私はあなたを生かしておきません」


　そう言い放つと、マルクはセリアへと向き直った。





　マルクが銀ナイフを抜ぬくのと、セリアが特とく製せいダーツを抜くのは同時だった。


　──出し惜おしみはしませんか。


　鉄てつ芯しんを仕し込こんだダーツ──弾だん丸がんのごとき速度で飛来するそれは、以前の〈魔ま弾だん〉に比くらべて威い力りよくが劣おとるとはいえ、それでも十分な殺さつ傷しよう力りよくを保ほ持じしている。それに加え宙ちゆうを自じ在ざいに滑かつ空くうさせる操そう作さ性せい。セリアが打だ倒とうマルク用に編あみ上げた性能は本物である。


　マルクがナイフを撃うち出そうとすると、セリアはダーツを握にぎっていない方の手をマルクへと向ける。先に能力で体たい勢せいを崩くずしに来たことを察し、マルクはそれを迂う回かいするように走り始める。


　──〈魔ま槍そう〉は使わせてもらえませんか……！


　本来、マルクの能力ならば〈魔弾〉自体は難なく防ふせげる。しかしその影かげの行使には影の固定──つまり立ち止まっている必要がある。セリアの能力はそれを妨ぼう害がいできるのだ。


　マルクがナイフを投とう擲てきするのと同時に、セリアも〈魔弾〉を解とき放つ。


　衝しよう突とつするナイフと〈魔弾〉。能力の付加を得ていないナイフは、ガラスのごとく儚はかなく打ち砕くだかれた。


　ナイフを打ち砕き、マルクへ迫せまる〈魔弾〉。マルクは身を屈かがめて初弾を回かい避ひ。外れた〈魔弾〉はその背はい後ごにあったガス灯とうの鉄柱を粉ふん砕さい。近くに立っていたギャングが悲鳴を上げて地面に転がる。


　セリアに注意を戻もどすと、あちらもすでにマルクとは反対側に駆かけ始めていた。それ目掛けて二本目のナイフを投擲。されど相手も契けい約やく者しやである。軽い足取りで身を捻ひねると、難なんなく回避。外れたナイフは教会の窓まどガラスを割わって姿すがたを消した。


　ヒュヒュヒュヒュヒュンッ──風を切って宙を旋せん回かいする〈魔弾〉。マルクはそれを回避しながらギヽャヽンヽグヽのヽ人ヽ垣ヽへヽと飛び込む。


「ぎゃああああっ──こ、こっちに来るなあっ！」


「姐ねえさん！　当たる！　俺おれたちが──うぎゃっ？」


　暴ぼう力りよくの中にも品性を重んじるはずのギャングたちは、自分たち目掛けて飛来する〈魔弾〉に悲鳴を上げる。もちろん、あれだけ加速した〈魔弾〉がそれで止まってくれるはずもなく、ギャングたちの人ひと垣がきは無む惨ざんにも粉砕されていた。





　この瞬しゆん間かん、路上封ふう鎖さを統とう括かつしていたギャング──本名ロイド＝オニール──セリアへ仄ほのかな恋こい心ごころを寄よせていたディーノ・ファミリー幹かん部ぶは、深しん刻こくな女性恐きよう怖ふ症しように陥おちいった。


　以い降こう、気の強い女性に出会うと震ふるえ上がるようになり、ギャングとして再さい起き不能。アルバの温情でファミリーを抜けたのち、屍かばねのように各地を放ほう浪ろう。ある街で気の弱い深しん窓そうの令れい嬢じようと運命的な出会いを果たし、彼女を守るために殺し屋と死し闘とう。腕うでっ節ぷしを買われた彼は用よう心じん棒ぼう兼けん執しつ事じとして雇やとわれ、女性恐怖症と闘たたかいながらも新たな物語を紡つむぐことになる。





　そんな未来を知るよしもなく、ギャングのリーダーは〈魔弾〉の流れ弾だまに吹ふき飛ばされて路上を転がっていった。


　マルクは転がるギャングが落とした帽ヽ子ヽを拾い上げ、再ふたたび自分目掛けて迫せまり来る〈魔弾〉に突つき出す。


　ボキンッ──革かわ帽ぼう子しが立てるはずのない音を立て、マルクは大きく吹き飛ばされた。


　両手がしびれて感覚がなくなる。骨ほねにヒビの一つくらいは入ったかも知れない。


「さすがに、素す手ででは止め切れませんか」


　セリアは感かん嘆たんしたように口くち笛ぶえを鳴らす。マルクの手にした帽子の中で〈魔弾〉のダーツは粉々に砕け散っていた。


　マルクが影を〝拘こう束そく〟したものは、外部からの干かん渉しようを一いつ切さい受けつけない。つまり物理的衝しよう撃げきで破は壊かいできない鉄てつ壁ぺきの盾たてとなる。マルクは自分が触ふれたものならば影を使わずとも〝拘束〟することができた。触れ合ったものは必然と影も接せつ触しよくしているのだから。


　しかし、いくら盾が頑がん丈じようでも、衝撃を受け止めるマルクは生身である。砲ほう弾だんのごとき威い力りよくの〈魔弾〉を素手で受け続けることは不ふ可か能のうだった。


　止まっていれば再び狙ねらい撃うちにされる。マルクは再び駆け始めて、その手にナイフを滑すべり込ませるが、今しがたの衝撃でしびれた手はそのナイフを取り落としてしまう。


　──ナイフが、投げられない……！


　たった一度の防ぼう御ぎよで、マルクは攻こう撃げき手しゆ段だんまで破壊されていた。


　呻うめくマルクに、セリアは躊ちゆう躇ちよなく次の〈魔弾〉を射しや出しゆつ。マルクはそれを伏ふせて躱かわすが、その背せ中なかを衝撃が襲おそう。〈魔弾〉自体は回かい避ひしたはずだが、側そばをかすめただけでこの威力である。加えて、〈魔弾〉の精せい度ども上がり始めていた。


　立ち上がり、少しでもセリアに近づこうと足を進めるが、今度はその足に〈魔弾〉が飛来する。とっさに飛び退のいて回避する──が、僅わずかに遅おそい。燕えん尾び服ふくの裾すそが撃ち抜かれ、左の大だい腿たいから鮮せん血けつが飛び散った。


　防戦一方。反撃不能。手のしびれが回かい復ふくするまで逃にげ切れるかも怪あやしい。


　──どうします……。


　たかが押おして引くしかできない能力が、これほどまでに強力になりうるものなのか。憔しよう悴すいし始めたマルクは、とうとう道ばたの石ころに足を取られてしまった。


　転てん倒とう。当然のこと、それを目掛けて飛来する〈魔ま弾だん〉。


　──避よけられない……！


　この〈魔弾〉は完かん璧ぺき過すぎる。破やぶりようがない。マルクが観念しかけたそのとき──


「──マルクッ！」


　聞き慣なれた、それでいてこんな大声が出せたのかという聞いたことのない声に、マルクはハッとした。


　──こんな、無様な姿すがたが見せられますか……！


　そして、ほぼ反射的に左手を前に突き出していた。


　ドスッ──鈍にぶい衝撃と共に、手の平を貫かん通つうしてダーツの切っ先が飛び出す。


　しかし、それだけだった。ガス灯とうの鉄柱を粉ふん砕さいした〈魔弾〉が、マルクのたかだか生身の手の平一いち枚まいを撃ち抜けずに、そこで停止していた。


　マルクは直ちよく接せつ触れれば影を操作せずとも対象を〝拘束〟できる。マルクは触れた瞬間に〈魔弾〉を〝拘束〟していた。


　当然、それで腕が無事ですむはずはない。手の平だけでなく、上じよう腕わん、肩かたに至いたるまで衝撃が走り、筋すじが千切れたらしいことは感かん触しよくで分かってしまった。


　左腕一本を捨すてたのだ。マルクは奥おく歯ばを嚙かみしめ、右手にナイフを滑り込ませる。そして、そのままセリア目掛けてスローイング。


　撃ち出されたナイフは、〈魔弾〉を止められたことで愕然としたのか、動きの止まったセリアへ真まっ直すぐ迫せまる。


　それでもとっさに躱そうとしたのだろう。セリアは僅かに身を捻ったが、渾こん身しんのスローイングナイフは容よう赦しやなくその右肩へと直撃。長身のセリアの体が、背はい後ごの壁かべまで吹き飛ばされていた。


　──二度は、できないでしょうね……。


　マルク自身、〈魔弾〉を止められたのはたまたまだった。たまたま──彼女の前でこんな無様な姿は晒さらせない──そんな衝動に突き動かされ、腕一本捨てる覚かく悟ごができたのだ。


　左手に突き刺ささったダーツを引き抜いて、その覚悟をつけさせた声の主へ、マルクは振ふり返った。


　先ほどの声──その声の主を捜さがすと、そこには金色の髪かみをたなびかせ、翠すい玉ぎよくの瞳ひとみを揺ゆらした人形のごとく表ひよう情じようのない少女が佇たたずんでいた。


「お嬢じよう様さま……？」


　マルクは自分の目を疑うたがうようにそう呟つぶやきながらも、そちらへフラフラと歩み寄よっていた。


「お嬢様、どうしてここに？　怪け我がは？　なにもされませんでしたか？」


　アーロンはエルミナをどこかへ連れ去ったように言った。そこで見み張はりがいなかったとは考えられないし、そこから彼女が一人で抜け出したにしろ、街の中ではなにがあったか分からない。


　マルクがうろたえながらそう尋たずねると、エルミナは困こまったようにドレスの裾を揺らした。


「……私は、毛ヽ筋ヽほヽどヽもヽ怪ヽ我ヽはヽしていない」


　それが、どこかで聞き覚えのあるひと言だったことに、マルクはにわかに硬こう直ちよくした。


「あの、お嬢様？　一つ、お聞きしてもよろしいでしょうか」


「……なにかね」


「いつから、見ていらっしゃったのです……？」


　エルミナは、うろたえたように視し線せんを逸そらした後、すぐ側そばの店を指さした。どうやらカフェテラスらしく、かなりの客が入っている。そして、何な故ぜか中の客たちは口くち笛ぶえを吹ふいたり拍はく手しゆを送ったりしていた。


「もしかして、初めから、全部、見ていらしたので？」


「……アーロンが、そこにいれば、私の心配が杞き憂ゆうだと分かると」


「し、心配……？」


「……そちらは、もう良いのだ」


　エルミナの頰ほおには、心なしか上気したような赤みが差していた。


　なにを言っているのか、理り解かいできない。エルミナの心配事とは、アイシャのことだろうか。確たしかにこの先にアイシャはいるはずなのだが、ここから見ていてなにが分かったのだろう？


　マルクがパクパクと口の開かい閉へいを繰くり返していると、突とつ然ぜんこの世の終わりのような悲鳴が響ひびき渡わたった。


「はぁあああぁあああああああぁぁぁっぁぁぁぁぁあああああぁああっ？」


　ビクッとして悲鳴の方角に視線を向けると、そこには見み慣なれた黒服に身を包んだ男が膝ひざをついていた。


「き、君たちはなにやってんですか？　ここを、どこだと思ってんですか？　神の家ですよ？　神しん、聖せい、な、信者たちの学まなび舎やですよ？　つまり、俺の家なんですよっ？」


　見てみれば、確かに教会は壁も窓まども壊れて悲ひ惨さんなありさまになっていた。中からは何故かモクモクと煙けむりまで立っている。


　最後のひと言には眉まゆを顰ひそめたが、ヨハエルはここに住み着いていたのだろうか？　マルクが反はん応のうに戸と惑まどっていると、ヨハエルは人生の全すべてを失ったような顔ですすり泣いていた。


「か、悲しすぎます。これから、俺はどこで寝ねればいいんですか？　悲しすぎて──涙なみだが止まらないじゃないですか〈クーア・ルンゲ〉──ッ！」


　ズズンッ──と、大地が揺れた。


　──この男、こんな建物の多い場所でなんてことを……！


　ヨハエルの能のう力りよくは触ふれたものを揺さぶることである。対象の大きさにかかわらず揺さぶるその能力は、地面に使うと地じ震しんとなる。フロアティナでは地震など滅めつ多たに起こらない。建けん造ぞう物ぶつはいちいち耐たい震しん処しよ置ちなど施ほどこされていない。


　マルクが戦せん慄りつしていると、その震しん源げん地ちたるヨハエルの真上になにかが落下していた。


「すまぬが。今は横やりは遠えん慮りよ願うのである」


　アーロンの手の平だった。アーロンの巨きよ体たいから叩たたき下ろされる手の平は、凶きよう器きを通り越こして立りつ派ぱな兵器である。まともに叩きつけられたヨハエルは、カエルのように地面で潰つぶれていた。


　それから、アーロンはフクロウの仮か面めんの双そう眸ぼうをマルクへと向ける。


「マルク殿どの。まだ、終わってはいないのである」


　振ふり返ると、セリアは背後の壁に体を預あずけながらも懸けん命めいに立ち上がっていた。


「これ以上やると、あなたの娘むすめさんは死んでしまいます」


「……それでも、セリアはまだ戦うと言っているのである」


「何な故ぜです？　アルバとの契けい約やくにそこまで尽つくす必要はないはずです」


「貴き殿でんが、かつて命を取ろうとしなかったことを屈くつ辱じよくに感じているのである。アルバ殿の命ではないのである」


　マルクは舌した打うち混まじりのため息をついた。


「契約者が私し情じようで行動したというのですか？」


　アルバはエルミナにも危き害がいを加えなかった。交戦の意思がないように見えるのに、何故かセリアは襲おそってくる。セリアがアルバの契約とは無関係に行動していたならば、それも説明がつく。


「契約者とて人間なのである。それは、貴殿の方がよく知っていることではないのか」


　マルクは、羞しゆう恥ち心しんから片かた手てで顔を覆おおった。


　エルミナの声が聞こえたとき、マルクは確たしかに負けられないと思った。そして、そのおかげで〈魔ま弾だん〉を凌しのぐことができた。エルミナの前で無様な姿すがたは晒さらせない。そんな、契約者にあるまじき感情によって。


　そもそも、マルクが離反したアイシャを追っていること自体が契約者にあるまじき無利益な行動だった。


　マルクは燕えん尾び服ふくを脱ぬぐと、その中から銀時計を抜ぬき出した。


「お嬢じよう様さま。預かっていただけますか。壊こわれてしまうと困こまります」


　エルミナは大きく瞬まばたきをしたが、やがて小さく頷うなずいて銀時計を受け取った。


　マルクは破は壊かいされた腕うでに、応おう急きゆう処しよ置ちのように燕尾服を巻まき付けると、右手に銀ナイフを滑すべり込ませた。


「──決着を、つけましょうか」





　マルクがエルミナたちから距きよ離りを取ると、セリアもダーツを抜く。


　マルクもセリアもお互たがい片かた腕うでが使用不能。しかしマルクは利きき手が無事であり、セリアはその逆ぎやく。利き手を失っている。


　先ほどまでのように〈魔弾〉を操あやつることはできないだろう。しかしただの直球ならばマルクの影かげに止められる。先に、マルクの体たい勢せいを崩くずさせる必要があるのだ。


　つまり、マルクがナイフを撃うち込こむのが先か、セリアが能力でマルクの手を封ふうじるのが先か、先手必勝の早はや撃うち勝負。


「アーロン。合図を頼たのみます」


　マルクの呼よびかけに、アーロンは一枚まいの硬こう貨かを取り出し、そしてそれを大きな指で器用に弾はじいた。


　キィン──硬かたい音が、響ひびき渡わたった。


　セリアが血まみれの右手を僅わずかに震ふるわす。マルクはそれに引かれるように燕尾服を巻き付けた左腕を突つき出す。


　前に引かれる引力を感じ、それからマルクの腕からフワリと燕尾服が解ほどける。


　引力と斥せき力りよく──その能力の制せい約やくは、一度に一つの対象にしか干かん渉しようできないことである。セリアが引き寄よせたのは、マルクが脱いだ燕尾服だった。


　セリアが僅かに目を見開き──それでもその手からダーツの〈魔弾〉を射しや出しゆつ。同時にマルクもナイフをスローイング。


　衝しよう突とつする〈魔弾〉と〈魔ま槍そう〉──鈍にぶく光る金きん属ぞく片へんをまき散らして、なにかが砕くだけ散る。そして──


　ドッ──鈍い音が響ひびいた。


「……私の、勝ちです」


　ずり落ちた丸メガネを押おし上げ、マルクは毅き然ぜんとしてそう言い放った。地面に散さん乱らんしているのは打ち砕かれたダーツ──〈魔弾〉の破片だった。能のう力りよくでの牽けん制せいに失敗した分、動どう揺ようして能力の付加が甘あまかったのだ。


　セリアのこめかみをかすめる形で、銀ナイフは突き刺ささっていた。


　腹はら立だたしげに目を細めるセリア。マルクは怯ひるむことなく微び笑しようを以もつて迎むかえ撃つ。


「これが私のやり方です。私はあなたの命など取っては差し上げません。あなたの血で汚よごれた手で、お嬢様の紅こう茶ちやを注ぐわけにはいかないのですよ」


　セリアはなおも食い下がるように睨にらみつける。


「それが気に入らないと仰おつしやるならば、何度でも来ると良いでしょう。その都度お相手して差し上げます」


　セリアは納なつ得とくいかないような顔をしていたが、不意にカクンと膝ひざを折った。どうやらあの〈魔弾〉は相当集中力を必要とするらしい。負ふ傷しようで倒たおれたというよりも疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子だった。


「セリア。貴き殿でんの負けなのである」


　倒れるセリアを抱かかえ上げる大きな影かげがあった。あの巨きよ体たいはアーロン以外にはありえないはずなのだが、マルクを始め、エルミナや周りのギャングたちですら、目をこすって自分の目を疑うたがっていた。


　その巨漢の顔にフクロウの仮か面めんはなく、渋しぶい顔立ちの中年の顔があった。頰ほおから眉み間けんにかけて引っかき傷きずが走っており、そのわりには穏おだやかな眼まな差ざしが不思議と威い圧あつ感を与あたえない。マルクでさえ歳としをとったらあんな漢おとこになりたいと思うような男前だった。


　抱だきかかえられたセリアは羞しゆう恥ち心しんからか頰を赤く染そめて顔を背そむける。


「まったく……お前はつまらぬところばかり我わが輩はいに似にてしまったな」





　カーン──それが決着の証あかしというように、教会の鐘かねが高らかに鳴り響いた。
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「焼き払はらえ──〈バーラ・ルー〉！」


　アイシャの呼よびかけに、世界が灰はい色いろに染そまる。


「アイシャアアァァァァァァアアッ！」


　同時に解とき放たれる炎ほのおの小鳥。飛び立った金エイン雀ジルは瞬しゆん時じに灰色に染まり、爆ばく発はつすることなく落下。床ゆかに接せつ触しよくすると煙けむりのように砕くだけて灰の山になる。


　しかし、アイシャが小鳥に意い識しきを向けた一いつ瞬しゆんの隙すきに、グレリオは長なが椅い子すの陰に転がり込んでいた。


「くそっ。くそっ！」


　悪あく態たいをつくグレリオを追って、アイシャは長椅子の向こうへ回り込む──が、そこにグレリオの姿すがたはなく、代わりに二羽わの小鳥が止まっていた。


「バーラ──きゃっ？」


〈魔ま眼がん〉で焼き払おうとした瞬間、横合いから衝しよう撃げき。どうやら椅子の破は片へんを投げつけられたらしい。その隙に発光する炎の小鳥たち。


　アイシャはとっさに飛び退のくと、別の長椅子の陰に転がり込む。


　ゴッ──続けて礼れい拝はい堂どうが震ふるえ上がるような衝撃。


　それから腕うでに強きよう烈れつな痛いたみが走る。目を向けてみると、そこにはナイフのような大きさの木片が深々と突き刺さっていた。


　木片を引き抜くと、アイシャは苦く笑しようを漏もらした。


　──マルクさんの言うとおりだ。あたしは弱い。


〈魔眼〉の力ならなんでも壊こわせると思っていた。格かく闘とう技ぎだって武ぶ器きがなければ、カナメにも負けない自信があった。にもかかわらず、実じつ際さいに戦ってみるとまるで上う手まくいかない。アイシャには実戦での駆かけ引きというものの知識がないのだ。


　以前、カタナを持ったカナメと対等に渡わたり合えたことはあった。しかしあのときはカナメが真っ向からそれを受けてくれたこと、そしてアイシャが不意打ちで仕し掛かけたから互ご角かくに見えただけなのだ。マルクが割わって入ってくれなかったなら、アイシャはそのまま負けていたのだろう。


　礼拝堂の中には、今の爆発で吹ふき飛ばされた灰が霧きりのように立ちこめていた。


　──これじゃあ、〈魔眼〉が使えない……！


　アイシャの〈魔眼〉は、対象がハッキリと見えていることが制せい約やくだった。よく見えない遠方のもの、なにかの物もの陰かげにあるもの、そして霧きりや暗がりの中のよく見えないものは〝灰〟に変えられない。


　視し界かいの塞ふさがれた世界に──カラン──と、軽い音が響く。


　突とつ然ぜんの物音に、アイシャはビクッと身を震わせる。視界の利きかないこの空間で、聞き慣なれない物音はいやに不気味に感じられた。


　続けてもう一度──カラン──軽い物音。どうやら木片でも投げているらしい。


　──なんの意味があるんだろう……。


　こちらの位置を探さぐっているのだろうか。それとも攻こう撃げきを仕掛けるためにアイシャの気を紛まぎらわそうとしているのだろうか。ここから逃にげるべきなのか、それとも動かずじっとしているべきなのか、実戦経けい験けんに乏とぼしいアイシャはひたすら戸と惑まどう。


　──あなたが弱いからです──


　不意に、マルクのひと言が脳のう裏りを過よぎった。


　それから、平静を失いかけている自分が、グレリオの思おも惑わくに見事に嵌はまっているのだと気づいた。


　──もう、迷まよわないって決めたんだ！


　そう、意い志しを奮ふるい起こし、立ち上がろうとしたときだった。


　ガシャン──なにかの割れる音。そして外から射さし込む光。


　顔を上げると、窓まどガラスが割れてそこから陽ひの光が射し込んでいた。室内に充じゆう満まんしていた灰が、そこから外に流れ出しているのだ。


　アイシャが知るよしもないことではあるが、それは外でセリアと交戦中だったマルクが外した投げナイフだった。


　アイシャはギュッと目を瞑つぶる。〈バーラ・ルー〉の〈魔眼〉は瞳ひとみに映うつらぬ遠くの景色を見通す。そこにある他者の瞳を借りて。


　アイシャが見た灰色の景色は、やはり礼れい拝はい堂どうの中で、アイシャと同じく外から射し込む陽の光を見上げていた。アイシャが〝視みた〟のはグレリオの見た景色だった。


　──近い。


　向こうも負ふ傷しようしているのだから当然のことではあるが、それほど遠くまでは移い動どうしていなかったのだ。アイシャはその景色をしっかり記き憶おくすると、自分の目を開く。景色の相そう違い点てん。それは射し込む陽光の位置。


　──もう少し後ろ……？


　そう思って振ふり返ったとき、灰色の濃のう霧むの向こうでなにかが揺ゆれたように見えた。


「──見つけた」


　アイシャはすぐさま立ち上がると、自分の後ろの長椅子を思いっきり蹴けり飛ばした。


「うわっ？」


　そして、小さな悲鳴。


　窓が割れたおかげか、礼拝堂の中の灰とほこりは、しだいに晴れ始めていた。そんな中、グレリオは大きく開かれた通路の中央に蹲うずくまっていた。本来ならば、花はな嫁よめと花はな婿むこ。祝福される二人が歩くべき道である。


　アイシャはグレリオの正面に歩み寄よった。


「グレリオが聞かせてくれた舞ぶ台たいのお話、好きだった」


　それから、アイシャは寂さびしそうに微ほほ笑えんだ。


「あたしに、笑うってことを教えてくれたのは、グレリオだったんだよ」


　──観客は笑ってなきゃいけないんだよ──


　グレリオに出会えなければ、アイシャはあの孤こ児じ院いんで笑うことなど学べなかった。エルミナに出会っても笑えなかった。


　たとえグレリオがアイシャを騙だましていたとしても、アイシャにいつでも笑っていようと思わせてくれたのはグレリオなのだ。


　だからアイシャはグレリオを止める。笑うということを思い出させてくれたエルミナを守るために。あの孤児院でいろんな舞台の話を聞かせてくれたグレリオが大好きだから。


　グレリオは血走った眼まなこをギョロつかせ、歪ゆがんだ笑みを浮うかべた。


「舞台ってものはただの演えん技ぎなんだよ。誰だれもが誰かの思惑で操あやつられてるんだ。観客は役者に、役者は脚きやく本ほん家かに、脚本家は観客に。みんな誰かの尻しりを追ってグルグル回ってるだけなんだよ。ぼくの舞台を操っていいのはぼくだけだ。アイシャはぼくの言うとおりにしてればそれで良かったんだよ！」


　分かっていたはずなのに、心のどこかで期待していたのかも知れない。グレリオは引き返してくれるのではないかと。アイシャは、唇くちびるを震ふるわせた。


「……変わっちゃったんだね、グレリオ」


「変わったのはアイシャの方じゃないか」


　アイシャは、そのとき確たしかに微笑んだ。


「変われたのかな？　だったらいいな」


　──あなたが弱いからです──


　エルミナと同じくらい優やさしいマルクが、エルミナと同じくらい厳きびしいことを言ってくれた。もう会えないことは分かっている。もう優しくしてもらえないことも分かってる。


　しかし、そう言ってくれたマルクは、少しだけ自分に近づいてくれたような気がして、だからアイシャは少しでも強くなりたいと思えた。


　──変われたのなら、マルクさんのおかげかな……。


「もういい。ぼくの舞台にアイシャはいらない──吹ふき飛ばせ〈キー・アーン〉！」


　グレリオの叫さけびと共に舞まい降おりる三羽わの小鳥。アイシャはそちらには視し線せんを向けず、真まっ直すぐグレリオを見つめていた。


「もう、止まれないんだねグレリオ」


　悲しくそう呟つぶやくと、アイシャの瞳は灰はい色いろに染そまった。





　カーン──それが決別の印しるしというように、教会の鐘かねが高らかに鳴り響ひびいた。
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　ロックウォールの街を一望できる時と計けい塔とう。その頂ちよう上じようにクリスはいた。


　真っ赤なドレスの裾すそを風になびかせ、縦たてロールに巻まかれた髪かみをさっとはね上げる。その右手には長大なマスケット銃じゆう。その銃の照しよう準じゆんのレンズ越しに教会の中を窺うかがっていた。


「そう。アイシャちゃん、戦うことにしたの……」


　クリスが扱あつかうのは古いマスケット銃ではあるが、その照準はレンズを入れ替かえることで標的の拡かく大だいができるよう改かい造ぞうが施ほどこされていた。クリスが設せつ計けいし、組み立てた独どく自じの機き構こうである。


　照準の向こうでは、グレリオと向き合うアイシャの瞳ひとみが灰色に変わるところだった。グレリオの小鳥が灰色に染まり、それからアイシャが駆かけ出す。それを続けて追いかけると、突とつ然ぜん照準の向こうが灰色に染まった。


「……あら？　これじゃあ見えないわね」


　どうやらアイシャの能力とグレリオの能力がぶつかったらしい。教会の中で灰が巻まき上がっている。外からはまるで見えない。


　他の窓まどに照準を向けてみるが、そちらもやはり灰色で中の様子は見えそうになかった。いくつか窓を覗のぞいていると、そのうちの一つが突然砕くだけた。


　なにかが飛んできたのだと分かり、クリスは照準を教会前の大通りに向ける。そこではマルクと赤毛の女じよ性せいが交戦しており、どうやらマルクの投げナイフが外れて窓を割わったらしい。


「マルクったら！　女性にナイフを投げつけるなんて、あとで生かしておかないわ」


　しばらくそちらの方を見学してみるが、マルクの方が劣れつ勢せいに見えた。


　クリスは僅わずかに躊ため躇らったが、再ふたたび照準を教会へと向けた。


「二ヽ度ヽ目ヽは助けないわよ」


　ドミニクと狙そ撃げきで戯たわむれているときも、マルクはあの女性と交戦していた。そのとき、クリスは一発だけマルクのために撃うった弾だん丸がんがあった。


　その思い出を記き憶おくの彼かな方たに追いやると、教会の窓の一つにアイシャの姿を見つけることができた。どうやらお互たがい相手の位置を見失っているらしい。アイシャは固く目を閉とざしており、なにかを探さぐっているのだろうと分かった。


　それから、アイシャは突然立ち上がると、彼女の後ろにあった長なが椅い子すを蹴けり飛ばす。吹き飛んだ長椅子といっしょに、小さな〈宣せん教きよう師し〉が床ゆかを転がる。


　クリスは照準を絞しぼってアイシャの顔を見る。物悲しく微ほほ笑えんだその表ひよう情じようは、屋や敷しきでみたものよりずっと力強く見えた。
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「凜り々りしくていい顔をしてるわ。──だけどね、あたしが見たいのはそういう顔じゃないのよね」


　クリスはアイシャから照準を外すと、その頭上にある教会の釣つり鐘へと向ける。田い舎なかの教会だけあって、あまり大きなものではないが、それでも小さな赤子ほどはある。それが落下すれば、この老ろう朽きゆう化かに加えアイシャやグレリオの能のう力りよくで傷いたみが来ている教会の天てん井じようは抜ぬけてしまうだろう。


　その鐘を釣る錆さびた鎖くさりに狙ねらいを定める。





　クリストファ＝マルドゥークは女性をなによりも愛している。しかしそれは彼女たちの人じん格かくを愛しているわけではない。


　そしてクリスは、女性には一番輝かがやける瞬しゆん間かん、一番美しい表情が存そん在ざいすると考えている。


　クリスが愛しているのはその表情であり、それを見るためならば、彼は他のなにを犠ぎ牲せいにしても許ゆるされると、真しん剣けんに考えている。


　それゆえクリスはそのために女性を不幸や困こん難なんのどん底へ突つき落とすことがある。


　あらゆる富とみに囲まれ、欲ほしいもの全すべてを手にしてしまった女性。その女性の〝ある表情〟を見るために必要ならば、クリスは躊ちゆう躇ちよなくその女性からなにもかもを奪うばい取る。


　同様に、幸さち薄うすい人生を歩んできた少女が、いまわの際きわにならば〝ある表情〟を見せてくれるというのならば、クリスは喜んで彼女の心しん臓ぞうに銃じゆう弾だんを撃うち込こむのだ。





　だから再ふたたびクリスは凶きよう弾だんの狙いをつける。


　アイシャ＝クラン＝ウィードという、クリスに関心を持たれてしまった少女の〝ある表情〟を見るために。彼女の直上に位置する釣り鐘を撃ち落とすため、マスケット銃の引き金を絞り込む。





　カーン──葬そう列れつを送るように、教会の鐘が高らかに鳴り響いた。
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　メキメキメキッ──鐘の音が鳴り響くと同時に、その異い様ような音が礼れい拝はい堂どうに響き渡り、アイシャは反はん射しや的に真上を見上げた。


「あ──っ！」


　バラバラと砂すな埃ぼこりと木もく片へんが落下し、アイシャは目を覆おおった。降ふってきたなにかの破は片へんが瞳ひとみを直ちよく撃げきしたのだ。そして目を覆う瞬しゆん間かん、黒光りするなにか大きなものが落下し始めるのを見た気がした。


　アイシャは〝なんとなく〟危き険けんだと感じ、即そく座ざに後ろに飛び退のく。


　ゴゴンッ──大きな壷つぼほどの釣り鐘がねが、一瞬前までアイシャが立っていた場所に落下していた。


　床ゆか板いたが爆はぜ割われ、アイシャは足を取られて転てん倒とうする。


「運にまで見み放はなされたね」


　冷れい淡たんな声。仰あお向むけに倒たおれたアイシャの上から、燃もえさかる金エイン雀ジルが舞まい降おりていた。


　──〈魔ま眼がん〉──間に合わない……！


　アイシャが痛いたむ目を大きく見開いた──ときだった。


　ヒュボッ──舞い降りる小鳥を、銀色に光るなにかが引き裂さいた。


　金エイン雀ジルは儚はかなく霧む散さんし、グレリオが愕がく然ぜんと目を見開く。アイシャが慌あわてて身を起こすと、教会の扉とびらが開いて夕ゆう暮ぐれの赤い光が射さし込んでいた。


「なんとか、晩デイ餐ナーの時間には間に合いましたか……」


　そして、扉には丸メガネをかけた少年が寄よりかかっていた。普ふ段だん着込んでいるはずの燕えん尾び服ふくは、今は着ていなかった。


「マルク、さん……？」


　マルクはあちこち獣けものに引っかかれたように傷きずだらけだった。


　──相手がエルミナじゃなくてあたしでも、それくらい必死になってくれるのかな──


　いつだったか、マルクがあまりにエルミナのことしか見ていないから、そう独ひとりごちたことがあった。


　グレリオはマルクの姿すがたを見ると、強こわ張ばらせた顔に含ふくんだ笑みを浮うかべた。


「お前が相手なら────っ？」


　炎ほのおの小鳥がグレリオの手の中に舞い降りる──が、発生と同時にそれは儚く霧散した。マルクの投げナイフが、金エイン雀ジルを的てき確かくに撃ち抜ぬいていた。


「あなたの能力は強力です。こと暗殺に関してならば、あなたより秀ひいでた契けい約やく者しやはそうはいないでしょう」


「うっ──っわああああああぁぁぁぁぁぁあっ！」


　今度はまとめて三羽わの小鳥が羽ばたく。しかしそれも瞬またたく間に撃ち落とされる。


「ですが、爆ばく弾だんを小鳥の形で出さねばならず、加えて爆発するまでも時タ間イム差ラグがあります。セリアの〈魔ま弾だん〉あたりと比くらべてしまうと……」


　マルクはそこで言葉を切ると、草原を駆かけ抜けるような涼すずやかな微び笑しようを浮かべた。


「正直──欠あく伸びがでます」


　アイシャも直感してしまった。グレリオはすでにマルクの間合いに入っている。これからグレリオがなにをしようとも、マルクはそれよりも速くナイフを投げる。


　震ふるえ上がるグレリオに微笑を返し、マルクはアイシャの方へと進んでくる。マルクの左手からは、ポタポタと鮮せん血けつが滴したたっていた。ここに来るまでに深手を負っているのだ。


　アイシャがなにか言おうと口を開いた──瞬しゆん間かんだった。


　ピシャン──右の頰ほおに熱い痛みが走っていた。


「え……？　え？」


　口の中に血の味が滲にじむ。頰を叩たたかれたのだとは、なかなか理り解かいできなかった。マルクは丸メガネを押おし上げると、感かん情じようのこもらない声で問いかける。


「アイシャ＝クラン＝ウィード。あなたの主あるじは一体誰です」


　マルクは、アイシャを助けに来たわけではなく、叱しかりに来たらしかった。アイシャが縮ちぢこまると、マルクは淡たん々たんと続ける。


「グランドヒルといいましたか。そんな街を壊こわしてしまったのですね。そして、そこの〈宣せん教きよう師し〉に逆さからえない理由ができたのですね」


　グランドヒル──アイシャが灰はいにした街。マルクに全部知られてしまったのだと、分かってしまった。


「なるほど。それは大変ですね。……それで？」


「え……？」


「あなたがどこでなにをして、なにを抱かかえているかは知りません。ですが、それがエルミナを裏うら切ぎって良い理由になるとでも考えているのですか？」


　エルミナを裏切ったことが許ゆるされるなどとは考えていない。しかし、マルクが言っているのは、そういうことではないように思えた。


　そして、マルクはポケットの中からなにかを取り出す。真っ白な布ぬのきれ。どこかで落としてしまったはずの、アイシャのヘッドドレスだった。


「あなたはエルミナの侍メイ女ドです。あなたが去っていいのはエルミナがそう言ったときだけのはずですよ」


　それから小さな声で「受け売りですがね」と呟つぶやいたように聞こえた。


　アイシャは、ポカンと口を開いて固まっていた。


　マルクはアイシャを許すとは言ってくれない。そしてアイシャは悪くないとも言わない。


　ただ、どこでなにをしようと、エルミナの隣となりにいろとだけ言った。どんな罪つみを抱えていたとしても、抱えたままエルミナの隣にいろと言った。


「マルクさん……。厳きびしいです」


「当たり前でしょう？　私はエルミナの執バト事ラーなのです。エルミナに必要ならば、なんでも用意するのです」


　──そうか。あたしは死んで終わりにしちゃ、いけないんだ。


　アイシャは重たい体を引きずり、ゆっくりと立ち上がった。


　それは恐おそらくなにも変わっていない。グランドヒルを焼いたことに対する罪の意い識しきも、あれだけ優しくしてくれたエルミナを裏切ったことも、なにも解かい決けつしていない。なんの救いにもなっていない。


　それでも覚かく悟ごはできた。この重おも荷にを背せ負おって、それでも毎日歩いていく。そんな覚悟ができたのだ。


　アイシャがマルクの手からヘッドドレスを受けと──ろうとしたときだった。


「……茶番だな」


　狩かりゆ人うどの冷たい声が響ひびいていた。





「アルバ……さん」


　一体、いつからそこにいたのか、礼れい拝はい堂どうの長なが椅い子すの一つに、アルバは足を組んで腰こし掛かけていた。


「ア、アルバ！　よく来てくれた。助けてくれ」


　グレリオは縋すがるようにアルバの方へ這はいずる。しかし──


「断ことわる」


　容よう赦しやなき冷れい淡たんな声。


「お前はもう、俺おれに約束した報ほう酬しゆうを払はらえない。そのツケを、お前に払わせないとでも思っているのか？」


　唯ゆい一いつの救いの手から、拒きよ絶ぜつどころか処しよ刑けい宣せん告こくが返ってきて、グレリオは蒼そう白はくになる。


「……と、言いたいところだが、助けんでもない。お前の返事次し第だいではな」


　マルクが微笑の中にも鋭するどく目を細めた。


「アルバさん。もう、いいんです。もう止やめてください。アルバさんだって、本当は今回のこと嫌いやだったんでしょう？　それを、あたしのせいで──」


　グレリオがやってきたとき、アルバも隣にいた。アルバはアイシャの巻まき添ぞえで関わることになったのだ。放ほうっておけばいいのに、アイシャのことを見み捨すてなかったのだ。


「勘かん違ちがいするな。俺は俺の目的のためにここにいる」


「……それほど、死者が恋こいしいのかね」


　銀ソ啼ロー鳥ネが歌うような声に、アルバは大きく目を開いた。見れば教会の入り口にエルミナが肘ひじを抱だいて佇たたずんでいた。その後ろにはアーロンと、彼に抱えられたセリアの姿すがたも。


　アルバはクシャクシャと髪かみをかき上げるが、何な故ぜかその口元が笑って見えた。


「ああ、そうだ。お前らには理り解かいできんだろうな。あの日、集落が炎ほのおに焼かれ、腕うでと父と母、それから妹まで見捨てて俺は逃げた。それを取り戻もどせるというならば、なんでもやってやるさ」


　それから、グレリオへ視し線せんを向ける。


「答えろ。お前は知っているはずだ。〈バーラ・ルー〉はどこにある」


「え──むが？」


〈バーラ・ルー〉──それは、アイシャの契けい約やく精せい霊れいの名である。アイシャが思わず声を上げかけると、マルクの手がその口を塞ふさいだ。


　──マルクさん……？


　黙だまっていろということなのだろうか？　アイシャが目を瞬しばたたかせていると、グレリオが悲鳴のような声を上げた。


「バ……〈バーラ・ルー〉はアイシャの瞳ひとみの中だ。アイシャの契約精霊なんだ！」


　しかし、縋りつくグレリオにアルバは冷淡な声を返す。


「ふざけるな」


「本当だ！」


「……俺の持つ〈ヌー・アッド〉は力を失ってはいない。そのつがいである〈バーラ・ルー〉だけが力を失うはずはない」


　──〈バーラ・ルー〉の、つがい……？


「〈ヌー・アッド〉と〈バーラ・ルー〉──両りよう翼よくあれば死者も呼よび戻すことができる。答えろ。お前が〈バーラ・ルー〉を追っていたことは、クリスとかいう女から聞いている」


　どうやらアルバはクリスが男であることに気づいていないらしい。しかし──


　──グレリオが〈バーラ・ルー〉を追っていた？


「〈バーラ・ルー〉は、暴ぼう走そうして力を失ったんだ。グランドヒルの街が灰はいになったのはそのせいだ」


「……何故だ」


「し、知るもんか！」


「理由があるはずだ。〈精せい霊れいの器うつわ〉は主あるじを自分で選ぶ。他人が奪うばい取ろうとも必ず所持者の元へ還かえる。他人が力を使うことなどまずありえん」


　グレリオは蒼そう白はくになっていた。どうやら答えられないようなことらしい。アルバは苛いら立だたしそうに舌した打うちをした。


「俺は契約者ではないが、俺ギヤたンちグは規ルー律ルと品マナ性ーを重んじる。エルミナは止めてやるし、お前に手は出さんと保ほ証しようしてやる」


　グレリオはガタガタ震ふるえながら、縋るような声を絞しぼり出す。


「本当だな？　ぼくを、見み逃のがしてくれるんだな？」


「組デイ織ーノの首しゆ領りようとしての名前にかけて」


　アルバがそう答えると、グレリオは観念したように呟つぶやいた。


「〈精霊の器〉は主が所しよ有ゆう権けんを放ほう棄きすれば、他人でも手に入れられる。だから、そういうふうに仕向けた」


「……なにをした」


「と、友達になってやったんだ。アイシャは元々独ひとりぼっちだから、取り入るのは簡かん単たんだった」


「それで？」


　グレリオはアイシャへ怯おびえるような視し線せんを向ける。


「孤こ児じ院いんに──火をかけた」


「──────────っ！」


　孤児院の火事。あんなことさえなければ、アイシャがグランドヒルの事じ件けんを起こすことはなかったのだ。それを、グレリオがやったというのか。


「孤児院の連中はアイシャのせいだと罵ののしった。それを助けてやって、〈バーラ・ルー〉の所有権を譲じよう渡とさせたんだ」


「胸むなくその悪い話だな。だが、それだけで〈バーラ・ルー〉が力を失うはずはない。まだなにかあるはずだ」


「それだけだ！　ぼくは契約者だ。アイシャを助けるって契約で〈バーラ・ルー〉を受け取ったんだ。だから……」


　そこまで語ると、グレリオの震ふるえがピタリと収おさまった。





「──だから、孤児院を吹ふき飛ばしてやったんだ」





　それが、アイシャの抱かかえた罪つみでもあった。アイシャはグレリオに言われるがまま〈バーラ・ルー〉を引き渡わたした。それがあればあの場所から──あの火の海の孤児院から出られると言われて。


　しかしグレリオが手にした〈バーラ・ルー〉はその場に存そん在ざいした全すべてを焼き払はらい、グランドヒルの街ごと灰に変えてしまった。そしてアイシャが気づいたときにはグレリオの姿すがたはなく、力を失った瑠ラピス璃・ラズリと色を失ったアイシャの瞳ひとみだけが残された。


〈バーラ・ルー〉に力があることは知っていた。それが強すぎる力であることも気づいていた。アイシャがグレリオに〈バーラ・ルー〉を渡したりしなければ、あんなことにはならなかったはずなのだ。


「どういう、ことです……？」


　マルクが困こん惑わくするような声を漏もらしていた。彼が聞いていた話と、なにか食い違ちがっていたのかも知れない。あの事件の生き残りはアイシャとグレリオしかいないのだから、それも仕方のないことではあるが。


　グレリオは、堪たまらない愉ゆ悦えつを思い出したように歪ゆがんだ笑えみを浮うかべた。


「あれは、良かった。舞ぶ台たいっていうのは、観客がいないと駄だ目めなんだ。観客が望んだ舞台を観みせることが一番大事なんだ。だけど観客っていうのは意表を衝つかれたがるだろう？　だから期待通り思いもよらない目に遭あわせてやらなきゃいけないんだ」


　興こう奮ふんしているらしく、グレリオの目は爛らん々らんと怪あやしい光を灯ともしていた。


「たとえば大事なもの、信じてたものを木こっ端ぱ微み塵じんに、完かん璧ぺきに、爽そう快かいに、跡あと形かたもなく吹っ飛ばして、あなたの望み通りですって言ってやったときの顔！　どうしようもない事実を目まの当たりにして引きつったあの顔こそ、観客が舞台に向けるべき表ひよう情じようなんだ！」


　舞台役者のように、グレリオは語り続ける。


「たとえばあのときの院長の顔！　孤児院を立て直せるだけの金を手にした瞬しゆん間かん、金以外の全すべてが壊こわれた敗者の顔！　あれこそ観客が舞台に期待するように、舞台が観客に期待する顔なんだ！」


「なに、言ってる……の……？」


　アイシャが震える声を絞しぼり出すと、グレリオは狂きよう気きじみた笑みを向けた。


「知らなかったのかい？　きみは院長に売られちゃったんだよ。潰つぶれそうな孤児院のために大金で。〈宣せん教きよう師し〉にね」


　──お前のせいだ。お前なんか拾わなければ──


　あの日の院長はそう言ってアイシャの首を絞しめた。その首に手を当て、アイシャは自分が震えていることにようやく気がついた。


　そこまで叫さけんで、グレリオはしょぼくれたように肩かたを落とした。


「なのに〈バーラ・ルー〉は際さい限げんなく力を吐はき出して、たった一度で力を失った」


　沈ちん黙もく。ありとあらゆる軽けい蔑べつの眼まな差ざしが、そこに注ぎ込こまれていた。それからアルバは葉は巻まきを取り出すと火をつける。


「まあ、それはそうなるだろうな。そもそも〈バーラ・ルー〉の主あるじはアイシャではないのだから」


「え……？」


「言ったはずだ。〈ヌー・アッド〉と〈バーラ・ルー〉はつがいで存そん在ざいする。〈バーラ・ルー〉の主も俺だ」


　それから、重々しい声を絞り出した。


「俺が、アイシャに持たせたものだ」


　グレリオがヒクヒクと瞼まぶたを痙けい攣れんさせた。


「おまえ、それじゃあ、初めから、全部、知っていたんじゃないか？」


　アルバはそれが聞こえなかったかのようにエルミナの方へ視線を向ける。


「約束だ。お前は見み逃のがしてやるし、エルミナにも手出しはさせん。……が、他の連中のことは知らんな」


　教会の入り口には、アーロンの巨きよ体たいとセリア。そして、ここからどこへ逃にげようとしても、マルクのナイフの射しや程てい距きよ離り内。グレリオの顔が歪ゆがむ。


「騙だましたな！」


「人聞きが悪い。俺は約束を守ってやっている。それとお前、なにか勘かん違ちがいしてはいないか？　俺が、腹はらを立てていないとでも思っているのか？」


　アルバのひと言に蒼白になるグレリオ。マルクが小さなため息をついた。


「つくづく、見下げ果てた方ですね」


　マルクがグレリオに詰つめ寄よる。


「……なんのつもりです？　アイシャ」


　アイシャはグレリオを庇かばうように、立ち塞ふさがっていた。その背せ中なかにグレリオが縋すがりつく。


「アイシャ。ああ、やっぱり君は友達だ。分かってくれるんだね？　ぼくだって、やりたくてあんなことをやったわけじゃないんだ」


　マルクが、呆あきれたように嘆たん息そく。


「それでも、そこの〝ソレ〟を庇うおつもりですか？」


　アイシャは小さく頷うなずいた。


「あたしの、初めての友達だったんです。だから──」


　答えるアイシャの背中で、グレリオが醜しゆう悪あくな笑えみを浮うかべていた。





「──甘あまいよねえっ〈キー・アーン〉！」





　グレリオの手から金色の小鳥が解とき放たれる。


　それは、マルクが銀ナイフを投とう擲てきするより、アルバが拳けん銃じゆうを抜ぬくより、セリアがダーツを振ふりかぶるより、遠くの時と計けい塔とうでクリスがマスケット銃の引き金を絞るより、なによりも速く──


　ヒュボッ──しなやかな鞭むちのような蹴けりが、一いつ閃せんしていた。風をも断たつその蹴りに、炎ほのおの小鳥は衣服に燃もえ移うつることすら叶かなわず霧む散さんした。


　そして、小鳥を撃うち抜いたつま先は、そのままグレリオの顔面へと突つき刺ささっていた。


「──だから、あたしがやらなきゃいけないんです」


　マルクが僅わずかに微び笑しようを漏もらし、その向こうでアルバがこうなることは分かっていたというように葉巻の煙けむりを吐はいた。


　グレリオがグラリと膝ひざから崩くずれる。


　決着──誰だれもが、そう思った。


　アイシャ以外は。


　崩れ落ちるグレリオへ瑠ドミ璃ニ猫トンのごとき身のこなしで間合いを詰めると、上半身を巻まき込み突とつ進しんの勢いきおいを完全に乗せた肘ひじうちをたたき込む。グレリオの体がくの字に折れ曲がる。


　アイシャはそれでも止まらない。今度は前のめりに倒たおれ始めるグレリオへ、地面から掬すくい上げるように拳こぶしを叩たたきつける。直ちよく撃げきした顎あごが歪ゆがみ、奥おく歯ばが砕くだける感かん触しよくが拳越ごしに伝わる。


　木の葉のようにフワリと宙ちゆうを舞まうグレリオ。アイシャは垂すい直ちよくに足を振り上げ、そのまま全体重と筋きん力りよくを注ぎ込み──断だん頭とう台だいのごとく振り下ろす。


　グチャ──と、人体から聞こえてはいけないような音が響ひびいた。


　アイシャの渾こん身しんの踵かかと落おとしに、グレリオは床ゆか板いたをぶち抜いて地面に突き刺さっていた。


「大っ嫌きらい！」


　ピクリとも動かなくなったグレリオ。マルクがたじろいだように一歩後あと退ずさり、アルバの手から葉巻がポロリと落ちる。アーロンは悲ひ惨さんなものを目まの当たりにしたように顔を背そむけ、セリアは見ていられないというように顔を覆おおう。エルミナでさえ片かた手てを伸のばしたまま硬こう直ちよくしていた。


　長い沈黙の後、マルクが恐おそる恐る近ちか寄よってきた。


「アイシャ……？　気は、済すみましたか？」


　いつの間にか、ボロボロと涙なみだが零こぼれていた。一度にいろいろありすぎて、頭の中がグチャグチャだった。加か減げんも考えず叩きつけた拳がズキズキと痛いたむ。


　それでも地面に突き刺さった〝友達〟のありさまを見ると、もうなにもかもがどうでも良くなり、アイシャは脱だつ力りよくしたように小さな息を漏もらした。


　アイシャが頷くと、アルバが小さく息をついた。


「……今回は、干かん渉しようするなと言ったはずだ」


　誰に言ったのかと、アイシャが振り返ると、アルバはエルミナの隣となりにいた。


「……邪じや魔まは、しなかったはずだ」


　アルバがどんな表ひよう情じようをしているのか、アイシャの位置からは見えなかったが、たぶん笑っていたのではないかと思った。


　エルミナとアルバの間でどんなやりとりがあったのか、アイシャはそれを知るよしもないが、エルミナは、アルバと話を合わせるためにここに来たような気がした。アルバがグレリオに全すべてを語らせるために。


　それからアルバはセリアに視し線せんを向けると、ポケットの中から大振りの瑠ラピス璃・ラズリ──アイシャが持っているものとよく似にた──を取り出した。そして、セリアの手にポンと載せた。


　セリアが驚おどろいたように目を大きくし、アルバと瑠ラピス璃・ラズリを交こう互ごに見つめる。


「報ほう酬しゆうだ。俺おれにはもう必要ない」


　そう言い残すと、アルバはセリアとエルミナの間を通り抜け、礼れい拝はい堂どうの出口へと足を向ける。


　セリアは手て渡わたされた瑠ラピス璃・ラズリを呆ぼう然ぜんと見つめ、それからアルバの方へ振り返ると──右足を大きく振り上げ、瑠ラピス璃・ラズリを握にぎった左手を振りかぶった。


「ぐあっ？」


　アルバの悲鳴が小さく聞こえた。セリアの投げた瑠ラピス璃・ラズリはアルバの後頭部に直撃した。


　それを見み届とどけるとセリアはエルミナへ向き直り、自分とエルミナを交こう互ごに指さす。エルミナは意味が分からなかったらしく、大きく瞬まばたきをする。


「うぬ。セリアは雇やとって欲ほしいと言っているのである」


　アーロンである。エルミナはアーロンに視線を向けると、思案するように俯うつむく。それから、ふと思い出したようにマルクへと視線を向け、なにかを決心したように小さく頷うなずいた。


「……君、料理はできるかね」


　首しゆ肯こう。


「……料コ理ツ人クでよければ来たまえ」


　アイシャは驚おどろいて目を大きくした。


　──そういえば、マルクさん、料理の量が増ふえて大変だって言ってたっけ……。


　そんなエルミナの配はい慮りよに気づいたのか、マルクも微び笑しようを浮うかべて丁てい寧ねいに腰こしを折っていた。


「ああ、そうでした。ドミニクさんが晩デイ餐ナーの準じゆん備びをしてお待ちです。早く帰らないと料理が冷めてしまいますよ」


　マルクがそう言うと、エルミナたちは礼拝堂から外へと足を向けていく。


　アイシャがそれを戸と惑まどいながら見送っていると、エルミナはピタリと足を止めて振り返った。


「……帰るぞ。アイシャ」


　なにも訊きかず、なにも責せめず、エルミナはただ当たり前のようにそう言った。


　グレリオから真相を聞かされようとも、アイシャがグランドヒルを消したことに変わりはない。これからも、その責せき任にんは感じ続けるのだろうし、忘わすれることもできないだろう。


　でも、今このときだけは、帰ってもいいと言ってもらえたこの瞬しゆん間かんだけは、アイシャは全てから救われたような気がして、顔をゆるませた。


「──うん！」








　エピローグ










　使用人の朝は早い。マルクは今日も燕えん尾び服ふくに皺しわがないことを確たしかめ、丁てい寧ねいに髪かみを整え、いついかなるときに主あるじと顔に呼ばれても完かん璧ぺきを以もつて応こたえられるよう身だしなみを整える。


　次に足を運ぶのは厨ちゆう房ぼうである。かまどに火を入れるのが朝の最初の仕事なのだ。


　マルクが厨房の扉とびらを開けると──そこには見み慣なれない後ろ姿すがたがあった。


　真っ白のシャツに黒のベスト。すらりとしたズボンに腰こし前まえだけの前まえ掛かけ。マルクに近しい長身に、赤い髪。そこに立っていたのは料理長のセリアだった。


　マルクが怯ひるんで後あと退ずさると、セリアはゆっくり振り返った。


「おはようございます」


　意外に、まともに挨あい拶さつされてしまったことに、マルクは拍ひよう子し抜ぬけした。


「あ、おはようございます。……しゃべれるように、なったのですね」


　セリアの対たい価かは〝声〟だった。エルミナの〈契けい約やく書しよ〉は署しよ名めいすると契約者が対価として支し払はらったものを修しゆう復ふくしてくれる。それでしゃべれるようになったらしい。


　マルクが戸と惑まどいながらそう言うと、セリアは柔やわらかい笑えみを浮うかべて、ティーポットを傾かたむける。


「よろしければいただきません？」


　目の前の光景が信じられず、マルクは軽い目め眩まいを感じた。


「あの、セリアさん……ですよね？」


「そう見えませんか？」


　考えてみると、セリアと駆かけ引き抜きで顔を合わせることは初めてである。マルクは敵てきとしての彼女の顔しか知らなかったのだと、改めて思い知った。


「いえ、失礼しました。多少、驚いただけです。……紅こう茶ちやですか？」


「ええ」


「いただきましょう」


　思えば、マルクは毎日紅茶を注いでいるが、誰かから紅茶を淹いれてもらったことはなかった。マルクは微び笑しようを浮かべて、ティーカップを受け取った。


「──うっ……？　ごっ……があっ──っっっ？」


　ティーカップを傾けた瞬しゆん間かん、途と方ほうもない衝しよう撃げきが喉のどを貫つらぬいた。いや、実じつ際さいには紅茶が喉を通っただけなのだが、それはもはや味などという次元の話ではなく、物理的な破は壊かいを伴ともなった劇げき薬やくだった。


　──なにが、起こったのです……！　紅茶……？　紅茶が何な故ぜこんな……。


　マルクがテーブルに倒たおれ込こみ、ガクガクと震ふるえていると、セリアはそれを満足そうに眺ながめていた。


「おはようございます……って、はわわわわわわわ？　マ、マルクさん、どうしちゃったんですか？」


　セリアは不思議そうに首を傾かしげると、貴き婦ふ人じんのごとき微笑を浮かべた。


「疲ひ労ろう困こん憊ぱい。要休養」


　先ほどとは打って変わって単語メモのような口調。アイシャは驚いたように瞬まばたきをしながらも、言葉の意味は理り解かいできたらしく痛いた々いたしそうに頷うなずいた。


「そうでした。マルクさん、昨き日のうはあたしのせいで酷ひどい目に遭あったんでした……」


　心こころ優やさしい少女が俯うつむくと、セリアは慈じ母ぼのごとき微笑を浮かべてそっとアイシャの頭を撫なでる。


「心配不要。不ふ手て際ぎわ。自じ己こ責せき任にん」


　セリアは単語のみでそう答えると、ティーポットを傾け紅茶を注ぐ。


「紅茶。好物？」


「紅茶……ですか？　わあ、ありがとうございます」


　──待ちなさい。それは毒です。紅茶ではありません……！


　マルクはそう警けい告こくしようとするが、声帯は機き能のうを停止し、全身が細かに痙けい攣れんしていて止めることができなかった。


〈空白の契約書〉は契約者の対価を修復するが、模も造ぞう品ひんゆえどこかに欠けつ陥かんがある。セリアの場合は味覚が狂くるっているのだろうか？


　マルクが己おのれの無力さを呪のろっていると、アイシャはとうとう紅茶を口に含ふくんでしまう。


「甘あまくて美お味いしいです！　なにか入れたんですか？」


「蜂はち蜜みつ」


「へええ。また飲みたいです」


　ニコニコ笑え顔がおのアイシャとセリア。マルクはなにが起こったのか理り解かいできず困こん惑わく。


　それから、セリアはマルクにだけ届とどく声で小さく呟つぶやいた。


「唐とう辛がら子し」


　セリアが指さしたのは、マルクが飲んだ紅茶だった。


　そして、マルクは自分の居い場ば所しよに天てん敵てきが舞まい降おりたことを理解した。


「あ、そういえばセリアさん、料コ理ツ人クさんなんですよね」


「是ぜ」


「あの、お、お菓か子しとかって、作れますか？」


「可か能のう」


「そ、それじゃあ、あの、あたし、クッキーとか作ってみたいんですけど、お、教えてもらえませんか」


「了りよう承しよう。……何ど方なた宛あて？」


「ア、アルバさんです。今回、ご迷めい惑わくかけちゃいましたし……。それと、マルクさんにも」


　最後に小さな声で恐おそろしく危き険けんなことを呟いていたのだが、気が遠くなり始めていたマルクの耳には届いていなかった。





　翌よく日じつ──マルクの元に石炭の原石のようなものが一箱届き、そこから毒どく性せいのある煙けむりが噴ふん出しゆつしたことで屋や敷しき内は騒そう然ぜんとなった。


　同日、アルバ＝ディーノが謎なぞの食中毒で病院へかつぎ込まれ、伝聞紙の一面を飾かざった。ディーノ・ファミリーは敵てき対たい組そ織しきからの攻こう撃げきと見なして捜そう査さしたが、犯はん人にんは結局発見されなかったという。


　なお、アイシャがセリアから厨ちゆう房ぼう立ち入り禁きん止しと勧かん告こくされたことを知るものは少ない。





　悪あく夢むの紅こう茶ちやの打だ撃げきからなんとか回かい復ふくし、エルミナに朝の紅茶を届けると、マルクはカナメの寝しん室しつへ足を向けていた。


「入りますよ、カナメ」


　カナメからの返事はなかったが、マルクは扉とびらを開く。


　昨き日のう、熱を出しているにもかかわらず契けい約やく者しやと交戦し、その後もマルクやアイシャ、セリアの手当をしたカナメは、すっかり風か邪ぜをこじらせていた。


「具合はどうです？」


「……最悪じゃ」


　さすがにぐったりした声だった。マルクは桶おけにタオルを浸ひたすときつく絞しぼり、カナメの額ひたいに載せてやった。


「どうにも、屋や敷しき専せん属ぞくの医者がいた方が良さそうですね……」


　エルミナも体を壊こわしやすい。カナメの場合、怪け我がのせいではあるが、この屋敷の住人は何な故ぜか怪我をする頻ひん度どが異い様ように高い。かかりつけの医い師しに来てもらうよりも、ここに住み込んでもらった方が効こう率りつ的に思えた。


「……自分の体は縫ぬい繕つくろえんからの」


「それは悪かったと言っているではありませんか……」


　熱で寝ね込こんでいるカナメをたたき起こして、怪我の手当をさせたのだ。さすがにカナメも「裁ニー縫ドル師ワーカーが人間まで縫い繕わねばならんとは聞いておらんぞ」と不ふ機き嫌げんそうにぼやいていたのだ。


「……これも、貸かしじゃからな」


「う……。い、今、看かん病びようして差し上げてるではありませんか」


　マルクが申し訳わけなさそうに言うと、カナメは少し機き嫌げんを直したように鼻を鳴らした。


「……なにか、飲み物が欲ほしい」


「水がありますよ」


「……水は飽あきた」


「我わが侭ままですね……」


「……私はおんしの手当もしたはずじゃが」


「分かりましたよ。なにか果ジユ実ー水スでも作ってきます」


　そうしてマルクは庭から紅ア甘ポル実ロをもいで、それをすりつぶした果ジユ実ー水スを何ヽ度ヽもヽ作るはめになるのだった。





　　　　[image: ]





　古びた教会の礼れい拝はい堂どう。大量の灰はいがほこりのように堆たい積せきする中、黒くろ服ふく姿すがたの一人の青年が佇たたずんでいた。その前には、小さな足がひょこりと床ゆかから生えている。


「先せん輩ぱい……。ぐすっ。悲しいです。嫌いやな人でしたけど、死んじゃうと……ぐすっ。やっぱり、俺が死体を片かた付づけないといけないんですね」


　啜すすり泣きに、小さな足がピクリと反はん応のうする。


「うるさいぞ根暗。グスグス泣いてないで助けろ」


　神父の青年ヨハエルは、驚おどろいたように目を開くと……前よりいっそう悲しそうにさめざめと泣き始めた。


「えぐっ。悲しいです。どうして悪は滅ほろびないんですかね」


　ヨハエルには助けてもらえないのだと諦あきらめたらしい。小さな足はひとしきりバタバタと暴あばれると、独りでに床から抜ぬけた。


　出てきたのは、まだ小さな少年だった。少年──グレリオは口からなにかをペッと吐はき出す。カツンと硬い音を立てて跳はねたのは一本の歯だった。


「……手て加か減げんなしだ」


「嫌きらわれちゃいましたね。悲しいですね」


「うるさい根暗」


　ヨハエルはぐすりと洟はなを啜ると、勢いきおいよく洟をかんだ。


「そんなことより、一つ分からないことがあるんで、先せん輩ぱい教えてくださいよ」


「なんだよ」


「先輩、なんでアイシャちゃんに能のう力りよく使わなかったんですか？」


　グレリオはペッと血の混まじった唾つばを吐いた。


〈キー・アーン〉の炎ほのおは人を惑まどわす。その能力を使えば、初めからアイシャに自分の意い思しなど持たせないこともできた。そもそも、初めはそうするつもりだったのだ。


「うるさい根暗。お前には関係ない」


　それから、なにか思い出したように呟つぶやいた。


「あのあと、アイシャはどうなった？」


「ぐすっ。それはもう、清すが々すがしく笑ってましたよ。悲しいですね先輩」


「そう、か……」


　グレリオはアイシャに蹴けり潰つぶされ、グシャグシャになった顔をにわかに歪ゆがめた。こんな顔でなかったなら、恐おそらくヨハエルは眉まゆを顰ひそめていたことだろう。何な故ぜなら、グレリオは今、微ほほ笑えんだのだから……。





　グランドヒルの孤こ児じ院いんに〈精せい霊れいの器うつわ〉の所持者がいる。


　組そ織しきにそんな情じよう報ほうが入り、容よう姿しが子こ供どもであるグレリオはその孤児院に派は遣けんされた。


〈器〉の回かい収しゆうは極きわめて困こん難なんな仕事であるが、グレリオにはそのための能のう力りよくがある。相手が子供ならば、それこそ赤子の手を捻ひねるようなものである。孤児院の院長に金を摑つかませ、所持者の幼よう女じよに近づくところまではなんの問題もなく進んだ。


　あとは自じ閉へいぎみの幼女の興きよう味みを惹ひかせ、能力で暗あん示じをかければそれで任にん務む完かん了りよう──の、はずだった。





　──グレリオの観客になってあげる──





　そのひと言で、グレリオの脚きやく本ほんは完全に狂くるってしまった。


　観客は笑うものだ。そう教えたら、幼女はまったくもって無む邪じや気きな笑え顔がおを向けてきた。


　──そんな顔が絶ぜつ望ぼうに染そまる瞬しゆん間かんが一番見ものなんだ──


　それが、グレリオの欲よく望ぼうを満たす一番の娯ご楽らくなのだ。そのはずが、何な故ぜかその幼女の笑顔を壊こわせなくなってしまった。


〈器〉は回収しなければならない。しかし幼女からそれを奪うばい取れない。


　──何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ何故だ？


　陥おとしいれるのはとても簡かん単たんなはずなのに、グレリオは幼女の隣となりで舞ぶ台たいの話などに花を咲さかせていた。


　ほどなくして、観念したように理り解かいした。グレリオは、幼女に笑ってもらいたいのだと。


　しかし任務の遅ち延えんに組そ織しきから催さい促そくが来る。増ぞう援えんをよこすというのだ。組織の人間に見つかれば、幼女は生き地じ獄ごくに堕おとされる。その前に〈器〉を取り上げなければならない。


　そして、グレリオは孤児院に火をかけた。全すべてをうやむやに消してしまうために。


　そして、グレリオは幼女と契けい約やくを交かわした。





　──ぼくがここから出してあげる。だから君は──ぼくの舞台を見み届とどけるんだ──





〈精霊の器〉は主あるじを守るために力を振ふるう。暗示をかけて取り上げた〈器〉は──アイシャを守る──ただその一点のためにグレリオに力を貸かした。それこそが〈器〉の本来の主──アルバ＝ウヽィヽーヽドヽの望みなのだから。


　かくして〈器〉から力は失われ、グレリオは任務の失敗と、生せい存ぞん者しやなしの報ほう告こくをした。それで、終わりのはずだった。


　しかしそれから五年も経たってから、この根暗の契約者が〈鳳おおとり〉──アイシャの情報を持ち帰ってきた。よりによって〈精グレ杯イルの姫ひめ〉の傍かたわらにいるという。


　だからグレリオは自分の舞台を演えんじることにした。観客はアイシャ。彼女が笑って終われる舞台を。酷ひどい悪役が出る話にしよう。酷い悪役が醜みにくく命いのち乞ごいをしてすっきりやられる話にしよう。


　そして、グレリオの舞台は間ま違ちがいなく成功に終わったのだった。





　そこまで思い返して、グレリオはヨハエルの向こう脛ずねを蹴け飛とばした。


「なんでおまえが嬉うれしそうなんだ。お前が笑っても腹はらが立つだけだ」


「ぐすっ。痛いたいです」


　ヨハエルは洟を啜ってから、なにか思い出したように手を叩たたいた。


「あ、そうでした。伝言ですよ先せん輩ぱい。『〈宣せん教きよう師し〉は本国へ一時撤てつ収しゆう。帰き還かん可か能のうなものは帰還せよ』らしいです。ええっと、一週間くらい前の話ですね」


「……遅おそい。遅すぎるぞこのノロマ」


「悲しいです。俺おれはわざわざ先輩を助けるために戻もどってきたっていうのに」


「噓うそをつくな根暗。今思い出しただけだろう」


「悲しいです。先輩は信じる心って知ってますか？」


「うるさい。おまえと話してると気が滅め入いる」


　それからグレリオは躊ため躇らうように訊きいた。


「組織は活動を停止するのか？」


「いいえ。戻ってくるでしょうね。今は〈精グレ杯イルの姫〉の所しよ在ざいが知れただけで収しゆう穫かくだと判はん断だんしたらしいです」


「ふん。だろうな。本国の連中は〈精ヽ杯ヽ〉をヽ破ヽ壊ヽしないと気が済すまないのさ」


　ヨハエルは義ぎ手しゆをカチカチと鳴らしながら、思案するように首を捻ひねった。


「ねえ、先輩。〈精グレ杯イル〉が在あってはならないものって、どういう意味なんですか？」


「……お前が知る必要はない。そんなことより、お前はこれからどうするつもりなんだ？」


「俺は身も心も〈精グレ杯イルの姫〉のものですよ。受け取ってもらうまで、いつまでもいつまでもつきまとってみせます」


「……変へん態たいめ」


　グレリオはポッカリと穴が空いてしまった天てん井じようを見上げた。雲一つなく晴れ渡わたった、群ぐん青じようの空が遠くに広がっていた。


　──また、笑って欲ほしいな……。


　疲つかれたようにため息をつきながらも、あの太陽のような笑え顔がおが瞼まぶたを過よぎった。
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「出ていく？」


　荷物をまとめるクリスに、マルクは不思議そうにそう言った。


「だって、アイシャちゃんの見たい顔も見れたし、次の女の子があたしを待ってるわ！」


　言いながら、あのとき照しよう準じゆん越ごしに見ることができた〝ある表ひよう情じよう〟を思い出し、クリスは身もだえした。


　礼れい拝はい堂どうからマルクたちが引き上げるとき、エルミナからなにかを言われたアイシャが浮うかべた表情。それは──





　──今、この瞬しゆん間かんが一番幸せだという笑顔──





　クリスは全すべての女じよ性せいを愛している。何な故ぜならば、どんな女性でも〝今一番幸せだ〟という微ほほ笑えみを浮うかべれば世界中のなによりも美しくなるのだから。


　それゆえクリスはしばしば女性を不幸のどん底に突つき落とす。


　あらゆる富とみに囲まれ、欲しいもの全てを手にしてしまった女性が幸せ過すぎて幸せな微笑みを浮かべられないというのなら、クリスは躊ちゆう躇ちよなく彼女から全てを奪うばい取る。


　幸さち薄うすい人生を歩んできた少女が、苦く痛つうに満ちた生から〝死〟という解かい放ほうを与あたえられたときにしか笑えないというのなら、クリスは喜んで彼女の心しん臓ぞうに銃じゆう弾だんを撃うち込こむ。彼女が最さい期ごに笑えたことを永えい遠えんに忘わすれないために。


　だからクリスは今まで見た全ての微笑みを覚えている。





　マルクは呆あきれたような視し線せんを向けながらも、躊ため躇らいがちに言った。


「ここにはまだ女性がいます。もう少しいてもかまいませんが」


　マスケット銃じゆうをトランクにしまい込み、クリスはキョトンと目を丸くした。


「珍めずらしいわね。あんたがあたしを引き留とめるなんて」


　そう言うと、マルクは心の底から不服そうな顔をした。


「私は気に入りませんが、エルミナはあなたを気に入っています」


「あら？　そうなの？」


「……エルミナは、滅めつ多たに笑わないのですよ。あんなふうに笑いかけたのですから、あなたのことは相当気に入っているはずです」


　まるで失しつ恋れんでもしたように落ち込んだ様子でそう呟つぶやくマルク。クリスはそれを見て、プルプルと肩かたを震ふるわせた。


「あっははははははは──っ！」


「……なにがおかしいのです」


　拗すねたように睨にらむマルクを見てさらに爆ばく笑しよう。ひとしきり笑い続けて、クリスはエルミナが笑ったときのことを思い出した。


　──マルクの代わりにあたしを雇やとわない──


　戯たわむれに、そう訊きいてみたときだった。エルミナはさも満足そうにこう答えたのだ。





　──……マルクの紅こう茶ちやが、気に入っているのだ──





「エルミナさんの見たい顔はもう見ちゃったのよ」


　トランクのふたを閉しめながら、クリスはそう答えた。


「……あなたのそういうところが嫌きらいです。人の都合も考えず善ぜん意いの押し売りをしたかと思えば、気が済すんだら勝手にいなくなるのです」


「大だい丈じよう夫ぶよ。エルミナさんには初めからあたしは必要なかったのよ」


　そう言ってから、クリスは思い直すように唸うなった。


「ああ、でもまだカナメさんとセリアさんの笑った顔を見てないわね。やっぱりもう少しご厄やつ介かいになろうかしら」


「黙だまりなさい。さっさと出て行きなさい」


　マルクにそう急せかされ、クリスはトランクケースを背せ中なかに担かついだ。


「それじゃあ、また来るわね」


「二度と来るんじゃありません」





　　　　[image: ]





　なんとかクリスを追い出したときには、すでに晩ばん餐さんの支し度たくを始める時間だった。


　幸い、セリアは料理の腕うでは確たしからしく、ドミニクも晩餐のメニューを任まかせても問題ないと言っていた。そうしてマルクたちも夕食を摂とったあと、珍めずらしくエルミナが呼よび出しの鈴すずを鳴らした。


　ティーセットを片かた手てに、エルミナの寝しん室しつの扉とびらを静かに二度叩たたく──と、きちんと閉しまっていなかったらしく、扉は勝手に開いてしまった。


「誰だれ──？」


　銀ソ啼ロー鳥ネが啼ないたような声。マルクは無む断だんで扉を開けてしまったことを詫わびようと、腰こしを折ろうとして〝彼女〟と視し線せんが合ってしまった。





　翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ──契けい約やく者しや特有の翳かげが色いろ濃こく揺ゆれる、とてもよく見み慣なれた瞳。


　しかし、その身を包むのは普ふ段だん彼女が好まぬはずの純じゆん白ぱくのドレス。そして月明かりのような金色の髪かみが腰まで伸のびていた。





　──エルミナではない……？


　マルクが自分の目を疑うたがい戸と惑まどっていると……。


「……マルクか」


　いつも通り、抑よく揚ようの欠かけ片らもない声が返ってきた。


「あれ……？」


　マルクはメガネをかけ直してもう一度少女を見つめるが、そこにはやはり人形じみて表ひよう情じようのない少女が佇たたずんでいるだけだった。ドレスの色も黒。髪の長さも肩にかかる程てい度ど。紛まぎれもなくいつも通りのエルミナである。


　──見み間ま違ちがい……ですか？


「……どうかしたのかね」


　不思議そうに首を傾かしげるエルミナ。マルクは気を取り直して腰を折った。


「紅茶をお持ちしました」


「……用意がいい」


　褒ほめ言葉に礼を返し、マルクはテーブルへティーセットを並ならべる。


「……洋スウ菓イ子ーツかね」


　テーブルには、ティーセットの他ほかに果実入りの焼き菓が子しが置かれていた。


「見み様よう見み真ま似ねで作ってみました。この時間ではございますが、よろしければご試食願えますか？」


「……もらおう」


　エルミナは椅い子すへすとんと腰こし掛かけると、フォークを手に取り、ちまちまと焼き菓子の端はしを削けずり取る。それを小さな唇くちびるへ運ぶと、驚おどろいたように瞬まばたきをした。


「いかが、でしょうか……？」


「……気に入った」


　意外なほど、すんなりとその言葉をかけられ、マルクは狼う狽ろたえたように宙ちゆうへ視線を泳がせた。


「クリスのように上う手まくはいきませんが、これくらいならば私にもできます」


　エルミナは翠玉の瞳を幽かすかに揺らすと、僅わずかに口元を緩ゆるめた。


「そういえばお嬢じよう様さま。一つ分からないことがあるのですが、お訊ききしてもよろしいでしょうか」


「……なにかね」


「アルバは、誰を生き返らせたかったのですか？」


　それは問いかけというよりも、ただの確かく認にんだった。エルミナはちらりとマルクを見上げると、さして関心もなさそうに呟つぶやいた。


「……もう、その必要がなくなったそうだ」


　その返答に、マルクは丁てい寧ねいに腰を折って礼を返した。


　──アルバとアイシャ……。なるほど、確たしかに似にてはいますか。


　顔つきや肌はだの色という意味ではなく、ひとたび逆げき鱗りんにふれたときのあの容よう赦しやのなさ。そしてそれとは対照的に、普段フロアティナ相手でも自然と馴なれ合えてしまう人ひと柄がらのようなもの。それは確かに二人に共通した生まれつきの性せい質しつに思えた。


　何な故ぜ、今回エルミナが関わろうとしなかったのか。それは、アルバの顔を立てていたのだ。恐おそらく、エルミナよりもアイシャに近いただ一人の人間。彼にアイシャのことは自分に任まかせて欲ほしいと言われれば、エルミナとて断ことわりようがなかっただろう。


　──それでも、結局来てしまったようですがね。


　全すべてに納なつ得とくしてマルクが微び笑しようを浮うかべていると、エルミナがなにか言いたげに眼まな差ざしを向けていた。


「どうか、なさいましたか？」


「……マルク。一つ不満があるのだが」


　──不満……！


　エルミナは普段から口数が少なく、口を開いても必要最さい低てい限げんのことしか口にしない。それが不満と口にした。彼女にも、やはり不満に感じることはあったのだ。今さらながらマルクはそれを認にん識しきした。


　至いたらぬことの自じ責せきの念と、なにを咎とがめられるのかという緊きん張ちよう感に、マルクは狼ろう狽ばいしながらも平静を取り繕つくろってメガネを押おし上げた。


「お伺うかがいしましょう。私にできることならばなんなりと」


　エルミナは、上うわ目め遣づかいにマルクを見上げると、普ふ段だんどこを見ているのかよく分からない眼差しを真まっ直すぐ向け、はっきりとこう言った。


「この屋や敷しきで、私の名前を呼よんでくれないのは君だけなのだが」


　それだけ言うと、エルミナはすごい勢いきおいで顔を伏ふせてしまった。マルクは今のひと言が聞き違いでないか、真しん剣けんに悩なやまなければならなかった。


　それから、確たしかめるように恐る恐る口を開く。


「あの、お嬢様？　名前……ですか？」


　俯うつむいたままながら、小さく頭が揺ゆれる。非ひ常じように微び々びたる動作であるが、頷うなずいたらしい。


「いえ、あの、ですが、…………かしこまりました」


　マルクが毅き然ぜんとして姿し勢せいを正すと、エルミナも窺うかがうように顔を上げた。


「エルミナお嬢様」


「……ドミニクに名前を呼ばれている気分だ」


「うっ……では、エルミナ様」


「……違い和わ感が」


「エルミナさん」


「……他人行ぎよう儀ぎに聞こえる」


「エルミナ殿どの」


「……それではアーロンだ」


　何な故ぜか酷ひどい羞しゆう恥ち心しんに駆かられ、マルクは肩かたで荒あらい息をつく。これは一体なんの試練なのだろう。なんと呼んでも納なつ得とくしないエルミナに、マルクは勢い任せに言ってしまった。


「エルミナ」


「なにかね」


「……………………あ、いえ、名前を呼べと言われましたので」


　エルミナはなにか思案するように宙へ視線を彷さ徨まよわせ、それからからかうような響ひびきを持って呟つぶやく。


「……もう一度言ってもらえまいか」


　改めてそう言われると、妙みような気き恥はずかしさがあった。マルクは躊ため躇らいながらも、もう一度その名を呼んだ。


「エルミナ」


　エルミナは満足そうに頷うなずくと、洋菓子を削けずって唇くちびるへ運んだ。


「……気に入った」
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　あとがき




　前巻から引き続きお付き合いいただいているお客様、お久しぶりです。そして表紙イラスト、もしくはあらすじで衝しよう動どう買がいなさったお客様、初めまして。手て島しま史ふみ詞のりと申します。





　本作は「影執事マルクの手違い」シリーズ（～手違い、まででシリーズ名のようです）第三巻「影執事マルクの天敵」でございます。


　今回は痛つう恨こんの身み内うち編へんということでして、それぞれ困こまった身内を抱かかえる人たちがあれこれ大騒さわぎするお話です。二巻の迎げい撃げきにてバカ騒ぎをしたあの人、普段温おん厚こうそうな顔してなに考えているのか分からないこの人、いつもニコニコ悩なやみとかなさそうなそこの子、そしていつも通り頭抱えてる主人公、みんなあれこれ企たくらんで、最後に笑うのは誰だれだ！　というお話です。


　……若じやつ干かんニュアンスに齟そ齬ごがある可能性もありますが、おおむねそんな感じでしょう。





　そんなわけでマルクもとうとう三巻目です。


　一巻が発売してから妙にバタバタしておりまして、去年の暮れあたりから記憶が飛んでるところも多いです。ええっと、つまり忙しくも充実した毎日です……？


　しかしながらそんなドタバタのかいがあったのか、実はマルクは結構売れているらしいのです。ええ、編集部がそう言ったのですからきっとそうなのです。ですから胸を張って言いましょう。





　影執事マルクの手違いシリーズ（既刊三巻）、絶好調ですっ！





　……言ってから、木の陰かげに隠かくれてソワソワ。言っちゃった。言っちゃった。


　それから、ドラゴンマガジンの方でも短篇が掲けい載さいされています。特集もですね。ＣＯＭＴＡさんのカラー絵はいつもすごい綺き麗れいですよ。気がつけばほぼ毎号掲けい載さいされてたりします。準じゆんレギュラーといったところでしょうか。次の号にも掲載予定。「自分は文庫派だから雑ざつ誌しは読まない」という方も、そう仰おつしやらずに是ぜ非ひ目を通してくださいまし。


　あと、現在発売中のドラゴンマガジン５月号にはブックカバーの付ふ録ろくが付いてたりします。こちらも綺麗なものを描いていただいたので必見です。


　そして、雑誌以外でもあれこれ動きがあったりします。おいおい詳細もご報告できるのではないかと思いますが、これは浮かれて騒いでも良いのではないかというお話です。乞こうご期待！





　それはそうとこの本が発売されるころには四月なのですが、四月といえば皆さんなにを思い出すでしょうか。


　お花見？　それとも花より団子で宴会？　あるいはエイプリルフールに強と敵もたちと知力の駆け引き？　旧きゆう暦れきだとひな祭りなんてものもありますね（娘の誕生日は旧暦のひな祭りだったりします）。


　いろいろあるとは思いますが、桜の季節といえば、やはりこれではないかと思います。


　ピカピカのランドセル。己おのれの所有物のはずなのに物を置くと叱しかられる学習デスク。やたらと重たい教科書の束たば！


　つまり──入・学・式！


　息むす子こもこの春から小学生！


　私が発ほつ作さ的てきに小説家になろうと思い立ったあの日、息子はまだ二歳になったばかりでした。それがいつの間にか大きくなったものです。





　それではそろそろ今回もお世話になりました各方面へ御礼。


　あれこれ積極的に動いて情熱的にマルクを支ささえてくださる担当Ｔ様。今回も繊せん細さいにして可か憐れん美び麗れいなイラストを描かいてくださったＣＯＭＴＡ様。校正を始め出版に携たずさわってくださいました皆様。なにげに毎回何冊も買ってくれてる職場のＹ君。店頭の本を買かい占しめてくださったお義か母あ様さま。いつもつまらないことでもいっしょに笑ってくれる奥さんと子供たち。そしてこの本を手にとってくださった貴あ方なた様さま。ありがとうございました。





　次回予告


　みんな怪け我がや病気が多いぞ。医者を探しに行こう。お医者さんといえば白衣の天使？　いやいや血を見ると興奮する危ない兄ちゃん？　そういえば無表情になる前のエルミナってどんなだったのさ？　そして最近すっかり日ひ和よってるけどカナメって故郷でなにがあったの？　ヒロインたちの過去にスポットを当てつつ大騒ぎしたいと思います。







２００８年12月　手島　史詞
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影かげ執しつ事じマルクの天てん敵てき





手て島しま史ふみ詞のり
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